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坂祝町は、岐阜県中部の美濃加茂盆地西部から加茂野台地東部に位置します。こ

の地に旧石器時代から現代に至るまで、人々は連綿と生活をはぐくみ、その痕跡が

遺跡という形で土の中に眠っています。

今回、発掘調査を行った東野遺跡は、木曽川右岸の中位段丘東端に位置していま

す。東に低位段丘面が広がり、遠くには御岳、恵那山が望めるこの河岸段丘上には、

尾崎遺跡、半布里遺跡、大杉遺跡など多くの遺跡が立地し、集落跡が確認されてい

ます。東野遺跡においても、縄文時代の竪穴住居跡や古墳時代の竪穴住居跡、掘立

柱建物跡などが見つかり、当時の人々が集落を営んでいたことが判明しました。

今回の発掘調査によって得られた資料は、地域の歴史を知るために、また、私た

ちの未来を考えるために、様々な示唆を与えてくれるものと思います。本報告書が、

広く県民の皆様に活用され、埋蔵文化財に対する認識を深めるとともに、当地の歴

史研究の一助となれば幸いです。

最後となりましたが、発掘調査及び出土品の整理・報告書作成に当たりまして、

多大な御支援・御協力をいただいた関係諸機関並びに関係者各位、坂祝町教育委員

会、地元地区の皆様に深く感謝申し上げます。

平成１９年３月

財団法人岐阜県教育文化財団

文化財保護センター

所長 田口 久之



例 言

１ 本書は、加茂郡坂祝町に所在する東野遺跡（岐阜県遺跡番号２１５０１－１０００２）の発掘調査報告書で

ある。

２ 本調査は、一般国道２４８号太田バイパス道路改良（坂祝町）に伴うもので、岐阜県基盤整備部可

茂建設事務所（現岐阜県県土整備部可茂土木事務所）から岐阜県教育委員会が委託を受けた。発掘

調査及び整理作業は、財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センターが実施した。

３ 発掘調査は平成１５・１６年度に、整理作業は平成１６～１８年度に実施した。

４ 発掘調査及び整理作業の体制は、第１章第２節に一括して掲載した。

５ 本書の執筆は、主として河合洋尚が行った。第２章第１節は藤岡比呂志が執筆し、第３章第３節

は長屋幸二氏より玉稿を賜った。編集は河合が行った。

６ 発掘調査における作業員雇用・現場管理・掘削・空中写真測量などの業務と出土遺物の洗浄・注

記作業は、株式会社中部テクノスに委託して行った。

７ 遺物の俯瞰・立面写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。

８ 自然科学分析（テフラ分析・炭化材樹種同定・放射性炭素年代測定・土器胎土分析・粘土塊分

析・大型植物化石同定）は、株式会社パレオ・ラボに委託して行い、その結果は第４章に掲載した。

９ 発掘調査及び報告書の作成に当たっては、次の方々や諸機関から御指導・御協力をいただいた。

記して感謝の意を表する次第である。（敬称略・五十音順）

赤澤徳明 赤塚次郎 泉拓良 伊藤正人 宇野隆夫 大野薫 長田友也 川添和暁 小島俊彰

鈴木徳雄 千藤克彦 田中弘志 徳田誠志 長瀬治義 中野晴久 西脇対名夫 松岡千年

矢野健一 渡邉博人

各務原市木曽川学研究所・各務原市教育委員会・宮内庁・坂祝町教育委員会・関市教育委員会

１０ 本文中の方位は、世界測地系の座標北を示し、座標は平面直角座標系第Ⅶ系で表している。

１１ 土層及び土器類の色調は、小山正忠・竹原秀雄２００２『新版 標準土色帖』（日本色研事業株式会

社）による。

１２ 調査記録及び出土品は、財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センターで保管している。
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第１章 調査の経緯

第１節 調査に至る経緯

当遺跡は、加茂郡坂祝町黒岩、大針に所在し、木曽川によって形成された河岸段丘の中位段丘面に

位置する。

一般国道２４８号太田バイパス道路改良（坂祝町）に伴い、平成１４年度に岐阜県教育委員会と当セン

ターによる現地踏査を実施し、土師器、須恵器片等の遺物散布を確認した。そこで、当センターが遺

跡の範囲確認のための試掘確認調査を実施し、多くの試掘坑から遺物が出土し、遺構を確認したため、

新発見の遺跡として登録された。これにより、平成１４年度岐阜県埋蔵文化財発掘調査検討委員会にお

いて、平成１５年度に４，０００㎡の発掘調査を実施することとなった。さらに、西に隣接する２，０００㎡と南

に隣接する４７０㎡の試掘確認調査を平成１５年度に行った。それぞれ遺物が出土し、遺構を確認したた

め、平成１５年度岐阜県埋蔵文化財発掘調査検討委員会において、平成１６年度に２，４７０㎡の発掘調査を

行うこととなった。

図１ 東野遺跡の位置（S＝１／５０，０００、国土地理院発行１：２５，０００「美濃関」「美濃加茂」）

第１節 調査に至る経緯 1



第２節 調査の経過と方法

発掘調査範囲は、平成１５年度の調査区４，０００㎡を A区、平成１６年度の調査区の西地区（２，０００㎡）

を B区、東南地区（４７０㎡）をＣ区とした。A区は約３分の２が宅地、残りは畑であった。B区は約

３分の１が温室、残りが畑であった。C区は畑と山林であった。試掘確認調査の結果から、竪穴住居

跡を複数確認したため、集落跡の存在が想定された。

調査区は１５０m×１００mの範囲で、５m×５mの小区画を設定して調査区画とした（図２）。調査区画

は、北から南へ A～T、西から東へ１～３０とし、調査区画の呼称は西北角の杭番号を用いた。

基本層序は、試掘確認調査によりⅠ層からⅥ層まで設定した（第３章第１節参照）。

発掘調査では、まず重機により調査区内全面の表土及び盛土層（Ⅰ a層）を除去し、遺物包含層（Ⅰ

b層）を人力で掘削した。遺構検出作業は基本的にⅡ層上面で行ったが、Ⅰ b層中で確認できるもの

についてはその時点で作業を行った。遺物包含層や遺構内から出土した遺物は、原則としてすべてトー

タルステーションにより出土位置を測定して取り上げた。

遺構調査に当たっては、必要に応じて平面図・土層断面図などを作成した。発掘調査区全体の平面

図作成及び写真撮影は、ラジコンヘリコプターによる空中写真測量を行った。その後、一部の遺構に

ついてはサブトレンチを設定して補足調査を行った。

図２ 調査区設定図（S＝１／１，０００）
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以下、発掘調査日誌から抜粋して週ごとの調査経過を記述する。

平成１５年度

第１週（ ５．１２～ ５．２３） 表土掘削作業、調査区画杭設定作業を実施する。

～２週

第３週（ ５．２６～ ５．３０） Ａ区の北東部から人力による遺物包含層掘削作業及び遺構検出作業を開

始する。

第４週（ ６．２～ ６．６） Ａ区東部で SH１・２を検出し、掘削作業に入る。SH１から用途不明の

土製品が出土する。

第５週（ ６．９～ ６．１３） SH２の床面出土遺物の実測作業を行う。SH３を検出し、掘削作業に入

る。SH１で南東壁際に周溝を２条確認する。

第６週（ ６．１６～ ６．２０） SH４・５を検出し、掘削作業に入る。SH１入口部分で埋甕（SZ１）を

検出する。

第７週（ ６．２３～ ６．２７） SH８を検出し、掘削作業に入る。

第８週（ ６．３０～ ７．４） SH６・７を検出する。

第９週（ ７．７～ ７．１１） SH８床面でほぼ完形に近い土器が数個体出土する。SH９を検出する。

第１０週（ ７．１４～ ７．１８） SH１０・１１を検出する。SH６・７・１０・１１の掘削作業に入る。SH６で炭

化した種子類が出土する。SH６で鉄鎌、鉄鏃が出土する。

第１１週（ ７．２１～ ７．２５） SH１１床面直上において多くの炭化材が出土する。SH９の掘削作業に入

る。SH７の南部に硬化面と細い溝状の遺構を確認する。

第１２週（ ７．２８～ ８．１） ７．３１：タイムスリップ探検隊（親子発掘体験）を開催する（参加２２組５１

名）。

第１３週（ ８．４～ ８．８） SH１１の炭化材の実測作業を行う。

第１４週（ ８．１８～ ８．２２） 一次整理作業を開始する（第４１週まで継続して実施）。

第１５週（ ８．２５～ ８．２９） SH１２を検出し、掘削作業に入る。SH１３を検出する。

第１６週（ ９．１～ ９．５） SH１３の掘削作業に入る。SH１４（北半分）を検出する。SB２を検出し、

掘削作業に入る。

第１７週（ ９．８～ ９．１２） SH１４の掘削作業に入る。

第１８週（ ９．１６～ ９．２０） SH１４から大量の炭化材が出土する。

第１９週（ ９．２２～ ９．２６） Ａ区東半分の空中写真測量を実施する。９．２７：現地説明会を開催する

（見学者１３７名）。

第２０週（ ９．２９～１０．３） Ａ区西半分の重機による表土除去作業を実施する。

第２１週（１０．６～１０．１０） Ａ区東半分を事業者へ引き渡す。

第２２週（１０．１３～１０．１７） SH１５・１６の掘削作業に入る。SH１５の竈（SF８）の掘削作業に入る。

１０．１５：岐阜市立岐北中学校２年生２名の職場体験学習を受け入れる。

第２３週（１０．２０～１０．２４） SH１６の竈（SF１０）の掘削作業に入る。

第２４週（１０．２７～１０．３１） SH１７を検出し、掘削作業に入る。

第２５週（１１．４～１１．７） SF１０の燃焼部内に土器を検出し、実測作業を実施する。
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第２６週（１１．１０～１１．１４） SB６の掘削作業に入る。

第２７週（１１．１７～１１．２１） SH１８を検出する。SB４の掘削作業に入る。

第２８週（１１．２５～１１．２８） SH１８の掘削作業に入る。

第２９週（１２．１～１２．５） SH１９を検出する。SH１８の床面で２基の柱穴を検出し、貼床除去後、床

下で４基の柱穴を検出する。

第３０週（１２．８～１２．１２） SH１９の掘削作業に入る。SH２０を検出する。

第３１週（１２．１５～１２．１９） SH２０の掘削作業に入る。SH２０北東角地で貯蔵穴（SP３１１）を検出する。

その周囲に周堤状遺構（SM１）を確認する。

第３２週（１２．２２～１２．２６） SH１９の竈（SF１１）の掘削作業に入る。

第３３週（ １．５～ １．９） SH２０の竈（SF１２）の掘削作業に入る。

第３４週（ １．１３～ １．１６） A区西半分の空中写真測量を実施する。掘削作業はほぼ終了する。

第３５週（ １．１９～ １．２３） 指導調査員泉拓良氏（奈良大学文学部教授）の指導を受ける。

第３６週（ １．２６～ １．３０） SB５・９のエレベーションを実測し、全ての実測作業が終了する。

第３７週（ ２．２～ ２．２７） 一次整理作業を継続実施する。

～４０週

第４１週（ ３．１～ ３．５） 一次整理作業が終了する。現場撤収準備、調査用具類の搬出をする。

第４２週（ ３．８～ ３．１２） 現場事務所を撤去する。

第４３週（ ３．１５） A区西半分を事業者に引き渡す。

平成１６年度

第１週（ ４．２６～ ５．７） 表土掘削作業、調査区画杭設定作業を実施する。

～２週

第３週（ ５．１０～ ５．１４） C区南西部から、人力による遺物包含層掘削作業及び遺構検出作業を開

始する。

第４週（ ５．１７～ ５．２１） SH２１を検出し、掘削作業に入る。

第５週（ ５．２４～ ５．２８） SD３１を検出し、掘削作業に入る。平成１５年度に北半分を調査した SH１４

の南半分を検出する。平成１５年度に確認した SB２の柱穴の続きをさら

に６基確認する。

第６週（ ５．３１～ ６．４） SH１４の掘削作業に入り、多くの炭化材が出土する。一次整理作業を開

始する（第２２週まで継続して実施）。

第７週（ ６．７～ ６．１１） SH２２を検出し、掘削作業に入る。

第８週（ ６．１４～ ６．１８） B区の包含層掘削と遺構検出作業を開始する。

第９週（ ６．２１～ ６．２５） C区の空中写真測量を実施する。

第１０週（ ６．２８～ ７．２） B区の遺構掘削作業を開始する。

第１１週（ ７．５～ ７．９） 竪穴状遺構 SK２１７５を掘削する。埋土から土師器が多く出土する。

第１２週（ ７．１２～ ７．１６） C区の調査がすべて終了する。

第１３週（ ７．２０～ ７．２３） ７．２３：タイムスリップ探検隊（親子発掘体験）を開催する（参加１５組３２

名）。
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第１４週（ ７．２６～ ７．３０） SH２０の貯蔵穴の周囲に巡る周堤状遺構（SM１）を掘削する。

第１５週（ ８．２～ ８．６） SB８の掘削作業が終了する。

第１６週（ ８．１６～ ８．２０） SH２０の貼床を除去する。

第１７週（ ８．２３～ ８．２７） SH２０の掘方を掘削し、写真撮影を行う。

第１８週（ ８．３０～ ９．３） 台風１６号が通過したが、大きな被害はなし。

第１９週（ ９．６～ ９．１０） 空中写真測量のための調査区清掃を開始する。

第２０週（ ９．１３～ ９．１７） B区の掘削作業がほぼ終了する。

第２１週（ ９．２０～ ９．２４） 指導調査員宇野隆夫氏（国際日本文化研究センター）の指導を受ける。

B区の空中写真測量を実施する。

第２２週（ ９．２７～１０．２） １０．２：現地説明会を開催する（見学者１１３名）。一次整理作業が終了す

る。

第２３週（１０．４～１０ ．８） 現場事務所を撤収する。

第２４週（１０．１２） １０．１２：坂祝町議会議員、坂祝町教育委員会への現地説明会を実施する

（見学者２８名）。B区、C区を事業者に引き渡す。

整理作業は、平成１６年１１月から平成１８年９月まで実施した。発掘調査から整理作業までの体制は以

下の通りである。

理事長 日比治男（平成１５～１７年度） 高木正弘（平成１８年度）

副理事長 高橋宏之（平成１５～１８年度） 平光明彦（平成１５～１７年度）

中島正和（平成１８年度） 伊藤克己（平成１８年度）

常務理事兼センター所長 福田安昭（平成１５・１６年度） 田口久之（平成１７・１８年度）

経営課長 川瀬崇敏（平成１５～１７年度） 後藤智（平成１８年度）

調査部長 武藤貞昭（平成１５年度） 川部誠（平成１６～１８年度）

担当調査課長 藤岡比呂志（平成１５年度） 大熊厚志（平成１６・１７年度）

近藤聡（平成１８年度）

担当調査員 春日井恒（平成１５年度） 山内裕行（平成１６年度）

河合洋尚（平成１５～１８年度）

整理作業員 今尾さち子 今津理 伊藤好子 岩�いつわ 小木曽美智 野尻みどり

橋本法子 原幸子 堀三恵 山口百合子

写真１ 作業風景 写真２ 平成１５年度現地説明会の様子
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第２章 遺跡の環境

第１節 地理的環境

当遺跡が立地する加茂郡坂祝町は、美濃山地の南に発達する美濃加茂盆地と各務原山地の接する場

所に位置する。美濃加茂市加茂野町から北西方向に関市まで標高７０～８０mの中位段丘が細長く続き、

その東端の も標高の高い位置に当遺跡は立地する。中位段丘は北西へ向かって緩やかに傾斜し、東

の段丘下には低位段丘が広がる。この中位段丘と低位段丘を分ける段丘崖で、木曽川水系と長良川水

系を分けている。

周辺の地質は、山地部は主に美濃帯堆積岩類からなり、チャート、砂岩、泥岩などで構成されてい

る。平地部は段丘堆積物が台地を形成し、それを開析して小河川による礫、砂及び泥が堆積している。

山地は南西部の各務原山地が東南東－西北西に連なる。これは、次の２つの地質現象が大きく作用

している。

・当遺跡より西南西に、坂祝向斜と呼ばれる褶曲の軸が東南東－西北西方向に存在すること。

・周辺の美濃帯堆積岩類は、砂岩主体の地層とチャート主体の地層の繰り返しからなる整然層である

こと。

この周辺の山地の方向は、坂祝向斜によって規制されており、その軸の方向に同じ地質で同程度の

高さの山地が分布する。山地をつくる砂岩とチャートは物性がかなり異なる。砂岩層は浸食風化に弱

いため比較的なだらかな山体を形成し、チャートは浸食風化に強いため、急崖をなす山体を形成する。

このような特徴をもつため、東南東－西北西方向に急崖をなす山体と比較的なだらかな山体が交互に

配列する。

台地は各務原層に対比される加茂野層と呼ばれる段丘堆積物からなる。この層は、御嶽起源の御嶽

火山第一軽石層、御嶽火山第三軽石層をはさむという特徴を持つ砂礫層及び砂層である。当遺跡のあ

る台地の段丘堆積物においても、御嶽火山の軽石を含んだ砂層を確認している。現在形成時期につい

ては、９～６万年前頃という説と、それより古くなるという説がある。その上に木曽川泥流堆積物が

分布する。木曽川泥流堆積物には、安山岩類を主体として花崗岩、濃飛流紋岩、砂岩、泥岩、チャー

トなどの礫が混じる。礫は、角礫から円礫まである。これは、御嶽火山起源の安山岩類は角張った礫

で、他は泥流が流れる過程で河川礫が取り込まれた円礫であることが原因である。この堆積物中に堆

積の時間間隙を示すものがないことから一回の流下によって形成されたものと考えられる。八百津町

の木曽川泥流堆積物中に含まれる樹木片の放射性炭素年代により、約４．９万年前の堆積物（中村ほか

１９９２）と考えられている。

低地は低位段丘堆積物からなる。５段に識別される美濃加茂盆地の低位段丘に対して、坂祝町地域

は、大針面・酒倉面・前田面の３段に識別される。いずれも河川性の礫層で構成されるが、酒倉面で

は礫層の上層位を１．０～１．５mの砂層がおおう。

6 第２章 遺跡の環境
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中村俊夫・藤井登美夫・鹿野勘次・木曽谷第四紀巡検会 １９９２ 「岐阜県八百津町の木曽川泥流堆積

物から採取された埋没樹木の加速器１４Ｃ年代」『第四紀研究 vol３１』

坂祝町教育委員会町史編纂事務局 ２００２ 「坂祝町の大地」『坂祝町史 自然編』

図３ 東野遺跡調査区及び周辺地形図（S＝１／５，０００）
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第２節 歴史的環境

東野遺跡周辺には、いくつかの遺跡が確認されている。以下、当遺跡が所在する坂祝町内の遺跡を

中心に、美濃加茂盆地から加茂野台地上に立地し、発掘調査等により詳細が明らかになっている遺跡

を時代順に概観する。なお、文中の遺跡名のあとの番号は、図４、表１と一致する。

旧石器時代の遺跡は、加茂野台地上に野田遺跡（４５）、平井遺跡（５１）、唐鋤遺跡（５５）がある。こ

れらの遺跡では、ナイフ形石器や台形石器が表面採集されている。その他にも加茂野地区で、ナイフ

形石器や細石核が表面採集されている。

縄文時代の遺跡は、低位段丘上に芦戸遺跡（３８）、大林遺跡（４０）、井ノ上遺跡（１９）、中位段丘面

に加茂神社裏遺跡（３）、大杉西遺跡（５０）がある。芦戸遺跡は、郷土研究家の故林魁一氏によって

昭和初年頃発見された遺跡で、縄文時代中期の土器、打製石斧、磨製石斧、石錘が採集された。その

後、昭和６１年の木曽川改修工事に伴う発掘調査で、縄文時代前期後半から後期前半にかけての遺構や

遺物が確認された。大杉西遺跡では、縄文時代中期の竪穴住居跡や掘立柱建物跡が確認されている。

４号住居跡は周溝の検出本数から２回以上の重複があったことが確認されている。

弥生時代の遺跡は、低位段丘上の芦戸遺跡、大林遺跡、中位段丘上の南野遺跡（２）、変電所南遺

跡（１２）、伊瀬粟地遺跡（１１）がある。南野遺跡では弥生時代中期の住居跡１軒が確認されている。

その住居跡からは土器のほか、有孔磨製石鏃が出土している。伊瀬粟地遺跡では、鉄剣や多孔型銅鏃

を伴う弥生時代後期の方形台状墓が確認されている。芦戸遺跡では、竪穴住居跡２軒が検出され、第

３号住居跡の中央で石囲炉が確認されている。大杉西遺跡では竪穴住居跡や方形周溝墓が確認されて

いる。

古墳時代の遺跡は、その多くが古墳そのもので、集落遺跡は少ない。古墳では、前山古墳（４２）、

火塚古墳群（３７）など町内にも多数存在するが、発掘調査されていない。前山古墳は古墳時代前期の

円墳で、明治１８年に発見され、銅鏡４面、玉類４１個、剣１口が出土し、翌年宮内庁へ送付した経緯が

残る。火塚１号墳は古墳時代後期の大型方墳で、南側に大規模な横穴式石室が開口する。東北東約３．５

㎞には、高位段丘である上野台地の南端部に、縄文から中世にかけての複合集落の尾崎遺跡（１５）が

ある。古墳時代に属する多数の住居跡や掘立柱建物跡、鍛冶遺構などが見つかっている。西北西約３

㎞には大杉遺跡（４８）がある。縄文時代から古代の集落で、平成１６年６月までの発掘調査で、古墳時

代の竪穴住居跡が７０軒検出されており、中には焼失住居もある。また古墳時代の区画施設と考えられ

る溝状遺構が確認されている。

古代の遺跡は、重実遺跡（６）、日向古窯跡（８）、矢田廃寺跡（１４）、県主神社西遺跡（１３）、大杉

廃寺跡（４９）、前出の伊瀬粟地遺跡がある。大杉廃寺跡は、昭和３１年と５０年に発掘調査が行われてお

り、一辺７m前後の基壇が確認された。出土遺物は、軒丸瓦、軒平瓦、須恵器、角釘などがある。伊

瀬粟地遺跡では、弥生後期に築造された方形台状墓が祭祀用基壇として利用されていたことを確認し

ている。

8 第２章 遺跡の環境
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国土地理院発行 １：２５，０００地形図「美濃関」「美濃加茂」 ＊●は遺跡位置を示すものであり、範囲を示すものではない。

図４ 周辺遺跡位置図（S＝１／５０，０００）
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第３章 調査の結果

第１節 基本層序

東野遺跡は、中位段丘面上に広がり、北西へ向かって緩やかに傾斜している場所に立地する。川に

よる堆積は、古木曽川による木曽川泥流堆積物（Ⅵ層）から下となり、その上に堆積するⅠ層からⅤ

層は、姶良 Tn火山灰を起源とする火山ガラスの含有率が高く、含まれる火山ガラスが円磨されてい

ることから、風成堆積によるものと考えられる（第４章第２節参照）。

基本層序は試掘確認調査の調査坑の土層堆積をもとにⅠ層からⅥ層を設定した。

Ⅰ層（黒色土層）

遺物包含層と認識した層で、土壌化が進んだ風成堆積による黒色土層である。現代の耕作や構

築物による撹拌を受ける、締まりのない黒色土層をⅠ a層と設定した。縄文時代以降の自然要因

や人的要因による土の撹拌が認められるが、現代の撹拌は一部にとどまる、やや締まる黒色土層

をⅠ b層と設定した。縄文時代以降の遺構面はⅠ層中に存在すると考えられる。条件が良ければ

Ⅰ b層中で遺構を検出することができたが、土の撹拌や遺構埋土とⅠ層の色調の類似から、すべ

ての遺構をこの上面で検出することはできなかった。

Ⅱ層（黒褐色土層）

土壌化の進みが弱い風成堆積による黒褐色土である。縄文時代以降の自然要因や人的要因によ

る土の撹拌をあまり受けていない。遺構埋土との色調の違いが顕著であるため、この上面で縄文

時代以降の遺構を検出することができた。A区東端、段丘崖に近いところや C区南部では確認

できない箇所もある。これより下の層では試掘確認調査のサブトレンチから遺構や遺物は確認で

きず、基盤層と認識した層である。

Ⅲ層（褐色土層）

風成堆積による褐色のシルト層。A区東端、段丘崖に近いところや C区南部で基盤層と認識

した層である。

Ⅳ層（暗褐色土層）

風成堆積による暗褐色のシルト層である。

Ⅴ層（褐色土層）

風成堆積による褐色のシルト層である。

Ⅵ層（褐色土層）

御岳の噴火により生じた土石流の堆積物（木曽川泥流堆積物）の層である。

10 第３章 調査の結果



図５ 試掘調査坑設定位置図（S＝１／１，０００）

図６ 試掘調査坑土層断面図（S＝１／１００）

第１節 基本層序 11
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第２節 遺構・遺物の概要

当遺跡で確認した時期は７時期に及ぶ。これを東野Ⅰ期からⅦ期と設定した（表２参照）。

（１）遺構概要

調査で検出した遺構には、縄文時代と古墳時代、古代、中世のものがある（表２）。これらの遺構

は、層位的に検出できず、大半をⅡ層上面で検出している。一部、後世の撹拌が及んでいない遺構に

関しては、Ⅰ b層中でプランを確認して検出したものもある。これは、Ⅰ層と遺構埋土の土色の類似

により、プランの確認が不可能なためであり、本来の遺構面はⅠ層中にあると考えられる。また、風

成によって徐々に堆積しているため、遺構面は、層位的な差はほとんどないと考えられる。そのため、

遺構の時期は、遺構内部から出土した遺物によって決定した。また、出土した遺物が複数の時代にま

たがる場合は、原則として時期の新しいものにより時期決定をしたが、出土状況や出土量も判断材料

にした。

A区では縄文時代中期後半の竪穴住居跡、土器埋設遺構、古墳時代前期の竪穴住居跡、掘立柱建物

跡、古墳時代後期の竪穴住居跡、掘立柱建物跡、古代の土器棺墓、中世の土坑墓などを確認した。た

だし、時期が判明した遺構は少なく、大半の土坑は時期不明のものである。B区では、古墳時代後期

の竪穴住居跡、掘立柱建物跡などを確認した。A区と同様、時期不明の遺構が大半を占める。C区は

古墳時代前期の竪穴住居跡、掘立柱建物跡、時期不明の溝状遺構などを確認したが、これも大半の土

坑は時期不明である。

遺構番号は、略号として「Ｓ」を用い、発掘調査時に通し番号を付けた。その後、整理時に遺構の

種別ごとに下記の略号を付与し、通し番号を付けた。

遺構略号 ＳＡ－柱穴列 ＳＢ－掘立柱建物跡 ＳＤ－溝状遺構 ＳＦ－炉跡・竈跡

ＳＨ－竪穴住居跡 ＳＩ－集石遺構 ＳＫ－土坑（穴） ＳＭ－周堤状遺構

ＳＰ－柱穴・竪穴住居内土坑 ＳＺ－土器埋設遺構 ＮＷ－倒木痕・根跡

①縄文時代の遺構

縄文時代の遺構は、竪穴住居跡、埋甕、土器埋設遺構、溝状遺構、柱穴、土坑を検出した。縄文時

代の遺物が調査区全体から出土していることから、遺物が供伴しないため時期不明とした土坑の中に

も縄文時代の遺構が含まれる可能性がある。

12 第３章 調査の結果



②古墳時代の遺構

古墳時代の遺構は、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、焼土・炉跡・竈跡、溝状遺構、柱穴、土坑などを

検出した。前期と後期の遺構を確認したが、中期は確認できなかった。当遺跡の遺構は、この時期に

属するものが も多い。土坑には、貯蔵穴や土器埋設遺構などがあるが、多くは性格不明のものであ

る。

③古代以降の遺構

古代以降の遺構は、土器棺墓、溝、土坑を検出しているが、量的にはそれほど多くない。

④時期不明の遺構

検出した遺構のうち、多くが時期不明の遺構となる。これは、時期を供伴する遺物によって決定し

たためであり、この中には前出のそれぞれの時期に存在していた可能性がある。

（２）遺物概要

出土した遺物は、縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良時代、平安時代以降のものがある。縄文時

代のものは中期後葉の土器や石器類が出土した。弥生時代のものは弥生土器が出土した。古墳時代の

ものは土師器、須恵器が出土した。また、管玉、勾玉といった装飾品や鉄鏃、鉄鎌といった鉄製品も

出土した。当遺跡では、この時代の遺物が も多く、出土遺物の大半を占める。奈良時代のものは、

土師器、須恵器、灰釉陶器が出土した。平安時代のものは、灰釉陶器、山茶碗が出土した。鎌倉時代

のものは山茶碗、古瀬戸が出土した。近世のものは常滑焼が出土した。遺物の出土分布は図７に示し

た。遺構を確認した位置と遺物の出土位置は同じような分布が認められるが、縄文土器や石器につい

ては、調査区全体から出土している。

図７ 土器出土分布図（S＝１／１，０００）

第２節 遺構・遺物の概要 13
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①土器類

土器類の出土量は出土点数・質量・個体数１）とそれぞれの割合を表４にまとめた。この中には、試

掘調査で出土した遺物も含んでいる。土器類の種別の状況は遺構の数の確認状況とよく似ている。出

土点数では土師器が も多く、次いで縄文土器、須恵器で、検出遺構一覧の遺構数量と一致する。

縄文土器

縄文土器は４，７３７点が出土しており、ほとんどが中期後半のものである。これを、既存の研究成果

を参考にして、有文深鉢を中心に器形・文様などの特徴から、必要に応じて分類を行った２）。縄文土

器の分類は次のとおりである。なお、図示した遺物は、遺構、包含層から出土した時期判別がある程

度可能なものや、特徴的なものを抽出した。

＜深鉢Ａ＞有文深鉢で口縁部に隆帯で文様を描くものをこの類とした。さらに、区画文が連続するも

のを A１類、１区画が収束しながら連続するものを A２類、その他のものを A３類とした。

＜深鉢Ｂ＞有文深鉢で口縁部の沈線で文様を描くものをこの類とした。さらに、区画文が連続するも

のを B１類、１区画が収束しながら連続するものを B２類、その他のものを B３類とした。

＜深鉢Ｃ＞有文深鉢で口縁部が立体的なものをこの類とした。

＜深鉢Ｄ＞有文深鉢で口縁部文様のないものをこの類とした。

＜深鉢Ｅ＞無文深鉢をこの類とした。さらに、器面調整が縄文のものを E１類、ナデなどその他のも

のを E２類とした。

＜深鉢Ｆ＞体部のみの有文深鉢で口縁部形態が不明のものをこの類とした。さらに、体部区画が隆帯

のものを F１類、沈線のものを F２類とした。

＜その他の土器＞浅鉢や鍔付土器、台付鉢などがある。

弥生土器

弥生土器は１点出土した。

土師器

土師器は１４，７７７点出土した。古墳時代前期、後期のものが出土しているが、多くは古墳時代前期の

図８ 土器類出土量比率グラフ
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ものである。この時期のものについては、赤塚氏の研究成果（赤塚１９８６・１９９０・１９９４・１９９６・２００２・

２００４）を参考に以下の通り形態分類を行ったが３）、岐阜県美濃地方中濃地域の独自性については十分

な検討を行っておらず、あくまで形態上の共通性に基づくものである。

・甕 形態により大きく A～C類に分け、A類は口縁部形態によってさらに細分した。

＜甕Ａ＞口縁部が屈曲するものをこの類とした。口縁部がアルファベットの S状になるもの、いわゆ

る S字状口縁台付甕を A１類、口縁部が完全な S字状にならず、屈曲が弱いものを A２類、頸

部で屈曲し、口縁端部に向けて緩やかにのびるものを A３類、その他のものを A４類とした。

当遺跡の甕の様相から、台部のみ出土しているものは A類に含めた。また、体部のみ出土し

ているもので、ハケメが規則的に１方向に調整されているものも A類に含めた。

＜甕Ｂ＞口縁部に屈曲がなく、ほぼまっすぐに立つもの、いわゆる布留甕の影響を強く持つものを B

類とした。当遺跡の甕 Bは、台部を持つものがなく、平底か丸底になる。また、当遺跡の甕

の様相から、体部のみの出土でもハケメがランダムなものは B類に含めた。

＜甕Ｃ＞古墳時代後期に属するものを一括した。

・壺 形態により大きく A～E及び X類に分け、B～D、X類は形態によってさらに細分した。

＜壺Ａ＞口縁部と口頸部を比較したときに、口縁部がやや広がるものをこの類とした。いわゆる広口

壺である。

＜壺Ｂ＞口縁部が立つ、いわゆる直口壺で、口径１５㎝以上の大型の直口壺を B１類、口径１５㎝未満の

中、小型の直口壺を B２類、台付直口壺を B３類とした。

＜壺Ｃ＞有段口縁壺で、上段部が長いものを C１類、下段部が長いものを C２類とした。

＜壺Ｄ＞小型壺で、体部径に対し口径が広いものを D１類、体部径と口径がほぼ同じか口径が小さい

ものを D２類とした。ただし、壺 D類の中には本来壺 B２類の小型品だが、欠損のため形状が

確認できず便宜的に含めたものもある。

＜壺Ｅ＞柳ヶ坪形壺をこの類とした。

＜壺Ｘ＞壺ではあるが欠損などにより形状が把握できないものの中で、底部が残るものをこの類とし

た。さらに、平底になるものを X１類、丸底になるものを X２類とした。

・高坏 形態により A、Bに分け、B類は形状によりさらに細分した。

＜高坏Ａ＞脚が大きく、緩やかに外彎するものを A類とした。。

＜高坏Ｂ＞脚に屈折部を持つ、いわゆる屈折脚高坏である。脚柱部が下方に向かって広がるものを B

１類、脚柱部の側辺が平行あるいは平行に近いものや、エンタシス状にふくらむものを B２

類とした。

＜その他の土器＞器台、鉢、甑、手捏ね土器、ミニチュア土器がなどがある。

須恵器

須恵器は６４０点出土し、器種分類した４）。年代観は渡邉博人氏の編年（渡邉１９９６）を参考にした。

・坏身 口縁部下の外面に、受け部を持つものを A類、持たないものを B類とした。持たないもの

の中で無台のものを B１類、有台のものを B２類とした。ただし、坏身の中には本来脚部を持

つ高坏だったが、欠損のためその有無が確認できなかったものも含んでいる。
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・坏蓋 受け部を持つ坏身に伴う蓋を A類、口縁部内面にかえりのあるものを B類とした。

・高坏 受け部を持つ有蓋高坏を A類、持たない無蓋高坏を B類、無蓋高坏のうちワイングラス形

のものを C類とした。

・甕 破片が少ないため分類はせず、一括して記載した。

・その他の土器 壺や、横瓶、提瓶などがある。

灰釉陶器

９点出土した。実測に足るものは出土していない。

灰釉系陶器

１点出土した。実測に足るものは出土していない。

山茶碗

６３点出土した。破片が少ないため分類せず、器種のみ掲載した。

陶磁器類

常滑焼の甕、瓦の破片が４点出土した。実測に足るものは出土していない。

１） 個体数の計測方法は、口縁部計測法（宇野１９９２）を用いた。

２） 縄文土器に関しては、泉拓良氏の指導を受けた。

３） 土師器に関しては、赤塚次郎氏の指導を受けた。

４） 須恵器に関しては、渡邉博人氏の指導を受けた。

②石器類

石器類の出土量は、出土点数と割合を表５にまとめた。分布は、縄文土器と同様、調査区全体から

出土している。旧石器時代のものが７点あるが、SH１など縄文時代の遺構からの出土量が多い。器

種毎の概要は以下のとおりである５）。なお、図示した遺物は、遺構出土のものを中心に抽出した。な

お、剥片類は図９から、旧石器時代のものは表５及び図９から除外している。

図９ 石器組成グラフ
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石鏃

鋭利な先端部と柄に装着するための基部を作り出した小型の石器。合計３０点出土した。石材は、

チャートが２２点、下呂石が７点、黒曜石が１点である。

有茎石鏃は２点で、他はすべて無茎石鏃であった。基部の形態が、凹基となるものを１類、平基と

なるもの２類、凸基となるものを３類、未製品と思われるものを４類、基部を欠損し、形状不明なも

のを５類とし、さらに数の多い１類を基部の抉りの形態から a、bに細分した。なお、石鏃一覧には

側縁部や脚部の形状、欠損部位についても、図１０～１２に基づいて記号を記載した。

１ａ類 基部の抉りが直線的あるいは丸いもので、１８点出土した。側縁や脚部の形状はバラエティ

に富み、側縁は直線的なものが多く８点、続いて外彎するものが６点、内反から外彎するも

のが３点ある。脚部は尖るものが多い。

第２節 遺構・遺物の概要 17



１ｂ類 基部の抉りが彎曲するもので、３点出土した。側縁は直線的、脚部は尖るものが多い。

２類 基部に抉りがなく直線的なもので、２点出土した。側縁はすべて外彎するものである。

３類 基部が凸状のもので、２点出土した。これは１類・２類には確認できなかった、側縁に角

を持つものである。

４類 石鏃の未製品をこの類とした。３点出土した。

５類 基部を欠損し、形状が不明なものをこの類とした。２点出土した。

石錐

鋭利で細い先端部を作り出した石器。２点出土した。石材はすべてチャートである。

石匙

素材剥片の一部に、２か所から抉り状の剥離を施すことによって、つまみ状の小突起を形成し、縁

辺部に連続した剥離を施して、刃部を作り出した石器。１点出土した。石材はチャートである。

スクレイパー

素材剥片の縁辺部に連続した剥離を施して、刃部を作り出した石器や、抉り状の刃部を持つもの。

ただし、連続した剥離が認められても１／２以上の欠損があると想定されたものは、便宜的に調整剥離

を施す剥片（RF）に含めた。１５点出土した。石材はチャートが１４点、下呂石が１点である。

図１０ 石鏃の基部による分類模式図

図１１ 石鏃の側縁及び脚部形態模式図

図１２ 石鏃欠損部位模式図
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楔形石器

剥片の相対する二縁辺に、潰れ状あるいは階段状の剥離痕が発達する石器。４点出土した。石材は、

チャートが３点、ホルンフェルスが１点であった。

打製石斧

略長方形の形態で、ほぼ全周を二次加工し、長軸の一端に刃部を持つ石器。刃部は長軸の両端にあ

る場合もある。５０点出土した。この中には、打製石斧片と思われる小片についても点数に加えている。

石材は、ホルンフェルスが７２％を占め、次いで泥岩が１４％である。そのほか結晶片岩が４点、玄武岩、

安山岩、チャートが各１点ずつであった。中には、川原石を素材としたとわかる自然面を残している

ものがある。平面形態から以下のように分類した。

１類 両側縁がほぼ平行するもので、いわゆる短冊形。３９点出土した。ホルンフェルス製のものが

３０点と多いが、泥岩製が４点、結晶片岩製が３点、安山岩製が１点、玄武岩製が１点ある。

２類 両側縁が基部に向かって収束するもので、いわゆる撥形。刃部が 大幅となる。２点出土し

た。石材はホルンフェルスと泥岩が各１点ずつある。

０類 破損のため平面形態が不明なものや打製石斧の破片と判断したもので、９点出土した。石材

はホルンフェルスが多い。

なお、欠損部位については図１３に基づいて、刃部形態については図１４に基づいて記号化し、一覧表

（表３３）に記載した。

横刃型石器

台形状の形態で、長い側辺に刃部を持つ石器。形態は打製石斧に似るが、短軸方向に刃部が認めら

れるものをこの類とした。２点出土した。石材は砂岩とホルンフェルスが各１点ずつである。

図１３ 打製石斧欠損部位模式図

１ 平らなもの（直刃） ２ 外彎するもの（円刃） ３ 尖るもの（尖刃）

図１４ 打製石斧刃部形態模式図
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磨製石斧

略長方形の形態で、刃部を研磨により作り出した石器。２点出土した。石材は蛇紋岩とホルンフェ

ルスが各１点ずつである。

石核

素材剥片を剥離した残核を総称して石核とした。このうち、旧石器時代に属するものを A類、縄

文時代に属するものを B類とした。A類は２点出土した。２点ともに凝灰岩質の円礫を剥離させた

痕跡が残る。B類は９点出土した。石材はすべてチャートであった。

剥片類

剥離作業によって生じた剥片や砕片などをまとめて剥片類とした。二次加工や微細な剥離痕が確認

できなかったものである。６０９点出土した。石材はチャートが約９０％を占めている。

調整剥離を施す剥片（RF）

素材剥片の縁辺部に二次加工を施してはあるが、刃部として機能していないと思われるものを調整

剥離を施す剥片（RF）とした。１２点出土した。石材は下呂石が１点あるが、それ以外はすべてチャー

トである。

微細な剥離痕を有する剥片（MF）

剥片の縁辺に微細な剥離痕が確認できる剥片である。鋭い縁辺を刃部として使用した結果、刃こぼ

れ状の微細な剥離痕が生じたものと、偶発的に生じたものがあり、これらを明確に区別することはで

きなかったため、両者を合わせて微細な剥離痕を有する剥片（MF）とした。微細な剥離痕は、便宜

的に長さ２㎜未満の長さのものとしたが、これは石匙やスクレイパーの刃部で観察できる連続した剥

離が、２㎜前後の長さを持つためである。１００点出土した。石材

は、９８％がチャートである。

石錘

楕円形や細長い小型の自然礫の両端を打ち欠くか、あるいは両

端を擦って紐状のものを掛けるための抉りを作り出した石器。紐

掛け部には、摩耗が観察できるものがある。２点出土した。石材

はすべて泥岩である。一覧表に記載した計測部位は、渡辺誠氏の

提唱（渡辺ほか１９８５）を参考とし、図１５の位置で計測した。

磨石・敲石類

握り拳大から手の平大の大きさで、楕円形の川原石（円礫）を用い、表面に磨痕や敲打痕などが観

察できる石器。磨痕と敲打痕が混在する石器が見られるため分類せず、一括した。１３点出土した。石

材は、砂岩が５点、安山岩が４点、花崗岩が３点、花崗斑岩が１点である。

砥石

握り拳大から手の平大の大きさで、円礫や角礫を用い、表面に磨痕や擦痕が明瞭に残る石器。この

中には元々石皿として機能していたが原形をとどめないため判断がつかず、砥石の中に含めたものも

ある。２４点出土した。石材は砂岩が約８３％をしめ、W.T．が２点、チャート、泥岩が各１点ずつである。

石皿

手の平大よりも大きく扁平な川原石の平坦面に、磨痕が認められる石器。明確に石皿と思われるも

図１５ 石錘計測部位
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ののみをこの類としたため、元々石皿として機能していたが破砕したため原型が明確に判別できない

ものについては砥石の中に含めている。１２点出土したが、SD３１で出土した８点が同一個体であると

思われるため、個体数では計５個体となる。石材は、W.T．が８点（１個体）、ほかに砂岩が３点、花崗

斑岩が１点である。

石製品

装飾品３点がある。勾玉が１点、管玉が２点である。石材は、勾玉が滑石、管玉が凝灰岩である。

ナイフ型石器

旧石器時代の石器で、刃器などの剥片に刃潰し剥離を加え、現在のナイフに似た形に仕上げたもの。

４点出土した。石材は、チャートが２点、下呂石とサヌカイトが各１点ずつである。

台形石器

旧石器時代の石器で、小型の横長剥片ないし折断された縦長剥片に刃潰し剥離を加えて水平な刃部

を作り出した台形状の石器。１点出土した。石材はチャートである。

５） 石器に関しては、長屋幸二氏の指導を受けた。

（３） 遺構一覧表、遺物観察表、遺構実測図、遺物実測図について

遺構一覧表

○遺構の検出層位は基本層序と検出面で表し、Ⅱ層上面で検出した遺構の場合「Ⅱ層上」と表記した。

○遺構の規模の単位は mであるが、（ ）で示したものは、全形が確認できなかったため、残存長を

測ったものである。

○土坑断面形は、断面の形状（Ａ～Ｅ）と、底面での短軸長と深さとの比（１～６）、底面（ａ～ｄ）

と壁面（１～５）の状況の４つの文字で表示した。

深さ：底面での短軸長 １－１：０．３未満 ２－１：０．７未満 ３－１：１．１未満 ４－１：１．５未満

５－１：１．５以上 ６－不明

底面の状況 ａ－丸いか平らのまま ｂ－底が２段になる ｃ－底面が凸凹 ｄ－不明

壁面の状況 １－壁が開く ２－壁が直立に近い ３－壁面に段がある ４－袋状に広がる ５－不明

○遺構の埋土は、分層数と堆積状況（Ａ～Ｈ）で表示した。

Ａ－埋土が単一層 Ｂ－ほぼ水平な堆積 Ｃ－中央が U字状に凹む堆積 Ｄ－凹みが偏った堆積

Ｅ－ブロック状に土層が入り込む堆積 Ｆ－ 上層が掘り込んだ状態となるもの

Ｅ：不明

図１６ 底面の形状の模式図
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Ｇ－柱根状の土層があるもの Ｈ－その他

○出土遺物は略号によって表示した。

Ｊ－縄文土器 Ｈ－土師器 Ｐ－須恵器 Ｋ－灰釉陶器 Ｙ－山茶碗 Ｔ－近世陶器

Ｓ－石器 R－礫 Ｄ－土製品 Ｉ－鉄製品 Ｃ－炭化物 Ｎ－種実類

○遺構の切り合いは、「新＞古」の関係を示す。

土器観察表・遺物出土量

○「№」は、本文中の通し番号である。

○「地区・遺構」は、遺物が出土した調査区、若しくは遺構で、複数の地区や遺構から出土した遺物

が接合した場合には、主となる地区や遺構を記入している。

○「層位」は、包含層出土の場合は基本層序番号（Ⅰ a・Ⅰ b・Ⅱなど）を、遺構出土の場合は埋土

を深さを約１０㎝ごとに区切り、上層から順に番号を付与し、その層番号（１・２など）を記入した。

○土器の観察表にある、「口径」・「器高」・「底径」・「 大径」の単位は㎝である。

○「残存率」は、口縁部残存率（X／１２）を計測（宇野１９９２）したもので、１／１２以下については１／１２に

切り上げた。

○「胎土」に記載した含有物は、肉眼で識別したものである。

○縄文土器観察表の「成形・調整」は、内面／外面の順に記載した。

○縄文土器観察表の「文様」は、沈線・刺突・隆帯などと記載し、その幅や径を（ ）内に記入した。

単位は㎝である。

○報告文書内の出土点数は、座標を持つ点数である。

石器一覧表

○「№」「地区・遺構」「層位」は、土器観察表と同じである。

○「石材」の鑑定は、肉眼観察により藤岡比呂志（当センター）が行った。

○「長さ」・「幅」・「厚さ」の単位はセンチメートル（㎝）である。また、「質量」の単位はグラム（g）

である。「刃角」の単位は度であるが、小数点第１位以下は切り上げた。なお、欠損している場合

は、（ ）内に残存値を記入した。

○摩耗痕や線状痕の有無は、ルーペ（×１０）により行った。

遺構実測図

○土層注記の土色は、都合上「黒色土」を「黒土」、「褐色土」を「褐土」などと「色」を抜いて表記

した。

遺物実測図

○土師器の調整の重なる部分に関しては、原則として も新しい調整を図化した。

○石器実測図中のスクリーントーンは、摩耗痕の範囲を、実線は線状痕の方向を表した。

○石器の自然面はドット、節理面は一点鎖線で表した。

22 第３章 調査の結果



第３節 旧石器時代

旧石器時代に属する遺構はなく、旧石器時代の遺物包含層も確認できなかった。遺物は台形石器１

点、ナイフ形石器４点、石核２点が出土した。いずれも表土層、撹乱坑の出土で、多時期にわたる資

料が見られ一括性は低いが、東野Ⅰ期の遺物として報告する。

台形石器（１） 淡い緑色のチャートを用いた台形石器である。幅広の剥片を横位に用い、打面側（右

側縁）と端部側（左側縁）に調整を施している。背面上部にポジティブな面が見られ、石核が剥片素

材であったことを示す。また、右側縁上部に打面となった平坦面、左側縁上部に打面と並行する平坦

面が残るが、剥離面か節理面かは判然としない。右側縁は表裏に調整が施されているが、腹面側の調

整は 上部の１枚のみが打瘤と打面を除去するように厚く入っているが、それ以外は薄い平坦剥離で

ある。左側縁には背面からのみ調整が施されている。岐阜市の寺田遺跡でも台形石器には背面からの

調整が多く見られる。西村編年の旧石器第１期に位置づけられる（以下の時期区分も西村２００５による）。

ナイフ形石器（２～５） ２は横長剥片の打面側１側縁に調整を加えている。下呂石を用いている。

平坦な石核底面と前剥離面のなす稜を取り込んでいるが、打点は下端近くにある。したがって剥片は

上部が薄く下部が厚くなり、下端から背面の稜に沿って数条の剥離が平坦に施され基部の厚みを減じ

ている。下端には素材の面が残っており、素材は石核のかなり縁近くを打撃して得られた剥片のよう

である。腹面にはバルブアスカーが見られる。３はサヌカイト製で、剥片素材の石核から作出された

横長剥片を素材とするが、薄く、刃角も小さい。左側縁上部を折断し、下部に急角度で厚い剥離を背

面側から施している。右側縁は下部に急角度で細かな剥離が３枚入り、その上部に緩角度で細かな剥

離が３枚入る。上部は折れ、下部には自然面が残る。２・３は横長剥片を素材とするがいずれも翼状

剥片とは言い難い。第３期に位置づけられる。４はやや縦長の不定形剥片を用いている。打面は礫面

で、転磨の際の打撃による細かな剥離の陥入が見られる。背面の節理面と前剥離面がなす稜は打面に

対して斜めに走っており、素材は並行剥離によらない偶発的に得られた縦長剥片と見られる。１側縁

と上端部にブランティングを施すが、側縁はインバースリタッチである。黒色のチャートを用いてい

る。不定形で時期の特定は難しいが、上端部のリタッチが４と共通することから、同様に第４期に位

置づけておきたい。５は縦長剥片を用い、２側縁と上端部に加工を施す。右側縁のブランティングは

緻密に施されている。左側縁基部はやや大きな剥離で打点部を斜めに除去し、基部を抉り込み気味に

している。基部腹面の剥離はブランティングを切っており、平坦剥離であろう。灰色のチャートを用

いている。基部を細く突出させたり平坦剥離を加えたり、上端部にブランティングを施すナイフ形石

器は、岐阜市椿洞遺跡 K１期や寺田遺跡などの資料中にも認められる。第４期に位置づけられる。

石核（６・７） いずれも風化の進んだ下呂石円礫を素材にした大型の剥片を用いている。礫面には

爪状のクラックが発達し、拳大よりやや大きいサイズの原礫から得られたものであろうと推定される。

６は打面と作業面を交互に入れ替え貝殻状の不定型な剥片を作出した痕跡が見られる。転磨による礫

面からの剥離の陥入が激しく、底面の作業が陥入の範囲まで達したところで廃棄されている。７は礫

面を打撃して作出した大型の剥片を素材とし、その端部側で、背面の２枚の前剥離面がなす稜付近を

打面に横長の不定形剥片を１枚剥離している。ナイフ形石器２・３と同様第３期に位置づけられる。
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参考文献

西村勝広 ２００５ 「編年案」『東海石器研究』第３号

図１７ 旧石器時代の遺物（S＝２／３）
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第４節 縄文時代

縄文時代に属する遺構は、竪穴住居跡１軒、柱穴列１条、集石遺構１基を確認した。さらに、縄文

土器や石器が出土している遺構を縄文時代以降のものと判断し、溝状遺構１条、柱穴１６基、土坑２３８

基を数える。遺物が伴わず、時期不明とした遺構の中には、縄文時代に属する可能性がある。

（１）竪穴住居跡

SH１（図１８～２０）

検出状況 A区東部において検出した竪穴住居跡である。Ⅰ b層掘削後、Ⅲ層上面において検出した。

これは、検出した場所は河岸段丘崖に近い位置でⅡ層が確認できず、Ⅰ b層下はⅢ層となっているた

めである。中央部から南西にかけてと北東部を撹乱によって削りとられているため、明確なプランは

不明だが、ほぼ隅丸方形に近い形状であると考えられる。

埋土 ほぼ水平な堆積である。１層中央部が皿状にくぼむ。

壁 Ⅲ層、Ⅳ層を掘り込んでいる。壁面はやや傾斜している。
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図１８ ＳＨ１①（S＝１／５０）
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床 ほぼ平坦であるが南東側から北西に向かって微かに下がる。床面では貼床を検出した。１０YR２／１

黒色土に褐色土ブロックが混じり、よく締まる床である。

周溝 周溝を北部で１条、南東部で２条確認した。南東部で確認した周溝２条は、ほぼ並行する。ま

た、貼床が内側の周溝を覆っていたことから、当初 SD１の範囲であった住居を、SD２まで拡張したと

考えられる。北部の周溝は１条のみの確認のため、新旧住居共通のものであると考えられる。SD１

からは縄文土器が２点出土した。

主柱穴 床面では９基の小穴を検出しているが、竪穴住居跡の主軸及び中心点との位置関係から、貼

床上で検出した SP２１、SP２２が新しい時期の住居の主柱穴、貼床をやや下げた段階で検出した SP２３、

SP２５が古い時期の住居の主柱穴であると考えられる。位置関係から撹乱坑中に新旧ともにもう２基

ずつの柱穴が存在していたと考えられ、主柱穴は４基であると考えられる。

埋甕 貼床の除去後、住居南東部の SD１の内側で埋甕を検出した。１・２・３層部分は撹乱で、こ

の影響からか埋設された土器は破損し、土器内部に落ち込んでいた。このため土器内部には空間があ

り、空間のある状態で上部からの圧力を受け破損したと考えられる。土器は正位で埋設され、口縁部

のほとんどを欠く。位置関係から、古段階の住居に伴う可能性が考えられる。埋設されていた土器

（６１、６２）は無文の深鉢で、体部に穿孔がある。口縁部（６２）が一部残っていたが、内部に落ち込ん

でいた。内外面に煤が付着し、二次被熱していることから、使用済のものと考えられる。

図１９ ＳＨ１②（S＝１／５０）

図２０ ＳＺ１（ＳＨ１内埋甕）（S＝１／２０）
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図２１ ＳＨ１出土遺物①（S＝１／３）
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図２２ ＳＨ１出土遺物②（S＝１／３）
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図２３ ＳＨ１出土遺物③（S＝１／３）
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図２４ ＳＨ１出土遺物④（S＝１／３）
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出土遺物（図２１～２７） 縄文土器１４１９点、石器９０点、土製品１点、土師器１２点、山茶碗１点が出土した。

土師器や山茶碗は後世の混じり込みと判断した。８は深鉢 A１類で、口縁部を隆帯により区画し、体

部区画文は沈線である。９は深鉢 A１類で、口縁部の連続する区画文内部と口縁端部に、棒状工具に

よるほぼ等間隔の刺突が確認できる。１３、１５は深鉢 A２類で、６つの頂点を持つ波状口縁である。１４

は深鉢 A２類で、口縁部文様の渦巻がやや変形し、渦巻部と区画部が分断する。頸部の刺突は先端が

やや尖った楕円形である。１６は深鉢 A２類で、口縁部文様の渦巻が変形し、簡略化されている。１９は

深鉢 A３類で、波型の文様を隆帯によって作り出す。頸部の刺突は隅丸方形に近い。２２は深鉢 B類で、

沈線による区画内部に S字文が見られる。２４は深鉢 B類で、口縁端部に１条の沈線が見られ、その

下に区画文がある。２５は深鉢 B類で、口縁端部が肥厚し、一段低くなった部分に文様を施す。２７は

深鉢 C類で、モチーフは S字文である。体部に曲線文が見られる。２９、３０は深鉢 D類で、口縁部文

様を省略する。３１は深鉢 D類で口縁部に穿孔がある。補修孔の可能性もある。２９、３０、３１、３２は接

図２５ ＳＨ１出土遺物⑤（S＝２／３（６０），１／３）
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図２６ ＳＨ１出土遺物⑥（S＝２／３）
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図２７ ＳＨ１出土遺物⑦（S＝１／２，１／３）
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点はないが、出土位置や胎土の様子から同一個体と考えられる。３９は深鉢 E２類で頸部に連弧文を施

す。SH１出土の他の土器と、焼成や胎土が若干異なる。４９は深鉢 F１類で体部に縄文を施す。５１は F

２類で口縁端部に刺突を施す。５３は深鉢 F２類で、上部に明瞭な段を持つ。５７は台付鉢の脚部で、２

段ある透孔の外側に刺突が全周する。５９は鍔付土器の鍔部分と思われる。５８は深鉢の底部で、底面に

網代痕が見られる。２６、２８は浅鉢である。６０は用途不明の土製品である。長軸１／３部分に鍔状のもの

があり、これにより分断した長い方に紐を通すような貫通した孔がある。紐ずれは、かすかな痕跡を

確認するのみである。その反対側の端部に孔とほぼ平行して線刻がある。全体的に粘土のよれが多く、

手捏ね感が強い。装飾品としては貧弱なため用途不明とした。６３は石鏃２類で、基部を一部欠損する。

６４は剥離調整が粗いことから、石鏃未製品と思われる。６５は石錐で、剥片の側辺に調整を加えて錐部

を作り出したものである。基部は剥離調整が行われていない。６６は石匙で、剥片の一部に２か所から

抉り状の剥離を加えてつまみ状の小突起を形成している。小突起の反対側の縁辺部に片面調整を行

い、刃部を作り出した横型のものである。６７は剥片の一辺に片面調整によって直線的な刃部を作り出

したスクレイパーである。６８は腹面及び作業面を打面とする石核で、作業面は３面確認できる。６９は

楔形石器で、剥片の四辺に階段状剥離が認められる。７０は SD１出土で、側辺に片面調整が認められ

るが、１／２以上欠損しているため RFとした。７１は三角形の形状で縁辺部を粗く剥離しているが、先

端や基部が作り出されておらず、左辺に微細な剥離痕が確認できるため MFとした。７２は調整剥離も

一部に見られるが、微細な剥離痕が明瞭であるため MFとした。７３は側辺に微細な剥離痕が確認でき

るため MFとした。７４は両側辺の腹面側に微細な剥離痕が確認できるため MFとした。７５は両側辺の

一部に微細な剥離痕が確認できるため MFとした。７６は基部を欠く剥片であるが、側辺に微細な剥離

痕が確認できるため MFとした。７７は横長の剥片の側辺及び末端辺に微細な剥離痕が確認できるため

MFとした。７８、７９、８０は打製石斧１類で、８０は刃部及び基部を一部欠く。７９は刃部が尖る。７８の刃

部には摩滅痕が認められる。８１は扁平な自然礫を利用した石皿で、線状痕が明瞭に残る。８２、８３は磨

石類で、８２は断面が円形に近く、側面に磨痕が確認できる。８３は平坦面に磨痕、側面に敲打痕が確認

できる。出土状況を見ると、８、９、１３、２９、３６、４８など器形を復元できるようなものは床面（土層

図１０層直上）から出土しており、さらに土層図２、３、６層出土土器と接合することが多い傾向にある。

時期 出土した遺物から東野Ⅱ期（縄文時代中期後葉）と判断した。

（２）柱穴列

SA２（図２８）

検出状況 A区北東部の F２７グリッドで検出した、東西２間（４．４４m、柱間２．２２m）の柱穴列である。

東西方向の軸は、西から６°北へ傾いている。それぞれの柱穴と直交する方向に柱穴がないため、柱

穴列と判断した。

柱穴 ３基の柱穴を検出し、SP７～９の番号を付した。柱痕跡はどれも確認できなかったが、SP８の
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１～３層を柱痕跡とみることもできる。柱痕跡は確認できなかったが、黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に

褐色土ブロックが混じる、人為的な埋土と考えられるものであった。SP７は、SK２５の底面で検出（SP７

＞SK２５）しており、本来はもっと深かったと考えられる。

出土遺物 縄文土器が SP７から３点、SP８から１点出土したが、実測に足る遺物は出土していない。

時期 出土した遺物から東野Ⅱ期（縄文時代中期後葉）と判断した。

（３）溝状遺構

SD２６（図２９）

検出状況 A区北東部の H２７～２８グリッドで検出した溝状遺構である。浅いことから単なる窪みの可

能性もある。南部分で古墳時代前期の住居跡 SH５と重複し、プランから SD２６＜SH５と判断した。

また、北、南部を撹乱で削平されているため、全体像は不明である。水の流れた痕跡はなかった。性

格は不明である。

図２８ ＳＡ２（S＝１／５０）
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出土遺物 縄文土器が２点出土した。

時期 出土した遺物から東野Ⅱ期（縄文

時代中期後葉）以降の溝と判断した。

（４）集石遺構

SI２（図３０）

検出状況 A区中央南部の K２２グリッド

において検出した集石遺構である。Ⅰ b

層掘削中、焼礫が３点とその上部に打製

石斧が１点出土した。周囲を精査したが

プランは確認できず、Ⅱ層上面に到達し

たところで図化した。図化した後、礫を

はずしたがⅡ層上にのるだけで、下部に

穴や被熱痕は認められなかった。基本層序でも述べたが、縄文時代以降の遺構面がⅠ a層中にあるこ

とから、穴として存在していたが、土色の類似によりプランを確認できなかったということになる。

もし土坑内で被熱させていたならば、それがプランとして確認できるはずであり、不明瞭であったと

いうことは、被熱礫を持ち込んだものと考えられる。

出土遺物 打製石斧が１点、焼礫が３点出土した。打製石斧は刃部と基部が欠損している。礫のうち

１点は敲石状のものである。

時期 出土した遺物から東野Ⅱ期（縄文時代中期後葉）と判断した。

（５）柱穴（図３１）

平面や土層断面で柱痕跡あるいは柱痕状の堆積を確認した土坑を柱穴とした。土坑と同様、縄文土

器や石器の出土や他の遺構との重複から縄文時代以降の柱穴としたものは、柱穴列で報告したものを

除き１６基ある。どの柱穴も建物跡や柱穴列としてのまとまりをとらえることができず、単独の柱穴と

した。これらの柱穴から出土した土器は破片が多い。

SP１０出土の８４は深鉢 F２類で、下部の屈曲部分から底部になる無文の土器である。SP４２出土の８５は

打製石斧１類で、刃部の一部に摩滅痕が認められる。SP１９０出土の８６は器種不明の体部片で、２条の

沈線を施す。形状から壺の可能性が考えられる。SP２３５出土の８７は深鉢 E２類の体部片で、磨消縄文

が残る。８８は剥片の側辺に微細な剥離痕が確認できたため MFとした。SP２３７出土の８９は深鉢 B３類

の口縁部片で、口縁端部外面に沈線が巡り、その下部に沈線区画文、内部に横方向の羽状沈線を施す。

内面に沈線を１条施す。SP２４１出土の９０は深鉢 E２類の体部片で体部区画の沈線のコーナーが２か所

確認できることから、体部区画が２段以上存在していたと考えられる。９１は深鉢 E２類の体部片で、

体部区画の沈線と内部の羽状沈線の一部が確認できる。SP２９４出土の９２は石鏃１a類であるが、側縁

が外彎し先端が細く尖る。

図２９ ＳＤ２６（S＝１／５０）
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図３０ ＳＩ２・ＳＫ１５・３４・６５（S＝１／２０）
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図３１ 縄文時代ＳＰ（S＝１／５０）
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（６）土坑

SK１５（図３０）

検出状況 A区東部北の E２７グリッドにおいて検出した土坑である。Ⅰ b層掘削後、Ⅱ層上面におい

て円形のプランを確認した。検出面から５㎝の深さで、深鉢 E類が２個体出土した。墓の可能性が

考えられるが、一般的な墓坑の形状ではない。墓であれば乳幼児か二次埋葬となろう。他にも埋甕の

二次埋設、使用済み土器を埋めたものなどの可能性が考えられるが、不明である。

出土遺物（図３３） ９３と９４が出土した。９３は深鉢 E２類で、沈線による区画である。区画となる沈線

は頸部文様帯にぶつかり、頸部には三日月状の刺突が確認できる。９４は深鉢 E１類で、沈線ではなく

隆帯による区画である。羽状沈線を持つが、９３と比較すると沈線幅が狭い。異なる工具によって沈線

が施されている。幅２．５㎝の隆帯で区画している。内外面に煤が付着している。

時期 出土した遺物から東野Ⅱ期（縄文時代中期後葉）と判断した。

SK３４（図３０）

検出状況 A区東部北の D２６グリッドにおいて検出した土坑である。Ⅰ b層掘削後、Ⅱ層上面におい

て円形のプランを確認した。検出面で土器片の一部を確認した。土器片が埋土上部に外面を上にした

状態で浮遊しており、人為的なものと考えられる。土坑に何かを埋め、蓋をする要領で土器片を並べ

たものと思われる。深鉢 F１類が１個体出土した。墓の可能性が考えられるが、一般的な墓坑の形状

ではない。墓であれば乳幼児か二次埋葬となろう。他にも埋甕の二次埋設、使用済み土器を埋めたも

のなどの可能性が考えられるが、性格は不明である。

出土遺物（図３３） ９５が出土した。９５は深鉢 F１類で、体上半部の一部である。全体に縄文を施す。

二次被熱をしているため、使用していたものであろう。

時期 出土した遺物から東野Ⅱ期（縄文時代中期後葉）と判断した。

SK６５（図３０）

検出状況 A区東部北の F２７グリッドにおいて検出した土坑である。Ⅰ b層掘削後、Ⅱ層上面におい

て円形のプランを確認した。埋土上部で土器片がまとまって出土した。壁はほぼ垂直で、底面はやや

丸い。性格は不明である。

出土遺物（図３３） 縄文土器８点と炭化物が出土した。９６は深鉢 A２類の口縁部で、隆帯による収束

する区画帯を持ち、口縁端部内面が肥厚する。頸部は斜方向の刺突が見られる。口縁部径から、６頂

の波状口縁であると考えられる。外面には煤が付着する。

時期 出土した遺物から東野Ⅱ期（縄文時代中期後葉）と判断した。

SK３１３（図３６）

検出状況 A区東部中央の H２６グリッドにおいて検出した土坑である。平成１４（２００２）年の試掘確認調

査で TP９において検出している。試掘時に検出面を１０㎝以上削平しており、本来はもう少し深く、大き

い遺構であると思われる。埋土１層で縄文土器片が散在していたが、２層では出土しなかった。この

ため、何かを埋め、埋土上部に土器を敷き、埋めたと考えられる。この場合、墓の可能性が考えられる。

出土遺物（図３３） 縄文土器が１３点、土師器が１点出土した。土師器に関しては混入したと考えられ

る。９７は深鉢 F１類の体部片である。隆帯による区画を持ち、内部に羽状沈線を施す。９８は深鉢 F２

類の体部片で斜方向の沈線を施す。９９は深鉢 F１類の体部片で、隆帯による区画と、その左右に垂下
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沈線を持つ。接点はないが、胎土や文様から同一個体である可能性が極めて高いと考えられる。

時期 出土遺物から、東野Ⅱ期（縄文時代中期後葉）以降の遺構であると考えられる。

SK９３３（図３９）

検出状況 A区中央部北の D２１グリッドにおいて検出した土坑である。底部で縄文土器片がまとまっ

て出土した。どれも内面を上にして、底部に敷いた状態であった。全て異なる個体で、完形品を置い

たものではない。性格は不明である。

出土遺物（図３３） 縄文土器片が５点と剥片類が１点出土した。１００は鍔付土器の体部片で、曲線文

の一部が見られる。曽利式の系譜を汲むものと考える。木曽川の対岸にある宮之脇遺跡 SB１３出土の

有孔鍔付土器１６４と似た形状と考えられる。１０１は深鉢 E１類の頸部及び体部片で、頸部には刺突が見

られる。体部は隆帯による区画があり、その内部は羽状沈線を施す。頸部内外面の様子から、体部は

ややふくらみ、頸部ですぼむ器形であると考えられる。

時期 出土遺物から、東野Ⅱ期（縄文時代中期後葉）以降の遺構であると考えられる。

SK９３５（図３９）

検出状況 A区中央部北の D２１グリッドにおいて検出した硬化面である。掘りくぼめた穴というより

は、踏みしめられたため下がったと考える方が自然であろう。SB５の南東部に位置し、土間状遺構

ととらえることもできるが、性格は不明である。

出土遺物 剥片類が１点出土した。

時期 出土遺物から、東野Ⅱ期（縄文時代中期後葉）以降の遺構であると判断したが、SB５に付属

する遺構の可能性も考えられる。

SK９５２（図３９）

検出状況 A区中央部の F２１グリッドにおいて検出した土坑である。埋土から縄文土器片がまとまっ

て出土した。内外面ばらばらで、作為的に置かれたとは考えにくい。性格は不明である。

出土遺物（図３３） 縄文土器片１２点、土師器２点、剥片類が１点出土した。１０２は深鉢 A類の口縁部

片である。波状口縁で、隆帯とその内部に沈線による渦巻文を施す。１０３は深鉢 A類の頸部である。

隆帯による口縁部文様を作り、隆帯には半載竹管による三日月状の刺突を施す。体部は、沈線による

区画文で、内部は羽状沈線状の文様が確認できる。

時期 出土遺物から、東野Ⅱ期（縄文時代中期後葉）以降の遺構であると考えられる。

SK９７８（図３９）

検出状況 A区中央部の G２１グリッドにおいて検出した擂鉢状の深い土坑である。埋土から縄文土器

片がまとまって出土した。複数個体が内外面ばらばらで出土しており、作為的に置かれたとは考えに

くい。炭化物が検出面から１０㎝の深さで多く出土したが、小さなものばかりで原形をとどめていない。

性格は不明である。

出土遺物（図４８） 縄文土器片１８点と炭化物が出土した。１０４は深鉢 A類の口縁部片である。波状口

縁で、沈線による渦巻文を施す。１０５は深鉢 A類の口縁部片である。波状口縁で、沈線による渦巻文

を施す。１０６は深鉢 D類の口縁部で、口縁部が無文帯となり、頸部の横方向に沈線、沈線内部に刺突

を施す。１０７は浅鉢の口縁部で、口唇状の突出部が認められる。１０８は深鉢 E２類の頸部から体部であ

る。頸部は横方向の隆帯を貼り付け、内部に刺突を施す。体部は沈線で区画され、縄文を施す。
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図３２ 縄文時代ＳＰ出土遺物（S＝１／３）

図３３ 縄文時代ＳＫ出土遺物①（S＝１／３）
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時期 出土遺物から、東野Ⅱ期（縄文時代中期後葉）以降の遺構であると考えられる。

SK３３１４（図４６）

検出状況 B区東中央部の E２１グリッドにおいて検出した硬化面である。掘りくぼめた穴というより

は、踏みしめられたため下がったと考える方が自然であろう。南北に長い楕円形で、周辺に関連する

と思われる遺構は確認できない。性格は不明である。

出土遺物 剥片類が１点出土した。

時期 出土遺物から、東野Ⅱ期（縄文時代中期後葉）以降の遺構であると考えられる。

（７）その他の土坑（遺構図３４～４６、遺物図３３、４８）

その他の土坑は、全体として規模が小さく浅い穴が多い。調査区全体から見ると、E２７～F２７グリッ

ドや、G２０～I２１グリッドに多い傾向にある（図４７）。また、B区南西部から中央部や C区中央部では

確認できない。遺構を多く確認した周辺では縄文土器や石器の出土が割合多い。

図３４ 縄文時代ＳＫ①（S＝１／５０）
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図３５ 縄文時代ＳＫ②（S＝１／５０）
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図３６ 縄文時代ＳＫ③（S＝１／５０）
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図３７ 縄文時代ＳＫ④（S＝１／５０）
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図３８ 縄文時代ＳＫ⑤（S＝１／５０）
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図３９ 縄文時代ＳＫ⑥（S＝１／５０）
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図４０ 縄文時代ＳＫ⑦（S＝１／５０）
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図４１ 縄文時代ＳＫ⑧（S＝１／５０）
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図４２ 縄文時代ＳＫ⑨（S＝１／５０）

第４節 縄文時代 51



図４３ 縄文時代ＳＫ⑩（S＝１／５０）
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図４４ 縄文時代ＳＫ⑪（S＝１／５０）
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図４５ 縄文時代ＳＫ⑫（S＝１／５０）
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図４６ 縄文時代ＳＫ⑬（S＝１／５０）

図４７ 縄文時代ＳＫ分布図（S＝１／１，０００）
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SK１０出土の１０９は深鉢 E２類器種で、調整や文様から土器がすぼむ形状であると思われる。沈線２

条と内部に円形の刺突を施す。SK１２出土の１１０は台付鉢の脚部で、底部との接合部に透孔を持つ。SK

１６出土の１１１は深鉢 E２類で、調整や文様から１０９と同一個体である可能性が高い。SK２４出土の１１２は

石鏃１b類である。SK４６出土の１１３は深鉢 A類の口縁部片で、隆帯による渦巻文と区画内部の縄文が

確認できる。SK１３６出土の１１４は剥片の側辺に微細な剥離痕が確認できるため MFとした。SK１７０出土

の１１５は深鉢の装飾把手である。SK２１１出土の１１６は深鉢 B３類の口縁部で、カーブを描く沈線を２条

施す。SK５６７出土の１１７は深鉢 F１類の体部片で、全体に縄文を施す。SK６５１出土の１１８は縦方向の沈

線と縦方向の波状文を施す。SK７８１出土の１１９は剥片の末端辺に微細な剥離痕が確認できたため MF

とした。SK９６１出土の１２０は深鉢 E２類の体部片で、沈線区画文の内部に羽状沈線を施す。内面に炭化

物が付着する。SK１０３９出土の１２１は深鉢 F２類の口縁部片である。１２２は頸部隆帯から下部にかけて渦

巻文を施す。形状から鍔付土器の可能性が考えられる。SK１０４９出土の１２３は深鉢 D類で、口縁部無文

帯下部に斜方向の刺突を巡らす。その下部に沈線を施す。SK１０９６出土の１２４は深鉢 F１類の口縁部片

で、口縁端部から縄文を施す。１２５は深鉢 B類の口縁部片で、沈線区画文内部に縄文を充填する。SK

１１１４出土の１２６は深鉢 B類の口縁部片で、波状口縁となる。口縁端部で内反する。SK１１２５出土の１２７

は深鉢 F１類の体部片で、縄文を施す。外面には煤が付着する。１２８は深鉢 E２類の体部片で、沈線

区画文内部に羽状沈線を施す。SK１１３９出土の１２９は深鉢 B類の口縁部片で、口縁端部に沈線を巡らせ、

その下部に沈線区画文と内部に横方向の羽状沈線を施す。SK１４３８出土の１３０は深鉢 B類の口縁部片

で、波状口縁となる。文様は渦巻文あるいは区画文内部の S字文となろう。SK１４４３出土の１３１は深鉢

E１類の体部片で、縦方向の隆帯が確認できる。内部に羽状沈線文を施す。SK１４４５出土の１３２は深鉢

E２類の頸部から体部で、頸部の隆帯下に沈線区画文と、内部に羽状沈線を施す。１３３は深鉢 B類の

口縁部片である。やや外彎する。SK１４６９出土の１３４は深鉢 E２類の体部片で、沈線区画文内部に羽状

沈線を施す。SK１５０４出土の１３５は深鉢 E１類の体部片で隆帯区画と内部に羽状沈線を施す。SK１６０２出

土の１３６は深鉢 B類の口縁部で、口縁端部の横方向沈線下に斜方向の沈線を施す。

（８）その他の遺構出土遺物及び遺物包含層出土遺物

縄文時代より後の時代に属する遺構や倒木痕、現代の撹乱、遺物包含層などから出土した遺物を図

示し、分類毎に述べる。

縄文土器（図４９、５０）

深鉢 A類 １３７は深鉢 A１類の口縁部で、隆帯による渦巻文が連続する。１３８は深鉢 A１類の口縁部片

である。１３９は深鉢 A類の口縁部片で、渦巻文と見られる隆帯を持つ。内部は斜方向の沈線を充填す

る。１４０は深鉢 A類の口縁部で、波状口縁である。隆帯による渦巻文の内部に隆帯に対し垂直に刻み

が並ぶ。１４１は深鉢 A類の口縁部で、波状口縁である。区画文内部は横羽状沈線文を充填すると思わ

れる。１４２は深鉢 A類の口縁部である。１４３は深鉢 A類の口縁部片で、渦巻文の内側に刺突を施す。

深鉢 B類 １４４は深鉢 B３類の口縁部で波状口縁である。口縁部は S字あるいは変形 S字の沈線が並

ぶ。１４５は深鉢 B３類の口縁部で、浅い沈線で文様を施す。１４６は深鉢 B３類の口縁部で、口縁端部沈

線下に先の尖った工具で細い沈線を縦方向に施す。１４７は深鉢 B３類の口縁部片である。１４８は深鉢 B

類の口縁部片で、沈線区画文内部に刺突を施す。１４９は深鉢 B類の口縁部片で、渦巻文の先端と思わ

れる文様と、その周囲の刻みが確認できる。１５０は深鉢 B類の口縁部で、沈線区画文を施す。下段の
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区画文内部に横羽状沈線を施す。１５１は深鉢 B類の口縁部から頸部である。頸部隆帯上部に刺突を施

す。

深鉢 D類 １５２は深鉢 D類で、頸部に刺突を施す。刺突より上部は無文である。

深鉢 E類 １５３は深鉢 E１類の体部片である。１５４は深鉢 E２類の体部片で、羽状沈線を施す。線が細

くやや鋭いことから、先の尖った工具によるものと考えられる。１５５は深鉢 E２類の体部片で、区画

文内部は斜方向沈線の後、縦波状文を施す。１５６は深鉢 E２類の体部片で、横方向の縄文地に横方向

沈線を施す。結節縄文が確認できる。１５７は深鉢 E２類の体部片で、沈線区画文と内部に羽状沈線を

施す。その後、縦波状文を施す。１５８は深鉢 E２類の頸部から体部で、頸部隆帯に刺突を施す。１５９は

深鉢 E２類の頸部から体部で、頸部隆帯に刺突を施す。体部は沈線区画文である。

深鉢 F類 １６０は深鉢 F１類の口縁部で、外面はナデ調整のみとなる。１６１は深鉢 F２類の口縁部片で、

内面が肥厚する。

その他の土器 １６２は深鉢の底部片で木葉痕が確認できる。１６３は深鉢の底部で網代痕が確認できる。

１６４は台付鉢の脚部で、右側に透孔２段があり、左側は透かしとなる。１６５は台付鉢の底部で、脚の透

孔の上３分の１が確認できる。１６６は壺の体部片で、曲線文を施す。１６７は鍔付土器で、頸部に鍔が巡

ると思われる。体部は沈線を施す。１６８は器種不明の体部片で、曲線文を施す。器壁が横方向に緩や

かに内反することから、壺の可能性が考えられる。１６９は器種不明の体部片で、渦巻状の曲線文を施

す。渦巻状の文様の中心がほぼ 大径になる。１７０は器種不明の口縁部片で、口縁端部から内側に屈

曲する。

石器（図５１～５６）

石鏃 １７１は石鏃１a類で、側縁が外彎する。１７２は石鏃１a類で、基部の抉りは浅く、側縁は直線的

である。１７３は石鏃１b類で基部の抉りは浅い。１７４は石鏃２類で、長さ１４．２㎜とやや小型である。１７５

は石鏃３類で、側縁に角を持つ。１７６は石鏃３類で、側縁に角を持つ。１７７は剥離調整が粗く、石鏃未

製品と思われる。

石錐 １７８は石錐で、剥片の側辺に調整を加えて錐部を作り出したものである。

スクレイパー １７９は剥片の両側辺に片面調整によって直線的な刃部を作り出しているスクレイパー

である。

楔形石器 １８０、１８１は楔形石器で、相対する辺に階段状の剥離が認められる。

打製石斧 １８２、１８３、１８４、１８５、１８６、１８７、１８８、１８９は短冊形の打製石斧１類で、１８６は刃部を欠き、

背面には自然面を残す。１８３は基部を欠く。１８４、１８５は刃部の一部に摩滅痕が認められる。１８７、１８９

の刃部は尖る。１８８は基部を欠き、刃部は丸い。１９０、１９１、１９２は撥形の打製石斧２類で、１９１は背面

に自然面を残す。１９０は刃部の一部に摩滅痕が認められる。

当遺跡で出土した石器の製品では、打製石斧が も多い。遺構出土分も含めた５０点の打製石斧の中

で大きさの計測が可能なものを見ると、長さが７．５㎝～１２．５㎝、幅２．５㎝～５．３㎝、重さ３９．８g～１１５．５g

であった。比較的幅が狭く軽いものが多いと言える。これを、揖斐川町（旧徳山村）尾元遺跡のもの

と、ほぼ完全に残る打製石斧７点を比較したものが図５７である。尾元遺跡では、打製石斧の長さ／幅

の比と重さの関係から、打製石斧に二つの形態（A群と B群）があるとしている。A群は比較的細長

い形態で幅と重さに制約があり、B群は幅や厚さが A群よりも大きく重いものである。当遺跡で出土
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図４８ 縄文時代ＳＫ出土遺物②（S＝１／３）

図４９ 別時期遺構・撹乱・倒木痕・遺物包含層出土遺物①（S＝１／３）
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図５０ 別時期遺構・撹乱・倒木痕・遺物包含層出土遺物②（S＝１／３）

図５１ 石鏃・石錐・スクレイパー・楔形石器（S＝２／３）
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図５２ 打製石斧①（S＝１／２）
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図５３ 打製石斧②（S＝１／２）
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図５４ 横刃型石器・磨製石斧・石核・ＲＦ・ＭＦ（S＝１／２（１９３・１９５），２／３）
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図５５ ＭＦ・石錐・磨石・敲石類（S＝２／３，１／３（２１０・２１１・２１２））
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した打製石斧は、尾元遺跡の A群の分布に近く、形態的に類似しているが、尾元遺跡 A群よりも軽

くやや幅が狭い。当遺跡で出土した打製石斧は、形態が短冊形で、細長く軽いといった特徴があると

思われる。

横刃型石器 １９３は横刃型石器で、横長の剥片の長辺に片面調整により刃部を作り出している。刃部

は摩耗している（写真３）。

磨製石斧 １９４は磨製石斧の刃部片であるが、巾２６．０㎜と小型である。１９５は自然礫を敲打成形した後、

刃部を研磨した磨製石斧である。

石核 １９６は自然面を残す石核で、腹面及び自然面を打面とし、作業面が２面確認できる。

ＲＦ １９７は剥片の側辺に片面調整されているが、１／２以上欠損しているため RFとした。１９８は剥片

の側辺の一部に剥離調整が認められる RFである。

ＭＦ １９９は粗い剥離調整があるが、側辺に微細な剥離痕が確認できるため MFとした。２００、２０１は

図５６ 磨石・敲石類（S＝１／３）

図５７ 打製石斧計測値相関図
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剥片の末端辺に微細な剥離痕が確認できるため MFとし

た。２０２は剥片の側辺に抉り状に微細な剥離痕が確認で

きるため MFとした。２０３、２０４、２０５、２０６、２０７、２０８は

自然面を残す剥片であるが、２０３、２０４、２０５、２０７、２０８

は側辺に、２０６は側辺と末端辺に微細な剥離痕が確認で

きるため MFとした。

石錘 ２０９は楕円形の扁平な円礫の両端を打ち欠いて、

紐状のものを掛けるための抉りを作り出した石錘であ

る。両端の紐掛け部の横に、さらに一組の打ち欠いた抉

りが認められる。

磨石・敲石類 ２１０、２１１、２１２は磨石類で、平坦面に磨痕が確認できる。２１３は敲石類で、細長い円礫

の先端部に敲打痕が確認できる。２１４は敲石類で、細長い円礫の先端部に敲打痕が確認できるが、側

面には磨痕も認められる。

写真３ １９３刃部拡大
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第５節 弥生時代

弥生時代に属する遺構は確認できなかったが、弥生土器が１点出土した。

２１５（図５８）

出土状況 古墳時代前期の竪穴住居跡 SH１１の埋土から出土した。甕の口縁部で、大きく外彎する。

内外面には櫛状の条痕が見られる。木曽川中

流域、庄内川上流域の濃尾地方北部に多く見

られる甕Ⅱ D類（石黒１９９６）と同類と考え

られる。内面には炭化物が付着する。近隣で

は、美濃加茂市野笹遺跡や各務原市八龍遺跡

A地区で出土している。

時期 東野Ⅲ期（弥生時代中期から後期）と

判断した。

第６節 古墳時代前期

古墳時代前期に属する遺構は、竪穴住居跡１６軒、炉跡９基、掘立柱建物跡９棟、柱穴列４条、竪穴

状遺構７基、溝状遺構４条、集石遺構１基などを確認した。さらに、古墳時代前期の土師器が出土し

ている遺構を古墳時代前期以降のものと判断し、柱穴１８基、土坑１６３基を数える。遺構の重複関係や

出土遺物から、東野Ⅳ期を a、b、c期に細分した。当遺跡では、 も遺構や遺物が多い時期である。

（１）竪穴住居跡

SH２（図５９・６０）

検出状況 A区東部、段丘崖付近において検出した竪穴住居跡である。Ⅰ b層掘削後、Ⅲ層上面にお

いて検出した。住居跡東部は土砂の流失により不明である。明確なプランは不明だが、西部の状況か

ら隅丸方形と思われる。住居跡中央西寄りに集中して土師器片が出土した。北壁付近では２個体の高

図５８ 弥生時代の遺物（S＝１／３）
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坏の坏部が身と蓋のように重なって出土した。

埋土 ほぼ水平な堆積である。

壁 Ⅲ層、Ⅳ層を掘り込んでいる。壁面はほぼ直立している。

床 ほぼ平坦である。貼床は明確には確認できない。

周溝 周溝を北－西－南で検出した。東半分は土砂の流失により、消失したと考えられる。

主柱穴 床面では４基の小穴を検出しているが、竪穴住居跡の主軸及び中心点との位置関係から、SP

３６、SP３７が主柱穴であると考えられる。位置関係から東部の土砂流失部分にもう２基の柱穴が存在

していたと考えられ、主柱穴は４基であったと考えられる。その他の小穴はいずれも浅い穴で性格は

不明である。SP４３４からは土師器が１点出土した。
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図５９ ＳＨ２（S＝１／５０）
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図６０ ＳＨ２遺物出土状況（S＝１／４０，１／２０，遺物は全て１／８）

図６１ ＳＨ２出土遺物①（S＝１／３）
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図６２ ＳＨ２出土遺物②（S＝１／３）
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&'(+ *+, &*(- 0 )1() )1+, )1+4 )1+2 )1+3 6(7+ =	 ?@ ;<
&'(( A+, &*(- B0 �)1(2��)1()� )1+C )1++ )1(5 657+ +	 >9: D&E+=+ ;<

&F= *+, &*(-
./
B0

)1(, )1(+ )1(3 )1+, )1)5 ?37= =	 ?9: GH

出土遺物（図６１・６２） ２１６は甕 A１類、２１７は甕 A２類で、口縁端部は外からの圧がかかった S字甕

D類のものであるが、体上半部には横ハケメが残る。２１９は甕 A３類で、いわゆる山陰系口縁甕であ

る。体上半部に横ハケメを施す。２２６は甕 B類で、体部にハケメをランダムに施す。底部から台はつ

かず、丸底あるいは平底と考えられる。２２７は壺 B２類で、口縁部には輪積痕が明瞭に残る。２２８は壺

A類で、胎土、焼成がよい。口縁端部が外を向く。２２９は壺 B３類で、底部の状況から台付壺と考え

られる。２３０は壺 X１類で、底部内面は中心から放射状に板ケズリが認められる。２３２、２３３、２３４は高

坏で、脚～裾は確認できないが、高坏 B類と考えられる。住居跡北部壁際で出土した２個体の高坏

のうち、蓋側が２３２で、受け側が２３４である。２３５は高坏 B１類で、当遺跡出土高坏の中では脚が短く、

エンタシス状のふくらみが大きい。２３８は有孔器台で、透孔が４方向１段確認できる。一度乾燥、あ

るいは焼成後別の土を全体に塗りさらに焼成している。この制作過程を SH２出土の他の高坏と比較

すると特異であるため、在地で制作されたというよりも、搬入品である可能性が高いと考えられる。

２３９は鉢で、底部外面を板ナデすることで、高台を作り出している。この時期のものとしては特異な

作りである。全体的に見ると、当遺跡の古墳時代前期の遺物の中では、やや古い時期に比定できるの

ものが出土している。

時期 出土遺物から東野Ⅳ b期（古墳時代前期）と判断した。

SH３（図６３）

検出状況 A区東部、段丘崖付近において検出した竪穴住居跡である。Ⅰ b層掘削後、Ⅲ層上面にお

いて検出した。東部は土砂の流失により不明である。上部の撹乱、削平により明確なプランは不明だ

が、隅丸方形と思われる。

埋土 ほぼ水平な堆積である。

壁 Ⅲ層、Ⅳ層を掘り込んでいる。壁面はほぼ直立している。

床 ほぼ平坦である。貼床は３層であると考えられる。

主柱穴 床面では６基の小穴を検出しているが、竪穴住居跡の主軸及び中心点との位置関係から、SP

３０、SP３１、SP３２、SP３３が主柱穴であると考えられる。SP３１、SP３３には柱痕跡が認められる。その他

の検出した小穴は位置に規則的なものは認められず、性格は不明である。SP３２からは縄文土器が２

点出土した。

炉跡 住居の中央、やや西北西寄りで検出した。０．４×０．３mの範囲に焼土が広がる。埋土はやや被熱

しており、炉底部はさらに被熱の度合いが増す。ただし、炉の底部は床の想定ラインから０．５８m下が

るため、SH３に伴う炉ではない可能性もある。

出土遺物（図６６） 出土遺物は小破片が多く、実測に足るものは少ない。２４０は壺 B２類の口縁部で、

内外面ともにタテミガキを施す。２４１は高坏 B２類の脚部で、外面にタテミガキを施す。２４２はミニチュ
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図６３ ＳＨ３（S＝１／５０，１／２０）
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ア壺の体上半部である。

時期 出土遺物から東野Ⅳ期（古墳時代前期）と判断した。遺構の時期を決定づけるような切り合い

がなく、出土遺物も少ないことから、細分することはできない。

SH４（図６４・６５）

検出状況 A区東部で検出した竪穴住居跡である。Ⅰ b層掘削後、Ⅱ層上面において検出した。隅丸

方形プランをしている。

埋土 ほぼ水平な堆積である。

壁 Ⅱ層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面はほぼ直立している。

床 ほぼ平坦である。貼床は１６層で、１０YR４／６褐色粘質土を貼る。ただ、北西部と南西部の貼床は不

明瞭で確認できなかった。

周溝 ほぼ壁に沿って住居を巡る。周溝がとぎれる位置は北西隅と南壁の東寄り部分であるが、これ

は、前者は倒木痕と重なる位置で確認が困難であったためで、後者は入口に当たる可能性があるため

であると考えられる。ただし、南壁の東寄り部分では明瞭な貼床を確認できていないため、入口とは

断定できない。土師器が２点出土した。

主柱穴 床面では１１基の小穴を検出しているが、すべて浅いもので、位置関係からも柱穴と断定でき

るようなものは確認できなかった。SP１１３からは縄文土器が１点、SP１１８からは土師器が４点（２４８）

と炭化物が出土した。

炉跡 住居のやや北北西寄りで検出した地床炉である。２層が焼土で、その周囲に小穴がある。この

小穴部には火が及んでいない。焼土の残存状況から、炉として機能していた時期にこの小穴には礫の

ようなものが存在しており、住居廃絶時、又はそれ以降に礫をはずした可能性が考えられる。土師器

が１２点出土した。

出土遺物（図６６） ２４６は壺 A類の口縁部で、端部を内側に折り返す。外面に煤が付着する。２４７は

ミニチュア台付甕で、口縁部に稜を持ち、頸部に沈線が巡ることから、S字甕を意識していると思わ

れる。外面は風化のためハケメ調整が一部確認できるのみである。２４８は小型の鉢である。内外面を

板ナデで調整する。
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図６４ ＳＨ４①（S＝１／５０，１／２０，遺物は全て１／８）
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図６５ ＳＨ４②（S＝１／５０，１／２０）

図６６ ＳＨ３・４出土遺物（S＝１／３）
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時期 出土遺物や SB１０との重複関係から東野Ⅳ b期（古墳時代前期）と判断した。

SH５（図６７）

検出状況 A区東部で検出した竪穴住居跡である。Ⅰ b層掘削後、Ⅱ層上面において検出した。撹乱

により大半を削平されているが、方形に近いプランを確認したこと、SP３５が柱痕跡を持つ柱穴であ

ることから竪穴住居跡とした。

埋土 壁に近いところで黒褐色土、中央に行くにしたがって黒色土が確認できる。

壁 Ⅱ層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面はやや傾斜している。

床 ほぼ平坦である。貼床は３層で、１０YR３／３暗褐色粘質土を貼る。ただ、中央に行くにしたがって

床層が薄くなり、撹乱坑との境に近いところでは確認できなくなる。

主柱穴 床面では２基の小穴を検出している。SP３５がこの住居の主柱穴となる可能性がある。

出土遺物 土師器が３点出土した。３点のうち、１点は甕 A類の胴部、２点は壺の胴部であった。

いずれも小片で、形状を特定できるようなものは確認できなかった。

時期 出土遺物から東野Ⅳ期（古墳時代前期）である可能性が高い。しかし、前述のように細かな時

期を特定するには至らない。

図６７ ＳＨ５（S＝１／５０）
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SH６（図６８・６９）

検出状況 A区東部で検出した竪穴住居跡である。Ⅰ b層掘削後、Ⅱ層上面において検出した。遺物

包含層掘削中から大量の土師器片が出土したが、Ⅱ層上面に到達するまでは明確なプランが確認でき

なかった。住居南部で SH７と重複するが、プランや土層から、SH６は SH７より時期が下ると判断

した。隅丸方形のプランを確認した。掘削時、４分割した北西区と南西区（SH６の西側）で大量の

土師器片が出土した。埋土上層部は細片であったが、掘削していくにしたがって土器片が大きくなっ

ていった。竪穴住居の壁に近くほぼ床面と考えられるレベルで、焼土と炭化材を確認したため、焼失

住居と考えられる。炉は確認できなかった。SP２０６で完形の高坏２個体が出土したことやその周囲で

割箸状の炭化材が出土したこと、床面で出土した完形の土器が多いこと、鉄鎌、鉄鏃などの鉄製品が

出土したこと、出土した炭化材の中に加工品が含まれていたことなどから、祭祀的な意味合いを持つ

竪穴状遺構、あるいは、道具などを保管する倉庫的な役割を持つ遺構の可能性も考えられる。

埋土 黒色土と黒褐色土が不規則に堆積し、大量の土器片が埋土中に含まれる。ところどころ、拳大

の黒色土、黒褐色土ブロックが混在する２層以下は人為的に埋められた可能性が高い。１層は中央が

くぼんでいる。

壁 Ⅱ層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面はやや傾斜している。

床 ほぼ平坦である。貼床は確認できない。

周溝 住居跡の北部－西部、東部で確認した。南部は、SH７と切り合っているため、SH７の埋土と

周溝埋土が明瞭に判別できなかったため確認できなかったと考えられる。土師器が２点出土した。

主柱穴 床面では６基の小穴を検出している。SP２０４、SP２０５がこの住居の主柱穴で、２本柱の竪穴

住居である。北西、南西、南東各角において小穴を検出したが、いずれも浅い穴で性格は不明である。

SP２０４、SP２０５、SP２０９からは土師器が各１点、SP２０８からは土師器５点と炭化材が出土した。

土器埋設遺構 SH６南中央部で検出した。北－西－南にコの字型に炭化材が配置された内部に、ほ

ぼ完形の高坏（２７２、２７３）が２個体出土した。掘形はかなり大きく、径は約１mになる。その内部に

木枠、あるいは木箱を設置し、周囲を埋め、中に高坏を埋納した可能性が考えられる。

出土遺物（図７０～７２） ２４９、２５０は甕 A１類で S字甕の D類である。ともに体下半部に被熱の痕跡

はなく、未使用品である可能性が高い。２５１、２５２は甕 A１類で口縁端部上面に面を持つ。S字甕 D類

である。２５３は甕 A２類で口縁がやや立つ。S字状の屈曲がかなり弱い。２５４は甕 A２類でやや小振り

となる。口縁端部内面がややくぼむ。２５５は甕 A類である。胎土や出土位置から２５４と同一個体と考

えられる。２５６は甕 A２類の口縁部でかなり屈曲が弱い。２５７は甕 A２類で体上部のハケメの後に頸部

の沈線を巡らす。２５９は甕 A類の台部で中央部までハケメが残る。２６１は甕 B１類で平底である。底

第６節 古墳時代前期 93



図６８ ＳＨ６（S＝１／５０）
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を水平にすると口縁が傾く。外面に方向がランダムなハケメを施す。内面に煤が付着する。２６３、２６４

は壺 A類で外面にハケメを施す。底部は平底である。２６５は壺 B２類で口縁端部内面に面を持つ。２６６

は壺 B２類の口縁部から頸部で内外面にタテミガキが残る。口縁部中央と頸部に沈線を施す。２６８は

壺 C類の口縁部で、形状から上部幅が小さいタイプと考えられる。２７１は高坏 B１類で坏部内外面と

裾部外面にヨコミガキが残る。２７２は高坏 B１類で坏部内面はヨコミガキだが、外面は板ナデの調整

のみである。裾幅がやや小さい。２７３は高坏 B２類で坏底部内面にミガキが残る。裾部はややふくら

む。２７４は高坏 B２類で坏部内面にタテミガキが残る。２７５は高坏 B２類で坏底部の屈曲が強い。２７６

は高坏 B２類で坏部内外面にタテミガキが残る。２７７は高坏 B類の坏部で、坏底部外面に脚部を接合

したときにできた突起が認められる。２７９はミニチュア台付甕で頸部に沈線が巡ることから S字甕を

意識しているが、口縁部は S字状にならない。甕 A２類とした S字状の屈曲が弱いもののタイプによ

り近い形状である。２８０はミニチュア甕の口縁部で、２７９と同様、口縁部の屈曲が弱く、甕 A２類を意

識していると思われる。２８１はミニチュア壺で外面にタテミガキを施す。２８２は器台の脚部で外面に穴

があるが貫通はしていない。２８３は手持ち砥石と思われ、研磨面は４面あり、線状痕が明瞭に残る。

２８４は鉄鏃で基部が一部欠損する。先端はやや丸みを帯び、側縁は外彎し、脚は尖る。２８５は鉄鎌であ

る。長さ１１．１㎝、 大幅３㎝で、手持ち鎌であったと思われる。柄との接合部に折返しがある。鉄鎌

は当時、古墳の副葬品にするほど貴重なものであり、竪穴住居跡からの出土は稀である。全体的には、

供献用土器や、未使用のものが割合多く見られる。

時期 SH７との重複関係や出土遺物から東野Ⅳ c期（古墳時代前期）と判断した。

図６９ ＳＰ２０６土層図及び遺物出土状況（S＝１／２０，遺物は全て１／８）
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図７０ ＳＨ６出土遺物①（S＝１／３）
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図７１ ＳＨ６出土遺物②（S＝１／３）
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図７２ ＳＨ６出土遺物③（S＝１／３，２／３（２８４・２８５））
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SH７（図７３～７７）

検出状況 A区東部で検出した竪穴住居跡である。Ⅰ b層掘削中に検出した。住居北部を SH６と切

り合うが、プランや土層から、SH７は SH６より遡ると判断した。東西方向がやや長いが、ほぼ隅丸

方形のプランである。埋土中から土師器が出土したが、散在しており、まとまりを欠く。ただし、南

中央部付近は、ややかたまって出土している。また、埋土中から炭化物が多く出土しており、焼失住

居と考えられるが、焼土塊は少ない。

埋土 黒色土と黒褐色土がほぼ水平に堆積し、埋土中に土器片が含まれる。土層図中の５・８・９・

１０・１２・１３・２１・２５・３３は炭混土で、その上に褐色土ブロックの混じる層が確認できる。このため、

上屋の崩壊後、窪地を人為的に埋めた可能性が考えられる。貼床除去後、壁から約１．３m幅の全周す

る床下構造を確認した。

壁 Ⅰ b層、Ⅱ層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面はほぼ直立に近い。

床 ほぼ平坦である。貼床が全体にわたって明瞭に残る。

炉跡 住居ほぼ中央部に地床炉 SF４がある。浅いくぼみで、底面に焼土が残る。礫で囲っていた痕

跡はなかった。土師器が５点出土した。

周溝 住居跡をほぼ全周する。土師器が５点出土した。

主柱穴 床面では１１基の小穴を検出した。SP１３０、SP１３１、SP１３２、SP１３３がこの住居の主柱穴で、４

本柱の竪穴住居である。SP１３４は入口施設に伴う土坑、SP１３６、１３７は廃棄儀礼に伴う土坑、SP１３９は

貯蔵穴と考えられる。その他の小穴はいずれも浅い穴で性格は不明である。SP１３２からは土師器片が

１点、SP１３７からは土師器片が１点出土した。

貯蔵穴 SH７北東角で検出した。他の住居跡の貯蔵穴と比較するとやや浅いが、SP１３６、１３７を併用

していた可能性が考えられる。土師器が９点出土した。

入口施設 住居跡南中央部貼床上で、２条の細い溝を確認した。この溝に挟まれた部分は周囲の貼床

より硬化しており、人が頻繁に踏んだ痕跡とみられ、入口施設の可能性が考えられる。その間に SP

１３４を検出した。位置的に入口施設に伴う土坑の可能性が考えられる。

その他の施設 貼床の除去後、住居中央部やや北で SP１４１、１４２を検出した。規模や埋土の様子から

第６節 古墳時代前期 99



図７３ ＳＨ７①（S＝１／５０）
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図７４ ＳＨ７②（S＝１／５０）

図７５ ＳＰ１３７遺物出土状況（S＝１／２０，遺物は１／８）
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図７６ ＳＦ４及びＳＨ７遺物出土状況（S＝１／２０，遺物は全て１／８）

図７７ ＳＨ７③（S＝１／５０）
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ほぼ同時期に同手順によって埋められた可能性が高い。同様のものとして、SH９の貼床下で壁に平

行に２基並ぶ土坑を確認した。片方の土坑で口縁部を打ち欠いたミニチュア壺２点が正位と逆位で出

土したことから、祭祀行為に関連する土坑と判断した。SP１４１、１４２も同じ体をなすことから SH７の

建築儀礼に伴う土坑であると判断した。SP１４１からは土師器が２点出土した。住居内北中央部で検出

した SP１３６と SP１３７は、規模や埋土の様子からほぼ同時期に使用されたと考えられる。２基ともに SH

７の床面で検出しており、この住居に関連する遺構であり、SP１３９とともに、貯蔵穴として使用され

ていた可能性が考えられる。SP１３６からは炭化物が出土した。SP１３７からはほぼ完形の壺 B２類（２９６）

が出土した。SP１３７の埋土上部には土器片が面的に置かれた状態で、体部片の大半は内面を上に向け

ており、口縁部片は口縁端部を下にして立てた状態であった。また、二次被熱が認められ、破片によっ

て被熱の度合いが違うことから、土器が破壊された後に被熱したと考えられる。ただ、SP１３７自体か

らは炭化物や焼土がみられないことから、別の場所で焼き、人為的に並べた可能性が高い。この場合、

内部に何かを埋納し（腐ってなくなるもの等）、土器片を蓋のように並べたと想定されるため、建物

使用時のものと考えるよりも建物が機能しなくなってからのものと考えられる。土坑自体は貼床から

掘られていることから、SH７の機能停止後、間を置かず埋められたと考えられる。つまり、SH７機

能時には貯蔵穴として使用し、廃棄する際には儀礼のために使用されていたと考えられる。また、こ

の２９６は SP１３２の１層出土遺物、SB４の南東角柱穴（SP６２）出土遺物と接合した。つまり他の場所で

焼いた破片が、それぞれの柱穴に紛れ込んだと思われる。さらに、SH７が廃棄された後に SP６２が掘

られたということがわかる。このことから SH７は SB４より時期が遡ると判断した。

出土遺物（図７８） ２８６は甕 A１類である。台部内面に煤が付着する。２８７、２８８は甕 A２類で、口縁

部の屈曲が弱い。２８７のハケメは７本セットと考えられる。２８９は甕 A３類の口縁部で、頸部で強く屈

曲する。頸部に沈線が巡る。２９０は甕 A類で、台の上から１／３のところまでハケメが残る。台部外面

中央には、工具の当たった痕跡が残る。２９１は甕 A類で、台中央部に板ナデが残る。SD６出土の２９２

は甕 A類で、内外面にハケメを施す。外面のハケメは、他の甕 A類とは異なり右下方へ向く。かす

かに残る口縁部にも横方向のハケメが確認できる。２９３は甕 B１類で、細かく、方向のランダムなハ

ケメを施す。口縁端部に粘土を内面から持ってきたよれが確認できる。布留甕の影響を受けていると

考えられる。２９４は口縁部中央に微かな稜を持つが、甕 B類とした。当遺跡の甕のほとんどが外面を

ハケメ調整するのに対し、板ナデ調整する。２９５は壺 A類で、口縁端部内面に面を持つ。２９６は壺 B

２類である。体下半部はナデ調整だが、体上半部と口縁部はタテミガキを施す。口縁端部内面はやや

くぼむ。２９７は壺 X２類で、内外面に板ナデを施す。床下から出土していることから、貼床構築前に

埋まったと考えられる。２９８は高坏 B２類で、脚の板ナデを除き、全面タテミガキを施す。口縁端部

外面はややくぼむ。裾部はややふくらむ。２９９は高坏 B類で、口縁端部外面にやや浅い沈線が巡る。

内外面にタテミガキを施す。３００は高坏 B類で、口縁端部はやや外彎する。内外面にタテミガキを施

す。３０１は器台の受部片である。中央部で屈曲し、端部に向かって外彎する。内外面にタテミガキを

施す。３０２は器種不明の底部で、底部径が３．８㎝と小さく、ミニチュア土器の可能性が高い。内外面に

板ナデを施し、指で底部をつまみ出すことで台を作り出す。３０３は刀子の一部と思われ、逆二等辺三

角形をしている。断面は長方形である。３０４は管玉で、両端から孔を作り出している。SH６出土遺物

と比較すると、高坏のミガキは SH６よりも丁寧である印象が強い。さらに SH６では確認できなかっ
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図７８ ＳＨ７出土遺物（S＝１／３，２／３（３０３・３０４））
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た甕 B３類（山陰系口縁甕）や坏部の屈折した器台が出土していることから、SH７は SH６より時期

が遡るという重複関係は、出土遺物から見ても正しいと思われる。

時期 出土した遺物や SH６との重複関係、SB４柱穴出土遺物との接合状況から東野Ⅳ b期（古墳時

代前期）と判断した。

SH８（図７９～８１）

検出状況 A区東部で検出した竪穴住居跡である。撹乱により中央部から南西に向けて４分の１削平

されているが、隅丸方形のプランであると考えられる。床面では北西区において炭化材、焼土、藁状

炭化材が出土した。焼失住居の可能性が考えられるが、北西区以外からは炭化材が出土していない。

北西区北部と西から中央部にかけて出土した藁状炭化材は、貼床上から出土し、その上に炭化材や埋

土がのるため、床面に敷かれていたものである可能性が考えられる。また、北西区以外の区の壁に近

いところで完形、あるいは完形に近い土器が複数出土した。これについては、住居の焼失原因によっ

て２つの可能性が考えられる。まず第一に、自然発火が原因で焼失した場合である。この場合、生活

で使用していた土器が、出土した場所に置いてあったと考えられる。第二に、廃棄に際し人為的に焼

失させた場合である。この場合、これらの土器は住居の廃棄儀礼に伴うものと考えられる。

埋土 中央部がややくぼむ、ほぼ水平の堆積状況である。住居跡の壁近くに三角堆積が確認できる。

また、床面の窪地になったところに流れ込むように土層が堆積している。埋土中には褐色土ブロック

が混在しており、その範囲が 上層まで及ぶ。竪穴掘形は床面の高さとほぼ変わらない。これは、Ⅲ

層を掘り込んだ後、Ⅳ層の固い地盤に達したため、その高さで床を貼ったためと考えられる。

壁 Ⅰ b層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面はほぼ直立に近い。

床 ほぼ平坦である。貼床の残存範囲は比較的狭く、周溝のとぎれる部分（南中央部）から炉の周囲

までである。

炉跡 住居の中央部やや東寄りに位置する SF３である。壺 C２類の口縁部（３１７）が据えられており、

二次被熱が見られることから、炉に転用していたと考えられる。焼土は口縁部の内側だけでなく、口

縁部の周囲、 大２０㎝範囲内で確認できる。炉の位置から、住居の南西の撹乱部分に入口があったと

考えられる。

周溝 住居跡を部分的にとぎれながらではあるが、ほぼ全周する。

主柱穴 床面では７基の小穴を検出している。SP１２４、SP１２５、SP１２６がこの住居の主柱穴で、４本柱

であると考えられる。もう１基の柱穴は、位置的に現代の撹乱により消失したと考えられる。残り４

基の小穴は、いずれも浅い穴で性格は不明である。

第６節 古墳時代前期 105



図７９ ＳＨ８①（S＝１／５０）
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図８０ ＳＨ８遺物出土状況（S＝１／５０）

図８１ ＳＨ８②（S＝１／５０，１／２０，遺物は全て１／８）
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図８２ ＳＨ８出土遺物①（S＝１／３）
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出土遺物（図８２・８３） ３０５は甕 A１類で、床面からほぼ完形で出土した。口縁端部にくぼみがあり、

外側へ開く。台部外面のハケメは上部１／３まで施す。３０６は甕 A１類で、床面からほぼ完形で出土した。

口縁端部はやや外側に面を持つ。台部のハケメは裾まで残る。３０７は甕 A１類で、床面からほぼ完形

で出土した。口縁端部にくぼみを持ち、外側へ開く。頸部沈線はやや幅が広い。体下半部は摩耗が激

しいが、接合部は擬口縁状である。台部外面のハケメは上部１／３まで施す。３０８は甕 A１類の口縁部か

ら体上半部で、頸部と体部との境にハケメの頭が明瞭に残る。ハケメは７本セットと考えられる。頸

部沈線はやや幅がある。３０９は甕 A１類で、端部は外側につまみ出す。３１０は甕 A２類で、口縁の屈曲

図８３ ＳＨ８出土遺物②（S＝１／３）
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が弱い。頸部に工具をやや強く当てた沈線が巡るが、体上半部で終息する。ハケメは６～７本セット

である。３１１は甕 B類の口縁部片で、口縁部外面にハケメを施す。口縁部は緩やかに内反する。３１２

は甕 A類で、端部は擬口縁になっており、擬口縁直下に粘土の貼付痕が確認できる。当遺跡のほと

んどの甕 A類の体下半部にはハケメ調整があるのに対し、これは板ナデを施す。底部と台部の接合

部からハケメが認められる。３１３は甕 A類で、ハケメが台部裾まで残る。３１４は甕 A類で、ハケメは

底部と台部の接合部のみに残る。３１５は壺 B２類で口縁部内外面と体部肩外面にヨコミガキが残る。

体下半部は器壁が粗く上部に板ナデが見られるが、磨いた痕跡はない。口縁端部と中央部やや上寄り、

頸部に沈線が巡る。３１６は壺 B２類で、体部はケズリ調整である。体下半部を削った後、頸部を斜方

向に削る。３１７は壺 C２類で、前述の SF３の炉に転用されていたものである。明瞭な段をもち、端部

内外面を押さえつまみ出す作りとなる。３１８は壺 C２類で、口縁部に屈曲部を持つがやや弱い。３１９は

壺 D２類で、床面から完形で出土した。底部は平底で、いわゆる小型丸底壺とは一線を画す、がっし

りとした作りとなり、時期的には松河戸Ⅰ式前半期の中でも新しい時期に属するものと思われる。３２０

は高坏 A類で、当遺跡出土の高坏の中ではやや異質である。脚柱部がなく、坏底部から裾へ向かっ

て開く。３２１は高坏 B１類で、脚柱部外面にタテミガキを施す。３２２は高坏 B２類で、裾端部を欠く。

内外面ともに摩耗が激しく調整は不明である。坏底部内面は屈曲部から平らである。３２３は高坏 B類

で、坏部内外面にタテミガキを施す。ミガキの間に一次調整の横ナデが認められるが、間隔を置かず

丁寧に磨いている。３２４は高坏 B類で、坏部内外面に暗文状のタテミガキを施す。ミガキに間隔があ

り、一次調整の横ナデが確認できる。３２５は高坏 B類の坏部片で、内外面にタテミガキが残る。口縁

端部がかすかに屈曲する。３２６はミニチュア土器で、粘土のよれや指頭痕が多いことから手捏ね土器

と考えられる。口縁部を打ち欠き、頸部から下のみ残る。３２７はミニチュア台付甕で、口縁部は S字

状にならないが、頸部の沈線やハケメの様子から甕 A類を意識して作られていると思われる。全体

的に松河戸Ⅰ式前半期の中でも新しい時期に属する遺物が多い。

時期 出土遺物から東野Ⅳ c期（古墳時代前期）と判断した。

SH９（図８４・８５）

検出状況 A区東部、段丘崖のすぐ西で検出した隅丸方形プランの竪穴住居跡である。地表面がやや

東に向かって下がっているため、埋土は流失している可能性が高い。そのため、住居跡東側の壁は検

出時には住居機能時よりも低くなっていると考えられる。

埋土 中央から南側にかけて堆積が始まっている。地形的に考えると、西から北にかけて堆積するの
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図８４ ＳＨ９①（S＝１／５０）
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が自然であるため、人為的に埋め戻されている可能性が高いと考えられる。竪穴掘形は SH８と同様、

床面のレベルとほぼ変わらない。これは、Ⅲ層を掘り込んだ後、Ⅳ層の固い地盤に達したため、その

レベルで床を貼ったためと考えられる。

壁 Ⅰ b層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面はほぼ直立している。

床 ほぼ平坦である。ところどころ貼床と思われる部分が残るが、床面はⅣ層に達している。

炉跡 住居の中央部東寄りに位置する地床炉である。

周溝 住居跡の南西部で検出したが、そのほかは明確にとらえられなかった。

主柱穴 SP１４３、SP１４４、SP１４５がこの住居の主柱穴で、位置的には４本柱であると考えられる。もう

１基の柱穴は、掘り込みを確認することができなかった。残りの小穴は、いずれも浅い穴で性格は不

明である。

出土遺物（図８６） ３２８は甕 A１類で、口縁端部を外側へつまみ出す。３２９は甕 A１類である。体部外

面のハケメは８～９本セットと考えられる。３３０は甕 A類で、台部に輪積痕が明瞭に残る。３２９と３３０

は同一個体であると思われる。３３１は甕 A類で、体部内面に輪積痕が明瞭に残る。体上部外面に横ハ

ケメが認められるが、頸部からの斜方向ハケメに切られるため、S字甕 C類の横ハケメとは異なる。

図８５ ＳＨ９②（S＝１／５０，１／２０）
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図８６ ＳＨ９出土遺物（S＝１／３）
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３３２は甕 A類で、台裾部に向かいやや内反する。外面はハケメではなく板ナデによる調整が残る。３３３、

３３４は甕 A類で、台部外面のハケメは中央まで残る。３３５は甕 A類で、台部端部に輪積痕が明瞭に残

る。外面のハケメは台上部で見られる。３３６は甕 A類で、台部中央に輪積痕が明瞭に残る。外面のハ

ケメは台上部でのみ見られる。３３７は甕 B類で、口縁部外面に煤が付着する。３３８は壺 A類で、頸部

から外彎しながら端部に向かい、端部で内にやや屈曲する。３３９は壺 A類で、口縁部がラッパ状に大

きく開く。３４０は壺 B２類で、頸部が屈曲する。頸部から内反しながら口縁端部に向かい、端部でや

や外彎する。３４１は壺 X１類で、底部は平底である。底部外面には径０．５㎜前後の砂粒が多く付着する。

これは、土器製作時、あるいは焼成前に付着したものと考えられる。３４２は高坏 A類で、脚部に穴が

確認できる。先端の尖った工具を使い、穴を中心にして工具を回すことで擂鉢状の貫通しない穴をつ

くっている。外面には一部タテミガキが残る。３４３は高坏 B１類で、脚部外面にタテミガキを施す。

３４４、３４５は高坏 B類で、坏部内外面に暗文状のタテミガキを施す。３４６は高坏 B類の坏部片で、やや

口が開く。３４７は器台の脚台部で、穿孔がある。全体的に松河戸Ⅰ式前半期の中でも新しい時期に属

する遺物が多い。

時期 出土遺物から東野Ⅳ b期（古墳時代前期）と判断した。

SH１０（図８７～８９）

検出状況 A区中央部で検出した竪穴住居跡である。北部東寄りの現代溝、南西部の撹乱により削平

されているが、隅丸方形のプランであると考えられる。

埋土 ほぼ水平の堆積である。ブロック状の褐色土の混入が少ない。

壁 Ⅰ b層、Ⅱ層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面はやや開く。

床 ほぼ平坦である。貼床は褐色粘質土混在の黒色土である。

炉跡 住居の中央部北寄り、北部の２柱穴のちょうど中間に位置する炉である。北西の１辺を担う川

原石を２個確認したが、他にはなかった。石に囲まれた内部に焼土があり、少量ではあるが炭化材が

出土した。また残り３辺の周囲を確認したが、石を備えてあった痕跡は確認できなかった。出土した

川原石は、床面に置いた状態で、掘りくぼめて埋めたような様子はみられない。以上のことから、炉

の機能時には枕石として川原石を置いていたと考えられる。

周溝 住居跡をほぼ全周する。南部はやや離れた位置に周溝が巡る。縄文土器が１点、土師器が１点、

剥片類が１点出土した。

主柱穴 SP２１２、SP２１３、SP２１４がこの住居の主柱穴で、南西部の撹乱中にあと１基存在していた可能
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図８７ ＳＨ１０①（S＝１／５０）
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性が高く、４本柱であると考えられる。SP２１９は柱穴状の穴であるが、埋土中では確認できず、床面

で検出した。SH１０に伴う遺構でない可能性が考えられる。残りの小穴は、いずれも浅い穴で性格は

不明である。

貯蔵穴 住居の北東角の位置で貼床の施されていない長楕円形の SP２１８を確認した。この土坑の検出

面（貼床レベル）で、有段口縁壺の口縁部（３５８）が逆位で出土した。上層からの掘り込みが確認で

きないため、SH１０で機能していた貯蔵穴の可能性が考えられる。住居を廃棄する段階でこの穴を埋

め、上部に有段口縁壺の口縁部を逆位で置く廃棄儀礼が行われたものと考えられる。土師器が１０点、

剥片類が１点出土した。

出土遺物（図９０） ３４８は甕 A１類で、体部外面のハケメは粗い。内面にも横方向のハケメが見られ

る。口縁部は外側に面を持ち、S字甕 D類と言えよう。３４９は甕 A類で、体部外面のハケメは粗い。

３４８と３４９は同一個体であると思われる。３５０は甕 A１類で、他の甕 A１類と比較すると口縁部がやや

短い。３５１は甕 A類で、外面に斜方向のハケメが残る。３５２は甕 A類で、台部外面に斜方向のハケメ

が中央部まで残る。３５３は甕 A類の台部片で、外面は細かい板ナデが残る。３５４は甕 A類である。当

遺跡の甕 A類の台部と比較すると器壁が厚く、小振りである。台端部の折返しも小さく、異質であ

る。３５５は甕 B類で、頸部の稜は緩やかで、口縁部に向かって外彎する。器面調整の後、口縁端部は

図８８ ＳＨ１０②（S＝１／５０）

図８９ ＳＰ２１８・ＳＦ７（S＝１／２０，遺物は１／８）
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図９０ ＳＨ１０出土遺物（S＝１／３）

第６節 古墳時代前期 117



��� ������	

��
��

��
��
	


��
������

�� ��
��
��

����
��

�� � !�
"�

#$ %$ #$ %$
&'()* +,* &-((. / �012(��01(3��01(4��01(0� 0124 5)6, )	 789 :;

&'()3 +,*
&-((
.<

/ 0144 �01=0� 0123 �0120� 01,* >,6, 4	 >89

&'()? @,*
&-((
.<

/ 014( 01)4 01,) 01,) 0124 >,A, 4	 >- B&'(40 CDEF

&'(40 @,*
&-((
.<

/ 01,) �01,,� 01,0 �01,0� 0104 >(6, (	 589 G&'()? CDEF

&'(4( +,4
&-((
.<

H/ 012, �01,)� 01,= 01(* 010* >(6( (	 589

&'(4, +,*
&-((
.<

IJ �014=��01=,��01=(��01,4� 01(? >4K( =	 -89 G&L(0

&L(0
+,4M,*M
@,*

&-((. N �41*)� 01() �41*)� 010? 01(( NNNN (	 5- B&'(4, OP

内面からなで、外面によれを残す。３５６は壺 A類で、口縁部は大きく開く。端部は内側に肥厚する。

３５７は壺 C１類で、口縁部のほぼ中間点に段を持つ。段部分で屈曲するが、上下段ともに外彎する。

３５８は壺 C２類で、SP２１８上部から出土した。口縁上部に明瞭な段をもち、段に向かって外彎する。上

段は下段の半分の高さである。３５９は壺 D１類で、底部は丸底で、口縁部は大きく開く。３６０は壺 E

類で、口縁部に段を持つ。下段外面には縦方向のハケメを施す。上段外面及び内面は上段外面下部に

縦方向のハケメが一部残るが、摩耗が激しく調整は不明である。体部外面には３組の横ハケメが見ら

れる。ハケメは４本セットである。３６１は高坏 B１類で、脚部と裾部との境はやや緩やかである。３６２

は高坏 B１類で、裾端部は肥厚する。裾部外面はハケメ状の板ナデを施す。３６３は高坏 B類の坏部で、

坏底部の稜は緩やかである。３６４は甑で、底部中央に穿孔がある。形状は鉢形である。一部残る口縁

部から推測すると、口縁部の作りは粗く、波打つ。外面底部付近に工具による強いナデが残る。３６５

は器台で、外面はヨコミガキを施す。口縁部、裾部ともに端部はやや外彎する。全体的に当遺跡出土

土師器の中ではやや古いものが多く、尾張低地部でいう廻間Ⅲ式から松河戸Ⅰ式の遺物が出土したこ

とから、東野Ⅳ期の中でも時期が１段階遡る可能性が高い。

時期 出土遺物から東野Ⅳ a期（古墳時代前期）と判断した。

SH１１（図９１～９３）

検出状況 A区東部で検出した竪穴住居跡である。西部を SH１３と切り合っているが、検出状況、土層

断面から SH１１は SH１３より時期が下ると判断した。北部・南西部は撹乱を受けており、約４分の１程度

が原形を保つのみである。東辺と西辺の残存状況から、やや南北に長い隅丸長方形プランをしている

と考えられる。床面には大量の炭化材や焼土が出土し、焼失家屋であると考えられる。炭化材の上に焼

土塊が重なり、焼土塊の分布範囲が住居中央部には認められず、壁から２m以内に収まることから、屋

根の裾２m以内の部分を土で覆っていた可能性が考えられる。炭化材は住居全体から出土している。

埋土 ほぼ水平の堆積である。

壁 Ⅰ b層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面はほぼ垂直である。

床 ほぼ平坦である。褐色粘質土混在の黒褐色土で貼床が構築されている。

周溝 住居跡南東部では確認できなかったが、壁に沿ってほぼ全周する。土師器が２点出土した。

主柱穴 SP１５７がこの住居の主柱穴である。位置的にみると、南部の撹乱内にあと３本存在する４本

柱であると考えられる。
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図９１ ＳＨ１１①（S＝１／５０）
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図９２ ＳＨ１１②（S＝１／５０，遺物は全て１／８）
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図９３ ＳＨ１１③（S＝１／５０）
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図９４ ＳＨ１１出土遺物①（S＝１／３）
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その他の施設 住居の東中央部、貼床下で SP１５８、SP１５９を検出した。SP１６０のほぼ底部から口縁部を

きれいに打ち欠いたミニチュア壺（３８２、３８４）が１点は正位で、もう１点は逆位で出土した。どちら

の遺構も規模、埋土ともに似ており、同時期に同手順で埋められた可能性が高い。この場合、SH１１

の建築儀礼に関わる土坑であると考えられる。当遺跡では同様のものとして、SH７の SP１４１、SP１４２

がある。残りの小穴は、いずれも浅い穴で性格は不明である。

出土遺物（図９４・９５） ３６６は甕 A１類で、口縁端部は横へつまみ出す。３６７は甕 A１類で、口縁端部

外側に面を持つ。台中央部までハケメが残る。３６８は甕 A２類で、口縁部の屈曲が弱く、端部は斜め

上方へつまみ出す。ハケメが交差する地点では、ハケメがほぼ横を向く。３６９は甕 A２類で、口縁中

央部でかすかに屈曲する。口縁端部内面は段をもち、外へつまみ出す。３７１は甕 A類で、台部外面は

中央部までハケメが残る。３７２は甕 A類で、台部外面のハケメは中央部まで残る。３７３は壺 A類の口

縁部で、端部は上方に面を持ち、やや肥厚する。３７４は壺 A類の口縁部で、端部外面に面を持ち、外

彎する。３７５は壺 C類で、強く屈曲する。端部内面は肥厚する。３７６は壺 D１類で、口縁部は内反す

る。体部の屈曲からやや浅い形状と思われる。３７８は高坏 B１類で、裾へ向かってやや外彎する。３８０

は高坏 B類で、脚柱部は差し込み形である。３８１は高坏 B類で、暗文状のタテミガキを施す。３８２、

３８３は SP１６０出土のミニチュア壺で、口縁部は人為的にきれいに打ち欠かれている。３８２は平底で、粘

図９５ ＳＨ１１出土遺物②（S＝１／３）
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土をつまみ出すことで底をつくる。３８３は丸底である。３８４は鉢で、底部を指ナデで作り出す。口縁端

部に沈線を巡らす。３８５は鉢で、底部は丸底である。小振りな割に器壁が厚い。３８６は手持ち砥石で、

研磨面は４面あり、線状痕が明瞭に残る。

時期 SH１３との重複関係や出土遺物から東野Ⅳ c期（古墳時代前期）と判断した。

SH１２（図９６・９７）

検出状況 A区東部で検出した隅丸方形プランの竪穴住居跡である。

埋土 ほぼ水平の堆積である。

壁 Ⅰ b層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面は西部はやや開くが、残り３辺はほぼ垂直である。

床 ほぼ平坦である。プラン内西壁付近に根株があり、この影響で、南西区の床面残存状況はよくな

い。中央部で、黒褐色・暗褐色粘質土の貼床が認められる。その周囲は中央部に比べやや締まりが弱

いが、床として機能していたと考えられる。

周溝 住居跡東部から南東部にかけて検出したのみで、そのほかは確認できなかった。南西部の確認

できなかった原因は根株の影響であると考えられる。

炉跡 住居中央部やや北に位置する地床炉である。炉北部に焼土があり、南部は焼土ブロックがかた

まる。土層から明瞭な焼土面は確認できなかったが、焼土ブロックがまとまるため、炉跡と判断した。

主柱穴 SP１７４、SP１７５、SP１７６、SP１７７がこの住居の主柱穴で４本柱である。ただし、４本とも径が

小さく浅いため、穴自体からは柱穴と考えにくいが、床面で検出した穴の位置関係から、この４本を

柱穴と考えるのが妥当であると判断した。残りの小穴は、いずれも浅い穴で性格は不明である。

貯蔵穴 住居南中央部で土器片がかたまって出土した。精査後楕円形の穴を検出した。単層のやや深

い穴で、貯蔵穴の可能性が考えられる。

出土遺物（図９８） ３８７は甕 A１類で、口縁端部を欠損するが、横につまみ出すものと思われる。３８８

は甕 A２類で、口縁端部を上方につまみ出す。３８９は甕 A４類で、頸部に沈線が巡らず、他の S字甕

とは作りが異なる。口縁端部は上方にしっかりとした面をつくる。屈曲はややふくらむ程度である。

３９０は甕 A類で、やや小振りである。体上部の横ハケメは頸部からの縦ハケメに切られており、S字

甕 C類とは異なる。３９１は甕 A類で、台部にハケメは認められない。３９２は壺 A類で、口縁部はやや

外彎しながら開く。３９３は壺 B１類で、口縁部外面及び体上半部外面に横方向の繊維痕が認められる。

目の粗い布のようなものでなでた可能性が考えられる。体下半部は縦方向の板ナデで調整する。３９４

は壺 B２類で、口縁部はやや内反し、外面にタテミガキを施す。３９５、３９６、３９７は高坏 B１類で、外

面にタテミガキを施す。３９６の裾部は直線的で、端部はかすかに屈曲し、３９７の裾部は直線的で、端部
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図９６ ＳＨ１２（S＝１／５０）
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図９７ ＳＰ１７８及びＳＦ６（S＝１／２０，遺物は１／８）

図９８ ＳＨ１２出土遺物（S＝１／３）
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はかすかに外彎し、肥厚する。３９８は高坏 B２類で、表面が剥離しているために、内面の絞り込み痕

が外面で確認できる。３９９は高坏 B類で、坏底部内面は平らである。脚との接合部にミガキが認めら

れる。４００は器台で、内外面にタテミガキを施す。

時期 出土遺物から東野Ⅳ期（古墳時代前期）と判断した。時期が分かる遺構の重複がないため、細

かな時期決定するには至らない。

SH１３（図９９・１００）

検出状況 A区東部で検出した竪穴住居跡である。東部を SH１１と切り合っているが、検出状況、土

層断面から SH１３は SH１１より時期が遡ると判断した。東部、南部を撹乱により削平されているが、北

東部の SH１１と接する部分に住居のコーナーが確認できることから、ほぼ隅丸長方形のプランである

と考えられる。床面から炭化材と焼土塊が出土しており、焼失住居であると考えられる。SH１１と同

様、炭化材の直上に焼土塊が確認できること、中央部には焼土塊が確認できないことから、屋根の裾

部分を土で覆っていた可能性が考えられる。

埋土 ほぼ水平の堆積である。中間層は焼土粒を含む焼失時の堆積である。９、１０、１８層は褐色土ブ

ロックを多く含む層で、これを貼床と考えることもできる。

壁 Ⅰ b層、Ⅱ層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面はほぼ垂直である。

床 ほぼ平坦である。明瞭な貼床層は確認できなかったが、掘形を掘削したあとの整地層を確認した。

炉跡 確認できなかったが、主柱穴の位置等から、東部撹乱内に存在していた可能性が考えられる。

主柱穴 SP１９２、SP１９３がこの住居の主柱穴で２本柱である。残りの小穴は、いずれも浅い穴で性格

は不明であるが、掘削時のくぼみの可能性もある。

出土遺物（図１０１） ４０１は甕 A１類で、器壁がやや薄い。４０２、４０３、４０４、４０５、４０６は甕 A２類で、

４０２、４０３は頸部からのハケメがほぼ垂下する。４０７は甕 A類である。４０８は甕 B類で、頸部の屈曲が

やや弱い。口縁部内面に横ハケメが残る。４０９は壺 B２類で、口縁部はやや内反する。４１０は壺 B２類

の口縁部片で、端部に段を持つ。４１１は壺 D１類で、頸部と体部を沈線で分ける。口縁部は直線的に

開き、端部は内側に面を持つ。４１２は壺 X１類で、割れ面から、内外面の器壁が薄くなった場所に粘

土を貼り付けた痕跡が残る。４１３は高坏 B２類で、SH１３の床面で出土した。外面と坏部内面に丁寧な

タテミガキを施す。口縁端部は外へつまみ出す。４１４は高坏 B類で、一次調整の横ナデ後、内外面に

暗文状のタテミガキを施す。４１５は高坏 B類で、裾上部に工具の当たった痕跡が楕円形に残る。裾端

部に段を持つ。４１６は円形状の割れ面から高坏と判断した。外面の調整は、中央部の段を境に、坏底

部側がハケメ、口縁部側が板ナデで、当遺跡で多く出土している高坏とは調整方法が異なる。

時期 SH１１との重複関係や出土遺物から東野Ⅳ b期（古墳時代前期）と判断した。
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図９９ ＳＨ１３①（S＝１／５０）
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図１００ ＳＨ１３②（S＝１／５０，１／２０，遺物は１／８）

図１０１ ＳＨ１３出土遺跡（S＝１／３）
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SH１４（図１０２・１０３）

検出状況 A区と C区にまたがる部分で検出した竪穴住居跡である。SB２の柱穴と切り合っている

が、SH１４埋土中でプランが確認できたことから SH１４は SB２より時期が遡ると判断した。埋土中か

ら大量の炭化材、焼土塊が出土したことから焼失住居であると考えられる。焼土塊は壁から２m以内

で出土しており、中央部では確認できないことから、裾部分から２m以内を土で覆っていた可能性が

考えられる。炭化材は壁に対して垂直、平行方向のものが多く、壁材として使われていた可能性が高

い。また、南部中央からは板状の炭化材が出土しており、方向は南壁に対して垂直である。また、床

面で完形の壺２個体と甕１個体、粘土塊が出土した。炉は確認できなかった。これらのことから、SH

６と同様に、竪穴住居として機能していたというよりも、祭祀的な意味合いを持つ竪穴状遺構、ある

いは倉庫的な役割を持つ遺構の可能性が高いと考えられる。

埋土 ほぼ水平の堆積であるが、埋土に褐色土ブロックを含むため人為的な堆積であると考えられ

る。東西畦の５、６層中に炭化材が多く含まれることから、５、６層レベル以下は焼失による堆積、

３層レベル以上は褐色土ブロックを含むことから人為的な堆積の可能性が考えられる。つまり、住居

の焼失→人為的堆積→SB２建設となり、SB２建設のために地ならしを行った可能性が考えられる。

壁 Ⅰ b層、Ⅱ層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面はほぼ垂直である。

床 ほぼ平坦である。明瞭な貼床層が確認できる。

周溝（SD１８、SD２７） 住居内南東部は掘削時やや下げ過ぎたため周溝は確認できなかったが、それ

以外はほぼ全周する。東西土層から、貼床構築後周溝を掘削していると考えられる。土師器が２点出

土した。

主柱穴 SP２５２、SP３３７がこの住居の主柱穴で２本柱である。SP２５７は柱穴内の東部分、SP３３７は柱穴

内の北部分にそれぞれやや浅い平坦部分があり、これは柱をたてる際に柱木を滑らせた痕跡の可能性

が考えられる。SP２５２からは土師器が２点出土した。

その他の土坑 貼床除去後、SH１４床下で SP２５３を検出した。出土遺物から SH１４構築時期と時間的な

差はないと考えられるため、SH１４の建築儀礼に伴う土坑の可能性がある。

出土遺物（図１０４・１０５） ４１７は甕 A１類で、口縁端部外側に面を持つ。ハケメは５本セットである

と思われる。４１８は甕 A類で、台部外面のハケメが中央部まで残る。４１９は甕 A１類で、床面から出

土した。体部の縦半分がない。側面のほぼ中央部のみに多角形に煤が付着しており、台の上に置いて

その下で火をたいたと考えられる。その内面に、何かを炒ったような痕跡が残ることから、横位で使

用したものと考えられる。体下半部や台部に正位で使用した痕跡は確認できなかった。４２０は壺 A類

で、体中央部に穿孔がある。一次調整は斜方向のハケメである。二次調整はタテミガキで、口縁部と

体上半部外面のみ確認できる。頸部は先の丸い棒状工具でなで押さえた痕跡が残る。内面は体下半部
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図１０２ ＳＨ１４①（S＝１／５０）
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図１０３ ＳＨ１４②（S＝１／５０，遺物は全て１／８）
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図１０４ ＳＨ１４出土遺物（S＝１／３）
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にハケメが残るが上部は板ナデである。当遺跡出土の中型壺としては形状が異質である。穿孔の反対

側に器面の荒れた箇所があり、これは強く被熱したためと考えられる。その周囲には煤が付着する。

４１９と同様、この煤の形状は多角形をしており、台の上に置いてその下で火をたいたと考えられる。

その内面に、何かを炒ったような痕跡が残ることから、横位で使用したものと考えられる。また、口

縁部の一部、被熱部の直線上に黒斑があり、横位にして使用した際についたものと思われる。４２１は

壺 B２類で、頸部が緩やかに屈曲する。体部外面はタテミガキを施す。側面に赤く被熱した箇所があ

る。これは多角形をしており、台の上に置いてその下で火をたいたと考えられる。その周囲、側面の

半分に煤が付着する。その内面に、何かを炒ったような痕跡が残ることから、横位で使用したものと

考えられる。４１９、４２０、４２１の３個体の土器が、どれも側面に強く被熱していることから、儀礼行為

に使用された可能性も考えられる。ここからも祭祀的竪穴状遺構の可能性を伺わせる。４２２は壺 B１

類で、頸部が屈曲する。外面は全体を板ナデした後、上部のみ縦方向の板ナデで調整する。４２３は壺

B２類で、頸部が内側に屈曲する。４２４は壺 D１類で、口縁端部をつまみ出す。頸部はやや屈曲する。

底部を作り出すために切り剥いだ痕跡が残る。４２５は壺 D類で、底部を作り出すために切り剥いだ痕

跡が残る。４２７は壺 D類で、口縁端部で外彎する。４２８は壺 D類で、内外面にタテミガキを施す。４２９、

４３０、４３１は高坏 B２類で、４２９、４３０は脚柱部外面にタテミガキを施す。４３１は脚柱部外面に板ナデが

認められる。４３２は高坏 B類で、口縁端部をつまみ出す。４３３は高坏 B類で、脚部と裾部との境に明

瞭な段が認められる。推定径から、脚は広がる B１類タイプと考えられる。４３４は鉢で、口縁が大き

く開き、浅い形状である。４３５は管玉である。取り上げ時は遺物包含層出土としたが、土層断面図や

出土位置記録から、SH１４出土のものと判断した。４３６は手持ち砥石で、研磨面は２面ある。住居焼失

図１０５ ＳＨ１４出土遺物②（S＝１／３，２／３（４３５））
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の際に被熱し、焼けた部分が確認できる。また、被熱したことで、片面が節理で剥がれていた。

時期 SB２との重複関係や出土遺物から東野Ⅳ b期（古墳時代前期）と判断した。

SH１８（図１０６～１０８）

検出状況 A区南西部で検出した隅丸方形プランの竪穴住居跡である。床面レベルで２本の柱穴を確

認したが、床下で４本の柱穴が確認できたことから、４本柱から２本柱への建て替えが行われたと考

えられる。また、埋土上層部からは多くの須恵器片が出土したが、これは SH１８が古墳時代後期に窪

地として残っており、ここに壊れた土器などを廃棄するごみ捨て場だったと考えられる。

埋土 ほぼ水平の堆積である。褐色土ブロックの混入も少ないことから自然堆積であると考えられる。

埋土１層から須恵器が出土しており、古墳後期には埋没しており、皿状の窪地だったと考えられる。

壁 Ⅰ b層、Ⅱ層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面はやや開く。

床 ほぼ平坦である。明瞭な貼床層が中央部を中心に残る。土層図と平面図の範囲でずれが起こって

いるのは削りすぎによるものである。

周溝 北西部から北東部の壁際と南東部に周溝が確認できる。一部貼床層に覆われる部分がある。

主柱穴 SP２８９、SP２９０、SP２９１、SP２９２が SH１８第１期主柱穴で４本柱である（SH１８A）。この柱穴の

土層を確認したところ、柱痕状の土層の上に埋土が覆っていたため、貼床からの掘り込みではないと

判断した。つまり、第１期住居の機能停止後、窪みを利用して第２期住居を構築したと考えられる。

SH１８第２期主柱穴は SP２８４、SP２８５で２本柱である（SH１８B）。これは貼床上で検出しており、第２期

に機能していたと考えられる。残りの小穴は、いずれも浅い穴で性格は不明である。SP２８６からは土

師器が１点、SP２８７からは土師器が２点出土した。

出土遺物（図１０９） ４３７は甕 A１類で、口縁端部外側に面を持つ。４３８は甕 A１類で、口縁端部は横

につまみ出す。４３９は甕 A１類で、口縁端部に段を持つ。ハケメは５～６本セットと考えられる。４４０

は甕 A２類で、口縁部の屈曲が弱い。頸部は強く沈線を引く。４４１は甕 A類で、台上部でハケメが終

わる。４４２は甕 A類で、台中央部までハケメが残る。４４３は甕 A類で、台中央部までハケメが残る。

４４４は壺 D類である。４４５は壺で、体部外面肩に横方向の板ナデで調整し、その下にミガキを施す。

４４６、４４７、４４８は高坏 B２類で、外面にタテミガキを施す。４４９は高坏 B類で、坏部は直線的に開く。

４５０は高坏 B類で、坏部内外面に暗文状のタテミガキを施す。４５１は高坏 B類で、坏部内外面に横方
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図１０６ ＳＨ１８①（S＝１／５０）
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図１０７ ＳＨ１８②（S＝１／５０）
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図１０８ ＳＨ１８③（S＝１／５０）

図１０９ ＳＨ１８出土遺物（S＝１／３，２／３（４５３））
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向の板ナデを施す。坏底部は緩やかに内反し、境目に明瞭な段を持つ。４５２はミニチュア台付甕の台

部である。４５３は勾玉で、成形時の研磨による細かい擦痕が認められる。

時期 建て替えが行われていることや出土遺物から、東野Ⅳ b期（古墳時代前期）又は、東野Ⅳ c期

（古墳時代前期）と判断した。

SH２１（図１１０）

検出状況 C区西部で検出した竪穴住居跡である。住居の東部分以外は調査区外のため、約６分の１

の確認となった。東辺はすべて確認したため長軸が７m弱となり、古墳前期の竪穴住居跡としては当

遺跡 大のものである。北東角部分で貯蔵穴とその周囲を土手状に巡る周堤状遺構を確認した。貼床

はかなり厚い。周溝は確認できなかった。主柱穴や炉跡などの付属施設は調査区外に存在すると想定

されるため不明である。

図１１０ ＳＨ２１（S＝１／５０）
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埋土 ほぼ水平の堆積である。南壁付近の土層に三角堆積が認められることや、褐色土ブロックの混

入が少ないことから自然堆積であると考えられる。

壁 Ⅰ b層、Ⅱ層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面はやや開く。

床 ほぼ平坦である。明瞭な貼床層が全体に残る。貼床は厚く、貼り替えの痕跡が認められないこと

から、１度の貼床によってこの厚さを構築したものと考えられる。貼床層が貯蔵穴の掘形に沿うよう

にして存在することから、貼床した後に貯蔵穴を構築したものと考えられる。

貯蔵穴 住居跡北東部で検出した SP３４２は擂鉢状の穴で、底部はⅢ層中の礫により凹凸がある。遺構

埋土を取りのぞく際に底部に褐色土ブロックが混じっており、埋土上部と比較するとやや多く混在す

ることから、貯蔵穴の底部の整地のために敷かれた土の可能性が指摘できる。埋土中から土師器が出

土した。その南と北に褐色粘質土の周堤状遺構が確認できる（SM２、SM３）。貯蔵穴が東壁にほぼ

接するために穴の東には確認できない。SM２と SM３の土質は同じものと考えられるため、この貯蔵

穴の南から北まで囲っていた可能性が高い。SP３４２が貼床を切っており、さらにこの褐色粘質土が貼

床層の上にのっていたことから、掘形の掘削→貼床の構築→貯蔵穴の掘削→周堤状遺構の構築の順と

考えられる。

出土遺物（図１１１） ４５４は甕 A１類の口縁部片である。４５５は甕 A１類で、口縁端部は横につまみ出

す。４５６は甕 A２類で、口縁部の屈曲は弱く、端部は横につまみ出す。４５７は壺 A類で、口縁部は直

線的に開く。口縁端部内面に段を持つ。４５８は壺 B１類の口縁部と思われ、頸部が屈曲し、ほぼ直立

する形状となると考えられる。４５９は壺 D１類で、床面で出土した。底部は平底である。口縁部と体

部との境の屈曲が弱い。４６０は壺 D類で、底部を作り出すために切り剥いだ痕跡が残る。４６１は壺 D

類で、外面は横方向のケズリ調整である。４６２は壺 X１類である。４６３は高坏 B１類で、外面は斜方向

図１１１ ＳＨ２１出土遺物（S＝１／３）
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の板ナデで調整する。４６４、４６５は高坏 B類で、４６４の端部はやや外彎する。坏底部外面に輪積痕が確

認できる。４６５はやや内反する。４６６は器台で、穿孔を持つ。

時期 出土遺物から東野Ⅳ b期（古墳時代前期）と判断した。

SH２２（図１１２・１１３）

検出状況 C区中央部で検出した不整五角形プランの竪穴住居跡である。住居跡の南東部から北西部

にかけて後世の溝が切っている。東に向かって傾斜する地形のため、雨水等で土砂が流出し、遺構上

部を撹拌していたと考えられる。そのため周囲が全体的に黒く、明確なプランが確認できないまま貼

床に到達し、その時点で竪穴住居跡と判断した。主柱穴が３基、炉跡、周溝を確認した。

埋土 埋土状況は不明である。

床 ほぼ平坦である。明瞭な貼床層が中央部から東部にかけて残存する。

周溝 南西角付近を除いてほぼ全周する。

主柱穴 主柱穴は、SP３４５、SP３４７、SP３４９を確認した。位置的に４本柱の竪穴住居跡だと考えられる

が、もう１基は中央を切る SD３１によって消失していると思われる。どれも柱痕跡は確認できなかっ

たが、埋土中に褐色土ブロックが混入し、柱穴状の穴のため主柱穴と判断した。その他は浅いもので、

位置に規則的なものは認められず、性格は不明である。

炉跡 住居のほぼ中央部やや北寄りに地床炉を確認した。穴は２段構造になっており、土層１層が埋

土、２層上面が炉として機能していた部分であると考えられる。つまり、床からやや掘りくぼめた部

分で炉を構築していたと考えられる。１層には焼土がほとんど混じっていなかったことから、炉の機

能停止後に埋没したと考えられる。北東部を SD３１によって削平されている。SD３１内の炉跡と重複す

る部分で粉砕した石皿が出土した。この石皿は片面だけ被熱しているため炉石、あるいは枕石として使

用していた可能性が指摘できるが、炉跡には炉石の圧痕が認められないため、炉石とは断定できない。
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図１１２ ＳＨ２２①（S＝１／５０，１／２０）
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出土遺物 包含層中では縄文土器が数点出土した。貼床の除去段階で甕 A類の体部片と台部片、壺

の胴部片２点が出土している。

時期 出土遺物から東野Ⅳ期（古墳時代前期）と判断した。しかし、出土遺物が少ないことから細か

な時期を特定するには至らない。

（２）掘立柱建物跡

図１１３ ＳＨ２２②（S＝１／５０）
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SB２（図１１５・１１６）

検出状況 A区南東部から C区北西部のＬ２４～O２５グリッドで検出した、桁行８間（１４．４８m、柱間

１．８１m）×梁行２間（４．４４m、柱間２．２２m）、床面積６４．２９㎡を測る掘立柱建物跡である。平成１５年度調

査で北側２間分（柱穴７基）、平成１６年度調査で南側６間分（柱穴６基）を確認した。桁行の方向の

軸は、北から１９度東へ傾いている。SH１４と切り合うが、SH１４の埋土中から SP４９、SP３１８のプランが

確認できたことから、SB２は SH１４より時期が下ると判断した。

柱穴 １３基の柱穴を検出し、SP４３～４９（平成１５年度）、SP３１３～３１８（平成１６年度）の番号を付した。

このうち柱痕跡を確認したのは SP３１８である。その他の穴では柱痕跡は確認できなかったが、埋土は

黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロックが混じる。SP４５から南側と SP３１３から西側は調査区外

のため、確認できなかった。柱穴の規模は、直径４３㎝～７３㎝、深さ５２㎝～９４㎝を測る。SP４６、４７、

４８、４９、３１４、３１５、３１７、３１８の底部に直径２０～２６㎝の固く締まった部分が確認でき、底面に柱が当たっ

ていた部分であると考えられる。柱痕跡や底面の状況から柱の太さは径１８㎝程度のものと考えられる。

出土遺物（図１１４） 柱穴からは、土師器１７０点が出土した。４６７は SP３１３出土の甕 A１類で、端部は

横へつまみ出す。４６８は SP３１６出土の甕 A１類で、口縁部中段が肥厚し、端部は外につまみ出す。４６９

は SP３１８出土の甕 A１類で、端部は肥厚し、上に面を持つ。４７０は SP４４出土の甕 A２類で、口縁部の

屈曲が弱く、端部の上に面を持つ。４７１は SP３１６出土の壺 X１類である。４７２は SP４８出土の高坏 B類

で、裾部はやや外彎する。４７３は SP３１６出土の高坏の脚部片で、脚の形状からほぼ平行になると推測

し高坏 B２類とした。さらに SB２の属する調査区画の遺物包含層から出土するのはほとんどが土師

図１１４ ＳＢ２出土遺跡（S＝１／３）
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図１１５ ＳＢ２①（S＝１／８０）
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図１１６ ＳＢ２②（S＝１／５０）
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器で、他時期の遺物は極めて少ない。

時期 SH１４との重複関係や柱穴から出土した遺物、周囲の遺物包含層の遺物出土状況から東野Ⅳ c

期（古墳時代前期）と判断した。

SB３（図１１７）

検出状況 A区中央部やや南寄りの J２２～K２３グリッドで検出した、桁行４間（４．５m、柱間１．５m）×

梁行１間（４．０２m）、床面積１８．０９㎡を測る掘立柱建物跡である。桁行の方向の軸は、北から１２度東へ

傾いている。

柱穴 ８基の柱穴を検出し、SP５０～５７の番号を付した。このうち柱痕跡を確認したのは SP５２である。

その他の穴では柱痕跡は確認できなかったが、埋土は黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロック

が混じる。柱穴の規模は、直径４３㎝～５９㎝、深さ２３㎝～６３㎝を測る。SP５２、５４、５６、５７の底部に直

径１５～２０㎝の固く締まった部分が確認でき、底面に柱が当たっていた部分であると考えられる。柱痕

跡や底面の状況から柱の太さは径１５㎝程度のものと考えられる。

出土遺物 柱穴からは、土師器６点と剥片類１点が出土した。壺の胴部片２点と甕 A類の胴部片４

点が出土した。さらに SB３周辺遺物包含層からの出土遺物はほとんどが土師器である。須恵器が少

し混じるが、これは SH１６が近いためと考えられる。

時期 柱穴から出土した遺物や、周囲の遺物包含層の遺物出土状況から、東野Ⅳ期（古墳時代前期）

と判断した。

SB４（図１１８・１１９）

検出状況 A区中央部の H２０～I２２グリッドで検出した、桁行４間（６．９６m、柱間１．７４m）×梁行２間

（４．８m、柱間３．０６m、１．７４m）、床面積３３．４１㎡を測る掘立柱建物跡である。梁行の方向の軸は、北か
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図１１７ ＳＢ３（S＝１／５０）
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図１１８ ＳＢ４①（S＝１／５０）
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図１１９ ＳＢ４②（S＝１／５０）
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ら２４度東へ傾いている。桁方向の柱間と、梁方向の短い方の柱間の長さがほぼ一致する。南北１間の

母屋の北側に庇がつく、北庇の建物であった可能性が考えられる。

柱穴 １４基の柱穴を検出し、SP５８～７１の番号を付した。どの穴においても柱痕跡は確認できなかっ

たが、埋土は黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロックが混じる。柱穴の規模は、直径４６㎝～６５㎝、

深さ２０㎝～５４㎝を測る。SP６１、６９の底部に直径２０～２８㎝の固く締まった部分が確認でき、底面に柱

が当たっていた部分であると考えられる。底面の状況から柱の太さは径２０㎝程度のものと考えられる。

出土遺物（図１２０） 柱穴からは縄文土器２３点、土師器８５点、剥片類５点が出土した。４７４は SP６４出

土の甕 A１類の口縁部片である。４７５は SP６１出土の甕 A２類で、口縁部の屈曲が弱い。頸部にやや幅

広の沈線が確認できる。４７６は SP６３出土の甕 A類の頸部片で、頸部の沈線が確認できる。４７７は SP６７

出土の高坏 B類で、坏底部外面にタテミガキを施す。４７８は SP７０出土の器台で、穿孔がある。脚部外

面にタテミガキを施す。さらに SB４周辺遺物包含層からの出土遺物はほとんどが土師器である。

時期 柱穴から出土した遺物や、周囲の遺物包含層の遺物出土状況から、東野Ⅳ c期（古墳時代前期）

と判断した。

SB６（図１２１・１２２）

検出状況 A区中央南部の I１８～K１９グリッドで検出した、桁行５間（８．６６m、柱間１．５４m、１．８６m）

×梁行２間（４．３m、柱間２．１５m）、床面積３７．２４㎡を測る掘立柱建物跡である。桁行の方向の軸は、北

から２３度東へ傾いている。棟持柱となる SP８６、８７は、０．１５m外方向へずれている。桁の中央３間分

の柱間が１．８６m、南北端の柱間が１．５４mと長さが異なる。

柱穴 １４基の柱穴を検出し、SP８０～９３の番号を付した。SP８５、８６、９０、９２、９３において直径１５～１９

㎝の柱痕跡を確認した。柱痕跡が確認できなかった柱穴は、黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロッ

図１２０ ＳＢ４・６出土遺物（S＝１／３）
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図１２１ ＳＢ６①（S＝１／５０）
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図１２２ ＳＢ６②（S＝１／５０）
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クが混じる。柱穴の規模は、直径４１㎝～７１㎝、深さ２１㎝～６４㎝を測る。柱痕跡の状況から柱の太さは

径１５㎝程度のものと考えられる。

出土遺物（図１２０） 柱穴からは、縄文土器４点と土師器１９点が出土した。４７９は SP８５出土の壺 C類

で、口縁部で屈曲する。さらに SB４周辺遺物包含層からの出土遺物はほとんどが土師器である。

時期 柱穴から出土した遺物や、周囲の遺物包含層の遺物出土状況、SB２との主軸の方向から、東

野Ⅳ c期（古墳時代前期）と判断した。

SB９（図１２３）

検出状況 A区西中央部の G１６～F１７グリッドで検出した、桁行２間（３．２m、柱間１．６m）×梁行１間

（２．８２m）、床面積９．０２㎡を測る掘立柱建物跡である。梁行の方向の軸は、北から１７度東へ傾く。

柱穴 ６基の柱穴を検出し、SP１０６～１１１の番号を付した。SP１０７、１０８において直径１６㎝、１１㎝の柱

痕跡を確認した。柱痕跡が確認できなかった柱穴は、黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロック

が混じる。SP１０６の底中央部に径１５㎝程度のくぼみを確認した。柱が当たっていた部分と思われ、固

く締まっていた。柱穴の規模は、直径４３㎝～６４㎝、深さ２８㎝～４７㎝を測る。柱痕跡の状況から柱の太

さは径１０㎝程度のものと考えられる。

出土遺物 柱穴からは、土師器４点が出土した。壺の口縁部片１点と胴部片３点である。口縁部片は

形状から壺 B１類と思われる。さらに SB９周辺遺物包含層からの出土遺物はほとんどが土師器である。

時期 柱穴から出土した遺物や、周囲の遺物包含層の遺物出土状況から、東野Ⅳ期（古墳時代前期）

と判断した。

SB１０（図１２４）

検出状況 A区東中央部の H２６～I２７グリッドで検出した、桁行１間（３．２４m）×梁行１間（１．５４m）、

床面積４．９９㎡を測る掘立柱建物跡である。桁行の方向の軸は、北から２１度東へ傾いている。桁方向の

中間点に柱穴の存在が考えられるが、現代の撹乱によって消失したため確認できなかった。また、SP

３９が SK１９９と重複しており、検出状況や土層断面図から SP３９は SK１９９より時期が下ると判断した。

柱穴 ４基の柱穴を検出し、SP３８～４１の番号を付した。SP３８、３９、４１において直径１０～１４㎝の柱痕跡

を確認した。柱痕跡が確認できなかった柱穴は、黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロックが混

じる。柱穴の規模は、直径２７㎝～３６㎝、深さ３２㎝～３９㎝を測る。柱痕跡の状況から柱の太さは径１０㎝
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図１２３ ＳＢ９（S＝１／５０）
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図１２４ ＳＢ１０（S＝１／５０）

図１２５ ＳＢ１０出土遺物（S＝１／３）
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程度のものと考えられる。

出土遺物（図１２５） 柱穴からは、土師器８点が出土した。４８０は SP３９出土の甕 A類で、体部の 大径

部分となる。４８１は SP３９出土の高坏 B類で、裾端部をつまみ出す。その他、甕 A類の胴部片が４点、

壺の胴部片が２点出土した。さらに SB１０周辺遺物包含層からの出土遺物はほとんどが土師器である。

時期 柱穴から出土した遺物や、周囲の遺物包含層の遺物出土状況、SK１９９との重複関係から、東野

Ⅳ c期（古墳時代前期）と判断した。

SB１１（図１２６）

検出状況 A区中央北部の D２３～E２３グリッドで検出した、桁行１間（３．２２m）×梁行１間（１．６m）、

床面積５．１５㎡を測る掘立柱建物跡である。梁行の方向の軸は、北から１６度東へ傾いている。梁方向の

南北に現代の撹乱があり、さらに南北にのびる可能性も考えられる。

柱穴 ４基の柱穴を検出し、SP１９９～２０２の番号を付した。SP１９９、２００において１６㎝、２５㎝の柱痕跡

を確認した。柱痕跡が確認できなかった柱穴は、黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロックが混

じる。柱穴の規模は、直径２０㎝～４３㎝、深さ１１㎝～４２㎝を測る。SP２０２は試掘時に TR４として掘削

したテストピット内で検出した。試掘の際にⅡ層上面からやや下げ過ぎ、遺構上部を削平しているた

め規模が小さくなっている。テストピットの深さを勘案すると約３０㎝の深さとなる。柱痕跡の状況か

ら柱の太さは径１５㎝程度のものと考えられる。

出土遺物 柱穴からは、土師器１点が出土した。壺の胴部片である。内外面とも摩耗が激しく調整は

不明である。さらに SB１１周辺遺物包含層からの出土遺物はほとんどが土師器である。

時期 柱穴から出土した遺物や、周囲の遺物包含層の遺物出土状況から、東野Ⅳ期（古墳時代前期）

と判断した。

SB１３（図１２７）

検出状況 C区中央部の O２４～P２５グリッドで検出した、桁行３間（４．６２m、柱間１．５４m）×梁行２間

（４．０m、柱間２．０m）、床面積１８．４８㎡を測る近接棟持柱の掘立柱建物跡である。梁行の方向の軸は、

北から２６度東へ傾いている。SB１３の SP３３５と SB１４の SP３３０は重複しており、検出状況や土層断面か

ら SB１３は SB１４より時期が下ると判断した。また、SP３２４は SB１３、SB１４の柱穴として重複している。

これは、検出時に１つの柱穴と判断し掘削したためで、２つの柱穴が重なっていた可能性も考えられ

るが、半割時、完掘時のどちらにおいても２つの柱穴の切り合いを確認できないまま掘削した。近接

棟持柱である SP３２２、SP３２５は柱筋から０．２４m外方向にずれている。

柱穴 １０基の柱穴を検出し、SP３２１～３３０の番号を付した。SP３２９において幅１５㎝の柱痕跡を確認した。

柱痕跡が確認できなかった柱穴は、黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロックが混じる。柱穴の

規模は、直径２５㎝～４８㎝、深さ２０㎝～５８㎝を測る。

出土遺物（図１２８） 柱穴からは、合計２１点の土師器と剥片類１点が出土した。４８２は SP３２６出土の甕
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A類で、台部外面のハケメは上部１／３まで残る。４８３は SP３２８出土の甕 A３類で、頸部が強く屈曲する。

４８４は SP３２７出土の甕 A類で、体上半部のハケメの交差が認められる。さらに SB１３周辺遺物包含層か

らの出土遺物はほとんどが土師器である。

時期 柱穴から出土した遺物や、周囲の遺物包含層の遺物出土状況、SB１４との重複関係から、東野

Ⅳ c期（古墳時代前期）と判断した。

SB１４（図１２９）

検出状況 C区中央部の P２４～２５グリッドで検出した、桁行２間（３．４m、柱間１．７m）×梁行２間（３．２４

図１２６ ＳＢ１１（S＝１／５０）
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図１２７ ＳＢ１３（S＝１／５０）
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m、柱間１．６２m）、床面積１１．０２㎡を測る近接棟持柱の掘立柱建物跡である。桁行の方向の軸は、北か

ら６度東へ傾いている。SB１４の SP３３０と SB１３の SP３３５は重複しており、検出状況や土層断面から SB

１４は SB１３より時期が遡ると判断した。SP３２４は SB１４、SB１３の柱穴として重複している。これは、検

出時に１つの柱穴と判断し掘削したためで、２つの柱穴が重なっていた可能性も考えられるが、半割

時、完掘時のどちらにおいても２つの柱穴の切り合いを確認できないまま掘削してしまった。近接棟

持柱である SP３３１、３３４は柱筋から０．３m外方向にずれている。

柱穴 ８基の柱穴を検出し、SP３２４、３３１～３３７の番号を付した。SP３３１において幅１３㎝の柱痕跡を確

認した。柱痕跡が確認できなかった柱穴は、黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロックが混じる。

柱穴の規模は、直径２３㎝～４２㎝、深さ２４㎝～４９㎝を測る。

出土遺物（図１２８） 柱穴からは、土師器５点が出土した。４８５は SP３３１出土の壺で、内外面を板ナデ

で調整する。内面に口縁部の貼付痕が残る。さらに SB１４周辺遺物包含層からの出土遺物はほとんど

が土師器である。

時期 柱穴から出土した遺物や、周囲の遺物包含層の遺物出土状況、SB１３との重複関係から、東野

Ⅳ b期（古墳時代前期）と判断した。

図１２８ ＳＢ１３・１４出土遺物（S＝１／３）
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図１２９ ＳＢ１４（S＝１／５０）
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（３）柱穴列

SA１（図１３０）

検出状況 A区北東部の F２６～G２７グリッドで検出した、南北３間（１４．４８m、柱間１．８１m）×東西１

間（４．４４m、柱間２．２２m）の柱穴列である。南北方向の軸は、北から１６度西へ傾いている。SH１と切

り合うが、SH１の床を抜いて SP４のプランが確認できたことから、SA１は SH１より時期が下ると

判断した。SP１から西、南へと列がのびることから、掘立柱建物跡の可能性を想定し調査を行った。

しかし、周囲でこれら以外に建物の想定線上にのる柱穴は確認できなかったため、柱穴列と判断した。

柱穴 ５基の柱穴を検出し、SP１～５の番号を付した。このうち柱痕跡を確認したのは SP１、SP２、

SP３である。その他の穴では柱痕跡は確認できなかったが、埋土は黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐

色土ブロックが混じる。柱痕跡や底面の状況から柱の太さは径１８㎝程度のものと考えられる。

出土遺物 柱穴からは、縄文土器２点、土師器３点が出土した。土師器は３点とも甕 A類の胴部片

である。さらに SA１周辺遺物包含層からの出土遺物は縄文土器や土師器が多い。

時期 柱穴から出土した遺物や、周囲の遺物包含層の遺物出土状況から、東野Ⅳ期（古墳時代前期）

と判断した。

SA３（図１３１）

検出状況 A区南東部の J２３～K２５グリッドで検出した、東西４間（９．９m、柱間東から２．６、２．６、２．５、

２．２m）の柱穴列である。東西方向の軸は、北から３０度西へ傾いている。掘立柱建物跡の可能性を想

定し調査を行ったが、周囲でこれら以外に建物の想定線上にのる柱穴は確認できなかったため、柱穴

列と判断した。

柱穴 ５基の柱穴を検出し、SP１５２～１５６の番号を付した。このうち柱痕跡を確認したのは SP１５２、１５６

である。その他の穴では柱痕跡は確認できなかったが、埋土は黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土

ブロックが混じる。柱痕跡や底面の状況から柱の太さは径８～１２㎝程度のものと考えられる。

出土遺物（図１３４） 柱穴からは７点の土師器が出土した。４８６は SP１５２出土の高坏 B類で、裾端部は

肥厚する。内外面に斜方向のハケメを施す。その他は、甕 A類の胴部片が３点、壺の胴部片が３点

である。さらに SA３周辺遺物包含層からの出土遺物は土師器が多い。
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図１３０ ＳＡ１（S＝１／５０）
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図１３１ ＳＡ３（S＝１／５０）
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時期 柱穴から出土した遺物や、周囲の遺物包含層の遺物出土状況から、東野Ⅳ期（古墳時代前期）

と判断した。

SA５（図１３２）

検出状況 A区北東部の E２６～２７グリッドで検出した、東西３間（６．３m、柱間東から２．４、１．５、２．４

m）、南北１間（２．１m）の柱穴列である。南北方向の軸は、北から１４度東へ傾いている。掘立柱建物

跡の可能性を想定し調査を行ったが、周囲でこれら以外に建物の想定線上にのる柱穴は確認できな

かった。東西の列は、SH４の北壁にほぼ平行に位置し、間隔は４．２mである。そのため、SH４の居住

域を区画する柱穴列の可能性も考えられる。

柱穴 ５基の柱穴を検出し、SP１８２～１８６の番号を付した。このうち柱痕跡を確認したのは SP１８２であ

図１３２ ＳＡ５（S＝１／５０）
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る。その他の穴では柱痕跡は確認できなかったが、埋土は黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロッ

クが混じる。柱痕跡や底面の状況から柱の太さは径１１㎝程度のものと考えられる。

出土遺物 柱穴からは出土遺物がなかった。

時期 時期は不明だが、SH４を区画する柵列と考えると東野Ⅳ期（古墳時代前期）の可能性が高い。

SA６（図１３３）

検出状況 A区中央部の G～H２１グリッドで検出した、東西２間（３．４m、柱間１．７m）の柱穴列である。

東西方向の軸は、西から２４度北へ傾いている。掘立柱建物跡の可能性を想定し周囲の調査を行ったが、

図１３３ ＳＡ６（S＝１／５０）

図１３４ ＳＡ３・６出土遺物（S＝１／３）
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これら以外に建物の想定線上にのる柱穴は確認できなかった。さらに、SB４が１．１m南に位置するこ

と、主軸方位が一致すること、柱間がほぼ同じであることなどから、SB４に付属する柵列と判断した。

柱穴 ５基の柱穴を検出し、SP２７０～２７２の番号を付した。柱痕跡は確認できなかったが、埋土は黒

色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロックが混じる。

出土遺物（図１３４） 柱穴からは土師器が２１点出土した。４８７は SP２７１出土の甕 A２類で、口縁部の屈

曲が弱く、端部は上へつまみ出す。４８８は SP２７２出土の甕 B類で、口縁端部はやや外彎する。４８９は SP

２７１出土の高坏で、坏端部はやや外彎する。４９０は SP２７２出土の甕 A類で、頸部に沈線が巡り、体上半

部に斜方向のハケメが認められる。さらに SA６周辺包含層からの出土遺物は土師器が多い。

時期 柱穴から出土した遺物や SB４に平行することから、東野Ⅳ c期（古墳時代前期）と判断した。

SA７（図１３５）

検出状況 A区中央部の J１９～K１９グリッドで検出した、南北２間（５．３m、柱間２．６５m）の柱穴列で

ある。東西方向の軸は、北から２３度東へ傾いている。掘立柱建物跡の可能性を想定し周囲の調査を行っ

たが、これら以外に建物の想定線上にのる柱穴は確認できなかった。さらに、SB６が１．３m西に位置

すること、主軸方位が一致することなどから、SB６に付属する柵列と判断した。

図１３５ ＳＡ７（S＝１／５０）
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柱穴 ５基の柱穴を検出し、SP２７６～２７８の番号を付した。柱痕跡は確認できなかったが、埋土は黒

色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロックが混じる。

出土遺物 柱穴からは土師器が５点、剥片類が１点出土した。甕 A類の胴部片２点と壺の胴部片３

点である。さらに SA７周辺遺物包含層からの出土遺物は土師器が多い。

時期 柱穴から出土した遺物や SB６に平行することから、東野Ⅳ c期（古墳時代前期）と判断した。

SA８（図１３６）

検出状況 C区南西部の S２３～T２３グリッドで検出した、南北２間（５．８m、柱間２．９m）の柱穴列であ

る。東西方向の軸は、北から１６度東へ傾いている。掘立柱建物跡の可能性を想定し周囲の調査を行っ

図１３６ ＳＡ８（S＝１／５０）
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たが、これら以外に建物の想定線上にのる柱穴は確認できなかった。さらに、SH２１が１．８m西に位置

すること、主軸方位がほぼ一致することなどから、SH２１に付属する柵列と判断した。

柱穴 ３基の柱穴を検出し、SP３６０、SP３６６、SP４３７の番号を付した。このうち柱痕跡を確認したのは

SP３６６である。その他の穴では柱痕跡は確認できなかったが、埋土は黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐

色土ブロックが混じる。

出土遺物 柱穴からは出土遺物がなかった。

時期 SH２１に付属すると考え、東野Ⅳ b期（古墳時代前期）と判断した。

（４）竪穴状遺構

SK１７４（図１３７）

検出状況 A区東部、段丘崖付近において検出した。Ⅰ b層掘削後、Ⅲ層上面において検出した。こ
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れは、検出した区は河岸段丘崖に近い位置でⅡ層が確認できないため、Ⅰ b層下はⅢ層となっている

ためである。検出時、西辺のプランは明瞭に確認できたが、北辺と南辺は撹乱により確認できなかっ

た。また、東に傾斜している地形のため埋土が流失し、東辺は確認できなかった。竪穴住居跡の可能

性を想定し調査を行ったが、柱穴や焼土は確認できなかったため、竪穴状遺構と判断した。

埋土 ２層に分層したが、２層は撹乱で、１層が遺構埋土である。１層は、北部から西部にかけて黒

褐色土が認められる。ただ、竪穴状遺構の想定範囲からすると残存範囲は小さく、遺構の埋土はかな

りの量が流失していたと考えられる。

出土遺物（図１４１） 縄文土器が２点、土師器が６６点出土した。４９１は甕 A１類で、口縁端部は横につ

まみ出す。体部のハケメは８本セットと考えられる。４９２は甕 A２類の口縁部片で、屈曲が弱い。口

縁端部は摩耗のためやや丸くなる。４９３は甕 A類の台部で、外面にハケメが残る。４９４は甕 A類の台

部片である。４９５、４９６は壺の胴部片で、胎土や傾き、器壁の厚さなどから壺 B類の可能性が高い。

４９７は高坏 B１類で、脚柱部は下方に向かってやや開く。４９８は高坏 B類で、裾部は直線的である。

時期 出土遺物から東野Ⅳ期（古墳時代前期）と判断した。

SK１９９（図１３８）

検出状況 A区北東部において検出した。Ⅰ b層掘削後、Ⅱ層上面において検出した。検出時、西辺

と北辺の西部分のプランは確認できたが、北辺の東部分と東辺、南辺は撹乱により確認できなかった。

SH５、SB１０の柱穴 SP３９と重複するが、プランから SK１９９は SH５、SB１０（SP３９）より時期が遡ると

判断した。竪穴住居跡の可能性を想定し調査を行ったが、内部に小土坑は確認できるものの、竪穴住

居跡と判断できるような柱穴や焼土は確認できなかったため、竪穴状遺構とした。Ⅱ層と土色の違い

が若干認められるが類似しているため、掘り込まれた遺構というよりも、平地住居で柱を埋め込まな

いようなタイプの可能性が考えられる。

埋土 埋土は薄く、単層である。ほぼ平坦に堆積している。

出土遺物 出土遺物はなかった。

時期 SH５や SB１０との重複関係から東野Ⅳ期（古墳時代前期）以前と判断した。ただし、遺物が出

土していないことなどから、細かな時期を特定するには至らない。

SK４６１・SK５３０（図１３９）

検出状況 A区南東部において検出した。Ⅰ b層掘削後、Ⅲ層上面において検出した。SK５３０は検出

時、南西角部分のプランを確認した。その北東部に SK４６１を確認し、その間に撹乱がある。つまり、

元々は一体となっていた遺構が、撹乱によって分断された可能性が高い。また、この範囲で包含層出

土として取り上げた遺物は多い。また、北西側に SD１１を確認した。竪穴住居の周溝状の溝を確認し

たが重複関係は不明である。内部に柱穴や焼土は確認できなかったため竪穴状遺構と判断した。前述

の竪穴状遺構と同じく、柱を埋め込まない平地住居タイプの遺構の可能性が高い。

埋土 埋土は薄く堆積する。

出土遺物（図１４１） SK４６１からは土師器が１４点、SK５３０からは土師器が１点出土した。４９９は SK４６１

出土の高坏で、裾端部が立つ。

時期 出土遺物から東野Ⅳ期（古墳時代前期）と判断した。
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図１３７ ＳＫ１７４（S＝１／５０）

図１３８ ＳＫ１９９（S＝１／５０）
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SK５５７（図１４０）

検出状況 A区南中央部において検出した。Ⅰ b層掘削後、Ⅱ層上面において検出した。不整五角形

のプランで大量の土器片が出土した。前述までの竪穴状遺構よりは深さがあるが、１４層はⅡ層の土壌

化がやや進んだものともとらえられ、掘りすぎの可能性がある。内部には小穴を４基確認したが、ど

の穴も浅く、柱穴と断定できない。以上のことから、柱を埋め込まない平地住居タイプの竪穴状遺構

の可能性が考えられる。

埋土 埋土は１４層で、ほぼ水平に堆積する。壁は垂直に立つ。

出土遺物（図１４４） 土師器が５１点、砥石が１点出土した。５００は壺 D類で、頸部に接合痕が残る。

５０１は壺 A類で、口縁端部がやや外彎する。５０２は壺 A類で、口縁端部はやや肥厚する。口縁部内面

に横方向のハケメを施す。５０３は高坏の裾部片である。５０４は手持ち砥石で、研磨面は３面ある。裏面

には成形時と思われる敲打痕が残る。

時期 出土遺物から東野Ⅳ期（古墳時代前期）と判断した。

図１３９ ＳＫ４６１・５３０・ＳＤ１１（S＝１／５０）
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SK１４０５（図１４２）

検出状況 A区南西部において検出した。Ⅰ b層掘削後、Ⅱ層上面において検出した。遺物包含層掘

削中から大量の遺物が出土した。検出時、西辺から北辺、東辺のプランは確認できたが、南辺は撹乱

により確認できなかった。中央から東部は倒木痕と重複する。竪穴住居跡の可能性を想定し調査を行っ

たが、内部に小土坑は確認できるものの、竪穴住居跡と判断できるような柱穴や焼土は確認できなかっ

たため、竪穴状遺構とした。掘り込まれた遺構というよりも、Ⅰ b層、Ⅱ層の落ち込みが認められる

ため、上面での活動によりやや地盤が下がり、掘り込み状になったと考えられる。前述までの柱を埋

め込まないようなタイプの平地住居の可能性が考えられる。

図１４０ ＳＫ５５７（S＝１／５０）

図１４１ ＳＫ１７４・４６１・５３０出土遺物（S＝１／３）
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図１４２ ＳＫ１４０５（S＝１／５０）
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埋土 ８層に分層した。１層はⅠ b層で２層はⅡ層上部である。６層は倒木痕でその上にⅠ b層がの

ることから、この遺構の機能時には、すでに倒木していたと考えられる。

出土遺物（図１４４） 縄文土器が１点、土師器が３３点、剥片類が２点出土した。５０５は甕 A１類で、口

縁端部は上につまみ出す。頸部の沈線はやや深い。５０６は甕 A２類で、口縁端部内面に段を持つ。５０７

は壺 A類で、口縁部は直線的に開く。５０８は高坏 B類である。

時期 出土遺物から東野Ⅳ期（古墳時代前期）と判断した。

SK２１７５（図１４３）

検出状況 C区東部中央において検出した。Ⅰ b層掘削後、Ⅲ層上面において検出した。これは、検出

した区は河岸段丘崖に近い位置でⅡ層が確認できないため、Ⅰ b層下はⅢ層となっているためである。

中央を SD３１により分断される。分断された南部を SK２１７５、北部を SK３３１３として掘削したが一体の

遺構であると判断した。西は SH２２と重複し、SK２１７５は SH２２より時期が遡ると判断した。竪穴住居跡

の可能性を想定し調査を行ったが、それと判断できるような柱穴や焼土は確認できなかったため、竪

穴状遺構とした。掘り込まれた遺構というよりも、上面での活動によりやや地盤が下がり、掘り込み

状になったものと考えられる。前述までの柱を埋め込まないタイプの平地住居の可能性が考えられる。

埋土 埋土はうすい。５層に分層した。１層は貼床ほどではないが、固く締まりがあり、上部で活動

していたと推測できる。

出土遺物（図１４４） 土師器が５点、角礫が１点出土した。５０９は壺類の体部片である。

時期 出土遺物から東野Ⅳ期（古墳時代前期）と判断した。

（５）溝状遺構

SD１３（図１４６）

検出状況 A区南東部の L２５～M２６グリッドで検出した溝状遺構である。段丘の崖面に対しほぼ垂直

に、東西にのびる。周囲に関連する遺構はみられないため、単独の溝状遺構と判断した。底面にいくつ

か小穴を確認したが、すべて浅いもので、溝形成時のくぼみであると考えられる。性格は不明である。

埋土 埋土は単層である。

出土遺物（図１４５） 土師器が１１点出土した。５１０は壺 A類の口縁部片で、直線的に開く。５１１は壺 B

１類で、口縁部はやや外彎する。５１２は高坏 B類の裾部で、端部が外側に屈曲する。

時期 出土遺物から東野Ⅳ期（古墳時代前期）以降の溝であると判断した。

SD２９（図１４６）

検出状況 C区中央東部の Q２５～２６グリッドで検出した溝状遺構である。竪穴状遺構 SK２１７５と重複

し、プランから SD２９は SK２１７５より時期が遡ると判断した。底部はほぼ平らであるが、北部にややく
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図１４３ ＳＫ２１７５（S＝１／５０）

図１４４ ＳＫ５５７・１４０５・２１７５出土遺物（S＝１／３）
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ぼむ部分がある。また、北東部は調査区外のため全体像は不明である。通水はなかった。性格は不明

である。

埋土 埋土は３層である。

出土遺物（図１４５） 土師器が１６点出土した。５１３は甕 A類で、頸部に沈線が巡り、斜方向のハケメ

が残る。

時期 SK２１７５との重複関係や出土遺物から東野Ⅳ期（古墳時代前期）以降の溝であると考える。

SD３０（図１４６）

検出状況 C区中央東部の Q２６グリッドで検出した溝状遺構である。竪穴状遺構 SK２１７５と重複し、

プランから SD３０は SK２１７５より時期が下ると判断した。底部はほぼ平らで通水はなかった。近現代の

地境に平行に位置するため、比較的新しい時期の遺構である可能性も考えられる。性格は不明である

が、耕作溝の可能性もある。

埋土 埋土は２層である。

出土遺物 土師器が３点と剥片類が１点出土した。甕 A類の体部片２点と壺の体部片１点である。

時期 SK２１７５との重複関係や出土遺物から東野Ⅳ期（古墳時代前期）以降の溝であると考える。

SD３２（図１４６）

検出状況 C区北部中央の N～O２５グリッドで検出した溝状遺構である。底部はほぼ平らで通水はな

かった。近現代の地境に平行に位置するため、比較的新しい時期の遺構である可能性が高いと考えら

れる。性格は不明であるが、耕作溝の可能性もある。

埋土 埋土は単層である。

出土遺物（図１４５） 土師器が５点出土した。５１４は高坏 B類の脚部片である。

時期 出土遺物から東野Ⅳ期（古墳時代前期）以降の溝であると考える。

（６）集石遺構

SI１（図１４７）

検出状況 A区東部、段丘崖付近の H３０グリッドにおいて検出した不整長楕円形プランの集石遺構で

ある。Ⅰ b層掘削後、Ⅲ層上面において検出した。SH２内に位置しているが、遺構西部のプランは SH２

図１４５ ＳＤ１３・２９・３２出土遺物（S＝１／３）
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図１４６ ＳD１３・２９・３０・３２（S＝１／５０）
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の想定床面を掘り込こんでいるため、SI１は SH２より

時期が下ると判断した。被熱したと思われる礫は若干

あるが、土坑内には被熱した痕跡は残っていない。そ

のため、礫を持ってきて埋めた遺構であると考えられ

る。焼礫が混じるのは任意で混入させた結果であると

考えられる。中には砥石として使用していたと思われ

るものが１点混じっていた。やや東に深くなり、この

深みを平らにならした後、礫を入れたと思われる。集

石下部と集石上部に置き方の規則性は認められない。

埋土 埋土は単層である。少しくぼんだところも土の

様子は変わらないため、同時期に埋められていると考

えられる。

出土遺物（図１４８） 土師器が２点、砥石が１点、礫が

４８点出土した。土師器に関しては SH２埋土中のものが

遺構掘削時あるいは遺構埋め戻し時に混入した可能性

がある。５１５は置き砥石の破片を転用した手持ち砥石

と思われ、研磨面は４面ある。

時期 SH２との重複関係や出土遺物から、東野Ⅳ期

（古墳時代前期）の遺構と判断した。

（７）柱穴（遺構図１５０、遺物図１４９）

平面や土層断面で柱痕跡あ

るいは柱痕状の堆積を確認し

た土坑を柱穴とした。土坑と

同様、土師器の出土や他の遺

構との重複から古墳時代前期

以降の柱穴としたものは、柱

穴列で報告したものを除き１８

基ある。どの柱穴も建物跡や

柱穴列としてのまとまりをと

らえることができず、単独の

柱穴とした。これらの柱穴か

ら出土した土器は破片が多い。

SP２４８出土の５１６は高坏で、形

状から B類になる可能性が高い。裾部はやや外彎する。SP２８０出土の５１７は甕 A類の台部である。底

部と台部の内側から粘土を充填する方法で製作する。SP２８０出土の５１８は高坏で、口縁部は直線的で

ある。SP３５７出土の５１９は高坏で、外面に暗文状のタテミガキを施す。端部外面には沈線が巡る。

図１４７ ＳＩ１（S＝１／２０）

図１４８ ＳＩ１出土遺物（S＝１／３）
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（８）土坑

SK５１（図１５１）

検出状況 A区東部北の F２８グリッドにおいて検出した径約１mの大型土坑である。Ⅰ b層掘削後、

Ⅱ層上面において円形プランを確認した。検出面で土器片の一部を確認した。埋土上部に土器片が散

在する。底面は凹凸がある。性格は不明である。

出土遺物（図１５２） 縄文土器が９点、土師器が６７点出土した。５２０は甕 A１類で、S字状口縁２段目

部が肥厚する。端部は外側に面を持つ。５２１、５２２は甕 A類の台部で、５２１の外面のハケメは底部と台

部の接合部のみ残る。５２２の外面のハケメは中央部まで残る。５２３は壺の体上半部である。５２４と５２５は

壺 D１類だが、同一個体ではない。５２６は高坏 B類の坏底部である。５２７は高坏 B類の裾部で、外面

にタテミガキを施す。

時期 出土遺物から東野Ⅳ期（古墳時代前期）と判断した。

SK３５６（図１５１）

検出状況 A区北部中央の C２３グリッドにおいて検出した土坑である。検出時に土師器片が２点、や

や外側に開く状態で出土した。掘削中、土坑の底部に近いところで、土師器片がまとまって出土した。

底部では外面を下にして出土し、土を少し挟んだその上部では外面を上にして出土した（５２８、５２９）。

５２８がまず埋設された後、何かを埋め、５２９を被せた可能性が考えられるが、性格は不明である。

出土遺物（図１５２） 土師器が８点と炭化材が出土した。５２８は壺の体部片である。外面は摩耗のため

調整が不明だが、内面は板ナデの後、ハケメが一部で見られる。内外面の一部に煤が付着する。５２９

は壺の体部片である。外面に斜方向のハケメが見られ、内面に板ナデを施す。

時期 出土遺物から、東野Ⅳ期（古墳時代前期）と判断した。

SK４４０（図１５１）

検出状況 A区東部中央の J２６～K２６グリッドにおいて検出した土坑である。東部を撹乱により削平

され、原形をとどめていない。埋土上層部で土師器片が平面浮上の状態で集中して出土した。何かを

埋めた後、土器片を置いたものと考えられる。性格は不明であるが、土器を埋葬施設に転用する例も

あることから、被覆する目的で土器片を置いた可能性も考えられる。

出土遺物（図１５２） 土師器が３４点出土した。５３０は壺の体部である。外面には径０．３㎜程度の砂粒が

全体に付着している。土器作成時、焼成前に付着したものと考えられる。その上に煤が付着する。内

面はランダムな板ケズリで調整する。５３１は甕の体部中位である。形状からミニチュア台付甕と考え

られる。

時期 出土遺物から、東野Ⅳ期（古墳時代前期）と判断した。

図１４９ 古墳時代前期ＳＰ出土遺物（S＝１／３）
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図１５０ 古墳時代前期ＳＰ（S＝１／５０）
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図１５１ ＳＫ５１・３５６・４４０・５５６・６９２（S＝１／２０）
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SK５５６（図１５１）

検出状況 A区東部中央の K～L２５グリッドにおいて検出した長方形プランの土坑である。埋土中に

細かい褐色土ブロックを多く含むことから、人為的に埋められたものと考えられる。性格は不明であ

るが、土坑の形状から墓の可能性も考えられる。SK４４８や SK８４９と規模、形状ともによく似ており、

時期を同じくして掘削された土坑の可能性も考えられる。

出土遺物（図１５２） 土師器が６点出土した。５３２は甕 A類の台部片である。内外面ともに摩耗のた

め調整は不明である。外面に煤が付着する。５３３は高杯の坏部片である。坏底部に向かって屈曲する。

内外面ともに摩耗のため調整は不明である。

時期 出土遺物から、東野Ⅳ期（古墳時代前期）と判断した。

図１５２ ＳＫ５１・３５６・４４０・５５６・６９２出土遺物（S＝１／３）
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SK６９２（図１５１）

検出状況 A区東部南の L２４グリッドにおいて検出した土坑である。柱穴状の穴だが、対応するものは

不明である。底部に近いところで、甕 A類の台部が３点と高杯 B２類の脚部が１点出土した。高杯

の脚部は甕の台部に差し込んだ状態で出土した。甕の台部をミニチュアに見立てて埋めた可能性が指

摘でき、祭祀、地鎮に伴う可能性が考えられる。高杯の脚部は、SK２０９８出土の高杯の坏底部と接合

する。距離にして 短で約１４m離れた遺構であることから、同時期に埋められた可能性が考えられる。

出土遺物（図１５２） 土師器が４点出土した。５３４、５３５は甕 A類の台部で、外面のハケメは上部１／３

まで残る。内外面に煤が付着しており、使用していたと考えられる。５３６は甕 A類の台部で、外面は

ハケメが裾部まで残る。他の２点と比較するとやや小振りである。台部の接合方法はどれも充填技法

によるもので、一般的な S字甕の製作方法と共通する。５３７は高杯 B２類の坏底部から脚部である。

時期 出土遺物から、東野Ⅳ期（古墳時代前期）と判断した。

SK２０５９・２０６０・２０６１（図１６０）

検出状況 C区南部中央の S２４グリッドにおいて検出した土坑群である。各々の土坑埋土中に土器が

散在するが、表裏ばらばらで意図的に置かれた状況ではない。出土点数も多いが、復元できるものが

少ない。段丘崖に向かって下り始める場所のため、埋まる過程で土砂とともに土器が流入したか、ご

み捨て場として土器を廃棄したかのいずれかが考えられるが、性格は不明である。

出土遺物（図１５３） SK２０５９は土師器が６点、SK２０６０は土師器１１点、SK２０６１は土師器１０８点と縄文土

器１点が出土した。SK２０５９出土の５３８、５３９は壺の体部片である。内外面に板ナデを施す。SK２０５９出

土の５４０は甕 A類の頸部である。SK２０５９出土の５４１と SK２０６０出土の５４２は高坏の坏部で、内外面にタ

テミガキを施す。口縁端部には沈線が巡る。SK２０６１出土の５４３は甕 A類で、斜方向のハケメの上に横

方向のハケメを施すことから S字甕 C類であると思われる。SK２０６１出土の５４４は甕 B類で、口縁中央

部が肥厚する。SK２０６１出土の５４５は壺 D１類で、頸部の屈曲が弱い。SK２０６１出土の５４６は高坏で、内

外面に暗文状のタテミガキを施す。SK２０６１出土の５４７は器台である。

時期 出土遺物から、東野Ⅳ期（古墳時代前期）と判断した。

図１５３ ＳＫ２０５９・２０６０・２０６１出土遺物（S＝１／３）
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（７）その他の土坑（遺構図１５１～１６１、遺物図１６２）

その他の土坑は、全体として規模が小さく浅い穴が多い。調査区全体から見ると、調査区東に多く、

西に向かうにつれ減少していく傾向にある（図１５４）。また、B区は北部と南東部に見られるだけであ

る。遺構を多く確認した周辺では土師器の出土割合が高い。

SK２出土の５４８、５４９は甕 B類の口縁部である。５４８は内反し、５４９は直線的である。SK４３出土の５５０は

甕 A類の体下半部で、斜方向のハケメを施す。SK４３出土の５５１は高坏 B類の裾部で、やや外彎する。SK

７３出土の５５２は高坏である。SK１０３出土の５５３は甕 A類で、外面のハケメが交差していることから体上

半部であると思われる。SK１８０出土の５５４は甕 A類の台部と底部の接合部である。SK１９５出土の５５５は甕

A類の台部と底部の接合部である。SK２０７出土の５５６は甕 B類で、口縁端部は外彎する。SK２１２出土の

５５７は甕 A１類で、口縁端部は外側に面を持つ。SK２１７出土の５５８は高坏で、内外面にタテミガキを施す。

SK３０６出土の５５９は高坏で、裾部は外彎し、端部は肥厚する。SK３０９出土の５６０は甕 A類の台部片で、斜

方向のハケメを施す。SK３１０出土の５６１は甕 A類の体部片である。SK３２７出土の５６２は高坏で、坏部内外

面にタテミガキを施す。SK３２７出土の５６３は甕 A１類で、口縁端部は横につまみ出す。SK３３２出土の５６４

は甕 A類である。土器の外面の様子や傾きから体下半部であると思われる。SK３３５出土の５６５は甕 A類

である。土器の外面の様子や傾きから体下半部であると思われる。SK３３５出土の５６６は高坏で、口縁端

部内面に段を持つ。SK４１３出土の５６７は甕 A類である。SK４４８出土の５６８は高坏で、口縁部は直線的に開

く。SK４６２出土の５６９は壺 D類で、口縁部は直線的に立つ。SK４６２出土の５７０は壺の体下半部で、傾きか

らほぼ底部であると思われる。SK５９３出土の５７１は甕 A１類の口縁部片で、端部は上につまみ出す。SK

５９４出土の５７２は壺 C類で、口縁部の段の下部分である。SK５９８出土の５７３は高坏の坏部片で、外面に

タテミガキを施す。口縁端部に段を持つ。SK６８１出土の５７４は壺 D類で、頸部内面の屈曲の様子から、

図１５４ 古墳時代ＳＫ分布図（S＝１／４００）
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図１５５ 古墳時代前期ＳＫ①（S＝１／５０）
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図１５６ 古墳時代前期ＳＫ②（S＝１／５０）
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図１５７ 古墳時代前期ＳＫ③（S＝１／５０）
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図１５８ 古墳時代前期ＳＫ④（S＝１／５０）
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図１５９ 古墳時代前期ＳＫ⑤（S＝１／５０）
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図１６０ 古墳時代前期ＳＫ⑥（S＝１／５０）
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D１類になると思われる。SK７０１出土の５７５は壺 X１類である。胎土や焼成から壺としたが、体部の傾

斜がきついため平底の甕になる可能性もある。SK９０７出土の５７６は壺の体部片である。SK１０３２出土の

５７７は甕 A類である。SK１１５７出土の５７８は甕 A１類である。口縁端部は横につまみ出し、上方に面を

持つ。SK１４１１出土の５７９は高坏の裾部片である。端部はやや外彎する。SK１８４５出土の５８０は甕 A類で、

肩のハケメはほぼ垂下する。SK１９４０出土の５８１は器台である。SK１９４０出土の５８２は壺 D１類で、内外

面は板ナデで調整する。SK１９６１出土の５８３は高坏 B１類で、脚柱部は直線的に開く。SK１９８０出土の５８４

は甕 A類の台部で、台裾部に斜方向にやや深いハケメが認められる。SK２０５７出土の５８５は高坏の坏部

片で、端部を上につまみ出す。SK２０５７出土の５８６は高坏で、外面にタテミガキを施す。５８５と５８６は同

一個体の可能性が高い。SK２０７８出土の５８７は壺の体部片で、内外面を板ナデで調整する。SK２０８４出土

の５８８は甕 B類で、口縁部は端部に向かってやや外彎する。SK２０８５出土の５８９は甕 A１類で、口縁端

部は横へつまみ出し、上方に面を持つ。SK２０８５出土の５９０は高坏で、内外面にタテミガキを施す。SK

２０９８出土の５９１は高坏で、脚柱部の剥離状況から B類の可能性が高い。SK２１８０出土の５９２は甕 A類の

体部片で、ハケメの交差が認められる。SK２１８８出土の５９３は高坏の坏部片で、内外面にタテミガキを

施す。口縁端部はやや外彎する。

図１６１ 古墳時代前期ＳＫ⑦（S＝１／５０）
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（８）遺物集中区

検出状況 A区南部東端の N２７～O２８グリッドにかけて、遺物が集中して出土した。段丘崖に向かっ

て標高が東に下がっていく位置にあり、東西方向にのびる撹乱中から大量に土師器片が出土した。遺

構のプランは確認できないことから、遺物が集中する範囲からその西側にかけて遺構が存在し、土砂

の流失により遺構が破壊された可能性が考えられる。

出土遺物（図１６３） ５９４は甕 A１類で、口縁端部の面が上を向く。５９５は甕 A類で、外面に斜方向の

ハケメを施す。５９６は甕 A類の体部片で、内外面にハケメを施す。５９７は甕 A類の体部片で、外面が

やや荒れていることやハケメの方向から甕の体下半部に当たると思われる。５９８は壺 X１類の底部で
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図１６２ 古墳時代前期ＳＫ出土遺物（S＝１／３）
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ある。５９９は高坏 B１類で、当遺跡出土高坏の中では、器壁が厚い。外面全体に縦ミガキを施す。６００

は器台の受部で、上部に明瞭な段を持つ。６０１は鉄鏃である。先端から外彎し、脚部で内反する。基

部と脚部の間の左右に突起がある。

（９）２１号撹乱

検出状況 A区北部東端の E２８～G３０グリッドにまたがる現代の撹乱坑である。精査中に大量の遺物

が出土し、完形に近い遺物も多いことから、遺構が存在していた可能性が考えられる。

出土遺物（図１６４） ６０２、６０３は甕 A１類で、端部の面が外を向き、沈線が巡る。６０４、６０５は甕 A２

類である。６０５は甕 A２類だが、口縁部の屈曲が極端に弱く、頸部から体上半部に向かうハケメが右

下に向かい、一般的な甕 A類のハケメと異なる。６０６は甕 A類の体部片で、横ハケメが認められるこ

とから、S字甕 C類であると考えられる。６０７は甕 A類の台部で、底部外面のハケメを施す際の板目

がはっきりしており、ハケメは４本セットである。６０８、６０９は壺 C２類で、明瞭な段を持ち、端部に

向かい強く外彎する。６１０は壺 C類で、口縁上段部を欠損する。６１１は壺 X１類である。形状や胎土

から、６１０と同一個体である可能性が高い。６１２は段を持つ部分が確認できることから、壺 C類の口

縁上段部であると思われる。６１３は壺 D１類で、体部に横ミガキを施す。ややつぶれた雰囲気を持つ

ことから鉢ととらえることもできる。６１４は壺 X１類で、底部に角をつけた際の粘土のよれが確認で

きる。６１５は高坏 A類の脚部で、裾端部は外彎する。内外面にタテミガキを施す。６１６は高坏 B１類

の脚柱部で、裾に向かって外彎する。６１７は高坏の坏部片で、内外面にヨコミガキを施す。

図１６３ 遺物集中区出土遺物（S＝１／３，２／３（６０１））
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（８）その他の遺構出土遺物及び遺物包含層出土遺物（図１６５・１６６）

古墳時代前期以外の時代に属する遺構や倒木痕、現代の撹乱、遺物包含層などから出土した遺物を

図示し、分類毎に述べる。

甕 ６１８は甕 A１類で、口縁端部上面に段を持つ。６１９は甕 A１類で、口縁端部上方に面を持つ。６２０、

６２１、６２２、６２３は甕 A１類で、口縁端部は横へつまみ出す。６２４は甕 A２類で、口縁部に弱い屈曲を持

つが作りは粗い。６２５は甕 A２類で、口縁部の屈曲が弱く、口縁部内面はほぼ平らにつくる。６２６は甕

A４類で、口縁は端部に向かって開き、端部は上に立つ。６２７、６２８は甕 A類の体部片である。６２９、

６３０、６３１、６３２、６３３、６３４、６３５、６３６、６３７、６３８、６３９、６４０は甕 A類の台部である。６３６の外面のハ

ケメは裾部まで残る。６４１は甕 A類で、頸部に沈線が巡る。６４２は甕 A類で、斜方向にハケメが残る。

内面に炭化物が付着する。６４３は甕 B類で、内外面を板ナデで調整する。口縁端部はやや外彎する。

図１６４ ２１号撹乱出土遺物（S＝１／３）
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図１６５ 別時期遺構・撹乱・倒木痕・遺物包含層出土遺物①（S＝１／３）
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６４４は甕 B類で、内面にもハケメが確認できる。６４５は甕で、口縁部内面と体部外面の一部を丁寧な

ヘラナデで仕上げる。当遺跡の甕の中では小振りで、形状も異質である。

壺 ６４６は壺 A類で、口縁が端部に向かって開く。６４７は壺 A類で、A類の中ではやや小振りである。

６４８は壺 A類で、外面は板ナデで調整する。６４９は壺 B１類で、口縁端部はやや内反する。６５０は壺 B

２類、６５１は壺 B１類で、どちらも頸部に沈線が巡る。６５２は壺 C２類で、口縁端部は横へつまみ出し、

段を持つ。外面は縦ハケメ、内面は横ハケメを施す。６５３は壺 X１類で、底部外面はくぼみがなく平

らである。

高坏 ６５４は高坏 A類で、脚部は坏底部から開き始める。６５５は高坏 A類で、脚の穿孔の一部が確認

できる。穿孔の断面から表から裏に向かって穿孔したと思われる。６５６、６５７は高坏 B１類で、６５６は

脚柱部が緩やかに内反しながらふくらむ。６５８は高坏 B２類で、脚柱部外面にタテミガキを施す。坏

と脚の接合部分が厚い。６５９は高坏 B類で、脚柱部の上端は閉じている。６６０は高坏 B類で、内外面

にヨコミガキを施す。６６１は高坏で、坏部は直線的に開く。６６２は高坏で、外面は板ナデで調整する。

６６３は高坏で、坏端部に段を持つ。６６４、６６５は高坏で、内外面にタテミガキを施す。６６５の口縁端部内

面に沈線が１条巡る。６６６は高坏で、裾中央部に段を持つ。

その他の土器、土製品 ６６７はミニチュア壺である。６６８は鉢で、底部は平らである。６６９は手捏ねの

土製玉である。

図１６６ 別時期遺構・撹乱・倒木痕・遺物包含層出土遺物②（S＝１／３，２／３（６６９））
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第７節 古墳時代後期

古墳時代後期に属する遺構は、竪穴住居跡５軒、掘立柱建物跡２棟、竈跡４基、周堤状遺構１基を

確認した。さらに、須恵器や古墳時代後期土師器が出土している遺構を古墳時代後期以降のものと判

断し、溝状遺構３条、柱穴２基、土坑１５基を数える。遺構の重複関係や出土遺物から、東野Ⅴ期を a、

b、c期に細分した。

（１）竪穴住居跡

SH１５（図１６７・１６８・１７０）

検出状況 A区南中央部で検出した隅丸方形プランの竪穴住居跡である。住居の北東角部分を検出し

た。残りは調査区外のため、全体像は不明である。

埋土 ほぼ水平の堆積である。褐色土ブロックの混入が少ない。

壁 Ⅰ b層、Ⅱ層を掘り込んでいる。壁面はやや開く。

床 ほぼ平坦である。明瞭な貼床層が残る。１０YR３／３暗褐色土に径１㎝以下の褐色土ブロックが混じ

る固く締まった層である。

周溝 竈東部から北東角で屈曲し南進する周溝が確認できる。

貯蔵穴 住居跡北東角部で確認した。擂鉢状のやや深い穴である。

第７節 古墳時代後期 221



図１６７ ＳＨ１５①（S＝１／５０）
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竈跡 北壁に構築されている。両袖部とも残存するが、西側の崩れは激しい。断面観察から、少なく

とも１回の作りかえが確認できる。燃焼部からは土器片が敷かれた状態で出土した（２１層上面）。こ

れは、竈使用に伴い置かれたものと思われる。また、両袖部からも土器片が出土しており、これは、

竈構築に伴い置かれたものと思われる。天井部は残存していない。

出土遺物（図１６９） ６７０、６７１、６７２は SF８出土の甕 C類で、６７０の口縁部は外彎する。６７１、６７２の底

図１６８ ＳＨ１５②（S＝１／５０）

図１６９ ＳＨ１５出土遺物（S＝１／３）

第７節 古墳時代後期 223



図１７０ ＳＦ８（S＝１／２０）
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部では平底である。体部にハケメを施す。６７３は SF８出土の甑で、把手部分は欠損する。口縁部内面

に横ハケを施し、外面はハケメ調整する。６７４は壺の肩部で、外面にカキ目調整が確認できる。美濃

産で７世紀前後のものと考えられる。

時期 出土遺物から東野Ⅴ c期（古墳時代後期）と判断した。

SH１６（図１７１～１７５）

検出状況 A区中央部で検出した隅丸方形プランの竪穴住居跡である。上端が７．１２m×６．９mの当遺

跡では大規模な住居跡である。この住居跡の構築順序は、貼床や主柱穴、竈、周溝等の検出状況から、

竪穴の掘削→柱穴の掘削及び柱の埋設→貼床の構築→竈の構築→周溝の掘削と考えられる。

埋土 貼床上に黒色土（１０YR１．７／１）が薄く堆積し、壁近くから中央部に向かって黒色土（１０YR２／１）

か黒褐色土（１０YR３／１、３／２）が三角状に堆積、その後、黒色土（１０YR１．７／１）が堆積している。埋土

中には褐色土ブロックや黒色土ブロック、焼土などが混在する土層が確認できる。断面観察から、北

西部と南東部から埋まり、南西から中央部、 後に北東部が埋まったと考えられる。

壁 Ⅰ b層、Ⅱ層を掘り込んでいる。壁面はやや開く。

床 ほぼ平坦である。明瞭な貼床層が残る。東部と西部では貼床層が確認できなかった。１０YR２／２黒

褐色土に径３㎝以下の褐色土ブロックが混じる固く締まった層である。

周溝 竈部分をのぞいてほぼ全周する。北東角の貯蔵穴北部分では確認できなかった。

主柱穴 主柱穴は４本で、貼床上では、柱部分のみを確認した。つまり、貼床構築前に柱穴を掘削し、

柱を埋めた後、貼床を行ったと思われる。

貯蔵穴 住居跡北東角部で確認した。やや深い穴で、埋土はほぼ水平堆積である。

竈跡 北壁に構築されている。煙道部が一部残存する。両袖部の残りは比較的良好だが、東側に崩れ

がある。１９、２８、２９、３１、３２、３３層は天井部の崩れである可能性が考えられる。燃焼部には土器片が

敷かれていた。焼土粒の混在状況から、燃焼部は大きく２層の堆積がある。両袖下には小穴を確認で

きず、竈には主に粘土、粘質土を用いている。竈下部の６０層には焼土粒が混在し、作りかえの可能性

も考えられる。

出土遺物（図１７６～１７７） ６７５、６７６、６７７、６７８は土師器の甕 C類で、やや小振りである。６７９、６８０、

６８１は土師器の甕 C類で、６７９、６８０は内外面にハケメを施す。６７９は口縁端部が強く外彎する。６８２は
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図１７１ ＳＨ１６①（S＝１／５０，１／２０）
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図１７２ ＳＨ１６②（S＝１／５０）
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ＳＨ１６土層注記
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図１７３ ＳＨ１６③（S＝１／５０）
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坏蓋 A類で、端部が直線的である。６世紀末から７世紀初頭の猿投産と思われる。６８３は坏蓋 A類で、

６８４とセットになる可能性がある。７世紀中頃の美濃産と思われる。６８４は坏身 A類で、やや浅い作

りとなる。７世紀後半の美濃産と思われる。６８５は坏身 A類で、やや大型のものである。７世紀前半

の美濃産と思われる。６８６は坏身 A類で、立ち上がりに特徴を持つ。底部が欠損することから高坏に

なる可能性もある。６世紀後半の美濃産と思われる。６８７は坏身で、器壁がやや厚い。底部にヘラ切

りが残り、周囲をケズリ調整する。７世紀初頭の美濃産と思われる。６８８は坏身で、底部のケズリが

見られない。７世紀中頃の美濃産と思われる。６８９は高坏 A類で、脚が短く傾いている。口径から、

６世紀後半から７世紀初頭の美濃産と思われる。６９０は高坏 C類で、６世紀末から７世紀初頭の美濃

産と思われる。６９１は高坏 C類で、畿内系の作りで６世紀末のものと思われる。６９２は高坏の脚部で、

７世紀前後の猿投産と思われる。６９１と同一個体の可能性がある。６９３は高坏の脚部で、６世紀末から

７世紀初頭の美濃産と思われる。６９４は甕の口縁部で、端部は角形に仕上げる。７世紀前後の美濃産

と思われる。６９５は手持ち砥石の破片で、研磨面は１面である。６９６は置き砥石で、研磨面は４面あり、

線状痕が明瞭に残る。 も使用している砥面の裏面は複数の研ぎ溝が確認できる。

時期 出土遺物から、東野Ⅴ a期（古墳時代後期）であると判断した。

図１７４ ＳＨ１６④（S＝１／５０）
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図１７５ ＳＦ１０（S＝１／２０，１／５０）

第７節 古墳時代後期 231



ＳＦ１０土層注記

図１７６ ＳＨ１６出土遺物①（S＝１／３）
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SH１７（図１７９）

検出状況 A区北西部で検出した竪穴住居跡である。大半を現代の撹乱によって削平され、竪穴床面

積の約８％の確認である。貼床、周溝を確認したため、竪穴住居跡と判断した。

埋土 東残存部に三角堆積があり、ほぼ水平な堆積である。

図１７７ SH１６出土遺物②（S＝１／３，２／３（６９５），１／４（６９６））
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壁 Ⅰ b層、Ⅱ層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面はほぼ垂

直に立つ。

床 ほぼ平坦である。明瞭な貼床層が残る。周溝の際まで

貼床が残存している。床下は小穴が多数確認できるが、こ

れは竪穴住居の床を構築する前の荒掘りの痕跡であろう。

その上に貼床層とは異なる土が堆積し（１２層）、整地した

と考えられる。

周溝 確認できた部分でほぼ全周する。周溝埋土の上に貼

床層がのっており、住居の機能時には埋まっていたと思わ

れる。

出土遺物（図１７８） ６９７はミニチュア土器で、手捏ねであ

る。口縁端部のくぼんだ部分は粘土の剥離痕である。６９８

は高坏で、長脚のタイプである。６世紀末から７世紀初頭

の美濃産であると思われる。

時期 出土した遺物から東野Ⅴ b期（古墳時代後期）と判

断した。

SH１９（図１８０・１８１・１８３）

検出状況 B区南東部で検出した竪穴住居跡である。中央部から南は現代の溝と調査区外のため不明

である。主柱穴２基と、竈跡、貼床を検出した。

埋土 ほぼ水平な堆積である。

壁 Ⅰ b層、Ⅱ層、Ⅲ層を掘り込んでいる。壁面はほぼ垂直に立つ。

床 ほぼ平坦である。明瞭な貼床層が残る。

主柱穴 主柱穴は２基で SP２９７、SP２９８である。２基ともに浅く、やや小さい穴で他の住居跡の柱穴

と比較すると貧弱な穴である。しかしながら他に柱穴も見あたらないことから主柱穴と判断した。

竈跡 この住居跡北壁に構築されている。両袖部は一応残存していたが、東袖部は竪穴検出時に誤っ

て削平している。１６層は竈奥側天井部の残存の可能性が考えられたが、東西土層断面 aから天井部の

図１７８ ＳＨ１７出土遺物（S＝１／３）

234 第３章 調査の結果



図１７９ ＳＨ１７（S＝１／５０）
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図１８０ ＳＨ１９①（S＝１／５０）

236 第３章 調査の結果



図１８１ ＳＨ１９②（S＝１／５０）

図１８２ ＳＨ１９出土遺物（S＝１／３）
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図１８３ ＳＦ１１（S＝１／２０）

238 第３章 調査の結果
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崩落したものと判断した。２０層上面が竈の底面で、貼床がとぎれるところから奥壁に向かってやや下

がっている部分が焚き口であると考えられる。中央部を掘りくぼめ黒色土で平らにした後竈を構築し

ている。

出土遺物（図１８２） ６９９は土師器の甕 C類で、口縁端部は外彎する。７００は把手部で、内外面を指オサ

エで調整する。７０１、７０２、７０３は坏身 A類である。７０１は底部をヘラケズリする。７０２、７０３は受け部

の下に段を持つ。同一個体である可能性が高い。６世紀末から７世紀初頭の猿投産と思われる。７０４

は坏身 A類で、立ち上がり部がやや内に入る。６世紀末から７世紀初頭の美濃産と思われる。７０５は

坏身 A類で、器壁が薄い。７世紀前半の美濃産と思われる。７０６は坏身 B類で、丸底タイプの無台坏

と考えられる。７世紀前半の美濃産である。７０７、７０８は坏身で、底部を平らに仕上げる。７０８の底部

には先端の尖った工具、あるいはヘラ状工具による十字の線刻が確認できる。７世紀前後の猿投産で

ある。７０９は坏蓋 A類で、屈曲部に段を２段持つ。６世紀末から７世紀初頭の猿投産と思われる。７１０

は坏蓋 B類で、かえりがつく。７１１は甕で、断面が荒れていることから破片になってから被熱してい

ると思われる。７１２は壺で、端部が内反する。７世紀初頭の特徴である。７１３、７１４は壺の底部で、７１４

はカキ目の痕跡がかすかに確認できる。７１５は平瓶で、体部に沈線が２条巡る。口の補填が確認でき

る。美濃産と思われる。

時期 出土した遺物から東野Ⅴ c期（古墳時代後期）と判断した。

SH２０（図１８４～１８７）

検出状況 B区南東部で検出した竪穴住居跡である。中央部に TP３２がある。南東部は現代の溝等で

削平されており、不明である。主柱穴４基と周溝、貼床、竈跡を確認した。

埋土 ほぼ水平な堆積である。

壁 Ⅰ b層、Ⅱ層、Ⅲ層を掘り込んでいる。東西壁面はやや開き、南壁面はほぼ垂直に立つ。

床 ほぼ平坦である。明瞭な貼床層が残る。

主柱穴 主柱穴は４基で SP３０７、SP３０８、SP３０９、SP３１０である。４基ともに柱痕跡を確認した。貼床
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図１８４ ＳＨ２０①（S＝１／５０）

240 第３章 調査の結果



図１８５ ＳＨ２０②（S＝１／５０）

図１８６ ＳＭ１（S＝１／２０）
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図１８７ ＳＦ１２（S＝１／２０）

242 第３章 調査の結果



図１８８ ＳＨ２０出土遺物（S＝１／３）
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上で柱穴の掘方を確認していることから、貼床した後に柱穴の掘削を行ったと考えられる。浅く、や

や小さい穴で他の住居跡の柱穴と比較すると貧弱な穴である。しかしながら他にそれらしい穴も見あ

たらないことから主柱穴と判断した。

貯蔵穴 北東角に検出した SP３１１である。壁に段を持つラッパ状の穴で、底は平らである。土師器が

４点、須恵器が２点出土した。須恵器は底で出土している。貯蔵穴を SM１が周堤状に囲む。西部か

ら南部にかけて囲み、北部から東部にかけては構築されていない。褐色粘質土によって構築されてい

る。SP３０８が周堤状遺構を切っていることから、「貼床→貯蔵穴の掘削→周堤状遺構の構築→柱穴の

掘削」と考えられる。SP９９、SP１００、SP１０１、SP１０２、SP１０４、SP１０５は SB８の柱穴で、検出状況から SH

２０の埋没後に掘削された穴である。その他の小穴はいずれも浅い穴で性格は不明である。

周溝 溝や撹乱によって不明な部分をのぞき、壁に沿ってほぼ全周する。

竈跡 住居跡北壁に構築されている。TP３２掘削時に西袖部分は削平している。また、煙道部分は現代

の撹乱によって削平されている。SH２０の貼床上に構築されている。竈中央部に下半部を打ち欠いた甕

が置かれていた。これを支脚としたか、あるいは廃棄儀礼に伴い置かれたものかのいずれかであると

考えられる。ただし、この甕自体の二次被熱は認められないため、後者の可能性が高いと考えられる。

焚き口には焼土層が３層重なっているが、４、５、６層と土器片については天井部を構成していたもの

が崩落したと考えられる。この土器片は、竈天井部の補強のためのものと考えられる。東袖部分は東

に向かって崩れがみられるが、東西土層 CDの８層、IJの１２層、MNの４層が東袖の外側ラインと考えら

れる。東西土層 CDの１１層上面、IJの３層上面が竈の底面で、その上層は天井部の崩れと考えられる。

出土遺物（図１８８） ７１６、７１７、７１８は甕 C類で、SF１２の天井部の補強用として入っていたものである。

７１６と７１７は接点はないが、形状から同一個体と思われる。７１８は底部で、割れ口の下部に工具の当たった

痕跡が残る。７１９は甕 C類で、SF１２の燃焼部に置かれていたものである。下半部が打ち欠かれている。

体部中央に黒斑が認められるが、焼成時のものと考えられる。７２０、７２１は甕 C類の口縁部で、７２０は端

部に向かって屈曲した後、外彎する。７２２は甕 C類の底部である。７２３は甑の把手部である。７２４は坏身

で、底部をきれいに削ることから、６世紀末から７世紀初頭の猿投産と思われる。７２５は坏蓋 A類で、天

井部を平らに仕上げる。胎土のきめが細かく、西濃地方の坏蓋の胎土に似る。７２６は坏蓋 A類で、天井

部はケズリで仕上げる。７世紀代の美濃産と思われる。７２７は坏蓋 A類で、中位に段を持つ。６世紀末か

ら７世紀初頭の猿投産と思われる。７２８は坏蓋 A類で、端部を丸く仕上げる。７世紀前半の美濃産と思

われる。７２９、７３０は高坏 B類で、端部は外彎する。７３０の内外面に自然釉が付着する。７世紀初頭のもの

と思われる。７３１は高坏の脚部片で、左部は透かしとなる。７３２は甕の頸部で、焼成が足りない。７３３は�

である。文様帯は残るが退化を始めており、文様がないことから７世紀初頭の美濃産と思われる。

時期 SB８との重複関係や出土遺物から、東野Ⅴ b期（古墳時代後期）と判断した。

（２）掘立柱建物跡
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SB８（図１８９・１９０）

検出状況 B区南東部の I９～H１１グリッドで検出した、桁行２間（４．０m、柱間２．０４m）×梁行２間

（３．９４m、柱間１．９７m）、床面積１５．７６㎡を測る総柱の掘立柱建物跡である。桁行の方向の軸は、北か

ら３７度東へ傾いている。平成１５年度調査の折、調査区の南西角で SH１９、２０を検出したため、SH２０の

掘削に必要な分まで B区へ範囲を広げた。広げた範囲で SH２０と切り合うようにして確認できた建物

跡である。

柱穴 ９基の柱穴を検出し、平成１５年度調査の７基を SP９９～１０５、平成１６年度調査の２基を SP３１９、

３２０として番号を付した。SP９９、１００、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５において１２～１８㎝の柱痕跡を確認し

た。柱痕跡が確認できなかった柱穴は、黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロックが混じる、人為

的な埋土と考えられるものであった。また、SP９９、１０４は SH２０の検出時には埋土の差異が認められ

ず、プランが確認できなかったが、掘削後に床面で検出したため、深さは減じている。SH２０の深さ

が約３１㎝であることから、それぞれ、５０㎝、４５㎝程度になると考えられる。SP１０５は、後世の溝によっ

て削平されているが、柱痕跡が残っている。ただし、プランや深さを減じている。柱穴の規模は、直

径３４㎝～６０㎝、深さ１４㎝～５９㎝を測る。柱痕跡の状況から柱の太さは径１２㎝程度のものと考えられる。

出土遺物（図１９２） 柱穴からは、土師器８点と須恵器４点、剥片類１点が出土した。７３４は SP３２０出

土の坏身 A類で、受け部が小さく、立ち上がり部が外彎する。７世紀前半の猿投産と思われる。７３５は

SP３２０出土の坏身 A類で、７世紀代の猿投産と思われる。７３６は SP９９出土の坏身で、底部のきれいな

回転ヘラケズリから猿投産と思われる。さらに SB８周辺遺物包含層からの出土遺物は須恵器が多い。

時期 SH２０との重複関係や出土遺物から東野Ⅴ c期（古墳時代後期）と判断した。

SB１２（図１９１）

検出状況 A区中央南部の L２０～２１グリッドで検出した、桁行２間（５．７８m）×梁行１間以上（不明）

を測る掘立柱建物跡である。梁行の方向の軸は、北から２３度東へ傾いている。調査区の南端で確認し

たため、建物の北端を確認したにすぎない。そのため、さらに南部にのびる可能性があると考えられ

る。また、SP２６１は SH１６の埋土中で確認できたことから、SB１２は SH１６より時期が下ると判断した。
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図１８９ ＳＢ８①（S＝１／５０）
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図１９０ ＳＢ８②（S＝１／５０）

図１９１ ＳＢ１２（S＝１／５０）
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柱穴 ３基の柱穴を検出し、SP２６１、２７３、２７４の番号を付した。どの柱穴においても柱痕跡は確認で

きなかったが、黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロックが混じる、人為的な埋土と考えられる

ものであった。柱穴の規模は、直径４５㎝～５０㎝、深さ３０㎝～５１㎝を測る。

出土遺物（図１９２） 柱穴からは、縄文土器１点と須恵器１点が出土した。７３７は SP２７３出土の坏蓋 A

類で、端部はやや外彎する。７世紀代のものと考えられる。さらに SB１２周辺遺物包含層からの出土

遺物は須恵器が多い。

時期 SH１６との重複関係や SH１５との位置関係、出土遺物から東野Ⅴ b期（古墳時代後期）と判断した。

（３）溝状遺構

SD２１（図１９３）

検出状況 A区南西部の I～J１５グリッドで検出した溝状遺構である。溝状遺構 SD２２と重複するが、

プランから、SD２１は SD２２より時期が下ると判断した。近現代の地境に対して垂直方向に伸びるため、

比較的新しい時期の遺構の可能性が考えられる。水の流れた痕跡はなかった。性格は不明であるが、

耕作溝の可能性もある。

埋土 埋土は単層である。褐色土がブロック状に混じる。

出土遺物（図１９４） 土師器３点、須恵器１３点が出土した。７３８は坏身 A類で、立ち上がり部がやや

内に立つ。７世紀代の美濃産と思われる。７３９は甕の口縁部から肩の部分である。７４０は甕で、破片に

なった後被熱している。７世紀代のものと思われる。７４１は提瓶で、カキ目調整する。フラスコ状の

器形になる可能性も考えられる。６世紀後半から７世紀前半のものと思われる。７４２は壺の肩である。

時期 出土した遺物から東野Ⅴ期（古墳時代後期）以降の溝であると考える。

SD２２（図１９３）

検出状況 A区南西部の I～J１５グリッドで検出した溝状遺構である。溝状遺構 SD２１と重複するが、

プランから、SD２２は SD２１より時期が遡ると判断した。近現代の地境に対して平行に位置するため、

図１９２ ＳＢ８・１２出土遺物（S＝１／３）
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図１９３ ＳＤ２１・２２・２３（S＝１／５０，ＳＤ２３平面図のみ１／１００）
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比較的新しい時期の遺構の可能性が考えられる。水の流れた痕跡はなかった。性格は不明であるが、

耕作溝の可能性もある。

埋土 埋土は３層である。褐色土がブロック状に混じる。

出土遺物（図１９４） 土師器３点、須恵器３点が出土した。７４３は甕の頸部で、破片になった後被熱し

ている。

時期 出土した遺物や SD２１との重複関係から東野Ⅴ期（古墳時代後期）以降の溝であると考える。

SD２３（図１９３）

検出状況 A区西、中央から南部の J１１～H１４グリッドで検出した溝状遺構である。近現代の地境と一

致することから、比較的新しい時期の遺構の可能性が考えられる。水の流れた痕跡はなかった。性格

は不明である。

埋土 埋土は２層である。２層は、Ⅱ層下部からⅢ層上部の可能性がある。

出土遺物（図１９４） 須恵器４点、剥片類１点が出土した。７４４は高坏で、長脚になると思われる。７

世紀前半の猿投産と思われる。

時期 出土した遺物から東野Ⅴ期（古墳時代後期）以降の溝であると考える。

（４）柱穴（遺構図１９８・遺物図１９５）

平面や土層断面で柱痕跡、あるいは柱痕状の堆積を確認した土坑を柱穴とした。土坑と同様、須

恵器や土師器の出土や他の遺構との重複から古墳時代後期以降の柱穴としたものは２基である。これ

らの柱穴は建物跡や柱穴列としてのまとまりをとらえることができず、単独の柱穴とした。これらの

柱穴から出土した土器は破片が多い。SP４３２出土の７４５は、坏身 A類である。SP４３２出土の７４６は、坏

蓋 B類で、７世紀前半の猿投産と思われる。

図１９４ 古墳時代後期ＳＤ出土遺物（S＝１／３）

図１９５ 古墳時代後期ＳＰ・ＳＫ出土遺物（S＝１／３）
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（５）土坑

SK７９（図１９６）

検出状況 A区北部中央の C２５グリッドにおいて検出した長楕円形の土坑である。Ⅱ層上面で、黒色

土に褐色土ブロックが多く混じる人為的な埋土を検出した。土坑底面南部で、土器や石器、礫が南－

西－北方向にほぼ半円状に並べられていた。東部分では遺物は確認できなかった。出土遺物は掘方部

分からはやや離れている。規模は１．４６m×０．７m×０．１９mである。出土状況や規模から土坑墓の可能性

が考えられるが、性格は不明である。

出土遺物（図１９７） 須恵器３点、石皿、砥石１点ずつ、礫１５点が出土した。７４７、７４８は甕の体上部

である。７４７の内面は当て具痕、外面は平行叩きが認められる。７４８は外面に自然釉が残る。２点とも

に７世紀代と思われる。７４９は自然礫を利用した石皿と思われるが、１／２以上を欠く。平坦面が浅くく

ぼみ、磨痕が確認できる。７５０は手持ち砥石で、研磨面が４面ある。

時期 出土遺物から、東野Ⅴ期（古墳時代後期）と判断した。

（６）その他の土坑（遺構図１９８・遺物図１９５）

土坑は、全体として規模が小さく浅い穴が多い。調査区全体から見ると、A、B区南部で確認でき

るが、A、B区北部や C区南部では確認できない（図１９９）。遺構を確認した周辺では須恵器の出土が

多い傾向にある。７５１は SK６５５出土の甕で、当て具痕から７世紀代と思われる。７５２は SK１２９１出土の

甕で、美濃産と思われる。７５３は SK１３０７出土の坏蓋で、美濃産と思われる。７５４は SK１７１７出土の甕で、

木製当て具痕が確認できることから７世紀前半の美濃産と思われる。７５５は SK１８８０出土の甕で、猿投

産と思われる。７５６は SK１８９４出土の甕で、内面にうっすらと当て具痕が残る。猿投産特有の磨り消し

と思われる。

（７）その他の遺構出土遺物及び遺物包含層出土遺物（図２００・２０１）

古墳時代後期以外の時期に属する遺構や倒木痕、現代の撹乱、遺物包含層などから出土した遺物を

図示し、分類毎に述べる。

坏身 ７５７は坏身 A類で、小型化する時期に属すると考えられる。７５８は坏身 A類で、口が寝ていな

いことから蓋坏の身になると思われる。７５９は坏身 A類で、７世紀前半と思われる。７６０、７６１は坏身

である。７６２は無台坏か横瓶の口縁部と思われる。７世紀前半の美濃産と思われる。

坏蓋 ７６３、７６４は坏蓋 A類で、７６３の端部は直線的で、７６４の端部はやや内反する。７世紀前半の美

濃産と思われる。７６５は坏蓋 A類で、７世紀前半の美濃産と思われる。７６６は坏蓋の天井部である。

７６７は坏蓋 A類で、横が張り、端部はかすかに外彎する。７６８は坏蓋 B類で、畿内産のものである。

７６９は坏蓋で、天井部のケズリがない。７世紀前半の美濃産と思われる。

高坏 ７７０は高坏の裾部である。７７１は高坏の脚部で、透かしのないタイプである。７世紀代の美濃産

と思われる。７７２は高坏の脚部で、透かしが線に近いことから、７世紀に入ったくらいと思われる。

７７３は高坏で、長脚のタイプである。７世紀前半の美濃産と思われる。

甕 ７７４、７７５は甕で、当て具痕が粗い。７世紀前半のものと思われる。７７４、７７５は同一個体と考えら

れる。７７６、７７７、７７８は甕の頸部で、接合部が曲線的である。当て具痕が粗い。７７９は甕で、当て具痕

の磨り消しが確認できることから猿投産と思われる。７８０は甕で、小型である。頸部が曲がり、口縁

端部断面は三角である。７世紀前半の美濃産と思われる。
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図１９６ ＳＫ７８，７９（S＝１／２０）

図１９７ ＳＫ７９出土遺物（S＝１／３）
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図１９８ 古墳時代後期ＳＰ及びＳＫ（S＝１／５０）
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図１９９ 古墳時代後期ＳＫ分布図（S＝１／４００）
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図２００ 別時期遺構・遺物包含層出土遺物①（S＝１／３）
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その他の土器 ７８１は壺で、頸部から口縁部に向かって緩やかに屈曲する。７８２は壺の底部で、底部に

焼きぶくれが確認できる。７８３は壺類である。７８４は壺で、口縁端部が内側に巻き込む形状である。６

世紀後半から７世紀初頭と思われる。胎土は美濃産に似るが、この時期にこの形状はないため、産地

は特定できない。７８５は横瓶である。７世紀初頭の猿投産と思われる。７８６は小型の提瓶で、外面に沈

線を２条施す。７世紀初頭のものと思われる。７８７は瓶類である。７８８は甑か甕と思われる。内面に自

然釉が残る。

土師器 ７８９は甕 C類の底部である。７９０、７９１、７９２、７９３、７９４は甕 C類で、７９０、７９１は頸部が肥厚

する。７９５は甕 C類の底部で、外面に木葉痕が残る。７９６は甕 C類で、口縁端部が強く屈曲する。７９７

は甑の把手部である。

図２０１ 別時期遺構・遺物包含層出土遺物②（S＝１／３）
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�5JK̂�� �4̂Ĵ�� (4̂JK&�L
"#����8$#���
��

�T�('

(��UV� � /
01�'
������

  i / 667

�
 �4̂JT�� �4̂JT�� �4̂JT�� "$#¡OP �T�('

(�LUV� � / 01�T � i / 7



�5JK̂�� �5JKL�� �5JK&��
Y�$#_`uvwxy8
z_`OP8{|{}_`

�T�('

(�3UV� � / 01�'  ¢ Y2�&4L� /
667829:;
<=>?E�G�
\HI

�
� �5JK&�� �5JK&�� �5JK&�� "$#_`OP �T�('

(�̂ UV� �£ / 01�' � i /
7829:;<=
?@EZ[\]H
I
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ĴK(�&
�5JK(�3

�5JK(�3
M�"#NOP8$#��
ef

M�¥�d¦8�
®*¯°±

�TT('

(�'�)� a b 0r�� L
�2��45
st2�L4�

��
782²:;<=
>?�?@���
E�G�\HI



(4̂JK(�&
(4̂JK(�3
(4̂JK3��

(4̂JK3��

���"#¡OP8$#¡
«¬=NOP¤³´«¬=
NOPlmno8M�"#
NOP¤µ�¡«¬=NO
P8$#NOP¤µ�¡O
P

¶�·¸8Y�¹
º»]¼½#

�TT('

(�5�)� a b 01�5 � i /
782d:;<=
>?�?@���
E�G�\HI

 (4̂JK(�L
(4̂JK3��

(4̂JK(�L (4̂JK3��
���"$#¡OP8M�
"#NOP8$#��ef

"#QRS �TT('

(���)� a b 01�5 � �2��̂4�� 54T

667829:;
<=>?����
A�BC�DEF
GHI



�5JK&�3 �5JK&�L �5JK(�3 ���"$#¡OP �TT('

(���)� a b 01�5 � i /

66782²:;
<=>?�?@�
��E�G�\H
I



�5JK(�L �5JK(�L �5JK&�3
M�"#¡«¬=NOP8
$#¨w©

�TT('

(�L�)� ¾ / 01�5 �� i /

667829:;
<=>?�?@�
A�BC�DE�
G�\HI

�
� (4̂JKT��

(4̂JK(�3
�5JKT�� �5JKT��

jk�"#¨w©8$#�
�ef

�TT('

(�3UV� Xp / 01�5 � Y2�34̂� /
78254̂:;<
=>?EZ[\]
HI



�4̂JT�L �4̂J(�� �4̂JT�L
Y�$#_`uvwxy8
z_`OP

~������ �TT('

258 第３章 調査の結果



���� �����	
������

�
�
� �� ��

�
�

��
�
��

�
� 	
���

��
��
��
����

��

�
	

��

�����  !



�
�

�
�
�

"# $# %#

&�'()� *+ ,
-.�/
�012��

�
�3���4'�
563���4&�

2
7839:;<=
>?@ABCDE
F



�4'G&�� �4'G&�� �4'G&�� "$#HIJK �LL&M

&�N()� *+ , -.�/ �
�3���4O�
563���4'�

�4O
783P:;<=
>?@ABCDE
F



�4'G&�� �4'G&�� �4'G&��
QR�$#HISTUVW8
XHIJK8YZY[HI

�LL&M

&�&()� *+ , -.�/ �
�3�M4&�
563�M4L�

/4'
783\:;<=
>?@ABCDE
F

�
� �4'GN�2 �4'G&�� �4'GN�2 "$#HIJK

$#]^_`a
bc��def

�LL&M

&�L()� *+ , -.�/ �
�3��24/�
563��24��

/4M
783/4':;<
=>?@ABCD
EF



�/GgN�� �4'GN�� �/GgN�� "$#HIJK �LL&M

&�M()� h* i -12�� 2
�3��/4��
563��/42�

24&
783\:;<=
>?@ABCDE
F



�4'GN�� �4'GN�� �4'GN�� "$#HIJK �LL&M

&2/()� h* i
-.�/
�012��

j
�3�M4M�
563��/4/�

2
783�4':;<
=>?@ABCD
EF

 �/GgN��
�/Gg���

�/GgN��
�/Gg���

�/GgN�� "$#HIJK &OOklm �LL&M

&2�()� h* n -.�/ � o n
783P:;<=
>?@ABCDE
F



�4'G'�� �4'Gg'� �4'G'�� "$#HIJK pqrs �LL&M

&2�()� t n -.�/ � o n
uuv83w:;
<=>?@ABC
DEF

�
 �4'GL�� �4'GL�� �4'GL��

x�"#yJK8$#zz
{

�LL&M

&22()� � n -.�/ � o n
783P:;<=
>?@ABCDE
F


�4'G&�� �4'G&�� �4'G&�� "#HIJK8$#|{}

~�\�
(�N'def

�LL&M

&2O()� *� , -12�/ �
�3���4&�
563��24��

/4�
783P:;<=
>?@ABCDE
F



�4'GN�� 'GN�� �4'GN�� "$#HIJK
~�P�
bc���d����
def

�M�L/

&2'()� *� , -12�/ � 563��N4/� n 7



�/GgN�� �/GgN�� �/GgN�� "$#HIJK �M�L/

&2N()� *� n -1MM 2 o n
uuv83P:;
<=>?@ABC
DEF

�
� �4'GN�� �4'G&�� �4'GN��
��$#HISTUVW8
XHIJK8YZY�HI

�M�L/

&2&()� *+ , -1�&2 �
�3��24L�
563��O4/�

/4O
783P:;<=
>?@ABCDE
F



�4'GN�� �4'GN�� �4'GN�� "$#HIJK �M�L/

&2L()� *� , -��� � 563���4/� /4L
783P:;<=
>?@ABCDE
F



�/GgN�� �/GgN�� �/GgN�� "$#HIJK �MOL/

&2M()� t n -��� � o n
783\:;<=
>?@ABCDE
F



�4'GN�� �4'GO�� �4'G'��
"#HIJK8$#���
�

$#]^_`a �MOL/

&O/()� t n -��� � o n
uu783P:;
<=>?@ABC
DEF

�
� &4'Gg'�� �4'G'�� &4'Gg'�� "#����8$#zz{ �MOL/

&O�()� �� n -��� � o n
783�4':;<
=>?@ABCD
EF



�/GgN�� �/Gg'�� �/GgN�� "#HIJK8$#|{} �MOL/

&O�()� � n -��� � 563��N4L� n
783P:;<=
>?@ABCDE
F



�/GgN�� �/GgN�� �/GgN�� "$#HIJK �MOL/

&O2()� t n -��� � o n
783P:;<=
>?@ABCDE
F



�4'G'�� �4'G'�� �4'G'�� "$#HIJK �MOL/

&OO()� h* n -��2 � o n
783P:;<=
>?@ABCDE
F



�4'GN�� �4'GN�� �4'GN�2 "$#HIJK &2/klm �MOL/

&O'()� *� , -1O2� � o n
783/4':;<
=>?@ABCD
EF



�/GgN�� �/GgN�� �/GgN�� "$#HIJK �M'L/

&ON()� *+ i -1O2� � o n 7



�/Gg'�� �/GgO�� �/Gg'�� "$#HIJK �M'L/

&O&()� t n -�&M � o n
783\:;<=
?�@ABCDE
F



�/Gg'�� �/GgO�� �/Gg'��
x�"#����8$#z
z{

$#]^_`a �M&L/

&OL()� t n -�&M � o n
783/4N:;<
=>?@ABCD
EF



�/Gg'��
�/GgO��
�/GgO�O

�/Gg'��
x�"#yJK8$#��
��

$#]^_`a �M&L/

&'�()� t n -�N'' � o n
783P:;<=
>?@ABCDE
F



�4'GN�� �4'GN�� �4'GN�� "#����8$#zz{ �M'L/

&'�()� t n -���M� � o n
uu783P:;
<=>?@ABC
DEF



�4'G&�� �4'GN�� �4'G&�� "#����8$#zz{ �M'L/

&'2()� *+ n -��2/& � o n
783P:;<=
>?@ABCDE
F



�4'GN�� �4'GN�� �4'GN�� "$#HIJK �M'L/

&'O()� t n -��&�& � o n
783P:;<=
>?@ABCDE
F



'G&�� 'GN�� 'GN��
x�"#����8$#z
z{

�M'L/

&''()� t n -��LL/ � o n
783/4':;<
=>?@ABCD
EF



�4'G'�� �4'GO�� �4'G'��
"#JK8$#zz{�J
K

$#~�P� �M'L/

&'N()� t n -��LMO � o n
783/4':;<
=>?@ABCD
EF



�4'GN�� �4'GN�� �4'GN��
"#JK8$#zz{��
U��

�M'L/

第７節 古墳時代後期 259



���� ����	
�������

�
�
� �� ��

�
�

��
�
��

�
� 	
���

��
��
��
����

��

�
	

��

�����  !



�
�

�
�
�

"# $# %#

&'&()� *+ , -.//0 � 123���45� �
67389:;<
=>?@ABCD
E



�4'F5�G �4'F5�� �4'F5�G "$#HIJK �LL0L

&'0()� *+ , M�' NO
�3�P40�
123���4��

L4�6



�LFQ5��
�LFQ5��
�4'F/�G

�LFQ5�� "$#HIJK $#RSTUV �LL0L

&'P()� *+ , .�� NO
�3���4&�
123��/4��

L4&6



�4'F5�� �4'F5�� �4'F5�� "$#HIJK $#RSTUV �LL0L

&5L()� *+ W
-X�0
M�'

�
NO

Y W
673Z9:;<
=>?@ABCD
E



'F5�� 'F5�� 'F5��
[�"#HIJK7$#H
I\]^_`7abacH
I

�LL0L

&5�()� *+ W -.GG' � Y W
67389:;<
=>?@ABCD
E



�4'F'�� �4'F&�G �4'F/�� "$#HIJK defg �LL0L

&5�()�
hi
*j

W
.�&
.�0

NO
NO

�3���4�� /
673k9:;<
=>?@ABCD
E



�4'F5�� �4'F5�� �LF'�� "$#HIJK �LL0L

&5G()� *l ,
-X�0
M�/
M�'

�
NO
NO

�3���40�
123���4L�

L45
673m9:;<
=>?@ABCD
E



�LFQ&�� �4'F&�� �LFQ&�� "$#HIJK �LL0L

&5/()� *l , -X�0 �
�3��G40�
123��/4L�

L4P
67389:;<
=>?@ABCD
E



�LFQ0�� �LFQ0�� �LFQ0��
no�"$#HI^_`7
pHIJK

�LL0L

&5'()� *l , q�� NO
�3��G4/�
123��G45�

L45
67389:;<
=>?rstBD
E



�LFQ5�� �LFQ5�� �LFQ5�� "$#HIJK �LL0L

&55()� *l W uv � Y W 6


�4'F5�� �4'F5�� �4'F'�� "$#HIJK �LL0L

&5&()� *l , uv �
�3�04G�
123�04/�

�
673w9:;<
=>?@ABCD
E



�LFQ5�� �LFQ5�� �LFQ5�G "$#HIJK �LL0L

&50()� *l x q�L NO
�3�P4/�
123���4��

�4P
67389:;<
=>?@ABCD
E



y'�L 'F'�� �4'F/�� "$#HIJK $#RSTUV �LL0L

&5P()� *l W
M�/
M�'

NO
NO

Y W
67389:;<
=>?rstBD
E



�LFQ5�� �LFQ'�� �LFQ5��
no�$#HI\]^_`7
pHIJK

(z5'{|} �LL0L

&&L()� ~* W -X�0 � �3�P4L� �
673L4'9:;
<=>?@ABC
DE



�LFQ&�� �LFQ&�� �LFQ&�� "$#HIJK �LL0L

&&�()� ~* W -.//0 G Y W
673f9:;<
=>?@ABCD
E



�4'F&�� �4'F5�� �4'F&�� "$#HIJK �LL0L

&&�()� ~* W uv � Y W
67L4�9:;<
=>?@ABCD
E



'F'�� 'F'�� 'F'�� "$#HIJK �LL0L

&&G()� ~* W .�P NO Y W
673L4'9:;
<=>�>�?@
ABCDE



�4'F'�� �4'F'�� �4'F&�� "$#HIJK �LL0L

&&/()� � W -X�0 � Y W
673k9:;<
=>?@ABCD
E



'F&�� 'F5�� 'F5��
��"#����7$#�
��

�LL0L

&&'()� � W

-X�0
N�'
M�/
M�'

�
NO
NO
NO

Y W
673f9:;<
=>?@ABCD
E



�4'F&�� 'F5�� �4'F&�� "#����7$#��� �LL0L

&&5()� � W M�/ NO Y W
67389:;<
=>?@ABCD
E



�4'F&�� �4'F&�� �4'F&��
��"$#HIJK7��
"#����7$#���

$#RSTUV �LL0L

&&&()� � W X�/ NO Y W
67389:;<
=>?rstBD
E



�LFQ5�� �4'F5�� �LFQ5��
��"$#HIJK7��
"#����7$#���

�LL0L

&&0()� � W y�0 NO Y W
673L4'9:;
<=>?@ABC
DE



&4'FQ5�� &4'FQ5�� &4'FQ5��
��"$#HIJK7��
"#����7$#���

�LL0L

&&P()� � W uv G Y W 6



�4'F/�� �4'FG�� �4'F'�� "#JK7$#��� RSTUV �LL0L

&0L()� � W uv � �3��545� �4/
67389:;<
=>?@ABCD
E



�4'F5�� �4'F5�� �4'F&�� "$#HIJK �L�0L

&0�()� � W
-X�0
N��

�
NO

�3���4/� L4P
67389:;<
=>?@ABCD
E



�LFQ&�� �LFQ&�� �LFQ&�� "$#HIJK �L�0L

&0�()� � W N�/ NO Y W
673�4'9:;
<=>?@ABC
DE



'F'�� 'F'�� 'F'��
[�$#HI^_`7pH
IJK7abacHI

[����s� �L�0L

&0G()� � W uv � Y W
673L4'9:;
<=>?@ABC
DE



�4'F5�� �4'F5�� �4'F5�� "$#JK �L�0L

&0/()� � W M�0 NO �3��L4�� �
67389:;<
=>?@ABCD
E



�LFQ'�� �LFQ'�� �LFQ'�� "$#HIJK �L�0L

&0'()� �� W N�/ NO Y W
67389:;<
=>?@ABCD
E



�LFQ/��
�LFQ&��
�LFQG��

�LFQ5�G
��"#JK7$#���
�HIJK

�L�0L

&05()� �� W N�/ NO
�3�54��
123�54/�

�40
67389:;<
=>?@ABCD
E



�4'F5�� �4'F5�� �4'F5�� "$#���� "$#RSTUV �L�0L

&0&()� �� W uv � Y W
67389:;<
=>?@ABCD
E



�LFQ&�� �LFQ5�� �LFQ5��
"#HIJK7$#���
�JK

�L�0L

260 第３章 調査の結果



���� ����	
�������

�
�
� �� ��

�
�

��
�
��

�
� 	
���

��
��
��
����

��

�
	

��

�����  !



�
�

�
�
�

"# $# %#

&''()� *+ , -. � �/��01'� 21&
34/56789
:;<=>?@A
B



�1CDE&�� CDF�� �1CD&�� "$#GHIJ �2�'2

&'0�K� * ,
LM�'
N�C

�
OP

Q/F12 R
SST4/U67
89:;�;V<
WXAB

�
� �2DEF�Y

&1CDEF�Y
&1CDEY��

�2DE&�Z "$#��[\ $#]^_ �2�'2

&02�K� * , LM�' � �/��21�� �

SS34/567
89:;�;V�
`a�b�cd�
e<fXg?AB

 &1CDEF�Y
&1CDEY��

&1CDEC�F
&1CDEY��

CDEF�F�
&1CDEC�Z

���"$#hIJ4i�
"#hjk9lIJ4$#
mnopq

"$#]^_ �2�'2

&0��K� * , LM�' � �/��Y12� �

SS34/r67
89:;�;V�
`a<fXg?A
B



&1CDEF�Y CDEC�F
CDEF�F
CDEF�Y

���"#hIJ4$#h
IJstopq4i�"#
lIJ4$#topq

�2�'2

&0��K� * ,
LM�'
N�Y

�
OP

�/��Z1Y� �1&
34/U6789
:;�;V<fX
g?AB



&1CDEF�Y CDEF�F �1CDE���
���"#opq4$#h
IJstopq4u�"#
vwxy

"#]^_ �2�'2

&0Z�K� * , LM�' � �/��'12� �
SS34/567
89:;�;V<
WXAB



CDEC�F CDEC�F CDEC�F
���"#hopq4$#
topq

$#]^_ �2�'2

&0Y�K� * , M�2 OP �/��'1'� �1�

SST4/567
89:;�;V�
b�cd�e<W
XAB



�2DE&�Y �2DEF�Y �2DE&�Y ���"$#��[\ "#]^_ �2�'2

&0C�K� * , O�Y OP Q/C12 R
SS34/r67
89:;�;V�
`a<WXAB

�
� &1CDEY�Z CDEF�F CDEC�F

Q�"#vIJ4$#lI
J

Q�$#z{|4
"#]^_

�2�'2

&0F�K� * ,
LM�'
N�Y

�
OP

�/��Z1�� �1F

SS34/r67
89:;�;V�
b�cd�e<f
Xg?AB



�2DE'�Y &1CDE&�Y �2DE'�Y

���"$#hopq4u
�"#hopq4$#to
pq4i�"#lIJsv
wxy4$#mnopq

$#]^_ �2�'2

&0&�K� } R LM�' � ~ R

SST4/�67
89:;�b�c
d�e<=>?@
AB

�
� &1CDEF�Y �2DE&�Y &1CDEY��
i�"$#opq4���
��[\

�2�'2

���� ���

��
��

��
��
��

�#�
������

%#� ��
��
��

���f
��

 !�# Q#
��

:� �� :� ��

L�� ��0 ��� :��� 21'2 21YC 21&Z 21ZY 21�& ��P� �� �M
�LM0
L��Y'

�� ¡

第８節 古代

古代に属する遺構は、土器棺墓１基、溝状遺構２条を確認した。さらに、古代に属するとした遺構

との重複関係から、土坑３基を古代以降の遺構と判断した。時期不明とした遺構の中には、古代に属

する可能性があるが、この時期の遺物が少ないため、量的には多くないと思われる。

（１）土器棺墓

SZ２（図２０２）

検出状況 A区東部中央の L２９グリッドにおいて検出した土器埋設遺構である。Ⅰ b層掘削後、SH９

を切るようにして長楕円形プランを確認した。掘削中、長胴甕が横位で置かれた状態で出土した。横

位にした上半部は土圧によりつぶれ、内部に落ち込んでいたが、下半部はほぼ原位置を保つと考えら

れる。土坑の形状や長胴甕の出土状況から、土器棺墓であった可能性が考えられる。

出土遺物（図２０３） 長胴甕（７９８）が出土した。いわゆる濃尾系甕である。外面には大量の炭化物が

付着し、これを放射性炭素年代測定した。分析結果から、７世紀中頃から８世紀初頭のものであるこ

とが判明した（第２分冊第４章第４節参照）。口縁部は短く外彎し、体部は上部で肩が張る。頸部外
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図２０３ ＳＺ２出土遺物（S＝１／３）

図２０２ ＳＺ２（S＝１／２０）
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面は工具の当たった痕跡が残る。体部は緩やかに、かつやや直線的にすぼみ、底部は平底となる。口

縁部は内外面とも横ナデ、体部は内面板ナデ、外面は斜方向のハケメ調整が見られる。

時期 出土遺物から東野Ⅵ期（古代）と判断した。

（２）溝状遺構

SD３１（図２０５・２０６）

検出状況 C区南部から中央にかけて検出した溝状遺構である。C区南部から北北東の方向へほぼ

まっすぐ向かう。Q２５、R２５グリッドの境でほぼ９０度に曲がり、西北西に向かう。屈曲部分で、SH２２

と重複するが、検出状況から SD３１は SH２２より時期が下ると判断した。南北方向の溝の断面は二段構

造になっている。これは近世の地境と一致しており、上層は浅く平らに掘り込まれた近現代の溝の埋

土であると判断した。つまり、図２０６中の土層断面図の網掛け部分を残存部と捉えた。なお、東西方

向の溝は、近世の地境と一致していない。通水はなかった。屈曲部分から西へ約２．５mのところで、

破砕した石皿が出土した。石材等から１個体であると判断したが、溝の底面から浮いており、埋まる

途中に混在したと考えられる。なお、東西方向の溝を西へのばすと、B区南部で検出した SD３５と方

向、軸ともに一致し、一体で構築された可能性がある。地境溝や区画塀のための布堀などが考えられ

るが、性格は不明である。

埋土 埋土は３～５層で、南北方向の溝の断面である AB、CD、EF、GHは上層に近代以降の溝の埋

土がのる。黒色土に褐色土ブロックが混じる人為的な埋土である。

出土遺物（図２０４） 縄文土器２０点、土師器が９３点、須恵器２点、打製石斧２点、石皿９点（１個体）が

出土した。７９９は甕 A１類の口縁部である。８００は甕 A類の頸部である。８０１は高坏の坏部である。８０２

は高坏の裾部で、形状から高坏 B類と考えられる。８０３は須恵器甕で７世紀代の猿投産と思われる。

図２０４ ＳＤ３１出土遺物（S＝１／３）
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図２０５ ＳＤ３１遺物出土状況（S＝１／４０）

図２０６ ＳＤ３１（S＝１／１００，１／５０）
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時期 溝の規模や出土した遺物から東野Ⅵ期（古代）と判断した。

SD３５（図２０７）

検出状況 B区南東部の I１０～J１１にかけて検出した溝状遺構である。SH１９南部の撹乱上層でビニール

などを確認したため、同一の撹乱として掘り上げた。しかし断面が２層に分かれており、ビニールが

出たのは上層であることから、下層は遺構とした。SH１９、SH２０と重複するが、検出状況から SD３５は

SH１９、SH２０より時期が下ると判断した。SH２０南中央部でほぼ９０度に屈曲し、南南西に向かう。溝の

断面は二段構造になっている。これは近世の字境と一致しており、上層は浅く平らに掘り込まれた近

現代の溝の埋土であると判断した。通水はなかった。屈曲部分から西へ２．５mのところで、なお、東

西方向の溝を東へのばすと、C区で検出した SD３１と方向、軸ともに一致し、一体で構築された可能

性が考えられる。地境溝、区画塀のための布堀などが考えられるが、性格は不明である。

埋土 埋土は単層で、黒色土に褐色土ブロックが混じる人為的な埋土である。

出土遺物 土師器が３点、須恵器が２点出土した。

時期 溝の規模や出土した遺物から東野Ⅵ期（古代）と判断した。

（３）その他の土坑（図２０８）

土坑は、全体として規模が小さく浅い穴が多い。この時期の土坑は、全て SD３１と重複することか

図２０７ ＳＤ３５（S＝１／５０）

図２０８ 古代以降ＳＫ（S＝１／５０）
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ら古代と判断したもので、C区で確認するのみである。出土遺物も少なく、この時期の遺構も少ない

と考えられる。

（４）遺物包含層出土遺物（図２０９）

８０４は B６グリッド出土の有台坏で、器形は碗型になるであ

ろう。９世紀のもので、灰釉陶器 K１４か K９０の時期と思われる。

第９節 中世

中世に属する遺構は確認できなかったが、遺物が出土した。

山茶碗８０５～８１５（図２１０）

撹乱出土の８０５は、形状は小振りで、外彎が弱い。胎土は均質で、１２世紀後半の浅間窯下１号窯式

に相当する。底部内面がつるつるで、使い込んである。遺物包含層出土の８０６は、高台の断面は三角

形である。胎土は均質で、１２世紀後半の浅間窯下１号窯式に相当する。撹乱出土の８０７は、高台がつ

ぶれ、底に厚みがある。１３世紀前半の丸石３号窯式か窯洞１号窯式に相当する。遺物包含層出土の８０８

は、胎土は均質である。１３世紀前半の丸石３号窯式か窯洞１号窯式に相当する。遺物包含層出土の８０９、

８１０は、胎土が均質である。１３世紀前半の丸石３号窯式か窯洞１号窯式に相当する。SH１６（古墳時代

後期）出土の８１１と撹乱出土の８１２は、胎土が均質である。１３世紀中頃の白土原１号窯式に相当する。

図２０９ 遺物包含層出土遺物（S＝１／３）
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遺物包含層出土の８１３は高台径がやや小さく、器壁が薄い。１３世紀中頃の明和１号窯式に相当する。

遺物包含層出土の８１４、８１５は、底が薄く底部内面を指ナデする。１４世紀の大畑大洞４号窯式か大谷洞

１４号窯式に相当する。

図２１０ 中世の遺物（S＝１／３）
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第１０節 時期不明

重複関係で時期決定できなかった遺構や、遺物が出土しなかった遺構を時期不明とし、掘立柱建物

跡３棟、柱穴列１条、溝状遺構４条、柱穴１３７基、土坑２８３０基を数える。この中には前述までの時期

に属する可能性を持つ遺構も存在する。

（１）掘立柱建物跡

SB１（図２１１）

検出状況 A区北東部、F２６～２７グリッドで検出した、桁行２間（３．５６m、柱間１．５４m・２．０２m）×梁

行１間（２．０２m）、床面積７．１９㎡を測る掘立柱建物跡である。桁行の方向の軸は、北から１９度東へ傾

いている。

図２１１ ＳＢ１（S＝１／５０）
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柱穴 ５基の柱穴を検出し、SP１５～１９の番号を付した。このうち柱痕跡を確認したのは SP１６である。

この痕跡から直径が約１４㎝の柱があったと考えられる。その他の穴は柱痕跡は確認できなかったが、

黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロックが混じる、人為的な埋土と考えられるものであった。

南東角にもう１基柱穴があったと考えられるが、倒木痕により消失している。柱穴の規模は、直径１９

㎝～２６㎝、深さ１６㎝～２７㎝を測る。

出土遺物 柱穴からは出土遺物がなかった。

時期 時期は不明である。

SB５（図２１２）

検出状況 A区中央北部、C２１～D２２グリッドで検出した、桁行３間（４．２m、柱間１．４m）×梁行１間

（３．４m）、床面積１４．２８㎡を測る掘立柱建物跡である。桁行の方向の軸は、北から２２度東へ傾いてい

る。東西梁の中間位置に現代の撹乱があり、梁の中央の柱穴が削平された可能性がある。SP７３、７７

のほぼ中央に SP２６６があり、西の撹乱中に柱穴があったとすると、４基の柱穴により SK９３５を囲む。

SK９３５は硬化面だったため、SB５に付属する土間状遺構であった可能性がある。しかし、SP２６６が柱

筋からやや東にずれることから SP２６６や SK９３５が SB５に付属するものであったとは断定できない。

柱穴 ８基の柱穴を検出し、SP７２～７９の番号を付した。このうち柱痕跡を確認したのは SP７２、７３、

７５、７６、７７、７８、７９である。この痕跡から直径が約１１～１８㎝の柱があったと考えられる。SP７４は柱

痕跡を確認できず、浅い穴であるが、遺構上部が削平されていたこと、位置的に柱筋が通ることから、

SB５の柱穴と判断した。柱穴の規模は、直径３６㎝～４８㎝、深さ７㎝～２７㎝を測る。

出土遺物 柱穴からは出土遺物がなかった。

時期 時期は不明である。

SB７（図２１３）

検出状況 A区東中央部、J２５～K２６グリッドで検出した、桁行１間（３．８２m）×梁行２間（３．５６m、

柱間１．７８m）、床面積１３．６０㎡を測る掘立柱建物跡である。桁行の方向の軸は、北から１９度東へ傾いて

いる。建物跡の北西部に現代の撹乱があり、北西角の柱穴が削平されたと考えられる。
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図２１２ ＳＢ５（S＝１／５０）

270 第３章 調査の結果



図２１３ ＳＢ７（S＝１／５０）
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柱穴 ５基の柱穴を検出し、SP９４～９８の番号を付した。このうち柱痕跡を確認したのは SP９４、９８で

ある。この痕跡から直径が約１０～１３㎝の柱があったと考えられる。その他の柱穴は柱痕跡は確認でき

なかったが、黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロックが混じる、人為的な埋土と考えられるも

のであった。柱穴の規模は、直径２６㎝～３８㎝、深さ２５㎝～３９㎝を測る。

出土遺物 柱穴からは出土遺物がなかった。

時期 時期は不明である。

（２）柱穴列

SA４（図２１４）

検出状況 A区北東部の E２５～２６グリッドで検出した、東西４間（６．１m、柱間東から１．５、１．５、１．７、

１．４m）の土坑列である。東西方向の軸は、北から８４度西へ傾いている。掘立柱建物跡の可能性を想

定し調査を行ったが、周囲でこれら以外に建物の想定線上にのる柱穴は確認できなかったため、土坑

列と判断した。

柱穴 ５基の柱穴を検出し、SP１６５～１６９の番号を付した。このうち柱痕跡を確認したのは SP１６９であ

る。その他の穴では柱痕跡は確認できなかったが、黒色土（１０YR１．７／１、２／１）に褐色土ブロックが

混じる、人為的な埋土と考えられるものであった。柱痕跡や底面の状況から柱の太さは径１２㎝程度の

ものと考えられる。

出土遺物 柱穴からは出土遺物がなかった。

時期 時期は不明である。

（３）溝状遺構
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図２１４ ＳＡ４（S＝１／５０）

図２１５ ＳＤ２０・３３・３４（S＝１／５０）
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SD１１（図１３９）

検出状況 A区南東部の L２８グリッドで検出した溝状遺構である。撹乱の底面で検出し、L字に曲が

る竪穴住居跡の周溝に類似する形状である。SK４６１と SK５３０で形成される竪穴状遺構の想定ラインと

重複するが、新旧関係は分からない。遺物包含層掘削中から遺物がやや多く出土し、竪穴住居跡又は

竪穴状遺構の周溝とも考えられるが、周囲に柱穴や焼土は確認できなかったため、単独の溝状遺構と

判断した。

埋土 埋土は単層である。

出土遺物 出土遺物はなかった。

時期 時期は不明であるが、SK４６１・５３０と関連するならば東野Ⅳ期（古墳時代前期）の遺構である

可能性が考えられる。

SD２０（図２１５）

検出状況 A区中央西部の G１５グリッドで検出した溝状遺構である。竪穴状遺構 SK１４０５と重複する

が、SK１４０５埋土中で検出したことから SD２０は SK１４０５より時期が下ると判断した。性格は不明である。

埋土 埋土は単層である。褐色土がブロック状に混じるため、人為的な埋土の可能性が考えられる。

出土遺物 出土遺物はなかった。

時期 時期は不明である。

SD３３（図２１５）

検出状況 B区南東部の F４～G５グリッドで検出した溝状遺構である。底部はほぼ平らで通水はな

かった。近現代の地境に平行に位置するため、比較的新しい時期の遺構である可能性が高いと考えら

れる。性格は不明であるが、耕作溝の可能性もある。

埋土 埋土は単層である。

出土遺物 出土遺物はなかった。

時期 時期は不明である。

SD３４（図２１５）

検出状況 A区北部中央の D２１～２２グリッドで検出した溝状遺構である。底部はほぼ平らで通水はな

かった。SB５の柱穴 SP７９より新しい SK９１４と重複し、SD３４＞SK９１４から SB５よりも新しい時期の溝

であると判断した。近現代の地境に垂直に位置するため、比較的新しい時期の遺構である可能性が高

いと考えられる。性格は不明であるが、耕作溝の可能性もある。

埋土 褐色土ブロックが多く混じる人為的な埋土である。

出土遺物 出土遺物はなかった。

時期 時期は不明である。

（４）柱穴（図２１６～２２２）

平面や土層断面で柱痕跡あるいは柱痕状の堆積を確認した土坑を柱穴とした。これらの柱穴は建物

跡や柱穴列としてのまとまりをとらえることができず、単独の柱穴とした。

（５）土坑

土坑は、全体として規模が小さく浅い穴が多い。調査区全体から見ると B区に多く、これは B区

は遺物の出土が少なかったため、遺構の時期決定ができなかったためである。
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図２１６ 時期不明ＳＰ①（S＝１／５０）
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図２１７ 時期不明ＳＰ②（S＝１／５０）
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図２１８ 時期不明ＳＰ③（S＝１／５０）
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図２１９ 時期不明ＳＰ④（S＝１／５０）
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図２２０ 時期不明ＳＰ⑤（S＝１／５０）
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図２２１ 時期不明ＳＰ⑥（S＝１／５０）
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図２２２ 時期不明ＳＰ⑦（S＝１／５０）

図２２３ 時期不明ＳＰ分布図（S＝１／１，０００）
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&'(A- H,- .	 #:/ )0A- )0,; )0(2 )0(- )0,9 514( ,	 +67
&'(A* H,- .	 / )01A )011 )0,( )0,) )0(( 5,4( ,	 367
&'(A9 H,- .	 #:/ )021 )0A; )0*1 )0,- )0(, 3(4( (	 567
&'(A2 H,- .	 / )0,9 )0,* )0(- )0(, )0)* 3(4( (	 567
&'(A; H,- .	 :/ )01; )01( )0(2 )0(9 )0(1 5,4( (	 567
&'(-) H,- .	 :/ )0A) )0,2 )0,) )0(, )0(2 5,4( 1	 B67
&'(-( C,* .	 :/ )0A- )01, )0,9 )0,, )0(* 5,4( ,	 B67
&'(-, C,- .	 :/ )01- )0,2 )0,( )0(- )0(, 5,4( (	 567
&'(-1 C,* .	 :/ )01- )0,* )0(9 )0(1 )0(- 5,4( ,	 +67

&'(-A C,- .	 :/ )01, �)0,1� )0(- )0(, )0,; 3A4( (	 567
=&'(1*
&',,2

&'(-- C,- .	 / �)0A1� )0A, )0)2 )0)9 )0,1 B,4( 1	 B67
&'(-* H,* .	 / �)0-(� )0A2 )01A )0,; )0(- 3,4( ,	 +67
&'(-9 H,* .	 #:/ )0-- �)0,9� )0,9 )0(- )0(- 5,4( ,	 +67 8&I(2-
&'(-2 H,* .	 / )0,1 )0,, )0)2 )0)* )0,- BA4( (	 567 EFG
&'(-; H,* .	 :/ )0,9 )0,, )0(* )0(, )0(, 5,4( ,	 367
&'(*) H,* .	 / )0,9 )0,- )0(, )0)2 )0(; 5(4( (	 567
&'(*( H,* .	 :/ )01A )0,A )0,* )0(* )0(* 3,4, (	 567
&'(*, H,* .	 #:/ )0A* )0,* )019 )0(1 )0(- 3,4( ,	 +67
&'(*1 H,* .	 #:/ �)09A� )01; )0,2 )0(1 )0(- 5,4( (	 567 8&I(2 EFG
&'(*- H,9 .	 / )0,; )0,2 )0() )0(1 )0); 5,4( (	 567
&'(** H,9 .	 / )019 )01A )0,9 )0,* )0)9 5(4( (	 567
&'(*2 H,9 .	 :/ )01* )0,; )0,) )0(1 )0,, 514( 1	 H67
&'(*; J,9 .	 >? )0A, �)0,)� )0,* �)0(,� )0(A 3*4( (	 567
&'(9( K,2 .	 / )012 )019 )0(, )0(* )0,) 5,4( 1	 J67
&'(91 L,2 .	 :/ )0A- )011 )0,* )0(- )0(* 3,4( (	 567
&'(92 H,* .	 #:/ )011 )0(2 )0,) )0)A )0() 3,4, ,	 367
&'(9; J,9 .	 :/ )011 )0,A )0)* )0)* )0(1 5,4( ,	 367
&'(2( J,9 .	 / )0,; )0,* )0,, )0(* )0(; 314( ,	 B67
&'(2, K,9 .	 / )0A, )012 )0() )0)9 )01; B14( A	 367 =&'(21

&'(21 JDK,9 .	 / �)0,2� )01- �)0,)� )0,A )0(, 3,4, ,	 H67
8&'(2,
=&'(2A
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#$ %$ #$ %$

&'()* +,- .	 / �0123� 0120 01,0 01,0 01(, 4,5, ,	 467
8&'()2
9&'()3

&'()3 +,- .	 :; �01,,� 01,( �01,0� 01(3 01(* <=<( (	 >67 8&'()*
&'()= ?,=@,- .	 / 0122 012, 01() 01,* 01(* 4,5( 2	 467 9&'()-
&'()- ?,= .	 A/ �01*,� 012, 01(, 01(( 01(B >,5( ,	 467 8&'()=
&'()) +,= .	 A/ 01,- 01,( 01(= 01(0 01,, 425( (	 >67
&'()B +,=@,- .	 #A/ 01*) 0120 01(3 01(, 01(= >,5( 2	 467
&'(B0 +,- .	 / 0122 01,B 01(( 01(0 010) >(5( (	 >67 9&'(BB
&'(B( +,- .	 / 0122 012, 01(2 01(, 01(B C,5( 2	 C67 9&'(BB
&'(B, +,- .	 A/ 01*( 0122 01(2 010B 010) >(5( (	 >67 9&'(BB
&'(B2 +,- .	 / 01,- 01,2 01(2 010B 010) 4,5( ,	 467 9&'(BB
&'(B* +,- .	 / 01*( 0123 01(, 01(0 010= >(5( (	 >67 9&'(BB
&'(B= +,- .	 / 01,= �01,2� 01(= 01(3 01,= 4*5, (	 >67

&'(B) +,- .	 A/ 01=) 01*) 0123 01(( 01(3 >,5( *	 C67

9&D,=
&E,0
&+3
&'(BB

&',00 ?,) .	 A/ 012- 0120 01(= 01(* 01(- >,5( (	 >67
9&+(
&D(
&D,

&',02 ?,- .	 A/ �0123��01,)� 01,( 01,- 01(= 4,5( (	 >67
&',0= F,B .	 / 01*0 012) 01,, 01(3 01(3 >,5( ,	 467
&',0) G,- .	 A/ 012= 01,- 01,0 01(3 01(0 >,5( 2	 +67
&',0B G,- .	 / 01,= 01,, 01(2 010= 01(= >25( 2	 +67
&',(* +20 .	 A/ 01,B 01,( 01,- 01(B 010- 4,5( (	 >67
&',(3 +,= .	 / 01,) 01,3 01,2 01(B 010B 4,5( (	 >67
&',(= +,= .	 #A/ 01*0 01,3 01(= 010) 01(0 >,5( ,	 467
&',() +,= .	 / 01(= 01(3 010- 0103 01(- >*5, (	 >67
&',(B G,= .	 / 012* 012( 01(B 01(* 010- >(5( (	 >67
&',,0 G,= .	 / 01(- 01(= 010= 0103 01(- >25( (	 >67
&',,, G,= .	 A/ 01,= 01() 01(2 010) 01(( >,5( 2	 G67
&',,2 G,= .	 #A/ 01*0 01(- 01(* 010- 01,0 >*5( ,	 467
&',,* G,= .	 / 012* 0120 01(, 01(( 01,* >25( ,	 467
&',,3 G,= .	 A/ 0132 01*2 01,0 01(2 01,0 >,5( *	 D67
&',,= G,= .	 / 012( �01,-� 01,0 01() 01(3 >,5( ,	 D67
&',,- G,= .	 A/ �012-��01,)� 01,, 01,0 01(* >,5( ,	 467
&',,B C,* .	 :; 012* �01(3� 01() �010=� 01(( >=5( (	 >67
&',20 C,* .	 #A/ 0122 01,, 01(- 01(0 01(, >,5( ,	 C67
&',2( C,* .	 #A/ 012- 01,( 01,) 01(, 010B 4,5, ,	 D67
&',2, C,* .	 A/ 01,2 01(B 01(, 01(0 010B >,5( 2	 C67
&',22 C,* .	 #A/ 01*= 01,* 012, 01(, 010) >,H( ,	 D67
&',2* C,* .	 :; 01B2 �01*0� 01-3 �0122� 010) 4(5( (	 >67 9&',*)
&',23 C,* .	 #A/ 013) 012= 01*B 01,= 01(0 >(5( (	 >67
&',2= C,* .	 A/ 01*2 01,B 012( 01(( 01,= >2H, 2	 D67
&',2- C,2@,* .	 / 012, 0120 01(* 01(2 010B >,5( ,	 D67
&',2) D,* .	 / 01,3 01,* 01(3 01(2 010- >(5( ,	 D67
&',2B D,* .	 #A/ 01-0 01*( 013) 0120 010= >(5( ,	 467
&',*( D,* .	 / 012) 012, 01,B 01,( 010- 4(5( (	 >67
&',*, D,* .	 / 01,( 01(B 01(, 01(0 010- >,5( (	 >67
&',*2 D,* .	 / 01,3 01,2 01(3 01(0 01(0 >,5( ,	 C67
&',** G,= .	 A/ 012( �01,3� 01() 01(- 01(0 >,5( ,	 D67
&',*3 G,= .	 / 01,( 01,0 01(3 01(( 010B 4,5( ,	 D67
&',*= I,3 .	 :; 01,= �01(*� 01() �010)� 010= 4,5( (	 >67 8&'(2(
&',*- G,3 .	 :; 01,0 �01(=� 01(( 010B 010- >,5( (	 >67 8&'(*(
&',*) C,* .	 A/ 01,= 01() 01(, 010= 01(0 >,5( (	 >67 8&',2*
&',*B I,3 .	 A/ 013- 01*0 0130 012* 01,0 4,H, ,	 467
&',30 I,* .	 :; �01)0��01,*� 0133 01(0 012= >=5( ,	 D67
&',3( I,* .	 A/ �012B� 012, 01,) 01(3 01(3 >,5( ,	 467
&',3, I,* .	 / 01() 01(- 01(( 010B 010- >,5( ,	 467
&',32 I,* .	 A/ 012- 01,- 01,3 01(B 01(= 4,5, ,	 D67
&',3* I,* .	 #A/ 01*, 01,) 012( 01(2 01,* >2J( (	 >67
&',33 I,* .	 #A/ �01)*��0133� 012( 01,B 0122 >,5( ,	 G67 KLM
&',3= I,* .	 / 01,3 01,( 01(B 01(= 01(* >,5( ,	 467
&',3- I,* .	 #A/ 01*= 0120 0120 010B 01(* >,5( ,	 D67
&',3) I,* .	 A/ 01** 012, 012( 01,( 01,0 >,H( (	 >67

&',3B I,* .	 
:N
#A/

01=B 013) 01,( 010= 01(, 4,5( ,	 467

&',=( I,* .	 / 012( 0120 01,= 01,3 010- 4(5, (	 >67
&',=, I,* .	 #A/ 0130 0120 012) 01(B 010= 4(5( (	 >67
&',=2 I,* .	 / 01() 01() 010B 0103 010) >,5( ,	 467

286 第３章 調査の結果
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#$ %$ #$ %$
&'()* +(* ,	 -. /012 /0(3 /0(4 /05* /055 6(75 (	 89:
&'()4 +(* ,	 #-. /0;* /0*; /04) /011 /05* 6575 (	 89:
&'()) +(* ,	 -. /0*2 /014 /013 /0(; /051 6(75 (	 89:
&'()3 +(* ,	 -. /014 /0(* /052 /0/; /05* 6(75 (	 <9:
&'()2 +(* ,	 -. /015 /0(4 /0(* /054 /05/ <(7( (	 <9:
&'(3/ +(* ,	 -. /041 /0*1 /012 /0(( /053 6(75 (	 89:
&'(35 +(* ,	 -. /0(4 /0(/ /05) /055 /05/ 6(75 (	 <9:
&'(3( +(* ,	 -. /043 /0*4 /013 /0(4 /051 <5=5 5	 69:
&'(31 +(* ,	 -. /0(/ /05) /05/ /0/4 /055 6(75 5	 69:
&'(3* +(* ,	 #-. /0(2 /053 /05; /0/* /05( <175 (	 <9:
&'(34 +(* ,	 #-. /0;3 �/0()� /03/ �/0(5� /05/ <)75 5	 69:
&'(3) +(* ,	 #-. /011 /055 /05; /0/; /055 <175 5	 69:
&'(3; +(1>(* ,	 #-. /0*) /0(1 /01; /053 /053 6175 (	 ?9:
&'(32 @(*>(4 ,	 . /0*/ /013 /0/; /055 /05; 6(75 (	 <9:
&'(;5 @(* ,	 . /05) /054 /0/4 /0/* /0(2 ?475 5	 69:
&'(;( @(* ,	 . /0(5 /0(/ /0/2 /0/; /05) 6175 (	 89:
&'(;1 @(* ,	 AB 504( �/04;� 5012 �/0*;� /012 <)7( 5	 69:
&'(;* @(1>(* ,	 AB /04/ �/0(/� /0*/ �/05*� /05( 6)75 (	 89:
&'(;4 @(1 ,	 AB �/04/��/0(1��/0*(��/051� /05; 6)75 (	 <9: C&'1)1
&'(;) @(* ,	 -. �/0*1� /01/ /01* /0(5 /054 6(75 (	 <9: C&'1)1
&'(;3 @(* ,	 #-. 505) /0(* /02; /055 /0/2 <(75 (	 <9:
&'(;; @(* ,	 . �/0*(� /0*/ /0(1 /0(; /05* 6(75 (	 <9:
&'(;2 @(* ,	 -. /01; /0(3 /0(4 /0(* /055 6(75 (	 <9:
&'(2/ @(* ,	 #-. /035 /0*3 /01* /05; /055 6575 1	 89:
&'(25 @(* ,	 #-. /0*5 /0(4 /0(/ /05/ /05/ 6(75 1	 89:
&'(2( @(*>(4 ,	 -. /01/ /0(( /0(5 /055 /0/; 6(75 (	 89:
&'(21 @(* ,	 . /0(/ /05; /05/ /0/; /0/3 6(75 (	 <9:
&'(2* @(* ,	 -. /011 /0() /053 /0/2 /055 6(75 (	 <9: C&'(24
&'(24 @(* ,	 -. /0*/ /01/ /0() /05; /0/2 <(7( (	 <9: D&'(2*
&'(2) @(* ,	 AE 5044 501* /0;/ /0)4 /0/; <575 1	 <9:
&'(23 @(* ,	 -. /0(3 /0(/ /0(/ /05( /051 6(75 1	 89:
&'(2; @(* ,	 #-. /0(4 /054 /05; /0/3 /0/; 6(75 (	 89:
&'1/( F(3 ,	 . /0(/ /053 /055 /0/3 /0/3 <(75 5	 69: C&'522

&'1/1 F(3 ,	 -. �/0(4� /052 /05* /0/; /0/3 <(75 5	 69:
C&'524
&'522

&'1/* G(4 ,	 . /01/ �/0(5� /051 �/05)� /01* <47( 1	 <9:
&'1/; F() ,	 . /0(/ /05; /051 /05( /0/4 6575 5	 69:
&'15( G(2 ,	 . /01; /014 /05; /05* /05/ 65=5 5	 69:
&'15* H() ,	 #-. /0*4 /0(5 /0(3 /054 /0/2 6(I5 5	 69:
&'154 H() ,	 . /0() /0(* /0/3 /0/4 /0/2 6(75 5	 69:
&'15; H() ,	 . /0() /0(4 /0/3 /0/4 /05* 6(=( 5	 69:
&'152 H() ,	 -. /0** /01/ /01/ /05; /054 6(75 1	 ?9:
&'1(/ H() ,	 . /0** /0*/ /015 /0(; /051 6(75 1	 <9:
&'1(5 H() ,	 -. /012 /0(3 /0(4 /051 /0(/ ?175 1	 F9:
&'1(( F() ,	 . /0(( /0(/ /05) /055 /0() <*7( (	 ?9:
&'1(1 G(3>(; ,	 -. /01/ /0(( /05/ /0/2 /0() <*=( 1	 <9:
&'1(* G(; ,	 -. /01/ /0(1 /05; /05/ /05( <(7( (	 <9:
&'1(4 G(3>(; ,	 . /0(3 /0(4 /054 /05* /0(/ ?175 5	 69:
&'1() G(; ,	 . /0(3 /0(4 /05* /05( /0(5 <17( 5	 69:
&'1(2 J(3 ,	 . /0*3 /0*/ /0(/ /05* /052 ?(71 5	 69: C&8*
&'11/ J(3 ,	 . �/0)5��/044��/04/� /0*/ /05/ <575 (	 <9: C&'115
&'111 K(3 ,	 #-. /0)/ /01) /051 /053 /0)( ?471 4	 F9:
&'11* K(3 ,	 . /014 �/01/� /0(/ �/0(/� /0(; 617( 1	 J9:
&'11) K(; ,	 -. /0*1 /01* /0/) /0/) /051 ?(75 5	 69:
&'1*5 H() ,	 AB /0;) �/03/� /0); �/041� /0/) <575 5	 69:
&'1*( H>G() ,	 . /0(( /052 /05) /05* /053 <17( 1	 @9:

&'1*1 H>G() ,	 -. /0)( /0*; /015 /053 /0(3 6(=5 (	 <9:
C&'1**
&L24

&'1** H>G() ,	 -. /0)/ �/0*)� /04/ �/01;� /0/; <575 5	 69: D&'1*1
&'1*4 G(4 ,	 -. /0() /0(/ /05/ /0/2 /0/; 6(75 5	 69:
&'1*2 @(1>(* ,	 #-. /0*1 /05; /01( /0/4 /055 <(75 (	 <9:
&'14/ @(* ,	 #-. /01; /0(4 /0(4 /0/) /05* 6(75 5	 69:
&'145 @(1 ,	 #-. /0*3 /0(( /014 /05( /05* 6(75 5	 69:
&'14( @(1 ,	 AB /04; �/015� /0() �/05)� /0(5 6)75 1	 @9: D&'1)1
&'141 ?(1 ,	 AB /0*2 �/01*� /0(; �/0(;� /05/ 6)75 5	 69:
&'144 ?(1 ,	 . /0(5 /052 /053 /05* /0/2 6(75 (	 89:
&'143 ?(1 ,	 AB /042 �/0*5� /04( �/0*/� /0/2 <57( (	 89:
&'1)/ @(* ,	 -. /035 /0*2 /0*) /0(/ /051 6575 *	 89:
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#$ %$ #$ %$
&'()* +,( -	 . /0,* /0*1 /0** /0/1 /0/) 2,3* *	 245
&'(), 6,7 -	 89 /0:) �/0*,� /0(1 �/0/:� /0(* 2);* 7	 <45

&'()( 6,(=,7 -	 89 ,0,, �/0))� *0:> �/0)/� /0(, 2)?* *	 245
@&',>:
&',>)
&'(:,

&'()7 A,7 -	 B. /0(1 /0,C /0(( /0*> /0*, 2,3* ,	 <45 D&'():
&'(): A,(=,7 -	 B. /0,: /0,, /0*7 /0*C /0*/ 2,3* ,	 <45 @&'()7
&'()) A,( -	 . /0,/ /0*1 /0*/ /0** /0/> E,3* ,	 <45

&'()> A,( -	 89 /0): /0:/ /0:C /0,C /0*/ E*3* *	 245

D&',CC
&'7/)
@&'()1
&'(C/

&'()1 A,( -	 . /0(: /0(7 /0,> /0,) /0*, 2,3* ,	 <45
D&'()>
&'(C/

&'(C/ A,( -	 89 *0** �/0))� *0/: �/0)/� /0*: E*3, ,	 <45
@&'()1
D&',CC
&'()>

&'(C* A,( -	 . /0,7 /0,, /0*: /0*, /0/1 2,3* *	 245
&'(C, A,( -	 B. /0(: /0,1 /0/1 /0*/ /0,* 2(3* ,	 <45 @&'*11
&'(C( A,( -	 . /0(/ /0,> /0*) /0/1 /0*, 2,3* ,	 E45
&'(C7 A,( -	 . /0(, /0(/ /0*7 /0*) /0*1 2,3* ,	 E45
&'(C: A,( -	 #B. /07* /0,: /0(/ /0*/ /0*1 2(3* ,	 <45
&'(CC A,( -	 B. /077 �/0(*� /0*) /0/> /0,7 2(3* ,	 +45
&'(C> A,( -	 B. /0(: /0,7 /0*1 /0** /0/> 2,3* ,	 <45
&'(C1 <,( -	 . /07) /07, /0(, /0,) /0*7 2,3* ,	 E45 @&'(>/
&'(>/ <,( -	 B. /0(: /0,> /0,: /0*7 /0** 2,3* ,	 <45 D&'(C1
&'(>* A,( -	 #B. /0,( /0*: /0*: /0/C /0/: E,3* *	 245
&'(>, A,( -	 89 /0(/ �/0**� /0*, �/0/7� /0*7 2)3* *	 245
&'(>( <,, -	 . /0,* /0,/ /0** /0/1 /0** 2,3* ,	 E45
&'(>7 <,, -	 . /0(/ /0(/ /0*) /0*: /0(, 2(3* ,	 E45

&'(>: +,( -	 . /0,C �/0,7� /0*7 �/0*,� /0*, 2)3* ,	 +45
@&F,/(
D&'(:7

&'(>C G,: -	 #B. *0,) /0)( /01: /0,: /0*: 2*3* ,	 EH
&'(>> G,: -	 . /0:, /0:/ /0(: /0(( /0*: 2,3* ,	 <45
&'(>1 G,: -	 #B. /0() �/0,*� /0,) /0*/ /0(: +:?* ,	 <45
&'(1/ G,( -	 . /0,) �/0,(� /0*( /0** /0(7 273, ,	 +45
&'(1* G,(=,7 -	 . �/07/� /0(7 /0,, /0*1 /0*> 2,3* ,	 <45
&'(1, G,7 -	 . /0(/ /0(/ /0*C /0*) /0*7 2,3* ,	 <45
&'(1( G,7 -	 B. /0(/ /0,* /0*: /0/> /0*: 2(3* ,	 <45
&'(17 G,7 -	 . /07) /077 /0,C /0,, /0*: 2,3* ,	 <45
&'(1: G,7 -	 B. /07/ /0,1 /0*: /0*( /0*/ 2,3* ,	 +45
&'(1) G,7 -	 . /0,, /0,/ /0** /0/> /0*/ 2,3* ,	 +45
&'(1C G,7 -	 #B. /07* /0,C /0,/ /0*, /0*7 2,3* ,	 E45
&'(1> G,7 -	 B. /0(1 /0(* /0,/ /0** /0*: 2,3* ,	 <45
&'(11 G,7 -	 89 �/0::��/0,C� /0(1 /0** /0*> 2)3, ,	 E45 @&'7//
&'7// G,7 -	 89 �/0>)��/0(C� /0C/ /0*1 /0*> 2)3* ,	 <45 D&'(11
&'7/* G,7 -	 . /0*1 /0*> /0/1 /0/C /0*, 2,3, ,	 E45
&'7/, G,7 -	 B. /0,: /0,/ /0*, /0/> /0*) 2(3, (	 E45
&'7/( G,7 -	 B. /0,) /0,* /0*( /0/C /0*7 2,3, ,	 <45
&'7/7 G,7 -	 . /0)7 �/0)/� /0(, /0,> /0,* 2,3* ,	 +45
&'7/: G=I,7 -	 8J *07/ *0,/ /077 /0*> /0,/ 2*3* 7	 <45

&'7/) A,( -	 . /0,/ /0*> /0*( /0*, /0/: E*3, *	 245
D&',CC
@&'()>

&'7/C G,( -	 #B. /0>: /0(> /0)> /0,: /0** 2*3* ,	 E45
&'7/> G,( -	 #B. *0*, /07( /0>1 /0,( /0*7 E,3* :	 <H
&'7/1 G,( -	 B. /0(1 /0,1 /0*1 /0*( /0*7 2,3* ,	 +45
&'7*/ G,( -	 B. /0(7 /0,: /0,/ /0*, /0*C 2,3* ,	 E45
&'7** G,( -	 B. �/0(:��/0,1� /0*7 /0*: /0,/ 2,3* ,	 <45

&'7*, G,( -	 
8K
#B.

*0/C /0(/ /0CC /0*: /0,/ 2,3* ,	 <45

&'7*7 G,( -	 B. /0(, �/0,(� /0*1 �/0*(� /0,, 2(3, ,	 E45
&'7*: I,( -	 . /0(( /0(( /0,1 /0,C /0/C E*3, (	 <45
&'7*C I,( -	 B. /0(( /0,) /0,: /0*) /0/1 E,3* ,	 <45 D&'7*)
&'7*> I,( -	 89 /0(> �/0(,� /0,> �/0,,� /0*: 2,3* (	 A45
&'7*1 I,( -	 . �/0(/� /0,1 /0*C /0*: /0*/ 2,3* (	 +45
&'7,/ I,( -	 . /0(/ /0,> /0,/ /0,, /0/> 2*3* ,	 E45
&'7,* I,( -	 B. /07) /0(, /0(> /0,/ /0/1 E*3* ,	 E45
&'7,, I,( -	 B. /0)) /0:: /0:, /0(7 /0*: 2*3* (	 +45
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#$ %$ #$ %$
&'()( *)+ ,	 -. /0)1 /0)2 /02( /02/ /022 3)42 2	 356
&'()7 8)9 ,	 . /079 /091 /07/ /0+9 /02: 3)42 )	 ;56
&'()1 8)9 ,	 . /0)9 /0)+ /02< /029 /0/: =)4) )	 =56
&'()< 8)9 ,	 -. /0(1 /0+) /0+7 /0)/ /0)2 3)42 +	 >56
&'(): 8)9 ,	 -. �/09+��/0+<� /0)+ /027 /02: 3)42 )	 ;56
&'(+/ 8)9 ,	 . /0)< /0)9 /0)/ /02< /022 3)42 2	 356
&'(+2 8)9 ,	 . /0+) /0)< /0)2 /02< /021 3)42 2	 356
&'(+) ?)7 ,	 . /0++ /0)< /0)) /02+ /02) =)4) )	 =56 @&A:(
&'(++ ?)7 ,	 . /0)9 /0)+ /022 /0/1 /02/ 3)42 )	 =56
&'(+( ?)7 ,	 . /0): /0)9 /02< /02+ /02/ =)42 )	 =56
&'(+9 ?)7 ,	 . /0)2 /02: /02/ /0/7 /0/: 3)42 )	 ;56
&'(+7 ?)7 ,	 -. /0): /0)+ /02+ /022 /0/9 =242 2	 356
&'(+1 ?)7 ,	 #-. /0<+ �/0+<� /01< �/0+(� /02: =)B) 9	 ;56
&'(+< ?)7 ,	 . /0)( /0)( /0/: /0/: /0/1 3242 2	 356
&'(+: ?)7 ,	 . /0)+ /0)) /02) /02) /0)/ 3+4) +	 856
&'((2 C)< ,	 -. /0(7 /0++ /029 /02/ /0)( =+B2 +	 D56
&'(() ')7 ,	 EF �/0(9��/0(9��/0+7��/0)9� /02) =74) )	 =56
&'((+ ')7 ,	 . /092 �/0(1� /02< /0)1 /02+ =24) 2	 356 @&82+

&'((( ')7 ,	 #-. 20)/ �/019� /0<< /0(7 /027 3242 +	 D56
@&'(9:
&82+

&'((7 ')7 ,	 . /0+1 /0+( /0)< /0)) /02< =)B) +	 =56
&'((1 ')9 ,	 -. �/0(7� /0+9 �/0))� /027 /0)2 =)42 +	 D56 @&'(7<
&'((: ')9 ,	 . /0)9 /0)+ /0)/ /021 /0/< 3)G2 2	 356
&'(9/ ')(H)9 ,	 EF �/0(7��/09/��/0+(��/0(/� /0/< =242 2	 3;
&'(92 ')9 ,	 . /0)< /0)9 /0)+ /0)( /0/1 =24) 2	 356
&'(9) ')9 ,	 . /0)/ /02< /027 /029 /02( =+4) 2	 356
&'(9+ ')9 ,	 -. /09< /0(< /0+) /0+/ /027 3)B) 2	 356
&'(9( ')9 ,	 . /0+< /0+9 /0)7 /0)( /021 =)4) 2	 356
&'(99 ')9 ,	 EF �/011� /0++ �/07/� /022 /022 3)42 2	 356 @&'9(2
&'(97 ')9 ,	 . /0)< /0)< /021 /02/ /02< =)42 )	 =56
&'(91 ')9 ,	 . /0+/ /0): /02) /0/< /022 ;)42 2	 356
&'(9< ')9 ,	 -. /0++ /0)1 /0+) /0)) /027 3)4) )	 ;56
&'(9: ')7 ,	 -. /0(1 �/0+)� /0)) /02+ /02+ =)B2 )	 D56 I&'(((
&'(7/ ')9 ,	 -. /0+1 /0)7 /0)) /02( /022 ;)4+ 2	 356
&'(79 J)1 ,	 . /0)1 /0)+ /027 /02+ /0)/ 3+42 2	 356
&'(77 J)1 ,	 -. /0)< /0)) /0)( /02< /02/ 3)42 )	 =56
&'(71 J)1 ,	 . /0(< /0(( /0+( /0)/ /027 3)B2 )	 D56
&'(7< ')9 ,	 . �/0+)� /0+2 �/029� /02) /021 ;)42 +	 ;56 I&'((1

&'(7: C)1 ,	 
EK
#-.

/07+ /0+9 /0++ /0)9 /02+ =)42 2	 356

&'(1/ ;)9 ,	 EF �/0(7��/02+��/0)/��/0/1� /022 3742 2	 356
&'(12 8)9 ,	 #-. �/09)� /0)1 /0+< /02< /02( =)42 +	 =56 @&81
&'(1) 8)9 ,	 -. /0+) /0)( /02< /02) /022 3)42 )	 =56
&'(1+ 8)(H)9 ,	 #-. /09) /0++ /0)7 /02+ /02( 3)42 )	 >56
&'(1( 8)(H)9 ,	 EF /0(: �/0++� /0)< /027 /02( 3)42 )	 =56
&'(19 8)9 ,	 . /0)+ /0)+ /02) /02) /027 3)42 )	 =56
&'(17 8)9 ,	 -. /0): /0)/ /02) /0/< /0)2 3)4) )	 >56
&'(11 8)( ,	 -. /01: /099 /09: /0+< /02+ =242 )	 =56
&'(1< 8)( ,	 -. �/09)� /0(( /0() /0+9 /029 3)42 )	 >56 I&'(1:
&'(1: 8)( ,	 -. /01/ �/09)� /0(< /0+1 /0/< =242 )	 =56 @&'(1<
&'(</ 8)( ,	 -. /097 /0(/ /0+: /0)) /021 3242 )	 >56
&'(<2 8)( ,	 -. /0+2 /0)9 /02< /02) /0)/ 3+42 )	 ;56
&'(<) 8)( ,	 -. /0+( /0)1 /0)1 /0)) /02+ 3)42 +	 >56
&'(<+ 8)( ,	 -. /0+/ /0)2 /0)/ /0/< /022 3)42 )	 >56
&'(<( 8)( ,	 . /0++ /0+/ /02: /02< /021 3)42 )	 L56
&'(<9 8)( ,	 #-. /0(< /0)7 /0+/ /02< /0)) 3+42 +	 >56
&'(<7 8)( ,	 -. /0+7 /0)9 /0)1 /02< /02( 3)42 +	 >56
&'(<1 8)( ,	 -. /0+7 /0)1 /0)9 /02+ /021 =)42 )	 =56
&'(<< DH*)) ,	 . �/0+7� /0+2 �/02+� /02/ /0)) 3+42 )	 >56 @&A)++
&'(<: *)) ,	 -. /0(9 /0+) /0): /027 /027 3)42 )	 >56
&'(:/ *)) ,	 . /0)9 /0)) /027 /0/: /02) 3)42 2	 356
&'(:2 *)) ,	 . /09/ /0(+ /0)1 /0)) /0)2 3)42 +	 >56
&'(:) *)2H)) ,	 . /0)1 /0)7 /022 /022 /022 3)42 )	 =56
&'(:( *)2 ,	 . /0)< /027 /0)1 /02) /02( 3)42 )	 =56
&'(:9 *)2 ,	 -. /0+/ /0)2 /0)2 /02( /022 3)42 2	 356
&'(:7 *)2 ,	 . /0() /0+7 /0)( /027 /027 3)42 )	 >56
&'(:1 *)2H)) ,	 -. /0+9 �/0):� /021 /027 /02( =)42 )	 =56
&'9// *)) ,	 -. /0): �/0)(� /02) /0/: /0+1 =94) (	 D56 @&'(:+
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#$ %$ #$ %$
&'()* +,, -	 ./ )0,1 �)0,*� )0*2 )0)2 )0)1 324* ,	 567 8&'9:;
&'(), +,, -	 ./ )0;1 �)0,1� )0*1 )0** )0*< 3,4* ,	 =67
&'(); +,, -	 / )0;* )0,< )0*, )0): )0*: 3;4* *	 367

&'()9 >,, -	 ./ )0*1 �)0*(� )0): )0): )0)( 3,4* ,	 567
8&5*9
&>*)

&'()2 ?,*@,, -	 / )0,( )0,; )0*; )0** )0** 3,4, ,	 A67
&'()1 ?,, -	 / )0,* )0*: )0): )0)1 )0*( 3;4, ;	 A67
&'(): ?,, -	 #./ )0(< )0,; )09( )0*9 )0,* 3;4* ;	 567
&'(** ?,, -	 / )0,: )0,: )0*1 )0*< )0,) 3,4* *	 367
&'(*, ?,, -	 / )0,2 )0,9 )0*9 )0*) )0*, A,4, *	 367
&'(*; ?,, -	 #./ )091 )0;* )0;* )0*; )0*( 3,4* (	 567
&'(*9 ?,, -	 ./ )0;: )0;, )0,, )0,) )0*: 3,4* ;	 567
&'(*< ?,, -	 ./ )09( )0;; )0;; )0,, )0*2 =,4* ,	 567
&'(,, ?,, -	 ./ )0,< )0,* )0*; )0)1 )0*9 3,4* ,	 567
&'(,; ?,, -	 / �)09)� )0;: )0,; )0*1 )0*2 3,4* ;	 567
&'(,9 ?,; -	 ./ )02, �)0(;� )09) )0;9 )0*2 3,4* ,	 A67
&'(,( ?,; -	 ./ �)02)� )092 )09; )0,: )0*; 3*4* ,	 567
&'(,2 ?,,@,; -	 #./ )0<1 )09< )02( )0,1 )0*( 3,4* ,	 567
&'(,< ?,; -	 / )0;1 )0;< )0*1 )0*: )0,1 3;B, ,	 567
&'(,1 ?,; -	 / )029 �)0(*� )0;: �)0;(� )0*< 3*4* ,	 567 8&'(:*
&'(,: +,, -	 / )0*1 )0*1 )0): )0)< )0,) 394, ,	 =67 8&'9:;
&'(;* C,1 -	 ./ )0() )0;: )091 )0;< )0)( A*4* *	 367
&'(;, D,2 -	 / )0;, )0;, )0*; )0*( )0*9 A,4* ,	 A67
&'(;; E,2 -	 ./ )0;2 )0;) )0,) )0*) )0** 3,4* ;	 =67
&'(;2 E,2 -	 #./ )09, )0,1 )0*( )0)1 )0*; A,4* ;	 A67
&'(;< E,2 -	 ./ )0(, )09* )0*2 )0*, )0,, A,4* ;	 =F
&'(;1 E,2 -	 / )0,, )0,* )0*9 )0*; )0,; A;4, *	 367
&'(;: E,2 -	 / )0,< )0,( )0*9 )0*) )0;) A94, ,	 A67
&'(9) E,2 -	 / )0,2 )0,2 )0*; )0*) )0*; 3,4* ;	 =67
&'(9* ',( -	 ./ �)09)��)0;;� )0,) )0*, )0,; 3,4, ;	 >67 G&'9((
&'(9, C,2 -	 ./ )09( )0;; )0,, )0*1 )0)1 A*4* *	 367
&'(9; C,2 -	 ./ )099 )0;( )0*9 )0*) )0,) 3,4* ;	 A67
&'(99 C,2 -	 ./ )0(< )09< )0,1 )0*; )0*( =,H* ,	 A67

&'(9( C,2 -	 
IJ
./

)0;< )0;) )0*2 )0*; )0*9 3,H* *	 367

&'(92 C,2 -	 ./ )0<, )0(2 )0;; )0*; )0,; A,B* *	 367
&'(9< C,2 -	 / )0;) )0,< )0*1 )0*( )0,) A;4, ,	 =67
&'(91 C,2 -	 ./ )09) )0,: )0,: )0*1 )0*1 A,4, ,	 A67
&'(9: C,2 -	 / )0,9 )0,; )0*; )0*; )0** A,4, *	 367
&'((; C,2 -	 ./ )0;9 )0,9 )0)< )0)1 )0*9 A,H, ,	 A67
&'((9 C,2 -	 ./ )0;( )0,1 )0)1 )0)< )0*1 =,4* *	 367
&'((1 D,( -	 IK )09; �)0,,� )0;) �)0*(� )0,; A;B* ,	 A67 G&'(2)
&'((: D,( -	 ./ )0() )0;( )0,) )0*2 )0*9 3,4* *	 367
&'(2) D,( -	 ./ )09: )0;: )0,2 )0,; )0*9 A,4* *	 367 8&'((1
&'(2* D,( -	 ./ �)0;9� )0,1 )0,) )0*2 )0** 3,4* *	 367 G&'(2,

&'(2, D,( -	 ./ )09) )0;, )0,, )0*( )0): 3*4* *	 367
8&'(2*
&'(2;

&'(2; D,( -	 / )0,9 )0,, )0*: )0*2 )0): A,4* *	 367 G&'(2,
&'(29 D,( -	 / )09* )0;( )0,, )0*9 )0*< 3,4* ;	 A67
&'(2( D,( -	 / )0;) )0,2 )0,( )0,, )0*9 3,B* ,	 L67
&'(22 D,( -	 / )0;* )0,1 )0*( )0*, )0)2 A*4* *	 367 8&'(19
&'(21 D,( -	 ./ )0,1 )0,; )0,9 )0*2 )0*( A,B, *	 367
&'(2: D,( -	 / )0,9 )0,9 )0*; )0*; )0)1 A,4* *	 367
&'(<) C,; -	 ./ )0;; )0,< )0): )0)1 )0,( 3;4, ;	 A67
&'(<* C,; -	 ./ )09) )0;; )0;9 )0,< )0*) A,4, *	 367
&'(<, C,; -	 ./ )0(: )09; )0;2 )0;, )0,, 3,B, ;	 L67 8&'(<;
&'(<; C,; -	 ./ �)09)� )0;, )0,) )0*( )0*9 3,4, ,	 A67 G&'(<,
&'(<9 C,; -	 #./ )0<, )09< )0;: )0,* )0*( 3,4* *	 367 8&'(11

&'(<( C,; -	 #./ )0<( )09( )09< )0,) )0*( 3,4* *	 367
8&'(<2
&'(1<
&'(1:

&'(<2 C,; -	 #./ )0(9 )0,2 )0,) )0*; )0*: 3;4* *	 367
G&'(<(
8&'(1:

&'(<< C,; -	 / )0,1 )0,2 )0*: )0*; )0** A,4, ,	 A=
&'(<1 C,; -	 / )0,2 )0,( )0** )0*, )0*9 3,4, *	 367
&'(<: C,; -	 / )092 �)0;:� )0,) )0*2 )0*: 3,4* *	 367
&'(1* C,; -	 ./ )09) )0;; )0;, )0,, )0*( A,4* *	 367
&'(1, C,; -	 ./ )09* )0;, )0;; )0,2 )0,) A,B, *	 367
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#$ %$ #$ %$
&'()* +,* -	 . /0,1 /0,, /02, /0/) /02/ 3,4, 2	 567
&'()1 8,( -	 9: /01/ �/0,,� /0** /02) /0/; 32<2 2	 567 =&'(;;
&'()( 8,( -	 . /0,> /0,) /0,2 /02> /02> 3,<2 2	 567
&'()? +,* -	 9: /0*> �/0,)� /0,/ �/02,� /0,, 5*4, 2	 567 =&'(?(
&'()) +,* -	 @. /0*, �/0,(� /0,/ �/02?� /02( 5,4, 2	 567 =&'(?1

&'()> +,* -	 #@. /0*/ /02; �/0/(��/0/;� /02? 3*4A ,	 367
=&'(?(
&'(?;

&'(>/ 8,1 -	 . /0** /0,> /0,; /0,/ /02/ 3,4, 2	 567
&'(>2 B,* -	 #@. 20// /01) /0>2 /0*> /02? 3,4, *	 C67 =&'(,)
&'(>( D,* -	 . /0,2 /0,/ /02( /02* /0,, 514, *	 C67 E&'12;
&'(>; D,* -	 @. /0,1 /0,/ /0/; /0/; /02* 5,42 ,	 367 E&'12;
&'(>? D,, -	 . �/0,*� /0,/ /02, /02( /0/; 5,42 ,	 367 E&'12;
&'(>> D,( -	 9: /0*( �/0,2� /02( /02/ /02* 5,42 ,	 367 E&D;
&';/2 B,1 -	 @. /0(( /011 /0*> /0,) /02( 5,42 ,	 F67
&';/, B,1 -	 @. /0*, /0,( /0,1 /02( /021 5,42 ,	 367
&';/* B,1 -	 9: /0,) �/02>� /02, /0/> /02( 5*42 ,	 C67
&';/1 B,1 -	 @. /0(2 /0*( /0*( /0,/ /021 5,42 ,	 367
&';/( B,1 -	 @. �/0*;� /0*/ /0,? /0,/ /02( 5,42 ,	 367
&';/; B,1 -	 . /01/ /0*1 /02( /02* /02( 5,42 2	 567
&';/? B,1 -	 . /01/ /0*; /0,* /0,2 /02, 5,42 ,	 C67 E&';/)
&';/) B,1 -	 . /0*/ �/0,/� /0,/ /021 /0/> 5,42 ,	 367 =&';/?
&';/> B,1 -	 . /0,? �/0,,� /02? /02? /021 5,42 ,	 F67 E&';2;
&';2/ B,1 -	 @. /0*/ /0,( /0,/ /021 /021 5,42 *	 G67
&';22 B,1 -	 9: �/0;/� /01( �/0((� /0*? /02* 5242 ,	 F67
&';2, B,1 -	 9: �/0;/� /0*( �/0(?� /0,* /02( 5,42 ,	 367
&';2* B,1 -	 . /0,; �/0,*� /02) /02? /02, 5,42 ,	 367
&';21 BHI,1 -	 . /01) �/01/� /0*/ /0,( /02* 5,42 ,	 F67
&';2( I,1 -	 . /0*; �/0*/� /0,? /02) /02> 5,42 ,	 F67

&';2; B,1 -	 9: �20,/� 202/ �202>� 20/) /021 324, (	 J67
=&';/>
E&';1/
&';12

&';2> I,*H,1 -	 @. /0(> /01? /0*2 /0,> /02? 5,<2 ,	 C67
&';,/ I,1 -	 . /0*2 /0,) /0,1 /0,1 /021 3,4, 2	 567
&';,2 I,1 -	 @. /0,) /02> /02) /0/> /0/> 3,42 ,	 367
&';,, I,1 -	 . /0*? /0*2 /0,2 /02? /02; 5,42 ,	 F67
&';,1 I,1 -	 . �/0*(� /0** /0,; /02) /02* 3,4, ,	 367 E&';,(
&';,( I,1 -	 . /0(( �/0(/� /0*; /0*, /022 3242 ,	 FK =&';,1
&';,; I,1 -	 @. /0*/ /0,, /0,1 /02? /0/> 3,4, ,	 367
&';,? I,1 -	 @. /01/ /0,) /0,1 /02( /02; 3,4, ,	 J67
&';,) I,1 -	 @. /01* /0*/ /0,) /02( /022 5,42 ,	 F67
&';,> IH',1 -	 . /0*? /0** /0,2 /02) /02> 5,42 2	 567
&';*/ I,* -	 @. /0*2 /0,( /021 /0/> /02? 5,42 ,	 F67
&';*2 I,1H,( -	 @. /0,> /0,1 /02; /022 /02( 5,42 ,	 F67
&';*, I,* -	 #@. /0;* /0** /01( /02( /02? 3,42 ,	 367
&';** I,* -	 @. /0*; /0,/ /02) /022 /021 5,4, ,	 367
&';*( I,* -	 . /0** /0,> /0,( /02, /02> 5,4, 1	 F67
&';*; I,* -	 . /0*( /0*, /0,, /0,1 /02, 5,42 2	 567
&';*? I,,H,* -	 @. /0;* /011 /01* /0,) /02( 5,42 ,	 C67
&';*) I,* -	 . �/01;� /01, /0** /0,( /0,1 5,4, *	 F67
&';1/ B,1 -	 @. /0,) /0,, /02( /0/? /02* 5,42 ,	 F67 =&';2;
&';12 B,1 -	 #@. /0;/ /0*? /011 /0,1 /02( 5,42 ,	 367 =&';2;
&';1, I,1 -	 @. /0;/ /01, /0(( /0*( /02) 5,42 *	 F67
&';1* I,1 -	 @. /01/ /0*/ /02> /021 /0,( 5*4, 2	 567
&';11 I,1 -	 @. �/0(1� /012 �/0(,� /0*; /02/ 3242 ,	 F67
&';1( I,1 -	 . /0*, /0*2 /0,) /0,) /0/> 5242 ,	 F67
&';1? I,, -	 #@. /01/ /0,( /0,; /021 /02/ 3,42 ,	 367
&';1) I,, -	 . /0*1 /0*/ /0,2 /0/? /01/ C142 *	 367
&';1> I,, -	 . /01* /01/ /0*/ /0,; /02* 3,42 ,	 F67

&';(/ I,, -	 
9L
#@.

/01, /0,? /0*, /02) /02/ 5,42 2	 567

&';(1 I,, -	 @. /01/ /0,) /022 /0/> /0*; C1<2 ,	 F67
&';(? ',1 -	 9: /0*> �/0,>� /0,, �/02(� /021 5,42 ,	 F67
&';() ',1 -	 @. /0,> /0,1 /021 /02/ /022 5,42 *	 C67
&';(> ',1 -	 #@. /0;, /0*) /01( /0,, /02> 3,42 *	 F67
&';;/ ',1 -	 #@. /0)/ /01( /0(1 /0,? /021 5,42 ,	 C67 E&'?(;
&';;2 ',1 -	 @. /0;1 /01? /01, /0,* /02) 3,4, ,	 F67
&';;, ',1 -	 @. /0;2 /0(/ /0*, /0,; /0,) 5,42 ,	 F67
&';;* ',1 -	 @. /01, /0*, /0,* /021 /02> 5,42 ,	 F67
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#$ %$ #$ %$
&'(() '*) +	 ,- �./00� ./*1 �./(2� ./1. ./10 324* *	 567 8&'((9
&'((9 ':;*) +	 #<= ./>9 ./)) ./0> ./21 ./.> 314* *	 567 ?&'(()
&'((( '*) +	 <= ./99 ./20 ./22 ./1@ ./*. A*41 2	 567
&'((0 B:'*2 +	 <= ./9. ./2( ./2. ./1> ./10 3*41 *	 567
&'((@ B*2 +	 <= ./2> ./*@ ./** ./1@ ./*2 C2D2 9	 567
&'((> B*2 +	 <= ./29 ./*@ ./*2 ./19 ./*1 A241 )	 567
&'(0. '*2 +	 = ./9@ ./99 ./22 ./*. ./** A*41 *	 C67
&'(01 '*2 +	 #<= ./(@ ./2> ./9@ ./*@ ./1( A*41 *	 367
&'(0* '*2 +	 = ./)) ./)* ./*@ ./** ./12 A*41 *	 567
&'(02 '*2 +	 <= ./9* ./)1 ./)0 ./2. ./1( A*41 *	 567
&'(0) '*2 +	 <= ./)) ./2) ./29 ./*. ./*1 A*41 2	 567
&'(09 '*2 +	 = ./20 ./2* ./*@ ./*2 ./19 A*41 2	 C67
&'(0( '*2 +	 <= ./29 ./*( ./2. ./12 ./** 324* 2	 567
&'(0@ ;*) +	 = ./)( �./).� ./1@ ./** ./1) 3*41 )	 E67 8&'(00
&'(@. ;*) +	 = ./21 ./2. ./** ./1( ./1. 3*41 1	 A67 ?&'(@1
&'(@* ;*) +	 = ./)* ./2( ./*) ./1@ ./1( 3*41 *	 367 ?&'(@2
&'(@2 ;*) +	 ,F �./(@� ./90 ./9. ./*9 ./*1 3*G* )	 567 8&'(@*
&'(@) ;*) +	 = ./*@ ./*@ ./1> ./1( ./19 3*4* 1	 A67 ?&'(@9
&'(@9 ;*) +	 <= ./@9 �./(9� ./(0 ./)9 ./1( A141 1	 A67 8&'(@)
&'(@( ;*) +	 = ./9. ./)0 ./). ./2> ./1) 314* *	 367
&'(@0 ;*2:*) +	 = ./)) ./2@ ./20 ./21 ./1* 3*41 1	 A67
&'(@@ ;*) +	 <= ./9( ./)( ./2. ./19 ./*1 3*41 2	 H67
&'(@> ;*) +	 <= ./22 ./*( ./*9 ./1) ./19 3*4* *	 367
&'(>. ':;*) +	 = ./)9 ./)) ./2. ./*@ ./19 A*41 *	 367
&'(>1 ;*) +	 = ./2( ./29 ./10 ./1) ./1* A*41 1	 A67
&'(>) ;*) +	 <= ./*2 ./10 ./.> ./.0 ./.( A*41 1	 A67 8&'990
&'(>9 ':;*2 +	 = ./2> ./2@ ./*9 ./10 ./1> 3*41 *	 367
&'(>( ;*2 +	 = ./)* ./20 ./** ./1( ./*1 3*41 1	 A67
&'(>0 ;*2 +	 = ./)1 ./). ./*0 ./*0 ./10 3*4* *	 367
&'(>@ ;*2:*) +	 <= ./(2 ./)( ./9. ./22 ./** 3*D1 2	 H67
&'(>> ;*2 +	 = ./)0 ./)2 ./*. ./1( ./*. A*41 )	 E67
&'0.. ;*2 +	 = ./29 ./2* ./10 ./*. ./*9 A2D* 2	 H67
&'0.) ;*2 +	 = ./*@ ./*@ ./1@ ./1@ ./11 3*41 1	 A67
&'0.9 ;*2 +	 <= ./22 ./*9 ./*( ./*. ./1. 3*41 1	 A67
&'0.( ;*2 +	 = ./20 ./21 ./*0 ./*. ./10 A*41 1	 A67
&'0.0 ;*2 +	 = ./)) ./)) ./*0 ./*0 ./19 A*41 1	 A67
&'0.@ ;*2 +	 <= ./20 �./*(� ./*> �./*1� ./1* 3*41 1	 A67 8&'0.>
&'0.> ;*2 +	 = �./2*� ./29 �./2.� ./*> ./1* 3*4* 1	 A67 ?&'0.@
&'01. ;*2 +	 = ./*> ./*( ./*1 ./10 ./1. 3*41 1	 A67
&'011 ;*2 +	 = ./*@ ./*@ ./*. ./12 ./1> 3*41 *	 367 ?&'01*
&'012 ;*2 +	 = ./)) ./2> ./29 ./21 ./1) 3*4* *	 567 ?&'01*
&'01) ;*2 +	 = ./2. ./*0 ./*2 ./1@ ./*2 324* *	 367
&'019 ;*2 +	 #<= ./@. ./)0 ./)) ./19 ./1> A*41 1	 A67
&'01( ;*2 +	 <= ./20 ./*0 ./*( ./1( ./1( 3*41 1	 A67
&'010 ;**:*2 +	 = ./). �./20� ./1> ./1( ./1( A*41 1	 A67 ?&'022
&'01@ ;**:*2 +	 = ./)2 ./)2 ./*9 ./*. ./1@ A*4* 1	 A67
&'0** I** +	 <= ./92 ./)1 ./22 ./*2 ./1* A141 1	 A67
&'0*2 I** +	 = ./92 �./9.� ./2. ./*2 ./1. A141 1	 A67
&'0*) I** +	 = ./92 �./)9� ./2. �./*9� ./1> A*41 1	 A67 ?&E19
&'0*9 I** +	 = ./)> ./)) ./*2 ./1> ./19 A*41 1	 A67 ?&'0*(
&'0*( I** +	 = �./2@� ./)2 �./*9� ./1( ./1> A*41 *	 367 8&'0*9
&'0*0 ;** +	 = ./)0 ./)0 ./2) ./20 ./12 3141 *	 367
&'0*@ ;** +	 = ./)) ./2@ ./*2 ./1> ./** 3*41 *	 567
&'0*> ;** +	 = ./)0 ./)2 ./2@ ./29 ./19 3*41 1	 A67
&'02. ;** +	 = ./*@ ./*( ./1( ./12 ./1* A*41 1	 A67
&'021 ;** +	 <= ./9) ./). ./)( ./*2 ./19 3*41 *	 567
&'02* ;** +	 = ./22 ./22 ./*. ./*. ./1* 3*41 1	 A67
&'022 ;** +	 <= ./9* ./2@ ./*2 ./1( ./*1 A*41 *	 367 8&'010
&'029 ;** +	 = ./2. ./*0 ./1( ./1* ./12 3*41 1	 A67
&'02@ '** +	 <= ./*) ./1@ ./1) ./1* ./*@ 394* 1	 A67
&'02> '** +	 <= ./*> ./*. ./*. ./.@ ./1* 3*41 1	 A67
&'0). '** +	 <= ./)) ./2) ./1) ./1) ./*2 C*4* *	 C67 ?&'0)1
&'0)1 '** +	 = ./)2 �./2)� ./*@ ./*2 ./1. A141 1	 A67 8&'0).
&'0)2 '** +	 = ./*9 ./** ./.@ ./.> ./12 A*41 1	 A67
&'0)9 '*1 +	 = ./20 ./2) ./*0 ./*@ ./10 A*D* *	 367
&'0)( B*1 +	 = ./21 ./2. ./*9 ./*) ./19 3*G* *	 367
&'0)0 B*1 +	 = ./)@ ./). ./2. ./*) ./11 A141 1	 A67
&'0)@ B*1 +	 #<= ./). ./2. ./2. ./12 ./1( A*D1 2	 367
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#$ %$ #$ %$
&'()* +,- .	 /0 12,( 12,1 12-3 12-- 12-, 4,5- ,	 678
&'(31 +,- .	 9:0 12;; 12;; 12-< 12-* 12-* 4,5- -	 478

&'(3- =,1 .	 #/0 12)1 12,( 12,3 12-- 12-; 4,5- ;	 >78
?&'@,<
&'@,(

&'(3, =,1 .	 /0 12;( 12,( 12-@ 12-) 12-( 4,5- -	 478 ?&'@,(
&'(3; ',; .	 /0 �1231� 12)) �12);� 12;@ 12,1 6,5, ;	 =78 A&'(3)
&'(3) ',; .	 /0 12)( 12;< 12;; 12-@ 12,) 6,5, ;	 678 ?&'(3;
&'(33 ',; .	 0 12)- 12;3 12;; 12,< 12,- 4,5- ,	 678
&'(3< ',) .	 0 12,< �12,)� 12-3 12-; 12,, 4;5, ,	 =78 A&'<<1
&'(3@ B,3 .	 0 12;1 �12,@� 12,- 12-@ 12-, 4,5- ,	 >78
&'(3* B,3 .	 /0 �12;,� 12,3 �12,@� 12-@ 12-; 6,5- -	 478 A&'(<1
&'(<1 B,3 .	 0 �12,-� 12,- 12-@ 12-) 12,1 4;5, ,	 678 ?&'(3*
&'(<- B,)C,3 .	 /0 12), 12;1 12;1 12-1 12-1 4,5- ,	 =78
&'(<, B,3 .	 #/0 12,) 12-) 12-< 121@ 121< 4,5- ,	 =78
&'(<; B,3 .	 /0 12)< 12;( 12;, 12,) 12-< 4,5- ,	 >78
&'(<) B,3 .	 #/0 123- 12;; 12), 12,, 12-- 4,5- ,	 678
&'(<3 B,3 .	 /0 12,@ 12,; 12-1 121@ 12,1 =;D; ,	 >78
&'(<< B,3 .	 0 12;3 12;1 12,3 12-@ 12-- 4,5- ,	 >78
&'(<( B,3 .	 /0 12)) 12;3 12;@ 12,1 12-3 4,5- ;	 >78
&'(<@ B,3 .	 #/0 12); 12,; 12-, 121( 12-@ 6,5, -	 478
&'(<* B,3 .	 #/0 12(1 12)1 12<, 12;1 12-* 6,E- ,	 >78
&'((1 B,3 .	 9F 12); 12,, �12)1� 12-< 121* 6,5, ,	 678 A&'((-
&'((- B,3 .	 0 12)* 12), 12,@ 12-3 12-@ 4,5- ,	 678 ?&'((1
&'((, B,3 .	 #/0 12;< 12,) 12;1 12-( 12,1 4;5, ,	 678
&'(() B,3 .	 #/0 123- 12,< 12); 12,1 12-; 4,5- ,	 >78
&'((3 B,3 .	 /0 12;; 12,; 12,1 12-) 12,, 4)5, ;	 =78
&'((< B,3 .	 #/0 12)@ 12;- 12;< 12,1 12-) 4,5- ,	 678
&'((( B,3 .	 /0 12)- 12;1 12;- 12-) 12-@ 6,5, ;	 >78
&'((@ B,3 .	 /0 12;3 12,* 12,@ 12-< 12-; 4,5- ,	 >78
&'((* B,3 .	 0 12,* 12,< 12,1 12-3 12-< 4,5, ,	 =78
&'(@; G,3 .	 /0 12;) 12,@ 12,3 12-@ 12-1 4,5- ;	 >78
&'(@) G,3 .	 #/0 12<@ 12;* 12<1 12;, 12-- 4-5- ,	 >78
&'(@3 G,3 .	 #/0 12)@ 12,@ 12;3 12-@ 12-, 4,5- ,	 >78
&'(@< G,3 .	 9F �12,(� 12,1 �12-3� 12-3 12-1 4,5- -	 478
&'(@( G,3 .	 /0 12)1 12,* 12;; 12,, 12-- 4,5- ,	 678
&'(@@ G,3 .	 #/0 123, 12;- 12)1 12,) 12-, 6,5, -	 478
&'(@* B,) .	 0 12;; 12;1 12,3 12,, 12-) 4,5, ,	 >78
&'(*- B,) .	 0 12(3 12<) 123< 12;@ 12,< 4,5- ;	 >78
&'(*; G,3 .	 0 12,; 12,- 12-( 12-) 12-- 4,E, ,	 >78
&'(*) G,3 .	 0 12,, 12-* 12-( 12-; 12-< 6;E, ,	 >78
&'(*3 G,3 .	 0 12,, 12-* 12-3 12-; 12-, 4,5- ,	 >78
&'(*< B,3 .	 /0 12;( 12,< 12,1 12-1 12,3 =;5- ;	 =78
&'(*( G,3 .	 9F 12,@ �12,3� 12,< �12,-� 12-- 4,5- ,	 >78 ?&',1*3
&'(*@ B,) .	 0 �12,;� 12,1 �12,1� 12-) 12-( 4;5, -	 478 A&'(**
&'(** B,) .	 #/0 12)- �12,(� 12,( �12,-� 12-* 4;5, ,	 >78 ?&'(*@
&'@11 B,) .	 #/0 123* 12;) 12)@ 12,; 12-3 4,5- -	 478
&'@1- B,) .	 /0 12;1 12,3 �12,3� 12-3 12,- 4;5, -	 478 ?&'@1,

&'@1, B,) .	 #/0 �1233� 12;) 123, 12,; 12,@ 4;D, ,	 >78
A&'@1-
&'@1;

&'@1; B,) .	 /0 12,@ 12,- 12-( 12-, 12,; 4;5, ,	 678 ?&'@1,
&'@1) B,) .	 0 12)- �12)1� 12;3 �12,3� 12-* 4,5- ,	 >78
&'@1@ >CH,< .	 0 12)< 12;* 12;, 12,3 12-3 4,5- -	 478
&'@-; +,) .	 0 12;, 12,* 12,( 12,, 12-) 4,5- -	 478
&'@-) I,) .	 0 12); 12;* 12;; 12,3 12-* 4,5, -	 478
&'@-3 =,, .	 9J 12(@ 12<1 123, 12;3 12,1 4,5- -	 478
&'@-< =,, .	 #/0 12;* 12,< 12,1 12-; 12,, 4;5- -	 478
&'@-( =,, .	 9F 12)1 �12,)� 12-@ �12-1� 12,- 4;5- -	 478
&'@-@ =,-C,, .	 9F 123) �12,3� 12;, �12-1� 12,3 4;5- ,	 >78

&'@-* >,, .	 
9:
#/0

12)( 12;1 12)1 12-@ 12-3 6,5- -	 478

&'@,1 >,, .	 9F 12(- �12,<� 12<; �12-<� 12-3 6,5- -	 478 ?&'@,-
&'@,- >,, .	 9J 12@) 12)@ 12<3 12,; 12-< 4,5- ,	 678 A&'@,1

&'@,, >,, .	 
9:
/0

�12)@� 12), 12;( 12,3 12-( 4,5- -	 478 A&'@,;

&'@,; >,, .	 
9:
/0

12)1 �12;)� 12,@ 12,, 12-) 4,5- -	 478 ?&'@,,

&'@,) >,, .	 0 12;* 12;3 12;, 12,* 121* 4-5- -	 478
&'@,3 >,, .	 /0 12,1 12-* 121( 1213 12,3 =)5, -	 478
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#$ %$ #$ %$

&'()* +), -	 ./ �,01)��,0)2� ,013 ,0)4 ,05( 6)75 )	 89:
;&'2<5
&'2<)

&'()2 +), -	 .= �,0<4� ,0*4 ,0<, ,04( ,05< 657< 5	 69: ;&'2<)
&'()( +), -	 ./ �,0)*��,052��,05(��,05*� ,05* 6475 5	 69: >?@
&'(4, +), -	 #AB ,01< �,014� ,0)* ,0)) ,054 6)75 5	 69:
&'(45 +), -	 .= ,024 ,0*, ,0*, ,0<< ,05) C57) 4	 C9:
&'(4) +), -	 #AB ,0)4 ,054 ,0)) ,05, ,0)) C<7) )	 C9: >?@
&'(44 +), -	 ./ ,04< ,0)( ,05* ,05< ,052 6)75 )	 C9:
&'(41 +), -	 AB ,04( ,04* ,0)* ,0)5 ,0), 6)75 5	 69:
&'(4< 8), -	 #AB ,04( ,045 ,045 ,0), ,051 C)7) )	 C9:
&'(4* 8), -	 #AB ,014 ,0)3 ,045 ,0), ,05* C)75 )	 C9:
&'(42 8), -	 .= �,0(*��,014� ,0<( �,0),� ,0)( C)75 4	 89:
&'(4( 8), -	 B ,014 ,04( ,04< ,04) ,055 65D5 4	 89: E&'(43
&'(1, 8), -	 #AB ,0*1 ,04) ,0<* ,0)4 ,05) C)7) )	 C9:
&'(15 8), -	 .= ,02, ,0<4 ,011 ,04, ,05* 6)75 5	 69:
&'(1< 8), -	 B ,04, ,0)< ,05< ,05* ,04* 617) )	 +9: >?@
&'(1* 8), -	 B ,053 ,053 ,05) ,05) ,0)1 C17) 5	 69:
&'(12 8FG), -	 AB ,05* ,05* ,05) ,05, ,05( C17) 5	 69: >?@
&'(1( 8FG), -	 B ,0)) ,053 ,051 ,05) ,055 6)75 )	 C9: >?@
&'(13 +53 -	 ./ �,02,��,01(��,0*3��,04(� ,04, C)7) 5	 69:
&'(<, +53 -	 B ,0)4 ,0)5 ,051 ,05) ,053 6475 )	 89:
&'(<5 +53 -	 AB ,0)) ,05( ,054 ,0,3 ,054 C47) 5	 69:
&'(<4 +53 -	 #AB ,0*5 ,011 ,04( ,0)4 ,05* C)75 )	 C9: E&'(<1
&'(<1 +53 -	 ./ ,04) �,0)<� ,05( �,05(� ,055 6)75 )	 C9: ;&'(<4
&'(<< +F853 -	 B ,0)* ,0)< ,053 ,052 ,05) C)7) 5	 69:
&'(<* +53 -	 AB ,01, ,045 ,0)3 ,0)1 ,051 C)75 )	 C9:
&'(<2 +53 -	 AB ,0<, ,011 ,04, ,0)1 ,0)5 C)75 4	 C9:
&'(<( 8), -	 AB ,04* ,04, ,0), ,05* ,05< 6)75 )	 C9:
&'(<3 8), -	 #AB �,0<,� ,0<, �,01)� ,0)) ,0)) C)75 )	 C9: ;&H)4,

&'(*, 853F), -	 
.I
#AB

,022 ,043 ,0<3 ,052 ,054 C)75 4	 C9:

&'(*5 853F), -	 #AB 5044 ,0*< 50)4 ,0<3 ,054 C5D) )	 C9:
&'(*) 85(F53 -	 ./ ,012 �,014� ,0), ,0), ,052 6)75 )	 C9: ;&'(22
&'(*4 +F853 -	 #AB ,04) ,052 ,0), ,05) ,05, C)7) )	 C9:
&'(*1 853 -	 #AB ,04) ,0)2 ,0), ,054 ,05) C)75 )	 89:
&'(*< 853 -	 #AB ,042 ,0)* ,0)( ,051 ,05, C)75 5	 69:
&'(** 853 -	 B ,0)* ,0)1 ,053 ,05( ,05, C)75 5	 69:
&'(*2 853 -	 B ,0<) ,0<, ,01, ,04( ,05, C57) 5	 69: E&'(*(
&'(*( 853 -	 B �,043� ,042 ,0)) ,053 ,05< 6)75 5	 69: ;&'(*2
&'(*3 853 -	 #AB ,04< ,0)* ,0)4 ,05< ,05) C)75 5	 69:
&'(2, 853 -	 AB ,01, ,04* ,04) ,0)* ,05* C)7) )	 C9:
&'(25 853 -	 B ,045 ,04, ,0)4 ,0)) ,0,( C575 5	 69: E&'(2)

&'(2) 853 -	 
.I
#AB

,044 �,053� ,0)) �,05)� ,05( C47) )	 C9: ;&'(25

&'(24 853 -	 #AB ,01( ,041 ,04( ,053 ,054 C)75 )	 C9:
&'(21 853 -	 B ,0)* ,0)1 ,053 ,05* ,05< C)7) 5	 69:
&'(2* 853 -	 AB ,043 ,04< ,0)( ,0)4 ,055 C)75 5	 69:
&'(22 85(F53 -	 #AB ,0<3 ,043 ,01) ,0)) ,05( 6)75 4	 G9: E&'(*)
&'(2( 85( -	 AB ,04) ,0)( ,0)1 ,0), ,055 C)7) 5	 69:
&'(23 +5(F53 -	 ./ �,014� ,0<< �,0)4� ,0)( ,0)1 C)75 4	 89:
&'((, +5(F53 -	 B ,0)2 ,0)1 ,05< ,054 ,0,( 6)75 5	 69:
&'((5 +5(F53 -	 B ,04, ,04, ,05* ,051 ,051 C)75 5	 69:
&'(() +5( -	 AB ,04( ,04) ,0)4 ,05( ,053 6)75 5	 69:
&'((4 +5( -	 AB ,0)1 ,0)1 ,054 ,0,3 ,054 C)75 )	 C9:
&'((1 +5( -	 B ,01) ,04* ,053 ,052 ,054 6)75 5	 69: E&'((<
&'((< +5( -	 ./ �,04,� ,0)* �,0)*� ,053 ,05) C)7) 5	 69: ;&'((1
&'((* +5( -	 B ,0)( ,0)2 ,05< ,05< ,05) C)7) 5	 69: E&'((2
&'((2 +5( -	 AB ,01( �,042� ,05, ,05< ,05< 6)75 )	 C9: ;&'((*

&'((( +5( -	 
.I
#AB

,013 ,04* ,05( ,05, ,05* 6)D4 )	 C9:

&'((3 +5( -	 B ,0)< ,0)< ,05< ,051 ,05* 6)75 5	 69:
&'(35 +5( -	 B ,04* ,04, ,054 ,055 ,0)< 647) 4	 C9:
&'(3) +5( -	 B ,0)1 ,0)4 ,05< ,054 ,055 6)75 5	 69:
&'(34 +5( -	 #AB ,015 �,04,� ,0)* ,05* ,05) 6)75 )	 C9: E&'(3<
&'(31 +5( -	 AB ,0)1 ,0)4 ,051 ,05( ,0)< C47) )	 C9:
&'(3< +5( -	 #AB 50,( �,02<� ,02, �,042� ,055 C575 5	 69: ;&'(34

&'(3( +5( -	 
.I
#AB

,0*5 ,042 ,01, ,052 ,052 6)75 )	 C9:
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#$ %$ #$ %$
&'()) *+( ,	 #-. /01) /01+ /0+2 /0++ /03+ 435+ 3	 *67
&')// *+( ,	 #-. /033 /0/) /0+) /0+/ /0/) 4+5+ +	 467
&')/+ *89+( ,	 . /0:) /0:2 /03/ /0+2 /0+; 435+ +	 467
&')/3 *3/ ,	 <= �/03+� /03/ �/0+/� /0++ /0+2 >:53 +	 467 ?@A

&')/: *893/ ,	 
<B
#-.

+0/1 /0)/ /0;3 /011 /03/ >+5+ 3	 *67

&')/1 93/ ,	 -. �/031� /032 �/03+� /0+C /0+: >353 +	 467
&')/; 9+) ,	 #-. /0C1 /01/ /01C /0+) /0+( 435+ 3	 >67
&')/C 9+) ,	 #-. /0;2 /013 /013 /033 /0+1 >35+ +	 467
&')/( 98D3/ ,	 #-. /01+ /0:; /0+3 /0/( /0+/ 4+5+ +	 467
&')/) D3/ ,	 -. /0:2 /0:+ /03) /033 /0+: >35+ +	 467
&')+/ 933 ,	 . /03) /03C /0+; /0+: /0+/ 435+ 3	 967
&')++ *3+ ,	 . /03( �/03/� /0+1 /0+1 /033 4153 +	 467
&')+3 933 ,	 -. /0:C /032 /03/ /0+C /0++ 435+ +	 467
&')+: 933 ,	 #-. /0:: /031 /033 /0+3 /0+/ 435+ +	 467

&')+1 93+833 ,	 <= +0:+ �+0/3� +0/; �/02(� /0+2 >+E+ 3	 *67
F&9:1
&G2)

&')+; 93+ ,	 <= /0:( �/0:+� /03/ /0+) /03C *:H: 3	 >67 F&9:1
&')+C 93+ ,	 #-. /0;/ /0:2 /0:; /0+( /0+1 43H+ +	 467
&')+2 D33 ,	 -. /03; /031 /0+; /0++ /0/) 435+ +	 467 I&')+(
&')+( D33 ,	 <= /03: /033 /0+; /0+/ /0/; 4+5+ +	 467 F&')+2
&')+) D33 ,	 <= /02/ �/01:� /013 �/03(� /0+C 435+ 3	 >67

&')3+ J33 ,	 
<B
-.

/03( /03: /0+; /0++ /0+: 435+ 3	 *67

&')33 D33 ,	 
<B
#-.

/0C/ /01: /01; /033 /0+: >353 +	 467

&')3: J8K33 ,	 
<B
#-.

/0C( /01+ /0;2 /03C /032 43E+ 3	 J67

&')31 *3+ ,	 #-. /0:( /03; /0+; /0/( /0+/ 435+ +	 467

&')3C *3+ ,	 
<B
#-.

/03; /03/ /0+1 /0/) /0/C 435+ +	 467

&')32 *3+ ,	 <= +0:/ /0;/ �+031� /03; /0/) >+5+ 3	 >67 F&')2:
&')3( *3+ ,	 . /03( /03; /0+2 /0+; /0/1 4+5+ +	 467
&')3) *3+ ,	 #-. /0C; /0:C /01: /03/ /0+1 435+ 3	 *67
&'):/ *3+ ,	 <= /022 /02/ /0;2 /01) /0+: 4+5+ 3	 >67 F&G2C
&'):+ 93+ ,	 #-. /0:/ /033 /03C /0+2 /0/) >35+ +	 467
&'):3 93+ ,	 #-. /013 /0:3 /032 /0+1 /0/C >+5+ +	 467
&'):1 93+ ,	 <= /0:2 �/032� /03+ �/03/� /0/2 4+5+ +	 467
&'):C *3+ ,	 #-. /0:/ /03+ /0+1 /0/( /0+( 4:53 +	 467
&'):2 *3+ ,	 <= �+0:;� /0C: �+03)� /0;2 /0+3 >+53 +	 467
&'):( *3+ ,	 <= /0;1 �/0+C� /0:( �/0+/� /0+; 4:53 3	 >67
&'):) J33 ,	 -. /0:/ �/03+� /0+1 /0++ /0+/ >353 +	 467
&')1+ D3+ ,	 <= /032 �/0+1� /0+( �/0+3� /0+1 4:E3 +	 467
&')1: D3+ ,	 #-. /031 /031 /0+2 /0+/ /0+2 4:53 +	 467
&')1; D3/ ,	 . /032 /03C /03/ /0+( /0+2 >353 3	 967 I&')1C
&')1C D3/83+ ,	 <= /0;1 /0:+ /0:; /0+3 /0+1 >35+ 3	 967 F&')1;

&')1( D8J3+ ,	 
<B
#-.

/0:2 �/03)� /03C /0+; /0/) 435+ +	 467

&')1) D3+ ,	 -. /011 /0:+ /0:/ /03+ /0+; 435+ +	 467
&');/ D8J3+ ,	 -. /0:/ /032 /033 /0+( /0/2 >+5+ +	 467
&');+ D8J3+ ,	 -. /01: /0:3 /033 /0+C /0+; 435+ +	 467

&');: J3+ ,	 
<B
#-.

/013 /0:/ /0:/ /03/ /0/2 4+5+ +	 467

&');1 J3+ ,	 
<B
#-.

/013 /03C /03( /0+; /0/2 4+5+ +	 467

&');C J3+ ,	 -. /0:; /0:1 /03C /0+) /0+3 435+ +	 467

&');2 J3+ ,	 
<B
#-.

/0;: /0:) /0:) /031 /0+/ 4+5+ 3	 D67 I&');(

&')C3 J3+ ,	 <= +0/( /0(+ /0(( /0C; /0+/ 4+5+ 3	 >67
I&')C+
&'+)++
F&')C:

&')C: J3+ ,	 <L +03; /0(+ /0)) /0;/ /03C 435+ 3	 967
I&')C3
&'+)++

&')C1 J3+ ,	 #-. /0(3 /01) /0C2 /0:/ /0+; 435+ 3	 >67
&')CC J8K3+ ,	 -. /013 /0:; /0+C /0+3 /0+: 435+ 3	 >67
&')C2 J3+ ,	 #-. /0(+ /012 /0C/ /0+2 /03; >353 3	 967
&')C( J3+ ,	 -. /0;1 /0:) /0:; /03C /0+( 435+ 3	 *67
&')C) J3+ ,	 #-. /02; /0;: /032 /0+C /0+; >35+ :	 *67
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#$ %$ #$ %$
&'()* +,* -	 #./ �0123� 01,4 01,* 01*5 01,* 627* 2	 89: ;&'()0
&'()2 <,* -	 #./ 0125 01,4 01,0 01*, 01*3 6,7* ,	 =9: >&'(,)
&'()5 ?,* -	 @A 0120 �01,0� 01,0 �010(� 01*) 627, 2	 =9:

&'()3 B,* -	 
@C
#./

01D* 0125 0125 01*) 01*3 6,7* *	 69:

&'()D B,* -	 #./ 012, 01,3 01*) 010( 01,0 627* *	 69:

&'()) B,* -	 
@C
#./

012( 01,4 01,D 01*5 01*) =,7* ,	 =9:

&'()( B,* -	 #./ 012( 012, 01,* 01*2 01,, 6,7, *	 69:
&'(40 B,* -	 #./ 013( 015, 0122 01,0 01,, 6,7* 2	 =9:
&'(4* B,* -	 / 01,3 01,5 01,* 01*4 01*3 =,7, ,	 =9:

&'(45 B,* -	 
@C
#./

0123 01,5 01,* 01*5 01,0 627, ,	 89:

&'(4D B,* -	 #./ 0152 01,, 015* 01,0 01*( 627* ,	 89:

&'(4) B,* -	 
@C
#./

01D3 0124 0133 01,, 01,( 62E, ,	 89:

&'(4( B,* -	 #./ 012D 01,4 01,) 01*) 01*5 =,7* *	 69:
&'((, B,* -	 ./ 01,3 01,* 01*4 01*2 01*3 627, *	 69:
&'((2 B,* -	 ./ 01,* 01,* 01*) 01*2 01,* =27, *	 69:
&'((5 B,* -	 ./ 015, 0122 012, 01,5 01*, 6,7* *	 69:
&'(() ?,0 -	 / 0122 0122 01*2 01*2 01*, =,7, *	 69:
&'((4 ?,0 -	 #./ 0153 015* 012D 01,2 01,0 =,7* 2	 89:
&'((( ?,0 -	 #./ 0150 0123 01,D 01*3 01*0 =*7* *	 69:
&'*000?,0 -	 #./ 013* 0123 01,D 01*2 01*2 =,7, ,	 =9:
&'*002?,0 -	 ./ 015, 0122 01*5 01** 01,3 =27* ,	 =9: >&'*033
&'*005?,0 -	 ./ 012D 0120 01,, 01*3 01*5 6,7* *	 69:
&'*003?,0 -	 / 0122 01,( 01,3 01,, 01,5 =27, *	 69:
&'*00D?,0 -	 / 012, 0120 01,D 01,5 0104 =*7, *	 69:
&'*004?*( -	 @C/ 012D 012D 01*2 01*, 01,, 6,7* ,	 =9:
&'*00(?*( -	 / 0150 012* 01,* 01*4 01*D 6,7* ,	 =9:
&'*0*0?*( -	 / 0155 012( 01,( 01,3 01,* 6,7, ,	 <9: >&'*0D0
&'*0**?*( -	 @C/ 0125 0125 01,5 01,2 01,2 6,E, 2	 =9: >&'*034
&'*0*,?*( -	 / 01,2 01,, 01*4 01*D 01*2 =,7, *	 69:
&'*0*2?*( -	 / 01,* 01,0 01*D 01*3 01** =,7* ,	 =9:
&'*0*5B,0 -	 ./ 013, 0130 0122 01,) 01*D =,7* *	 69:
&'*0*3+,0 -	 ./ 0120 01,3 01*) 01*5 01*2 6,7* ,	 =9:
&'*0*D+,0 -	 #./ 01D3 �0150� 012D 01*D 01*( 6,7* 2	 89:
&'*0*)+,0 -	 / 01,0 01*4 010D 010D 0104 =,7* *	 69:
&'*0*4+,0 -	 ./ 01,4 01,D 01,, 01*D 01*3 6,7* *	 69:
&'*0*(+,0 -	 @A 012( �01,,� 01*5 �0104� 01,0 627* ,	 89:
&'*0,0+,0 -	 @A �0120��0120��01*D��01*5� 01*) 6,7* *	 69:
&'*0,*+*( -	 #./ 013* 015, 0122 01,, 01*( 6,7* ,	 =9:
&'*0,,+*( -	 / �0155� 012) 012* 01,4 01*D 6,F, *	 69:
&'*0,2+,0 -	 ./ 0125 01,( 01,D 01,0 01*( =,7, ,	 =9:
&'*0,5B,0 -	 / �0155� 0124 01,2 01,5 01,, 6,7* 2	 89:
&'*0,3B*(G,0 -	 ./ 012( 0120 01,) 01*( 01*4 =,7* ,	 89:
&'*0,DB,0 -	 / 01,5 01,2 01*( 01*( 010( =,7, *	 69:
&'*0,)B,0 -	 / 015* 012) 0124 0122 01** =*7, *	 69:
&'*0,4?*)G*4 -	 #./ 01,5 01,0 01*5 010( 01*0 =,7, *	 69:
&'*0,(?*4 -	 #./ 0150 0125 01,, 01*5 01*) 6,7, 5	 <9:
&'*020+*4 -	 #./ 01,4 01,, 01*D 010) 01*0 =,7, *	 69:
&'*02*?*4 -	 ./ 0152 015* 01*( 01*3 012, <27* 2	 89:
&'*022?*4 -	 ./ 0130 0153 0124 012* 01*5 =,7* *	 69: >&'*02,
&'*023+*4 -	 #./ 012, 01,, 01,) 01*) 01*0 6,7* *	 69:
&'*02D+*4 -	 #./ 01,2 01,, 01*2 010) 01*5 6,7* ,	 =9:
&'*024+*4 -	 / 01,) 01,) 01,2 01,, 010( =,7* *	 69:
&'*05*+*4G*( -	 #./ �01,)� 01,) �01*(� 01*0 01*5 6,7* ,	 =9: ;&'*05,
&'*05,+*( -	 / 01,3 01,5 01*D 01*D 01,3 =27, ,	 =9: >&'*05*
&'*052+*( -	 / 012* 012* 01,) 01,5 01*( =,7, *	 69: >&'*055

&'*055+*4G*( -	 #./ 01D3 0130 0154 01,) 01*5 =*7* *	 69:
;&'*052
&'*053

&'*053+*4G*( -	 #./ 0135 0124 0123 01,0 01,5 6,7, 2	 =9:
>&'*055
&'*05D

&'*05D+*4G*( -	 
@C
#./

�012)� 012, 01,0 010D 012* 627, ,	 =9: ;&'*053

&'*05)+*4 -	 @C/ �0122��012)��0120��0125� 01*2 6,F* *	 69: ;&H,2(
&'*054+*( -	 #./ 01)( 0130 01D3 0150 01,2 6,7* 5	 89: >&'*05(
&'*03*+*( -	 ./ 014( 0134 01D* 0152 01,, =,7* 2	 89:
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#$ %$ #$ %$
&'()*+,(- .	 /0 )123 �)145� )14+ �)1(2� )1(6 748( (	 79:
&'()*2,4) .	 ;< )1+* )142 )145 )1(- )1(- =+84 4	 >9:
&'()**?4) .	 < )126 �)1+6� )14* )144 )144 748( 4	 @9: A&'())+
&'()*6,4) .	 < �)1+2��)1++� )14) )14+ )142 7+8( (	 79:
&'()*5?(- .	 /0 �)1+-� )142 )142 )1(4 )14+ =+84 4	 =9: A&'()((
&'()*-?(- .	 < �)1(5� )1(5 )1() )1)- )14( =284 (	 79: B&'()3)

&'()3)?(- .	 /0 �)145� )12* �)1((� )1(( )14* 748* +	 >9:
A&'()()
&'()*-

&'()3(?(- .	 < )1+- �)1+(� )1(6 )1(* )14+ 7+84 4	 =9: A&C4+6
&'()3+>(6 .	 ;< )14- )146 )1(- )1(+ )143 =+8( (	 79:

&'()3*@(6 .	 
/D
;<

)143 )144 )1(5 )1(2 )1(+ =48( (	 79:

&'()33@(6 .	 #;< )14- )143 )1(3 )1() )1() =48( (	 79:
B&'()36
&'()3-

&'()36@(6 .	 /0 �)14+��)1(-� )1(4 )1)5 )1(4 748( (	 79:
A&'()33
&'()35

&'()35@(6 .	 < )143 )14+ )1(4 )1(4 )1(4 =484 (	 79: B&'()36
&'()3-@(6 .	 #;< �)14*� )144 �)144� )1)- )1(3 7+8( 4	 =9: A&'()33
&'()6)@(6 .	 < )1++ )1+4 )1(3 )1(5 )1(4 =48( (	 79:
&'()6(@(6 .	 ;< )1+3 )143 )1(6 )1(+ )1(6 748( 4	 =9:
&'()64@(6 .	 < )14- )145 )1(- )14) )1(+ =48( 4	 =9:

&'()6+@(6 .	 
/D
#;<

)1*6 )1+* )125 )144 )1(* 748( 4	 >9:

&'()62@(6 .	 /D< )145 )143 )14+ )14( )1(+ 748( 4	 @9:

&'()6*@(6 .	 
/D
;<

)12) )146 )1+6 )14* )1() =484 (	 79:

&'()63@(6 .	 < )142 )14) )14( )1(5 )1)3 =48( (	 79:
&'()66@(6 .	 < )1+4 )1+4 )14+ )144 )1(3 748( +	 @9:
&'()65@(6 .	 < )143 )142 )1(5 )1(3 )1(4 748( (	 79:

&'()5)E4( .	 
/D
;<

)164 )1*3 )132 )12* )1(+ 7(F( (	 79:

&'()5(E4( .	 ;< )145 )14* )1(- )1(* )1(* 748( 4	 =9:
&'()54E4( .	 ;< )124 )1+) )14* )1(5 )1(6 748( (	 79:
&'()5+E4( .	 #;< )1++ )145 )1(5 )1() )14( =+84 4	 >9:
&'()52E4( .	 ;< )124 )1++ )145 )144 )1(- 748( (	 79:
&'()5*E4( .	 #;< )12- )1+6 )14- )1(5 )1(6 748( (	 79:
&'()53E4( .	 < )14+ )14+ )1(+ )1(( )1)6 748( (	 79:
&'()56E4( .	 ;< )1+4 )145 )142 )14) )1(6 74G4 4	 =9:

&'()55E4( .	 
/D
#;<

�)12-� )1+( )1+* )1(5 )1(2 748( (	 79: A&'()5-

&'()5-E4( .	 ;< )122 )1+5 )14) )1(* )1() 7(8( (	 79: B&'()55
&'()-)E4( .	 ;< )1+( )1+) )144 )1(6 )1(* 748( (	 79:
&'()-(E4( .	 #;< )124 )14+ )1+2 )1(* )1(3 748( 4	 =9:
&'()-4E4( .	 < )123 )122 )14( )1(5 )14* @48( (	 79: B&C43-
&'()-+E4( .	 < )14+ )1(- )1() )1)- )1(+ 748( 4	 >9:
&'()-2E4( .	 ;< )1+5 )1++ )14* )1(6 )1(+ 7484 (	 79:
&'(())E4( .	 < )1++ )1+( )142 )14( )1(( 748( (	 79:
&'(()6H4( .	 < )1+3 �)1+*� )14- )145 )1() 7(8( 4	 =9: B&'(()5
&'(()5H4( .	 < �)1+2� )1+2 )146 )142 )1(( 748( 4	 =9: A&'(()6
&'((()H4( .	 ;< )1+2 )145 )14* )1(6 )1(4 748( (	 79:

&'((((H4( .	 
/D
#;<

)1+) �)1(+� )14) �)1(+� )14* 7*8( 4	 =9:

&'(((4H4( .	 /D< )16+ )134 )1*( )12+ )14) =484 (	 79:
&'(((6H4( .	 ;< )1+( )14* )1(5 )1(+ )1(* 7484 4	 ?9:
&'((4)I4( .	 ;< )143 )142 )144 )1(5 )1() 748( (	 79:

&'((44I4( .	 
/D
;<

)14+ )14+ )1() )1)5 )1(3 =48( (	 79:

&'((4+I4( .	 
/D
;<

)132 )12* )14) )1(* )144 @48( 4	 >9:

&'((42I4( .	 
/D
#;<

)136 )1*+ )1** )14- )14) 748( 4	 >9:

&'((46'4) .	 ;< �)12(� )1+- )1+( )144 )14) =484 +	 =9: B&'((45
&'((45'4) .	 /0 �)126� )1+* )1+) )1(2 )1() =(8( +	 =9: A&'((46

&'((4-'4) .	 
/D
#;<

)12) )1+( )14( )1(2 )1(+ 748( (	 79:

&'((+)'4) .	 < )1+5 �)1+*� )144 )14) )1() 7(8( 4	 @9:
&'((+('4) .	 /D< )13) )1*3 )1+* )1++ )1(+ 7(8( 4	 =9:
&'((+4'4) .	 ;< )12( )1+- )144 )1(6 )1(4 748( (	 79:
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#$ %$ #$ %$

&'(())'*+ ,	 
-.
#/0

+122 +13* +14+ +1(4 +1(( 5(6( (	 789

&'(()3'*+ ,	 -.0 +142 +1:; +13+ +1): +1** 7*6( 4	 <89

&'(()4'*+ ,	 
-.
#/0

+1:= +1)( +1*= +1(* +1() 7*6( *	 >89

&'(()='*+ ,	 0 +1)3 +1)( +1(4 +1(3 +1(* 7*6( *	 589
&'(()2'*+ ,	 0 +13+ +1)( +1*+ +1*+ +1(+ 7*6( *	 >89
&'((3+'*+ ,	 -? +1:( +13* +1): (1++ +1() 7*6( (	 789 @&'((3(

&'((3('*+ ,	 0 �+13:��+133� +1)= +1): +1(( 7(6( (	 789
A&'((3+
@&'((3*

&'((3*'*+ ,	 /0 +1:* �+1):� +1*3 +1(4 +1*+ 7*6( *	 B89
A&'((3(
@&'((3)

&'((3)'*+ ,	 
-.
#/0

+1:2 �+132� +1*2 (1++ +1(2 7*6( (	 789
A&'((3*
&'((33

&'((33'*+ ,	 
-.
/0

+132 �+1)*� +1(= +1() +1*( 7*6( *	 B89 @&'((3)

&'((3='*+ ,	 -.0 +13( +1)2 +1*) +1*( +1(( 5(6* (	 789
&'((32'*+ ,	 0 +1)2 +1)3 +1(* +1() +1(4 >*6( (	 789
&'((3;'*+ ,	 0 +1)) +1)+ +1*+ +1(; +1+4 5(6( (	 789
&'((:+'*+ ,	 /0 +13+ +1): +1)+ +1** +1(2 7*6* *	 B89
&'((:('*+ ,	 /0 +13: +13( +1): +1*: +1(+ 5(6( *	 589

&'((:3C*+ ,	 
-.
#/0

+12( +1:) +144 +1): +1*3 7*6( (	 789 A&'((::

&'((::C*+ ,	 -? �+13+� +1); �+1)2� +1): +1(; 7*6* *	 B89 @&'((:3

&'((:;C*+ ,	 
-.
#/0

+1=+ +1*= +1:4 +1() +1(+ 5*6( *	 B89

&'((4*C*+ ,	 
-.
#/0

+133 +1)3 +1)) +1*+ +1(2 7*6( 3	 <89

&'((4:5(= ,	 /0 +13= +13* +1*2 +1*) +1(; 7*6( (	 789 A&'((44
&'((445D>(= ,	 -? �+1))� +1)* +1(2 +1(2 +1() 7*6( (	 789 @&'((4:

&'((425D>(= ,	 
-.
#/0

+13= +13* +1*2 +1*3 +1(2 5*6* *	 >89

&'((4;>(4 ,	 /0 +13( +1)* +1*) +1(2 +1(: 7*6( *	 B89
A&'((=+
&'((=(

&'((=+5D>(4 ,	 -.0 +1:4 +133 +1*; +1*: +1** 7*6( *	 589 @&'((4;

&'((=(>(4 ,	 #/0 �+1))� +1)* +1(* +1+= +1)4 736( (	 789
@&'((4;
A&'((=*

&'((=*>(4 ,	 -? �+1)(� +1** �+1*(� +1+: +1(4 7)6( *	 589 @&'((=(

&'((=)>(4 ,	 
-.
#/0

+1)4 +1*: +1(2 +1+2 +1(4 7*6( (	 789 A&'((=3

&'((=3>(4 ,	 -? �+1(4� +1(2 �+1(*� +1(+ +1(+ 5*6( (	 789 @&'((=)
&'((=:>(4 ,	 0 +1*3 +1*( +1(= +1(: +1() 5*6* (	 789
&'((=4>(4 ,	 /0 +1): +1)3 +1*( +1(= +1(3 5*6* (	 789 A&'((==

&'((==>(4 ,	 #/0 �+1)2� +1*3 +1(* +1+2 +1() 5*6* (	 789
@&'((=4
A&'(*+:

&'((=2>(4 ,	 #/0 +1:3 +1)3 +1*2 +1(3 +1(: 7*6( (	 789
A&'((2+
&'(*+:

&'((=;>(4 ,	 
-.
/0

+13: +1): +1*+ +1(: +1(= 7*6( *	 >89 A&'((2+

&'((2+>(4 ,	 -? �+1)2� +1*2 �+1)2� +1(4 +1(3 5*E: *	 B89
@&'((=2
&'((=;

&'((2(>(4 ,	 
-.
#/0

+1)) +1*3 +1*: +1(4 +1(: 5*6* (	 789

&'((2*>(4 ,	 0 +1): +1)+ +1*2 +1*3 +1(+ 5*6* *	 589 A&'((2)
&'((2)>(4 ,	 #/0 �+13=� +13( +1)4 +1** +1(= 5*6( (	 789 @&'((2*
&'((23>(4 ,	 /0 +1)+ +1*4 +1(3 +1(( +1(( 7*6( (	 789

&'((2:>(4 ,	 
-.
#/0

+13+ +1)3 +1): +1*) +1() 5*F) (	 789

&'((24>(4 ,	 -.0 +1)+ +1*2 +1(= +1(; +1(: 7*6( (	 789
&'((2=>(4 ,	 /0 +1*= +1*) +1*) +1(= +1(3 5*6* (	 789
&'((22>(4 ,	 -? +1:= �+133� +1)* +1*4 +1(: 7*6( *	 >89

&'((2;>(4 ,	 
-.
#/0

+1:( +13) +1)( +1(* +1*2 7*F) (	 789

&'((;+>(4 ,	 
-.
#/0

+1:3 +1); +1*: +1(4 +1(2 7*6( *	 >89

&'((;(>(4 ,	 0 +1); +1)* +1*( +1(2 +1(3 5*6( 3	 >89
A&'((;*
&'((;)
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#$ %$ #$ %$

&'(()*+(, -	 . /012 �/0*)� /0(3 /0(1 /0(3 4*5( (	 467
8&'(()(
9&'(()1

&'(()1+(, -	 :; �/0*<� /01( �/0()� /0(2 /0(< 4*5( (	 467
8&'(()(
&'(()*

&'(()3=(, -	 :>. /0<< /0<( /01) /01? /0(3 =*5* (	 467
&'((),=(3 -	 :; /011 �/0(2� /01( �/0(,� /0(3 =1@1 (	 467
&'(()?+(3 -	 :; �/0</� /0*, �/012� /0*( /0/) =*5( (	 467

&'(()2A(? -	 
:>
#B.

/0<) /0*, /0(3 /0/? /0<) 435( <	 C67

&'(())D(?E(2 -	 :>. /0<1 /012 /0(, /0(, /0*( =*5( 1	 C67
&'(*//D(? -	 :; �/01/��/0(2��/0(1��/0/?� /0*( 4<5* (	 467

&'(*/(F(?E(2 -	 
:>
B.

/0,/ /0<1 /01* /0*1 /0(? 4*5( 1	 +67

&'(*/*DEF(? -	 :; /012 �/0*,� /0(, �/0(/� /0*( 415( 1	 +67
&'(*/1D(? -	 :; /01, �/0*)� /0(2 �/0((� /0() 4*5( *	 =67
&'(*/<D(? -	 . /0*) /0*2 /0(/ /0(* /0(, 4*5( *	 =67
&'(*/3+(, -	 :; �/0**� /0*< �/0(,� /0(* /0(( 4*5* (	 467 8&'((??

&'(*/,+(3 -	 
:>
#B.

/01/ /0*? /0(2 /0/, /0(* 4*5( *	 +67

&'(*/?C(, -	 :; �/0*(� /0*< �/0(,� /0(2 /0/2 4*5( (	 467
&'(*/)A(, -	 :>. /0</ /0</ /01< /011 /0(( =(5* (	 467
&'(*(/A(3 -	 :; /0*, �/0(1� /0(, �/0/?� /0/2 4*5( (	 467
&'(*((A(, -	 :>. /01, /01* /01/ /0*, /0(( =*5( (	 467
&'(*(<A(, -	 :; �/02*��/033��/0?<��/0<1� /0** 4*G( (	 467 8&'(*(3

&'(*(3A(, -	 :; �/0<3��/0*/��/01,��/0(,� /0(3 415( (	 467
9&'(*(<
&'(*(,

&'(*(,A(, -	 :; �/013��/0*3� /0*< /0*1 /0(, 4*5( (	 467 8&'(*(3
&'(*(?A(, -	 B. /0*2 /0*2 /0(3 /0(* /0(1 4*5( (	 467 9&'(1*)
&'(*(2A(, -	 . /0*< /0*< /0*/ /0(? /011 4<5* 1	 C67

&'(*()A(3 -	 
:>
B.

/01, /01* /01/ /0*3 /0(/ =*5( (	 467

&'(**/A(, -	 
:>
B.

/0<, /01? /0*1 /0(2 /0*/ 4*5( *	 +67

&'(**(A(, -	 . /0*) /0*? /0*< /0*< /0/) =*5( (	 467
&'(***A(, -	 #B. /0<* /01( /0(? /0(/ /0(1 =*5( *	 C67 9&'(**1
&'(**1A(, -	 :; �/0)/� /03* �/022� /0<) /0/) =(5* *	 C67 8&'(***
&'(**<C(, -	 . /0*, /0*3 /0(* /0(1 /0/? =(5( (	 467
&'(**3CEA(, -	 :; /03* �/01*� /01) /01* /0(/ 4*5( *	 C67 8&'(**,
&'(**,A(, -	 . /0*? /0** /0(, /0(? /0/) 4*5( (	 467 9&'(**3
&'(**?D(3 -	 :; �/0<*� /01* �/0*,� /0(< /0(1 =*5( *	 C67 8&'(**2

&'(**2D(3E(, -	 #B. /012 /01/ /0(3 /0(/ /0(2 =*5( 1	 +67
9&'(**?
&'(*1(

&'(**)D(3 -	 B. �/013� /0<< �/0*,� /01< /0*< 4*5( *	 +67 8&'(*1/

&'(*1/D(3E(, -	 . /03/ /0<1 /012 /011 /0*/ 4*5( 1	 +67
9&'(**)
&'(*1(

&'(*1(D(3E(, -	 :; �/0,*��/03)� /0<1 /0<1 /0(1 4(5( (	 467
8&'(**2
&'(*1/
&'(*1*

&'(*1*D(, -	 :>. /01, /01/ /0*( /0*/ /0(? 4*5* *	 +67 9&'(*1(

&'(*11D(, -	 
:>
#B.

/0<, /013 /013 /0*1 /0/2 =(5( (	 467

&'(*1<D(, -	 . /0*) /0*? /0(/ /0/) /0(* 4*5( (	 467 9&'(1,*
&'(*13D(, -	 #B. /01/ /0*< /0(* /0/2 /0(( 4*5( (	 467 9&'(1,*
&'(*1,D(, -	 :H /03* /01? /0</ /0*1 /0*1 =*5* (	 467 9&'(1,*

&'(*1?D(, -	 
:>
B.

/01< /0*? /0(, /0(* /0(, 4*5( *	 =67

&'(*12D(, -	 :>. /01< /01* /0*, /0*1 /0(( =*5( *	 C67

&'(*1)D(, -	 
:>
#B.

/0*? /0*( /0(1 /0/? /0(< 4*5( (	 467

&'(*</A(, -	 
:>
B.

/0*1 /0*( /0(? /0(1 /0(/ =*5* *	 C67

&'(*<(D(, -	 :H /0<( /0<( /0*, /0*2 /0(< 4*5( (	 467 8&'(*<*

&'(*<*D(, -	 :H /0<) /01( /0*, /0(< /0(, 4*5( 1	 C67
9&I(/)
&'(*<(

&'(*<1D(, -	 . /0*( /0() /0/2 /0/? /013 =35* (	 467
&'(*<<D(, -	 . /011 /01* /0(< /0(1 /0() 4*5( *	 C67 9&'(*<,
&'(*<3D(, -	 . /0,, /0,? /0<2 /03/ /0<< =*5( (	 467 9&'(*<,
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#$ %$ #$ %$

&'()*+,(+ -	 ./ �01+0� 012) �013)� 01*4 01(5 6(7( )	 89:
;&'()**
&'()*5

&'()*2,(+ -	 <= 01*4 01*2 01)3 01(> 01(> 6)7( )	 ?9: @&'()*4
&'()*4,(+ -	 <= �01+0� 0153 �0150� )100 01)0 6)7( )	 ?9: ;&'()*2
&'()*>,(+ -	 <= 01*4 01*0 0130 01)* 01(> 6)7( )	 ?9: @&'()50
&'()50,(+ -	 = �01)4� 0130 �01(4� 01(+ 01)) 637( )	 ?9: ;&'()*>
&'()5(,(+ -	 = 01)2 01)+ 01(* 01() 01(* 6)7) )	 ?9:
&'()53A)0 -	 ./ 01** �01*)� 0130 0130 01(+ 6)7( )	 ?9:
&'()5*A)0 -	 <= 0134 01)> 01(+ 01() 01)2 63B) (	 69:
&'()5+'(> -	 <= 0150 01*( 0130 01)3 0104 ?(7( (	 69:
&'()52'(> -	 <= 01*( 013+ 01)0 01(5 01(3 6)7( (	 69:
&'()54'(> -	 #<= (100 01+( 01(5 01)4 0133 6)73 *	 69:
&'()+0'(> -	 = 0134 013+ 0130 0130 01(* 6)7( )	 C9:

&'()+*'(> -	 
.D
#<=

01*+ 01)5 0133 01(( 01(( ?)7) )	 C9:

&'()+5'(> -	 ./ 015+ �01)3� 0134 �01(3� 010> ?)7( )	 C9:
&'()++A(> -	 = 01)0 01)0 0104 0102 01(* 637( (	 69:
&'()+>A(> -	 #<= 01*2 �01)+� 0130 �01(4� 01(3 ?)7) (	 69:

&'()2('(4 -	 
.D
#<=

01>3 01+3 01+* 0130 01)2 6)7( 3	 C9:

&'()2)'(4 -	 
.D
#<=

01+) 01*2 0134 01)5 01)) ?)7) )	 89: @&'()23

&'()23'(4 -	 
.D
<=

01+> �0155� 01*) 013* 01(* ?(7) )	 ?9: ;&'()2)

&'()2*'(4 -	 <= 01*4 013+ 01)> )100 01() ?)7( )	 ?9:

&'()25'(+ -	 
.D
#E

�012+� 015) 0154 01)4 01(* 6(7( )	 C9:

&'()2+'(+ -	 #<= 01+* 01*2 015( 0130 01(3 ?(7( )	 C9:
&'()22F(+ -	 = 01*) 01*( 013) 0130 010> ?(7( )	 C9:
&'()24'(2 -	 ./ �01*>� 01*0 01*0 0133 010> ?(7) (	 69: ;&'()2>
&'()2>'(2 -	 .D= 01*5 �0134� 0135 0130 010> 6(7( (	 69: @&'()24
&'()40F(2 -	 .D= 01*2 01*5 013) 013) 01(* ?)7( )	 89:
&'()4(F(2 -	 = 013( 013( 01(5 01(3 010> 6(7( (	 69:

&'()4)F(2 -	 
.D
#<=

01*2 0135 0135 01(> 01() 6)7) )	 C9:

&'()43F(2 -	 <= 01*( 013* 01)5 01(4 01(5 6)7( )	 C9:
&'()4*F(2 -	 = 01*0 0132 01)> 01)2 0102 ?(7( )	 ?9: @&'(30>

&'()45FG'(2 -	 
.D
#E

01*3 0132 013) 01)+ 01(5 6)7( )	 C9:

&'()4+F(2 -	 ./ 01*( �013*� 01)5 �01(3� 01(5 ?)7) )	 ?9:
&'()42F(2 -	 = 01+) 0152 01*5 01*3 01)) ?)B( )	 C9:
&'()44F(2 -	 .DE 013> 0132 01(+ 01(* 01(> 6)7) (	 69:
&'()>0F(+ -	 ./ 015* �01)0� 01*) �01(3� 01)) ?*7) )	 89:
&'()>3F(+ -	 <= 01*4 01*2 013( 01)3 01() 6(7( )	 ,9:
&'()>*F(+ -	 .D= 01*0 013+ 01)4 01)5 0105 ?(7( (	 69:
&'()>5F(+ -	 .H 01>* 0152 0145 01)2 01() ?(B( )	 C9:

&'()>+F(+ -	 
.D
#<=

0150 01*5 0130 )100 01)5 6)7( )	 C9:

&'()>2F(2 -	 <= 013> 0132 01)3 01(2 01(5 6)7( )	 ?9:

&'()>4F(+G(2 -	 
.D
#<=

0132 0130 01)4 01(2 01(3 6)7( )	 ?9:

&'()>>F(+ -	 .H 01*3 0135 0130 01(4 010> 6(7( (	 69:
&'(30(IGF(+ -	 .H 01+4 01*( 01)+ 01(5 01(4 6)7( (	 69:

&'(303'(4 -	 
.D
#<=

01)5 01)* 01)0 01() 01(5 6)B) (	 69:

&'(305F(4 -	 
.D
<=

01+) 0155 01)4 01)( 01)+ 6)7( )	 89:

&'(304F(4 -	 = 01+) �01*5� 01)0 01(> 01(+ 6)73 3	 C9:
&'(3()F(> -	 <= 0150 01*0 01)3 01(+ 01(* 6)7( )	 C9:
&'(3(3F(> -	 .D= 01*3 01*0 01)5 01)( 01(3 6)7( )	 ?9:
&'(3(+F(> -	 #<= 01*2 0135 01)* 01(5 01)) ?)7( )	 ,9:

&'(3(2F(> -	 
.D
#E

01*3 013( 01(> 01(0 01(( ?)7( )	 89:

&'(3(4F(> -	 = 014( 0122 01*( 0132 01(4 6(7( 3	 ,9:

&'(3(>F(> -	 
.D
<=

0133 01)> 01(+ 01() 01(0 6)7( (	 69:

&'(3)0F)0 -	 .H 01+2 01+0 015> 01*4 01(( ?(7( (	 69:
&'(3)(F)0 -	 <= 0132 013+ 013( 01)3 01(* 6)7) )	 C9:
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#$ %$ #$ %$
&'()**+*, -	 ./ ,0)1 ,0*2 ,0(3 ,0(4 ,0(1 5*6( *	 789 :&'()*)
&'()*)+*, -	 ;< ,02) �,02,� ,0)2 ,0*3 ,0(= 5(6( *	 >89 ?&'()**

&'()*2+*, -	 
.@
;<

,02= ,0=1 ,0)4 ,0*3 ,0(2 5*6* )	 A89

&'()*1+*, -	 .@< ,0=1 ,0=( ,0*= ,0*( ,0() 5*6( *	 789
&'()*3A(2B(1 -	 #;< ,04( ,02) ,0)2 ,0*) ,0*) 5*6( )	 789 ?&'()*4
&'()*CD(1 -	 ./ �,0=)� ,0)2 �,0)=� ,0*= ,0(2 5*6* (	 589 :&'(*(4

&'()),A(2 -	 
.@
;<

�,0=)� ,0)2 �,0*3� ,0(C ,0(1 5*6( *	 >89

&'())(A(2 -	 
.@
#;<

�,0=4� ,0)C �,0)=� ,0*( ,0*3 5)6( *	 789

&'()))A(2 -	 .@< ,0=) ,0)3 ,0), ,0*1 ,0(1 >*6* *	 789

&'())=A(2 -	 
.@
#;<

,0=, ,0)* ,0*3 ,0(4 ,0(* 5*6( (	 589

&'())2A(2 -	 
.@
;<

,0)= ,0), ,0*( ,0(2 ,0(4 5*6( (	 589

&'())4A(2 -	 .E ,0*3 ,0*2 ,0() ,0,C ,0(3 >)6( *	 789 ?&'())1
&'())3A(2 -	 < ,02, ,0=2 ,0)( ,0)( ,0*= >*6( *	 F89 ?&'()34
&'())CA(2 -	 ./ ,0=1 ,0*3 ,0), ,0(3 ,0(1 >*6( *	 >89
&'()=,A(2 -	 .E (0,) �,01,� ,0C2 �,022� ,0(1 >(6( (	 589

&'()=*D(2 -	 < ,04C ,04) ,02C ,023 ,0(= >(6( *	 789
?&'()=)
&'()==

&'()=)D(=B(2 -	 .E �(01=� ,04= (0)C ,02) ,0)3 5*G( *	 789
:&'()=*
?&'()==

&'()=2D(2 -	 
.@
#;<

,0)4 ,0*C ,0)* ,0*, ,0(3 5*G( (	 589

&'()=1D(2 -	 < ,0)= ,0), ,0*2 ,0*( ,0(= >*6* (	 589
&'()=4A(1 -	 .E ,0)2 ,0*3 ,0*) ,0(= ,0(* 5*6( (	 589 ?&'()=3
&'()=3A(1 -	 ./ �,0=)� ,0=, �,0)2� ,0*2 ,0,4 >(6( *	 789 :&'()=4
&'()2,7(=B(2 -	 < �,0=2� ,0=2 ,0*( ,0*) ,0)( 5*G) *	 >89 ?&'()2( HIJ
&'()2(7(2 -	 ./ �,0**� ,0*4 �,0(C� ,0*, ,0(* >*6* (	 589 :&'()2,

&'()2*7(= -	 
.@
#;<

,0=) ,0)2 ,0*= ,0(1 ,0(1 >*6( *	 F89

&'()2)D(2 -	 
.@
#;<

,0)3 ,0** ,0*3 ,0(1 ,0(( 5*6* )	 789 ?&'()2=

&'()2=D(2 -	 .@< �,0(3� ,0*) ,0(= ,0(1 ,0,3 >*6* (	 589 :&'()2)

&'()22D(2 -	 
.@
#;<

,0)4 ,0*1 ,0*) ,0(= ,0(( >*6( (	 589

&'()21D(2 -	 < ,0)C ,0)2 ,0(= ,0(1 ,0(C 5*6( *	 >89 ?&'()24
&'()24D(2 -	 .@< �,0*)� ,0*1 ,0(3 ,0(1 ,0(4 5*6( (	 589 :&'()21
&'()23D(2 -	 .E ,0== �,0)1� ,0*, ,0*2 ,0() 5*6( (	 589
&'()1,D(= -	 .@< ,04= ,04* ,0=4 ,0=) ,0*) 5*6( )	 A89
&'()1(D(= -	 .@< ,023 ,02= ,0*1 ,0*2 ,0*, 5*6( *	 789

&'()1*A(1 -	 ./ �,02=��,0=2��,0*)��,0*2� ,0*1 >*6( *	 >89
:&'(*)=
&'(*)2
&'(*)1

&'()1=D(= -	 
.@
#;<

,02) ,0), ,0), ,0(2 ,0*( 5)6( (	 589

&'()12D(= -	 .@< ,0*= ,0** ,0(2 ,0() ,0(( 5*6( (	 589

&'()14D(= -	 
.@
;<

,034 ,041 ,04, ,02= ,0** 5(G( *	 >89
?&'()11
&'()13

&'()1CD(= -	 ./ �,0=1� ,0=) ,0)* ,0(1 ,0*, 5*6( )	 A89 ?&'()13

&'()4,DBA(= -	 
.@
;<

,0C1 ,044 ,02= ,0=2 ,0** 5(6( )	 789 ?&'()13

&'()4(D(= -	 .@< ,0)2 ,0)= ,0(3 ,0(3 ,0() 5*6( (	 589
&'()4*D(= -	 < ,0=* ,0)C ,0(3 ,0(1 ,0(1 5*6( (	 589
&'()4)D(= -	 ;< ,0), ,0*1 ,0(4 ,0(= ,0(, 5*6( (	 589 ?&'()4=

&'()4=D(= -	 .@< �,0=*� ,0=3 ,0*= ,0*1 ,0(4 5*6( *	 >89
:&'()4)
&'()42

&'()42D(= -	 ./ ,0)3 ,0)4 ,0*1 ,0(4 ,0(4 5*6( *	 789
?&'()4=
&'()41

&'()41DBA(= -	 ./ �,02,� ,0=C �,0*,� ,0(3 ,0(C 5*6( *	 789 :&'()42
&'()44D(= -	 #;< ,02= ,0=2 ,0)1 ,0), ,0(2 5*6( (	 589

&'()43A(= -	 
.@
#;<

,0=, ,0)1 ,0), ,0*2 ,0(= 5*6( (	 589

&'()4CA()B(= -	 ./ �,0C*� ,01= �,042� ,0=4 ,0(= >(6( *	 >89
&'()3,A(= -	 .E ,0=1 ,0), ,0)C ,0(3 ,0(2 >*6( (	 589
&'()3(A(= -	 ./ �,0=3� ,0)4 �,0)=� ,0*, ,0(* >*6( (	 589
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#$ %$ #$ %$

&'()*+,(- .	 
/0
12

34)5 34)3 34+3 34(6 34(6 7+8( (	 79:

&'()*),(- .	 /; 34-) �34)+� 34+) 34(* 34(+ <+8( (	 79:
&'()*-,(- .	 /02 34)) 34)3 34+5 34+6 3436 <(8( (	 79:
&'()*6=() .	 /; �34-*��34-)��34-3��34)-� 343* 7(8( (	 79:
&'()*5=() .	 /02 34>5 345> 34>( 3453 343> <(8( (	 79: ?&'(>63
&'()*>,(6 .	 /; 3463 �34)(� 34+* �34+3� 34(6 7+8( (	 79: @&'())*
&'()**=() .	 /02 34-3 34)* 34++ 34+- 34(5 7+8( (	 79:
&'()*A=(-B(6 .	 /02 346- 34-* 34-* 34-( 343* <(8+ (	 79:
&'()A3=(6 .	 2 34-> 34-- 34+> 34+6 34(- 7+8( +	 ,9: ?&'()A(

&'()A(,B=(6 .	 
/0
#12

�3466� 34)> 34)3 34(5 34(- 7+8+ (	 79: @&'()A3

&'()A+=(6 .	 #12 34-3 34)5 34+3 34(5 34(- <+8( +	 <9:
&'()A)=(6 .	 /02 34-3 34)) 34)( 34+5 343* <(8( (	 79:

&'()A-=(6 .	 
/0
#12

�34>6� 3453 34(5 34+5 34)6 C+8( +	 D9: @&'()A6

&'()A6=(6 .	 
/0
#12

34)6 34+6 34+6 34(- 34() <+8( (	 79: ?&'()A-

&'()A5=(6 .	 12 3463 34-5 34)3 34+6 34(6 7+8( +	 <9:
&'()A>=(6 .	 2 34-3 34)> 34+5 34+) 34(( <(8( (	 79:

&'()A*=(6 .	 
/0
12

34-3 34)( 34)+ 34+6 34(A C+8( +	 D9:

&'()AA=(6 .	 2 34-( 34)) 34)+ 34+> 34(+ <+8( (	 79: ?&'(-36
&'(-33=(6 .	 12 34-3 34)* 34+6 34(* 34() <+8( (	 79: ?&'(-36

&'(-3(=(6 .	 12 346+ 34)5 34+( 34(6 34+) 7+8( -	 C9:
?&'(-36
&'(63*

&'(-3+=(6 .	 12 346+ 34-) 34-> 34)* 343* <(8+ (	 79: ?&'(-3)

&'(-3)=(6 .	 /E 3455 3455 346- 34-5 34(6 7(8( +	 <9:
@&'(-3+
?&'(-36
&'(>++

&'(-3-=(-B(6 .	 /; (466 (4+> (463 (4+3 34(* <(F+ +	 D9: ?&'(-36

&'(-35,(- .	 
/0
#12

34)6 34)) 34+) 34(6 343* 7(8( +	 <9:

&'(-3>=(6 .	 /02 34+> 34++ 34(5 34(6 34(5 7)8+ (	 79: @&'(-36
&'(-3*=(6 .	 12 34+5 34+- 34(6 34(+ 34(3 7+8( +	 <9: @&'(-36
&'(-(+G(6 .	 #12 34)* 34)> 34(( 34(> 34+( 7+8+ +	 <G ?&H(*
&'(-()G(6 .	 #12 34-- 34)) 34(A 34(+ 34+6 7)8+ +	 <9: ?&'(>++

&'(-(-'(6 .	 
/0
#12

346+ 34)A 34+( 34(3 34(5 7+8( (	 79:

&'(-(6G(6 .	 2 34)- 34)3 34(* 34(5 34() 7+8( (	 79:
&'(-(5G(6 .	 /02 �34)>� 34)> 34+> 34+) 34() <+8+ (	 79: @&'(-(>

&'(-(>G(6 .	 
/0
12

34-3 34)6 34+3 34(5 34(( <+8+ (	 79: ?&'(-(5

&'(-(*G(* .	 /02 34-) 34+* 34(6 34(5 34(- 7+8( )	 D9:
&'(-(AG+3B+( .	 #12 34)) 34+) 34(* 343> 34+( 7)8+ +	 C9:
&'(-+3I+3 .	 #12 34)( 34+6 34(5 343A 34(3 7+8( +	 C9:

&'(-+)=+3 .	 
/0
#J

34-) 34)( 34(* 34(+ 34(- 7+8( +	 D9:

&'(-+-=+3 .	 /; 34)A �34))� 34+( 34+3 343A 7(8( +	 C9: @&'(-+6
&'(-+6=+3 .	 #12 34)* 34+* 34(* 34(+ 343A 7+8( (	 79: ?&'(-+-
&'(-+5=+3 .	 #12 34-- 34)- 34(> 34(3 34(( 7+8( (	 79:
&'(-+>=+3 .	 /E 345> 34)* 346- 34++ 34(- <+K( +	 ,9:
&'(-+A=BH+3 .	 /0J 34>3 345) 34-( 34-3 34+( 7+8( +	 D9:
&'(-))H+3 .	 12 3453 3463 34)- 34+- 34+6 7+8( (	 79:

&'(-)6H+3 .	 
/0
#12

3463 34-( 34)+ 34+3 34(5 7+8( +	 D9:

&'(-)5H+3 .	 /02 346> 34-- 34)6 34)( 343A <(8( +	 <9:

&'(--+HBL+3 .	 
/0
#12

345+ 3466 34)5 34++ 34)* 7+8( )	 <9: ?&M6*

&'(--5,(A .	 12 34)( 34+* 34(6 34(( 343* 7(8( +	 D9:
&'(-->,B=(A .	 /E 34-+ �34)5� 34)- �34(+� 34() 7+8( +	 D9: ?&'(--*
&'(-6+=(A .	 /0J 34+> �34+5� 343A 343A 34(- 7+8( +	 C9:

&'(-6)=(A .	 
/0
12

346> 3463 34-3 34)( 34(5 7+K( (	 79:
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&'();=-.,)4 /	 
01
#23

45** 457) 45)= 45)4 45)) -(8) (	 -9:

&'();>-)4 /	 013 45*4 4576 454= 454; 45)> +(8) )	 +9:

&'();.-)4 /	 
01
23

45*= 457= 45(4 45)* 45)7 +(8) (	 -9:

&'()=4-)4 /	 
01
23

4566 45*> 45(. �45((� 45); -(8) )	 +9:

&'()=)-)4 /	 3 45*( 457; 45)( 45)7 45)= +(8) (	 <9:
&'()=(-)4 /	 23 45*) 457* 45)) 45)6 45)) +(8) (	 -9:
&'()=7-> /	 3 457> �45(*� 45)6 45)7 45)* +(8) (	 <9: @&'())7

&'()==D(; /	 
01
#23

45;4 457= 45*= 45(* 45)4 -)8) )	 +9:

&'()=>D(; /	 
01
#23

456* 45*4 45*7 45(> 45)6 +(8) (	 <9:

&'()>7D(; /	 3 45*6 45*6 45). 45). 45)> +(8) (	 -9:

&'()>*D(; /	 
01
23

45(= 45(6 45)6 45)) 45); +(8) (	 B9:

&'()>6D(; /	 013 45*> 45*= 45(; 45(( 45). +(8) 7	 -9: A&'()>;

&'()>;D(; /	 
01
23

�45*;� 45*6 45*4 457( 45)* +(8) (	 -9: @&'()>6

&'()>=D(; /	 0? �45*(� 456= �457=� 457> 45)4 -)8) )	 +9: @&E7=.
&'()>.D(; /	 013 4574 45(; 45() 45). 45)6 +(8) )	 +9:

&'().4F(* /	 013 457> 45(* 45)* 45)( 45(( -78( (	 -9:
A&E7=)
&G)*

&'().(D(; /	 
01
23

45(; 45(7 45)= 45)( 45)4 +(8) )	 +9:

&'().7-6 /	 3 457. 457> 454> 454> 45)( +(H7 )	 +9:
&'().*-6 /	 013 45*) 45*4 45(4 45). 45)4 +)8) (	 -9:
&'().6-6 /	 013 45** 45*4 45(6 45(* 45)) +)8) (	 -9:
&'().;-6 /	 23 457( 45(> 45)4 454> 45(4 B78) (	 <9:

&'().=-6 /	 
01
23

4577 457( 45(( 45)> 45)) -(8) (	 -9:

&'().>-6 /	 
01
23

457= 457( 45(* 45). 454> +)8) )	 +9: A&'()..

&'()..-6 /	 0? �457>� 457* �457(� 45(( 45)( -(8) (	 -9: @&'().>
&'((44-6 /	 013 45*4 457= 45)= 45(4 45)) +)8) (	 -9: A&'((4)
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#$ %$ #$ %$

&'(()*+, -	 
./
01

�)233� )2(4 )2*, )2*( )2*5 6(7* (	 +89 :&'(())

&'(()(+, -	 
./
#01

�)23;� )2(; )2(( )2** )2*) 6(7* *	 689

&'(()3<, -	 .= )2>) )23> )2(> )2*5 )2** 6(7* *	 689

&'(()><, -	 
./
01

)23( )2(, )2(( )2*5 )2)5 +*7* (	 +89 ?&'((),

&'((),<, -	 
./
01

)2(4 �)2(>� )2*5 )2(* )2*( 6(7* *	 689 :&'(()>

&'(()5<, -	 .@ �)2>,� )2>, �)23;� )2(, )2** +*7* (	 A89 :&'(()B
&'(()B<, -	 ./1 )2,) )2>; )2>3 )2>) )2)4 +*7* *	 689 ?&'(()5
&'(();<, -	 ./1 )2,) )2>, )2(( )2() )2(> 6(7( (	 <89
&'(()4<, -	 1 )23; )23* )2)4 )2)4 )2(( +37* (	 <89
&'((*)<, -	 1 )2(4 )2(B )2); )2)B )2(> +37( 3	 C89 DEF
&'((**<, -	 .@ )23B �)2()� )23( �)2*,� )2*( 6(7* (	 +89
&'((*(<, -	 ./1 )2>, )2>> )2() )2*4 )2(( 6(7( (	 <89
&'((*3<, -	 .= )235 )23, )2*B )2(( )2** +(7( *	 689

&'((*><, -	 
./
#01

)25, )2>> )234 )2*5 )2*B 6(7* (	 +89

&'((*,<, -	 
./
#01

)234 )23, )2*B )2** )2*> 6(7* (	 +89

&'((*5<, -	 1 )23) )2(4 )2); )2)B )23* <37* (	 <89
&'((*B<, -	 ./1 )23) )2(4 )2*> )2*( )2*; 6(7( (	 +89

&'((*;<, -	 
./
01

)23) )2(5 )2(* )2*, )2*) 6(7* (	 +89

&'((*4<, -	 #01 )23; )23* )2*, )2)4 )2(B 637( >	 A89
&'((()<, -	 ./1 )2>) )233 )2(( )2(B )2*> 6(7* (	 +89

&'(((*+, -	 
./
#01

)2>) )2(B )2() )2*( )2*4 637( *	 689

&'((((+, -	 1 )2>) )2(; )2*3 )2*3 )2*4 6(7( (	 A89

&'(((3+, -	 
./
01

)23( )2(B )2)B )2), )233 6>7( 3	 A89

&'(((>+, -	 
./
01

)2(( )2(* )2*3 )2*B )2** +(7( (	 +89

&'(((,+G<, -	 
./
#01

)2>B )23* )233 )2*, )2*> +(7* (	 A89

&'(((5+** -	 
./
01

)2,( )235 )2(4 )2(( )2); 6*7* *	 689

&'(((B+** -	 
./
#01

)2>( )2>) )2(* )2*3 )2** 6*7* (	 +89

&'(((;+** -	 .@ )23B �)2(3� )2(( �)2*B� )2*> 6(7* (	 A89 :&H3;>
&'(((4+** -	 ./1 )2>* )23, )2(B )2(, )2(3 6(7( 3	 C89 DEF

&'((3)C;G4 -	 
./
01

)25) )2,4 )23B )23) )2(( 6(7* (	 A89

&'((3*CGI4 -	 
./
01

)2,, )2>, )234 )2(4 )2*, 6(7* (	 +89

&'((3(+** -	 ./1 )2(4 )2(B )2*( )2** )2*4 637( (	 <89
&'((33+** -	 1 )23, )23) )2() )2*; )2)4 +(7( (	 +89
&'((3>+** -	 .= )2,, )2>) )2*) )2)4 )235 63J3 (	 +89 ?&'(3>; DEF

&'((3,+** -	 
./
01

)23; )233 )2(> )2() )2*, +(7* (	 +89

&'((35+** -	 
./
#01

)23) )23) )2*; )2*( )2); +*7* *	 689

&'((3B+** -	 1 )2>) )23; )2)B )2)B )2(4 <37* 3	 C89 DEF
&'((3;+** -	 ./1 )23> )23( )2(* )2*4 )2*( +(7( 3	 A89
&'((34<** -	 ./1 )2,* )2,) )2(B )2(5 )2(* 6(7( 3	 A89
&'((>)<** -	 .= )2B* )2>4 )2*( )2*> )2() 6(7* (	 +89 ?&'(3>4
&'((>*<** -	 ./1 )23, )23, )2() )2() )2** +(7( *	 689

&'((>(<** -	 
./
#01

)2,3 )2>* )2(, )2*, )2*, 6(7* (	 +89

&'((>3<** -	 
./
01

)2>, )23; )23( )2(( )2*5 +(7( 3	 C89 DEF

&'((>><** -	 .= )2>* )2>) )2** )2)4 )2*5 6(7* (	 A89

&'((>,<** -	 
./
01

)2>) )23> )2(, )2*; )2*> 6(7* *	 689

&'((>5<** -	 
./
#01

)23( )23) )2** )24) )2*4 6(7( 3	 C89 DEF

&'((>B<** -	 1 )2>* )2>) )2*; )2*B )2*4 6(7* 3	 +89 ?&'((>;
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#$ %$ #$ %$
&'(()*+,, -	 . �/0(*� /0(1 /0/1 /0/2 /0,1 3(4( (	 567 8&'(()1
&'(()9+,, -	 :; /0)< /0)( /0</ /0(/ /0(/ 3(4, (	 =67

&'((>/+,, -	 
:?
@.

/0>2 /0)) /0<> /0(1 /0,) =(4, (	 =67

&'((>,+,, -	 :?. /0)( �/0<(� /0(1 �/0</� /0,( =(4, (	 567
&'((>(=,/ -	 :A /0<( �/0,9� /0,/ �/0/*� /0,/ 3(4, ,	 367
&'((><=,/ -	 . /02) /02( /0,/ /0,/ /0,2 3,4, (	 567

&'((>)=,/ -	 
:?
#@.

/021 /0)2 /0<, /0,* /0,> 3(4, (	 567

&'((>>=,/ -	 
:?
@.

/02) /0>( /0,* /0,) /0,2 3(4, ,	 367

&'((>2=,/ -	 . /0)( �/0<2� /0/9 /0/* /0(> 3(4, ,	 367 8&'((>1

&'((>1=,/ -	 
:?
#@.

/0>( �/0)9� /0,> /0,/ /0<) 3(4( <	 567 B&'((>2

&'((>*=,/ -	 
:?
#@.

/0<* /0<, /0(/ /0,< /0,( 3(4, (	 =67

&'((>9=,/ -	 :?. /0), /0<1 /0/1 /0/* /0/9 3,4, (	 =67

&'((2/=,/ -	 
:?
#@.

/0<1 /0(< /0,1 /0/9 /0,, 3(4, (	 567

&'((2,=,/ -	 
:?
#@.

/0)( /0<) /0(/ /0,( /0,< 3(4, (	 =67

&'((2(=,/ -	 
:?
#@.

/02( /0)/ /0)< /0,> /0,< =(4, (	 C67

&'((2<=,/ -	 :A /0(> �/0,>� /0/9 �/0/1� /0,1 =)4, ,	 567 8&'((2)

&'((2)=,/ -	 
:?
#@.

/0(> /0(> /0<9 /0(, /0,9 =<4( (	 567 B&'((2<

&'((2>=,/ -	 :?. /0</ /0(1 /0/1 /0/1 /0,, 3(4, (	 +67

&'((22=,/ -	 
:?
#@.

/0)> /0)/ /0(< /0,> /0,, 3,4( ,	 367

&'((21=,/ -	 :?. /0<9 /0<, /0/1 /0/1 /0(2 3<D, ,	 367

&'((29+,/ -	 
:?
#@.

/0)> /0<( /0(/ /0/9 /0,( 3(4, (	 +67

&'((1/+,/ -	 . /0<> /0<, /0,, /0,/ /0,, 3(4, ,	 367
&'((1,+,/ -	 . /0<) /0(2 /0,, /0,( /0,< 3(4( ,	 367

&'((1(+,/ -	 
:?
@.

/0>/ /0)( /0<2 /0(> /0,< 3(4, (	 567

&'((1<+,/ -	 
:?
#@.

/0)* /0<> /0<1 /0(( /0/9 3,4, (	 =67

&'((1)+,/ -	 @. /0<2 /0(* /0,< /0,/ /0,( 3(4, (	 567
&'((1>+,/ -	 #@. /0<, /0(> /0(/ /0,( /0,< 3(4, (	 567
&'((12+,/ -	 . /0(< /0(( /0,/ /0,( /0,/ 3(4, (	 =67

&'((11+,/ -	 
:?
@.

/01, /021 /0), /0<) /0(< 3(E< (	 567

&'((1*+,/ -	 :?. /02/ /0>) /0(* /0(2 /0,> 3,4, (	 =67

&'((19+,/ -	 
:?
@.

/0*< /01< /0>1 /0)1 /0,1 =,4, (	 567

&'((*/+,/ -	 @. /0>/ /0)> /0<( /0(> /0,< =,4( (	 567

&'((*,+,/ -	 
:?
#@.

/0>2 /0<> /0</ /0,2 /0,( 3(4, (	 567

&'((*(+,/ -	 @. /0<( /0(2 /0,( /0,/ /0/9 3(4, (	 =67

&'((*<+,/ -	 
:?
@.

/0<( /0(1 /0/* /0/2 /0,* 3(4, (	 C67

&'((*)+,/ -	 
:?
@.

/0>< /0<9 /0,1 /0,< /0,* 3(4, ,	 367

&'((*>+,/ -	 
:?
#@.

/0>( /0)/ /0(< /0,< /0(* 3<4( <	 +67

&'((*2+,/ -	 
:?
#@.

/0<) /0(2 /0,) /0/9 /0/* 3(4, (	 567

&'((*1+,/ -	 @. /0<) /0(9 /0,* /0,< /0,/ =(4, (	 =67

&'((**+,/ -	 
:?
#@.

/0>< /0<, /0(2 /0,, /0/9 =,4, (	 =67

&'((*9+,, -	 . /0)> /0)> /0,2 /0,) /0,/ 3,4, (	 567 B&'((9/
&'((9/+,, -	 :?. /0>/ /0)> /0(/ /0,* /0,, 3,4, (	 =67 8&'((*9

&'((9,+,/ -	 
:?
#@.

/0)9 /0<> /0), /0(/ /0/9 =,4, <	 567 B&'((9(

&'((9(+,/ -	 :?. /0)/ �/0((� /0,( /0,( /0,< 3(4, (	 567 8&'((9,
&'((9<+,/ -	 @. /0<> /0(* /0,> /0,( /0,/ 3(4, (	 C67
&'((9)+9 -	 . /0(1 /0(2 /0,, /0,, /0,/ 3(4, (	 +67
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#$ %$ #$ %$
&'(()*+) ,	 - ./0. ./(1 ./22 ./2. ./.1 3242 2	 567

&'(()859+) ,	 
:;
#<-

./82 ./=1 ./=. ./(= ./2( 5242 (	 >67

&'(()?59+) ,	 
:;
#<-

./=* ./0. ./(0 ./2= ./2. 5(42 (	 >67

&'(()1+) ,	 - �./(1� ./0= ./.) ./.1 ./2. 3242 (	 >67 @&'(())

&'(())+) ,	 
:;
<-

./01 ./00 ./20 ./.) ./2) 3(42 (	 >67 A&'(()1

&'(0..+) ,	 - ./(8 ./(8 ./2. ./2. ./20 5(42 (	 +67

&'(0.2+) ,	 
:;
#<-

./0? ./(( ./2? ./2. ./.) 5(42 (	 >67

&'(0.(+) ,	 
:;
<-

./() ./(= ./20 ./.) ./.1 3(42 (	 567

&'(0.0+) ,	 - ./08 ./0. ./.? ./.? ./(0 304( (	 >67 A&'(0.=
&'(0.=+) ,	 <- �./(8� ./() ./.1 ./2. ./2= 3(42 (	 >67 @&'(0.0

&'(0.*+) ,	 
:;
<-

./*2 ./=8 ./21 ./20 ./21 3(42 (	 >67

&'(0.8+) ,	 :;- ./0* ./0= ./.1 ./.1 ./2= 3(42 (	 567
&'(0.?+) ,	 - ./=2 ./0? ./20 ./2( ./28 3(42 (	 >67
&'(0.1+) ,	 :;- ./=? ./=( ./21 ./21 ./2? 3(42 (	 >67 A&'(02(
&'(0.)+) ,	 - ./01 ./0? ./2( ./2( ./20 3(42 (	 567

&'(02.+) ,	 
:;
#<-

./*( ./0? ./(2 ./2( ./22 3242 2	 367

&'(022+) ,	 - ./00 ./(1 ./2. ./.) ./2( 3(42 (	 567
&'(02(+) ,	 :B ./1? �./8=� ./.? ./.1 ./() 3(42 0	 567 @&'(0.1

&'(020+) ,	 
:;
#<-

./=8 ./(= ./(2 ./22 ./2. 3(42 (	 >67

&'(02=+) ,	 
:;
#<-

./(* ./(( ./2? ./.) ./.) 3(42 (	 >67

&'(02*+) ,	 :B ./*2 ./0= ./20 ./2( ./2? 3(C( (	 >67

&'(028+) ,	 
:;
#<-

./=. ./0. ./20 ./.1 ./28 3(42 (	 +67

&'(02?+) ,	 
:;
<-

./*2 ./=? ./(8 ./21 ./2* 3(42 (	 567

&'(021+) ,	 
:;
#<-

./=1 ./== ./(0 ./2= ./28 3(42 (	 >67

&'(02)+) ,	 
:;
<-

./=0 ./0? ./28 ./22 ./(0 3(4( (	 +67

&'(0(.+) ,	 
:;
<-

./0. ./2. ./(. ./.* ./20 3=42 (	 >67

&'(0(2+) ,	 :;- ./=2 ./0* ./.) ./2. ./2? 3(4( 0	 D67
&'(0((+1 ,	 - ./00 ./() ./.1 ./.1 ./20 3(42 2	 367

&'(0(0+1 ,	 
:;
<-

./=. ./0* ./.1 ./22 ./2* 3(42 (	 567 A&'(0(=

&'(0(=+1 ,	 :E �./0.� ./0? �./(2� ./(( ./.8 5242 (	 567 @&'(0(0
&'(0(*+1 ,	 <- �./(?� ./0. ./2* ./2( ./.) 3(42 (	 567 @&'(0(8

&'(0(8+1 ,	 
:;
<-

./08 ./08 ./(2 ./28 ./2( 5(42 (	 >67 A&'(0(*

&'(0(1+1 ,	 :B ./)1 ./*1 ./20 ./.1 ./(8 3(F0 (	 567
&'(00.+1 ,	 - ./0= ./0( ./2( ./22 ./20 3(42 (	 567

&'(002+19) ,	 
:;
#<-

./=. ./08 ./2* ./.1 ./2* 3(42 (	 >67

&'(00(+1 ,	 
:;
#<-

./*2 ./01 ./(. ./20 ./20 3(42 (	 567

&'(000+1 ,	 
:;
#<-

./8? ./** ./=( ./(0 ./(2 3(42 (	 567 A&'(00*

&'(00=+1 ,	 <- ./08 ./0* ./28 ./2( ./2= 3(42 (	 >67 A&'(00*

&'(00*+1 ,	 :E �./()��./(1� ./20 �./21� ./2* 3(42 0	 567
@&'(000
&'(00=

&'(008+1 ,	 
:;
<-

./08 ./0( ./28 ./2( ./20 3(42 (	 567

&'(00?+1 ,	 - ./0( ./(1 ./22 ./22 ./2* 3(42 2	 367
&'(001+1 ,	 - ./0= ./0. ./22 ./2. ./20 3(42 (	 567

&'(00)+1 ,	 
:;
#<-

./*. ./0* ./(* ./2= ./2( 3(42 (	 567

&'(0=.+1 ,	 
:;
<-

./=2 ./0( ./28 ./22 ./.8 3242 2	 367
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#$ %$ #$ %$

&'()*+,- .	 
/0
12

34*5 34)5 34+- 34+5 34+3 6+7+ +	 689

&'()*(:+( .	 /; 34<+ 34(< 345) 34+= 34+) 6(7+ +	 689

&'()*):+( .	 
/0
12

34*+ 34)( 34)5 34(* 34+) 6(7+ +	 689

&'()**:+( .	 /; 345- 34*< 3453 34() 34+- 6(7+ (	 :89 >&'()-5

&'()*5:+( .	 
/0
12

34)3 34)3 34(( 34+- 34+) 6(7+ +	 689

&'()*<:+( .	 
/0
12

34*5 34*3 34)* 34(5 34+) 6(7+ (	 :89 >&'()-5

&'()*=:?,+( .	 /@ �34*<� 34*( �34(5� 34(A 34++ 6+7+ (	 B89
&'()*-:++ .	 /02 34)( �34)3� 34+5 34+- 34*( ,*7( (	 :89 C&'(()* DEF

&'()*A,++ .	 2 34(< 34(5 34+* 34+) 34(3 6)7+ +	 689
C&'((*3
&'()5=

&'()53:?,+( .	 /; 3453 34*+ 34(5 34)3 34(< :(7( )	 B89 DEF

&'()5+,+( .	 
/0
12

34)= 34)) 34+( 34+3 34+- 6(7( +	 689

&'()5(,+( .	 
/0
12

34*= 34*5 34(+ 34+= 34(3 6(7+ (	 ,89

&'()5),+( .	 
/0
12

34)+ 34)3 34(+ 34+= 34+A 6(7+ +	 689

&'()5*,+( .	 2 34)3 34)3 34+* 34+) 34=3 657+ (	 ,89
&'()55,+( .	 2 34)3 34)3 34(+ 34(3 34+( :(7+ (	 G89
&'()5<,+( .	 /; 345< 34*3 34** 34)( 34+= 6(7+ (	 ,89

&'()5=,+( .	 /02 34<5 34*+ 34(- 34)3 34+A 6(7+ +	 689
>&'()*A
&'()5-

&'()5-,+( .	 
/0
#12

�3455� 34*( 34*3 34(5 34++ 6+7+ (	 :89 C&'()5=

&'()5A,+( .	 12 34A( 34-5 34<( 3453 34+A 6+7+ (	 :89

&'()<3,+( .	 
/0
12

34-3 345< 345* 34)= 34() 6(7+ (	 :89

&'()<+,+( .	 /02 3455 345( 34)) 34)( 34+- :(7+ (	 :89

&'()<(,+( .	 
/0
12

34*) 34*3 34(- 34(( 34+) 6(7+ (	 :89

&'()<),+( .	 
/0
12

34)- 34)3 34(+ 34+< 34+3 :(7( +	 689

&'()<*,+( .	 /; 34)- 34(< 34)+ 34+< 343A :(7( +	 689
&'()<5,+( .	 2 34*3 34*3 34(- 34(= 34+) :(7+ (	 :89
&'()<<,+( .	 /; 34*- 34*+ 34)3 34(5 34+* 6(7+ (	 G89
&'()<=,+( .	 /; 34*< 34*) 34(3 34+< 34+A 6(7+ (	 G89
&'()<-,+( .	 12 34*= �34(5� 34+( 34+5 34)( 6*7+ )	 G89 C&'()<A
&'()<A,+( .	 2 34)= 34)< 34(+ 34(( 34+* 6(7+ +	 689 >&'()<-
&'()=3,+( .	 /02 34)5 34)3 34(( 34(+ 34() 6)7( (	 G89

&'()=+,+( .	 
/0
#12

34*5 34** 34)3 34(3 34+A :(7+ +	 689

&'()=(,+( .	 /; 34A3 34<3 34-+ 3453 34(* :(7+ (	 :89
&'()=),+( .	 12 34)3 34)3 34+( 343A 34+5 6(7+ (	 ,89 >&'()=*

&'()=*,+( .	 
/0
12

�34(A� 34)+ 34+= 34+* 34++ 6(7+ +	 689 C&'()=)

&'()=5,+( .	 2 34(5 34(* 34+* 34+) 34+3 :(7+ (	 :89 >&'()A)
&'()=<:+(?+) .	 /; 34<5 34)) 345- 34+- 34+< :(7+ (	 :89
&'()==:+) .	 /@ 34*( �34+A� 34)+ �34+*� 34+3 :(7+ (	 :89
&'()=-:+) .	 /02 3455 3453 34)< 34)5 34+5 6(7+ (	 G89
&'()=A:+) .	 /; 345) 34)= 34*= 34(= 343A :+7+ (	 G89
&'()-3:+) .	 /02 34*3 34)= 34() 34(( 34+( 6(7+ +	 689

&'()-+:+) .	 
/0
#12

34<( 34)3 34*( 34+= 34+= 6(7+ +	 689

&'()-(:+) .	 
/0
12

34)= 34)5 34++ 34+5 34+* 6(7+ (	 :89

&'()-):+) .	 
/0
12

345* 34*< 34*) 34)* 34+( :+7( (	 :89

&'()-*:+) .	 /02 34*+ 34)3 343- 343A 34+< 6(7+ (	 ,89

&'()-5:+( .	 /@ �345=��34)A��34(5��34((� 34)+ 6)7+ +	 689
C&'()**
&'()*<

&'()-<,+) .	 /@ 34*5 �34)-� 34(< �34((� 34+< 6(7+ (	 :89 >&'(53<

&'()-=,+) .	 
/0
12

34(5 34(( 34+A 34+5 34+( 6(7+ +	 689

&'()--,+) .	 /@ 34*3 �34()� 34)3 �34+A� 34+3 :(7+ (	 :89
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#$ %$ #$ %$

&'()*+,-) .	 
/0
12

3455 3465 3463 34(* 343* 7-8- -	 9:;

&'()+3,-) .	 /02 34(* 34(< 34-( 34-- 34-6 9(8- (	 7:;
&'()+-,-) .	 /02 3455 3455 34(6 34(( 34-3 9-8- -	 9:;

&'()+(,-) .	 
/0
12

34(5 34(( 34-6 34-3 34-3 9(8- -	 9:;

&'()+),-) .	 12 34)- �34(5� 34() 34-< 34-- 7(8- (	 =:; >&'()<5
&'()+6,-) .	 /? 34)@ 34)@ 34(5 34() 343< 7-8( -	 9:;
&'()+5,-) .	 2 34)+ 34)6 34-@ 34-< 343< 9-8- (	 7:;
&'()+@,-) .	 /A �34((� 34(( �34-6� 34-- 343* 9(8- (	 7:; >&'()+<
&'()+<,-) .	 12 34)5 34)- 34-* 34-6 34-- 9(8- -	 9:; B&'()+@
&'()+*,-) .	 2 34)* 34)@ 34-@ 34-< 34-) 9(8- -	 9:;
&'(63)7-6 .	 /? 345- 34)- 3463 34-( 34-- 7(8- (	 7:;
&'(6367-6 .	 12 34)@ 34)( 34-@ 34-( 34-3 7(8- (	 ,:;

&'(6357-6 .	 
/0
#12

34)* 34(5 34(- 34-( 343< 7-8- -	 9:;

&'(63@,-6 .	 
/0
12

34(< �34()� 34-( 34-< 34-- 9(8- (	 7:; >&C)+)

&'(63<,-6 .	 
/0
#12

346) 3463 34)( 34(3 34-3 9-8- (	 7:;

&'(63*,-6 .	 12 34)6 34)3 34-3 343< 34-3 9(8- (	 7:;
&'(63+,-6 .	 2 34(3 34-* 34-6 34-( 34-5 9)8( -	 9:;
&'(6-3,-6 .	 /02 34(6 34(3 34-3 34-3 34)5 958( -	 9:; B&D(- EFG
&'(6--,-6 .	 /02 34)3 34)- 34-* 34(- 343* 7-8- (	 7:;
&'(6-(,-6 .	 /02 34)6 34)( 34(- 34(3 343* 7-8- -	 9:;

&'(6-),-6 .	 
/0
#12

34)3 34(6 34-+ 34-- 34-) 9(8- (	 7:;

&'(6-6,-6 .	 
/0
12

34)5 34(* 34(( 34-@ 343+ 7(8( )	 7:;

&'(6-5,-6 .	 2 34)3 34(5 34-( 34-- 34-+ 9)8( -	 9:;
&'(6-@,* .	 /A �34-*� 34() �343@� 343* 34-5 9(8- (	 D:;

&'(6-<,* .	 
/0
12

3465 346( 34-5 34(( 34-< 7(8- (	 7:;

&'(6-*,* .	 
/0
#12

34)* 34)3 34(3 343* 34-) 7(8- (	 =:;

&'(6-+,* .	 
/0
#12

3463 34)5 34(+ 34-5 34-( 7(8( (	 7:;

&'(6(3,* .	 
/0
12

346) 346- 3435 343< 34-@ 9-H) )	 7:;

&'(6(-,* .	 
/0
#12

34)( 34() 34-5 343+ 343+ 9(8- (	 7:;

&'(6((,<I* .	 12 34)5 34)5 34-6 34-- 34-@ 9(8( )	 ,:;
&'(6(),* .	 /02 346< �34))� 34-@ 34-5 34(3 9(8- (	 7:; >&'(6(6

&'(6(6,* .	 
/0
12

3465 �34)*� 34-* 34-5 34-6 7(8- (	 7:; B&'(6()

&'(6(5,< .	 
/0
#12

�34)@� 34)< 34-3 343@ 34(3 7(8- (	 =:; >&'(6(@

&'(6(@,< .	 2 346( 34(< 34-5 34-@ 34-- 9(8( (	 7:; B&'(6(5
&'(6(<,< .	 12 34)* 34)( 34(3 34-@ 34-3 9(8- -	 9:;
&'(6(*,< .	 /02 345+ 345( 34)5 34)< 34-6 9-8- )	 7:;

&'(6(+,< .	 
/0
12

346* 346@ 34)< 34(5 34-5 9(8- (	 7:;

&'(6)3,< .	 /02 34@( 345@ 34)6 34(+ 34-* 7(8- )	 =:;
&'(6)-,< .	 2 346* 3465 34)+ 34)6 343* 7-8- (	 7:;

&'(6)(,< .	 
/0
#12

34)( 34(5 34-+ 343+ 34-- 9(8- (	 =:;

&'(6)),< .	 2 34)* 34)5 34-6 34-6 34-3 9-8- )	 =:;
&'(6)6,< .	 2 34)3 34(< 343+ 343* 34-3 9(8- (	 7:;
&'(6)5,< .	 /02 346+ 346* 34-( 34-( 34-6 7-8- (	 7:;

&'(6)@J+ .	 
/0
#12

34<3 345( 345@ 34)< 34-( 7-8- (	 7:;

&'(6)<,< .	 
/0
#12

34)) 34)( 343) 34-5 34(3 ,(8- )	 J:;

&'(6)*,< .	 /02 3453 346* 34)3 34(< 34-) 9-8- -	 9:;
&'(6)+,< .	 2 34)6 34)( 34-3 34-( 34-( 9(8- (	 7:;
&'(663,< .	 2 346) �3463� 34() 34() 34-( 9(8- )	 =:; >&'(66-

&'(66-,< .	 
/0
#12

34)+ 34-@ 34)5 34-5 34-( 9)8- )	 =:;
B&'(663
&'(66(
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#$ %$ #$ %$

&'())(*+ ,	 - ./0) �./(1� ./2( ./20 ./2) 3(42 (	 567
8&'())2
&'())0

&'())0*+ ,	 - ./0( ./0. ./21 ./21 ./22 9(42 0	 367 :&'())(
&'()));< ,	 =>- ./1( ./1. ./0< ./00 ./(1 9(42 (	 367
&'())1*+ ,	 - ./?) ./?2 ./22 ./22 ./02 *(42 0	 *67

&'())?*+ ,	 
=>
#@-

./0? ./(< ./(< ./2< ./2. 3(42 (	 367

&'())+*A ,	 
=>
#@-

./)< ./02 ./(2 ./2. ./21 9(42 (	 367

&'())A*+ ,	 
=>
#@-

./0. ./(< ./(< ./2( ./22 9(42 (	 367

&'())<*+ ,	 - ./). ./01 ./2A ./2+ ./21 9(42 0	 367
&'()1.*? ,	 @- ./0? ./(A ./(2 ./21 ./(2 9042 (	 367

&'()1(*? ,	 
=>
#@-

./)( �./0.� ./22 ./.+ ./(( 904( 0	 *67 8&'()10

&'()10*? ,	 - ./). ./0) ./20 ./2( ./2+ 9(4( (	 367 :&'()1(

&'()1)*? ,	 
=>
#@-

./(+ ./() ./21 ./.+ ./2? 9(4( (	 367

&'()11*? ,	 
=>
@-

./0( ./0( ./20 ./2. ./2) 9(42 (	 367

&'()1?*+ ,	 - ./+1 ./?A ./2< ./2< ./2) 9242 0	 367
&'()1+*? ,	 - ./(? ./(1 ./.A ./.A ./20 9(42 0	 367
&'()1A*? ,	 - ./01 ./0) ./20 ./22 ./2< 9(42 (	 367
&'()1<*? ,	 @- ./(+ ./(0 ./20 ./.< ./(( 904( 0	 367

&'()?.*? ,	 
=>
#@-

./0< ./(+ ./(. ./2( ./21 9(42 (	 367

&'()?2*? ,	 
=>
#@-

./)A ./). ./(. ./20 ./2+ 9(42 (	 *67

&'()?(*? ,	 #@- ./1. ./(< ./00 ./2A ./22 9(42 (	 367

&'()?0*? ,	 
=>
#@-

./01 ./0) ./(2 ./20 ./2( 9(42 (	 *67

&'()?)*? ,	 #@- ./0. ./2. ./(A ./2. ./2+ 9142 0	 567

&'()?1*? ,	 
=>
@-

./(? ./(1 ./2. ./.A ./(2 904( 0	 367

&'()??*? ,	 - ./0. ./(A ./2. ./.< ./2) 9(42 0	 367
&'()?+*? ,	 - ./?2 ./1( ./20 ./2( ./(+ 9(42 (	 367
&'()?A*? ,	 #@- ./11 ./). ./02 ./2< ./2) 3(42 0	 567

&'()?<*? ,	 
=>
#@-

./(1 ./(0 ./22 ./.1 ./2A 904( 0	 367

&'()+.*? ,	 
=>
#@-

./01 ./(+ ./21 ./.) ./(< 904( 0	 *67

&'()+25? ,	 
=>
#@-

./01 ./02 ./21 ./.< ./2) 9(42 0	 567

&'()+(5? ,	 
=>
@-

./0? ./0( ./(0 ./2+ ./22 3(42 0	 367

&'()+05? ,	 - ./). ./01 ./2A ./2+ ./2. 3242 (	 567 :&'()+)
&'()+)5? ,	 - ./)1 �./01� ./(. ./(. ./2+ 9(42 (	 367 8&'()+0

&'()+15? ,	 
=>
#@-

./0( ./(A ./2? ./.A ./2+ 9(42 (	 367

&'()+?5? ,	 #@- ./0A ./21 ./0) ./2( ./2( 9042 (	 367
&'()++;2. ,	 =>- ./)+ ./)) ./0? ./02 ./2A 9(42 (	 367
&'()+A5? ,	 =B ./?A �./11� ./0+ �./()� ./(( 9(42 (	 567

&'()+<5? ,	 
=>
#@-

�./0?� ./01 ./2A ./.< ./(0 9(42 2	 967 :&C).A

&'()A.5? ,	 
=>
@-

./(? ./() ./2. ./.A ./2. 3(4( (	 567

&'()A25? ,	 @- ./+. ./)< ./?1 ./)+ ./22 9242 (	 367

&'()A(5? ,	 
=>
#@-

./)A ./0A ./(0 ./21 ./2( 9(42 (	 567

&'()A05? ,	 
=>
#@-

./)? ./0+ ./(? ./2+ ./21 3(42 (	 367

&'()A)5? ,	 - ./)) ./)0 ./(( ./(0 ./2. 9242 (	 367
&'()A15? ,	 @- ./0? ./(+ ./(. ./2) ./.< 9(42 (	 367
&'()A?5? ,	 =D ./A( ./1A ./2. ./2( ./2? 92E0 (	 567
&'()A+5? ,	 @- ./1) ./)< ./(. ./2? ./21 9(4( 2	 967
&'()AA5? ,	 =>- ./)( ./00 ./(? ./(< ./22 9(42 2	 967

&'()A<5? ,	 
=>
@-

./). ./(< ./2A ./2) ./21 9(4( (	 567
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#$ %$ #$ %$

&'()*+,- .	 
/0
12

+3)4 +345 +34+ +3(6 +36) 7(86 4	 9:;

&'()*6,- .	 12 +34< +34+ +36- +36( +36+ =(86 (	 =:;
&'()*(,- .	 /02 +3-6 +355 +34) +345 +3+* 7686 (	 =:;

&'()*4,->? .	 
/0
#12

+34? +344 +3(- +36( +36( =(86 (	 =:;

&'()*),->? .	 /02 +3-5 +35- +3)) +3)+ +365 =686 4	 ,:; @&'(5+4
&'()*-,? .	 #12 +346 +3() +365 +36+ +36( 7(8( (	 ,:;

&'()*?,? .	 
/0
12

+3-4 +35) +35) +3)5 +36( =686 (	 =:;

&'()*<,? .	 2 +34( +3(* +366 +366 +365 7(8( (	 ,:;
&'()**,? .	 /02 �+34(� +34? +3(+ +36< +36< 7(86 (	 9:; @&'(5++
&'(5++,? .	 2 +35? +356 +3(( +36* +36) 7686 (	 =:; A&'()**

&'(5+6,? .	 
/0
12

+3)* +3)( +34+ +3(6 +36* =(8( (	 =:;

&'(5+(,? .	 
/0
12

+3)? +3)6 +34+ +3(( +3(6 7(8( 4	 =:;

&'(5+4,? .	 
/0
#12

+3-< +3)? +3)5 +3(5 +36? 7(86 4	 ,:; A&'()*)

&'(5+),? .	 /02 �+3)+� +34- +364 +36( +36( 7(86 4	 =:;

&'(5+5B6) .	 
/0
#12

+3)) +3(* +3() +36- +36* 7(8( (	 ,:;

&'(5+-B64 .	 12 +344 +3(6 +36+ +3+? +34( 748( 6	 7:; @&'(4<-
&'(5+?C() .	 /02 +3)+ +344 +3(5 +3(6 +365 7(86 (	 =:;
&'(5+<C() .	 2 +3)* +3)) +344 +346 +366 7686 (	 =:;
&'(5+*C>D() .	 /E +3)* +346 +344 +36+ +366 =(86 (	 =:;
&'(56+,64 .	 /02 +34+ +34+ +3(6 +36* +36) 7(86 (	 ,:;

&'(566,64 .	 
/0
12

+34? +34) +3(* +3(+ +36) 7(86 (	 =:;

&'(56(,64 .	 /F �+346� +34+ �+3(*� +3(4 +364 7(8( 6	 7:; @&'(564
&'(564,64 .	 /02 +3)- +34? +34? +346 +36? 7(8( (	 =:; A&'(56(
&'(56),64 .	 2 +346 +34+ +3(5 +3() +36+ 7(8( (	 =:;
&'(565,64 .	 /02 +34- +344 +3(4 +3(- +3+* =68( (	 ,:;
&'(56-,64 .	 /02 +3)6 +34* +3(( +3(+ +365 7(86 6	 7:;
&'(56?,64 .	 12 +3(5 +3(4 +36+ +3+< +366 =(86 (	 =:;
&'(56<,64 .	 /F �+34+� +3(* �+3((� +36* +3+- =686 6	 7:; @&'(56*
&'(56*,64 .	 /02 +3)5 +3)+ +3(< +3() +36( 7(8( (	 =:; A&'(56<

&'(5(+,64 .	 
/0
12

+35( +3)- +3(* +3(( +364 =686 (	 =:;

&'(5(6,64 .	 2 +35- +35) +34* +34* +36+ 7686 (	 B:; A&'(5((

&'(5((,64 .	 /F 636+ +35( +3<* +3)4 +36( =686 (	 =:;
@&'(5(6
A&'(-*<

&'(5(),64 .	 2 +34< +34? +36* +3(( +3(6 7(86 (	 B:; A&'(5(5

&'(5(5,64 .	 /F +3<5 �+3?(� +3-6 �+356� +36( =68G (	 =:;
@&'(5()
&'(5(-
&'(5(?

&'(5(-,64 .	 /F +34* �+3(-� +365 �+36-� +3)+ 7586 6	 7:;
@&'(5(5
&'(5(?

&'(5(?,64 .	 2 +3)( +3)6 +36? +36- +36- 7(86 (	 =:;
A&'(5(5
&'(5(-
&'(5(<

&'(5(<,64 .	 /F +3)+ �+3((� +3() �+3(6� +3(5 =)8G (	 ,:;
@&'(5(?
&'(5(*

&'(5(*,64 .	 
/0
#12

+345 +344 +365 +3+* +3(+ 7(86 4	 ,:; A&'(5(<

&'(54+,64 .	 2 +3(5 +3(5 +36* +36* +3+< =(86 (	 B:;
&'(546,64 .	 2 +344 +34+ +3(< +3() +3+* =(86 (	 =:;
&'(54(,64 .	 /02 +3(- +3() +36( +36) +3+* =(86 6	 7:;
&'(544H64 .	 /F +3-6 +35) +3)+ +3)5 +36< 7(86 (	 =:;
&'(54)H64 .	 2 +346 +3(* +36) +365 +366 7(86 (	 9:;
&'(545H64 .	 /02 +345 +346 +3(6 +3(5 +366 =(86 (	 B:;
&'(54?H64 .	 2 +3)- +3)6 +36+ +36+ +34< B4I4 (	 ,:; JKL
&'(54<H64 .	 2 +34- +344 +36? +36- +364 7(86 (	 =:;
&'(54*H64 .	 /02 +3?5 +3-5 +3)4 +3)? +3(6 7(86 6	 7:;
&'(5)+H64 .	 /E +3)+ +34* +3(? +3(6 +36) 7(8( (	 =:;
&'(5)6H64 .	 2 +346 +34+ +36- +365 +364 7(86 (	 =:;
&'(5)(H>964 .	 /E +3-* +3)( +3)- +3(? +3(6 7(86 (	 ,:;
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#$ %$ #$ %$

&'()*+,-* .	 
/0
12

34(5 34() 34-) 34-( 34-6 7(8- (	 9:; <&=+>5

&'()**,-( .	 /? 34)* 34)( 34*3 34*( 34-( 9-8( -	 7:;
&'()*),-( .	 /@ 34)6 �34*3� 34*) �34+)� 3436 9-8( -	 7:;
&'()*A,-( .	 2 34+5 34+5 34() 34(* 343> 9-8( -	 7:;
&'()*6,-( .	 /? 34)3 34+> 34+) 34-5 34-6 9(8- +	 B:;
&'()*5,-( .	 /02 34*) 34*( 34(* 34(+ 34-6 7(8( (	 9:;

&'()*>,-( .	 
/0
12

34+5 34+5 34(5 34(- 34-> 7(8- (	 B:;

&'())3,-( .	 12 34)> 34)* 34*3 34+- 34(* 7(8( (	 ,:;
&'())-,-( .	 /02 34AA 34A3 34*+ 34+5 34(3 7(8( (	 9:;

&'())(,-( .	 
/0
12

34+5 34+6 34(* 34-6 34-* 7(8( (	 9:;

&'())+,-( .	 2 34+( 34+3 34-5 34-A 34-- 9(8- (	 9:;
&'())*,-( .	 /02 34)6 34)) 34+3 34+) 34(* 7(8- +	 9:; C&'())A

&'())),-(D-+ .	 
/0
12

34*- 34+A 34(3 34-A 34-- 7(8- (	 9:; C&'())A

&'())A,-(D-+ .	 /@ �34A)��34*A� 34*A 34** 34-6 9(8( (	 E:;
<&'())*
&'()))

&'())6,-( .	 2 34+- 34+3 34-A 34-5 34-- 9(8( (	 9:;
&'())5,-( .	 #12 346* 34*A 34)A 34+3 34-( 9-8- -	 7:;
&'())>,-( .	 /02 34)3 34)3 34*3 34+6 34-) 7(8- +	 9:; C&'()A3

&'()A3,-( .	 /@ �3455� 345- �34)>� 34)5 34-- 9-8( (	 9:;
<&'())>
&'()A-

&'()A-,-( .	 12 34** 34+5 34-5 34-+ 34-> 7(8- (	 9:; C&'()A3
&'()A(,-( .	 2 34*) 34*3 34+( 34(> 34-3 7-8( -	 7:; C&'()A+
&'()A+,-( .	 /? 34)3 �34**� 34(5 34+- 34-A 7(8( (	 9:; <&'()A(
&'()A*,-( .	 /? 34*5 34+) 34*3 34(- 34-( 7(8( (	 9:; C&'()A)
&'()A),-( .	 /@ 34() �34-5� 34-A �34-*� 3436 9(8- (	 9:; <&'()A*

&'()AA,-( .	 
/0
#12

34)> 34*- 34+) 34-6 34-( 7-8- (	 9:;

&'()A6,-( .	 
/0
#12

34>+ 34)* 346* 34+A 34(- 7(8- (	 ,:; C&'(633

&'()A5,-( .	 /? 34(5 34(5 34(- 34-( 34-+ 7(8- (	 ,:;
&'()A>,-( .	 /? 34)( 34(* 34*) 34-A 34-A 9(8- (	 ,:;
&'()63,-( .	 /? 34+) 34+- 34(( 34-6 34-* 9(8( (	 9:;
&'()6-FDB-+ .	 2 34+A 34+* 34(- 34(- 34-- 7(8- (	 9:;
&'()6(B-( .	 /? 34*A 34*( 34+) 34+3 34-( 7-8( (	 ,:;
&'()6+B-+ .	 /@ 34*- �34++� 34+- �34+(� 34-> 7(8( (	 ,:;
&'()6*B-(D-+ .	 /? 34A- 34+> 34*+ 34-A 34-A 9(8- (	 ,:;

&'()6),-- .	 
/0
12

34)3 34)3 34(> 34(* 34-) 7(8- (	 E:;

&'()6A,-- .	 
/0
#12

34)- 34+) 34+A 34-> 34-> 7(8- (	 ,:;

&'()66,-- .	 #12 34+> 34(5 34(5 34-5 34-- 7(8- -	 7:;

&'()65,-- .	 
/0
#12

34+( 34(> 34-- 34-5 34-+ 7(8( (	 9:;

&'()6>,-- .	 /? 34*6 34*3 34+) 34(5 34-> 7(8( (	 B:;

&'()53,-- .	 
/0
12

34A+ 34)) 34)( 34*3 34-+ 9-8- -	 7:;

&'()5-,-- .	 /? 346( 34)* 34)5 34+( 34(A 7(G+ -	 7:;
&'()5(,-- .	 /? 34*6 34** 34+A 34+6 34(* 9(G+ *	 9:;
&'()5+,-- .	 #12 34*3 34(5 34(> 34-> 34-+ 7(8( (	 9:;
&'()5*,-- .	 /? 34*) 34(6 34(6 34-5 34-+ 7(8- (	 7:;
&'()5),-- .	 /02 34(5 34() 34-> 34-> 34-( 9(8( -	 7:;

&'()5A,-- .	 
/0
12

34A3 34)( 34*) 34+A 34-+ 7-8- (	 9:;

&'()55,6 .	 2 34*) 34+> 34-) 34-* 34-6 9(8- +	 ,:;
&'()5>,6 .	 2 34++ 34+3 34-) 34-+ 34-- 7(8- (	 ,:;

&'()>-,6 .	 
/0
#12

34A- 34*) 34*5 34(( 34-> 7(8- +	 9:;

&'()>(,6 .	 #12 34)( 34*+ 34+3 34(3 34-* 7(8- (	 ,:;
&'()>+,6 .	 /? 34)* 34+3 34+> 34-( 34-* 7(8- +	 9:;
&'()>*,6 .	 #12 34*A 34*3 34-> 34-( 34-> 7(8( +	 9:; C&'()>)
&'()>A,6 .	 12 34+5 34+A 34+3 34(( 34-+ 9(8- +	 B:;
&'()>6,6 .	 2 34+) 34+* 34(( 34(3 34-+ 7(8- (	 ,:;
&'()>5,6D5 .	 /02 34*( 34*3 34(6 34(A 343> 9-8( +	 ,:;
&'()>>,5 .	 /? -43A 34A) 34-+ 3435 34() 7(8- +	 ,:;
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#$ %$ #$ %$
&'()**+, -	 . */00 */01 */12 */13 */14 5(6( 0	 +78
&'()*1+, -	 9: */2, */11 */2* */*3 */03 53;0 0	 +78
&'()*(+, -	 <. */0( */0* */1( */*= */(( 5061 0	 >78 ?@A
&'()*0+, -	 . */0) */02 */() */(2 */1( B(61 1	 578
&'()*2+, -	 9: */)3 */31 */2) */14 */1( B161 (	 B78
&'()*3+, -	 9C. */24 */04 */12 */1( */(* 5(61 (	 D78
&'()*)+, -	 9: */43 */22 */*, */*4 */1( B1E1 0	 +78

&'()*4+, -	 
9C
<.

*/0= */0* */(4 */(( */*= B(61 (	 B78

&'()*,+, -	 <. */2) */04 */(0 */1, */*, 5161 (	 +78

&'()*=+, -	 
9C
<.

*/23 */2* */*= */*4 */(1 5(;0 0	 +78

&'()1*+, -	 9: */24 */0* */*4 */*) */(* 5(;0 0	 +78

&'()11+, -	 9F �*/02� */02 */*, */*, */14 B(;0 (	 +78
G&'()10
H&'()1,

&'()1(+, -	 9C. */33 */24 */13 */1) */10 5161 (	 +78
&'()10IJ+, -	 . */0= */02 */12 */12 */10 5(61 (	 B78 G&'()11
&'()12+, -	 9: */0= */02 */*2 */*3 */14 5(6( (	 D78

&'()13+, -	 
9C
#<.

*/22 */20 */*4 */10 */0, 51;0 1	 578 H&'()1)

&'()1)+, -	 9C. */3, */22 */01 */() */12 5(61 2	 B78 G&'()13

&'()14+, -	 
9C
<.

�*/0)� */23 */(4 */(1 */13 5(61 (	 B78 H&K2*4

&'()1,+, -	 #<. */23 */0= */*) */*2 */01 50;0 (	 I78 G&'()11

&'()1=+= -	 
9C
<.

*/23 */21 */10 */1* */(* 5(61 (	 +78 G&'()(*

&'()(1+= -	 . */24 */2( */0* */0* */11 5161 1	 578 G&'()((
&'()((+= -	 9C. �*/0(� */00 �*/(1� */(* */13 B(61 1	 578 H&'()(1
&'()(0+= -	 . */3* */3* */1= */1) */1, 5(61 0	 +78
&'()(2+= -	 9: */23 */23 */(4 */14 */1, 5(61 (	 +78 G&'(=44

&'()(3+= -	 
9C
#<.

*/34 */2) */0( */1= */10 5161 0	 B78

&'()()+= -	 
9C
<.

*/2, */23 */03 */(, */10 B161 0	 D78

&'()(4+= -	 . */30 */22 */(1 */(* */14 5(61 0	 +78
&'()(,+= -	 . */)0 */3) */(, */(3 */(* B(61 2	 D78

&'()(=+= -	 
9C
#<.

*/01 */(, */1, */11 */1( 5(61 (	 +78

&'()0*+= -	 . */0, */0) */(3 */(4 */1( 5(61 (	 +78
&'()01+= -	 9: */)3 */34 */*, */*, */2= 50;0 0	 >78
&'()0(+= -	 . */03 */00 */1= */1= */11 5(61 (	 B78

&'()00+= -	 
9C
#<.

*/0* */(, */14 */*, */13 5(6( (	 I78

&'()02+= -	 <. */(4 */(3 */11 */*= */11 5(61 (	 I78
&'()03+= -	 <. */23 */03 */1( */*= */1, 5(61 1	 578
&'()0)+= -	 . */(= */() */14 */13 */1( 5(61 (	 B78
&'()04+= -	 #<. */3, */3) */(= */1= */1= 5(61 2	 D78

&'()0,+= -	 
9C
#<.

*/0= */04 */() */14 */10 5(61 (	 +78

&'()0=+= -	 . */21 */03 */() */(0 */1( 5(61 1	 578
&'()2*+= -	 9: */)0 */)0 */1) */(2 */(* 5(61 0	 D78

&'()2(+1* -	 
9C
#<.

*/33 */0, */24 */0* */*, B161 1	 578

&'()20+1* -	 <. */0( */01 */1* */12 */1( 5(61 (	 +78

&'()22+1* -	 
9C
#<.

*/24 */03 */21 */13 */1* 5161 (	 +78

&'()23+1* -	 
9C
<.

*/2( */03 */(4 */(* */13 5(61 0	 D78

&'()2)+1* -	 9: */33 */30 */20 */() */1, 5(61 (	 B78

&'()24+1* -	 
9C
#<.

*/)= */30 */02 */(( */1* 5161 (	 B78

&'()2,+1* -	 . */)= */2* */14 */1) */1) 5(61 (	 B78 G&'()2=
&'()2=+1* -	 9F �*/0,� */32 �*/00� */21 */1, 5(61 1	 578 H&'()2,
&'()3*+1* -	 <. */03 */01 */13 */1( */1( 5(61 (	 B78
&'()3(+1*J11 -	 9: */)( */0= */3* */10 */11 B161 (	 +78
&'()30+2 -	 . */22 */0, */(2 */(1 */*, B161 (	 B78
&'()32+2J3 -	 <. */20 */0= */00 */(0 */1) B(61 0	 D78
&'()33+3 -	 9C. */04 */(, */11 */10 */12 5(61 (	 D78
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#$ %$ #$ %$
&'()*)+* ,	 - ./01 ./02 ./(0 ./(( ./2( 3(42 2	 567
&'()*8+* ,	 #9- ./*. ./0: ./11 ./(1 ./2. 324( 2	 567
&'()*:+*;) ,	 <=- ./1. ./0( ./(. ./28 ./22 5(42 2	 567
&'()*>+* ,	 9- ./10 ./08 ./(: ./(( ./2* 5(42 2	 567

&'()).+* ,	 
<=
9-

./): ./*> ./*: ./1) ./2* 3242 (	 ?67

&'())2+1;* ,	 - ./*0 ./18 ./0) ./02 ./20 3242 (	 +67
&'())(+* ,	 - ./*. ./11 ./(: ./(* ./21 5(42 2	 567
&'())0+* ,	 - ./0. ./(> ./(2 ./2: ./22 5(42 (	 +67
&'())1+* ,	 9- ./*2 ./10 ./0> ./0. ./2* 5(42 0	 ?67
&'())*+* ,	 #9- ./1( ./01 ./01 ./(2 ./2* 5(4( (	 367
&'()))+* ,	 9- ./1. ./0* ./(0 ./28 ./(2 5(42 2	 567

&'())8+22 ,	 
<=
#9-

./1. ./0( ./(. ./2( ./2) 3(42 (	 367

&'()):+22 ,	 <=- ./00 ./00 ./2> ./2) ./(* 5042 (	 +67
&'())>+22 ,	 <@ ./*8 ./0* ./1: ./2* ./2> 5(A0 0	 367
&'()8.+22 ,	 - ./1) ./1* ./08 ./0* ./2> 5(42 (	 367
&'()82+22 ,	 <@ ./08 ./01 ./(> ./() ./21 5(42 (	 367
&'()8(+22 ,	 <@ ./1* ./0: ./00 ./(: ./2* 5(42 (	 367
&'()80+22 ,	 <B ./1* ./08 ./(* ./22 ./2: 5(4( 2	 567

&'()81+22 ,	 
<=
9-

./11 ./0: ./0( ./(( ./21 5(42 (	 367

&'()8*+22 ,	 <B ./** ./*1 ./() ./0. ./2> 5(42 (	 367
C&'()8)
&D1(.

&'()8)+22 ,	 <@ �./1*� ./11 �./1.� ./(8 ./(. 5(42 (	 E67 F&'()8*
&'()88+22 ,	 #G 2/.1 ./:: ./8> ./*: ./2) 3242 (	 367
&'()8:+22 ,	 9- ./*. ./1* ./0( ./() ./21 5(42 (	 367
&'()8>+22 ,	 - ./11 ./0: ./(. ./(. ./2* 5(42 2	 567
&'():.H2( ,	 <=- ./0: �./00� ./(8 �./(>� ./20 5(42 (	 367

&'():2H2( ,	 
<=
9-

./1) ./08 ./(0 ./2> ./(2 5(42 0	 +67

&'():(+;H2( ,	 <B ./)2 ./). ./01 ./0( ./(0 3(42 (	 +67 C&'(:12
&'():0H2( ,	 <B ./0: ./00 ./0( ./28 ./>. 5*4( 2	 567 C&'():1
&'():1H2( ,	 <@ ./0* �./(1� ./2: �./20� ./2> 5042 0	 +67 F&'():0 IJK
&'():*H2( ,	 <@ �./00� ./00 �./(>� ./(: ./21 5(42 (	 367 F&D12(

&'():)H2( ,	 
<=
#9-

./1. ./0. ./(* ./2( ./2. 3(42 (	 367

&'():8H2( ,	 <=- ./*( ./1: ./0) ./0* ./2) 5(42 (	 +67
&'()::H2( ,	 <=- ./08 ./0) ./(: ./() ./21 5(42 (	 +67

&'():>H2( ,	 
<=
9-

./18 ./11 ./2: ./(( ./2* 5(42 (	 367

&'()>.H2( ,	 - ./01 ./0( ./(: ./(1 ./2. 3(42 (	 367

&'()>2H2( ,	 
<=
9-

./:: ./)* ./82 ./** ./2: 5242 (	 367

&'()>(H2( ,	 <=- ./1( ./0: ./00 ./(: ./2( 5(42 (	 ?67
&'()>0H2( ,	 <=- ./1* ./10 ./01 ./0* ./22 3242 (	 367
&'()>1H2( ,	 <B ./8* ./11 ./). ./0. ./2> 5(42 0	 ?67
&'()>*H2( ,	 <=- ./0> ./0: ./(* ./0. ./2. 3242 (	 +67
&'()>)H2( ,	 <B ./)2 ./). ./*1 ./1> ./0( E(42 0	 E67 IJK

&'()>8H2( ,	 
<=
9-

2/.) ./:) ./8. ./*1 ./(( 3242 (	 367

&'()>:+20 ,	 
<=
#9-

./01 ./(( ./(* ./2( ./.8 5(42 (	 ?67 F&'(*((

&'()>>+20 ,	 
<=
#9-

./(1 ./(( ./2* ./2. ./(2 304( 2	 567 IJK

&'(8..+2( ,	 <@ ./1: �./1.� ./(> �./(2� ./(> 30A0 (	 +67 F&'(*)8 IJK

&'(8.2+;H22 ,	 
<=
#9-

./:* ./** ./)8 ./11 ./2( 52L2 2	 567 C&D1(.

&'(8.(H2.;22 ,	 - ./(: ./0: ./0. ./(> ./.> 3242 (	 367

&'(8.0H22 ,	 
<=
9-

./0> ./0( ./0. ./(* ./22 5(42 2	 567

&'(8.1H22 ,	 <=- ./*( ./1> ./0: ./0( ./(( 5(4( (	 367
&'(8.*H22 ,	 <B �./))� ./1) �./*8� ./() ./2: 5(42 (	 +67 F&'(8.)

&'(8.)H22 ,	 
<=
#9-

./1: ./1. ./0) ./(. ./21 5(4( (	 367
C&'(8.*
&'(:1(
F&'(8.8
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#$ %$ #$ %$

&'()*)+,, -	 
./
#01

*234 *244 *25* *267 *2,5 8,9, (	 :;<
=&'()*4
&'()*5
&'(56(

&'()*5+,, -	 .> *27* �*2?3� *2?6 �*2?5� *2(, 8(@? (	 A;< B&'()*)
&'()*3+,, -	 .C *27* *265 *2(3 *2?) *2,, :,9, (	 D;<

&'(),*+,, -	 
./
01

*2(7 *2(, *264 *2?6 *2,3 8?9, (	 :;< B&'(),,

&'(),,+,, -	 .C *277 �*2?7� *2?7 �*2(4� *2,6 8(9E (	 :;<
B&'(),*
&'(),(

&'(),(+,, -	 ./1 *236 *275 *2), *2?4 *2,4 8,9, (	 D;<
=&'(),,
&'(56?

&'(),?+,, -	 
./
01

*264 *2?6 *2?7 *2() *2,7 8(9, (	 :;<

&'(),6+,, -	 ./1 *27( *267 *26, *2?) *2,6 :(9, (	 :;<
&'(),7+,, -	 .C *255 *25? *246 *24* *2?6 8(9, (	 :;<
&'(),4+,,F,( -	 .> �*2),��*267��*275��*26(� *2*3 :,9E ,	 8;< B&'(),)

&'(),)+,,F,( -	 
./
01

*246 *27? *263 *2?) *2,6 :,9, (	 A;< =&'(),4

&'(),5+,, -	 .C �*263� *2?3 �*26(� *2(3 *2,4 :(@? ?	 G;< B&'(),3
&'(),3+,, -	 ./1 *267 *266 *2?) *2?, *2,, :,9, (	 :;< =&'(),5
&'()(*+,, -	 ./1 *2)4 *2)6 *275 *27? *2,5 8,9, 7	 H;<

&'()(,+,, -	 
./
#01

*25( *275 *243 *267 *2,6 :,9, (	 :;<

&'()((+,, -	 1 *26) *267 *2(4 *2(( *2(? D(9, ?	 G;< IJK
&'()(?+,, -	 .C *27, *2?7 *2?* *2(* *2(, D(9( (	 :;<
&'()(6+,, -	 .> *24) �*27*� *264 �*2?3� *2,5 8(9, ,	 8;< B&'()(7
&'()(7+,, -	 1 *2?4 *2?6 *2(3 *2(3 *2,5 8(9( ?	 :;< =&'()(6
&'()(4+FG,, -	 ./1 *24( *27( *267 *2?5 *2,) 8(9, (	 L;<

&'()()+,, -	 
./
01

*2?) *2?, *2(7 *2,5 *2,* :(9, (	 :;<

&'()(5+,, -	 .C *26* *2?7 *2?* *2(? *2(( 8(9, ?	 L;<
&'()(3G,, -	 ./1 *26* *26* *2?? *2?* *2,5 8(M( (	 :;<
&'()?*G,, -	 ./1 *2?3 *2?4 *2(7 *2(( *2,4 8(9, (	 A;< =&'()?,

&'()?,G,, -	 
./
01

*24) �*26*� *263 �*2??� *2(, 8(9, ?	 G;< B&'()?*

&'()?(G,, -	 1 *246 *27( *2(* *2(( *2(4 8(9, ,	 8;< =&'()??
&'()??G,, -	 01 *26( �*2?5��*2,?��*2,*� *2?, 8?9, (	 A;< B&'()?(
&'()?4G,, -	 1 *244 *24( *26) *266 *2,) 8,9, (	 :;<
&'()?)G,, -	 01 *2?) *2?, *2(* *2,7 *2,( 8(9, (	 :;< =&'()?5
&'()?5G,, -	 .> �*2?*� *2?3 �*2(,� *2(( *2,* 8,9, (	 :;< B&'()?)
&'()?3G,, -	 .C *2?3 *2?? *2(4 *2(4 *2,? 8(9( (	 A;<
&'()6*G,, -	 1 *2(3 *2() *2,5 *2,4 *2,, 8(9, ,	 8;<
&'()6,G,, -	 1 *24, *24, *267 *26* *2(( 8(9, ,	 8;<
&'()6(G,, -	 1 *264 *2?) *2(6 *2(( *2,? 8(9, (	 G;<
&'()6?G,( -	 1 *2?6 *2?6 *2(? *2(( *2,( 8(9, (	 A;<

&'()66G,( -	 
./
#01

*24* *26* *265 *2(? *2,4 8(9, ,	 8;<

&'()67G,( -	 .C *276 *27( *2(3 *2?* *2() 8(@? ?	 L;< =&'()64 IJK

&'()64G,,F,( -	 
./
#01

*24, *267 *2?* *2,7 *2(* 8(9, (	 D;< B&'()67

&'()6)G,( -	 ./1 *26* *2?7 *2?* *2(5 *2,? 8(9, ,	 8;<
&'()65A7 -	 ./1 *24* *274 *2?6 *2(3 *2,4 :,9, ?	 A;<

&'()63A7 -	 
./
01

*264 *267 *2() *2(( *2,6 8(9, (	 A;<

&'()7*A7F4 -	 1 *2?4 *2?( *2,7 *2,? *2,4 8(9, ,	 8;<
&'()7,A7F4 -	 1 *2(5 *2(4 *2,7 *2,5 *2,( 8(9, (	 :;<

&'()7(G? -	 
./
01

*27* *266 *2(5 *2(( *2,? :,9, (	 G;<

&'()7?G? -	 ./1 *2?3 *2?? *2*4 *2*) *2(4 8?9, ?	 L;<
&'()76G6 -	 1 *267 *2?7 *2,7 *2,6 *2(( 8(9, (	 A;<
&'()77G6 -	 ./1 *24, *27) *2?* *2(5 *2,( 8,9, 6	 +;<
&'()74G6 -	 1 *26* *2?5 *2,7 *2,6 *2,, 8,9, ,	 8;<

&'()7)G6 -	 
./
#01

*264 *2?3 *2(4 *2,) *2,7 8(9, ,	 8;<

&'()75G6 -	 
./
#01

*264 *2(3 *2?* *2,5 *2*5 8,9, ?	 :;<

&'()73G6 -	 01 *26* *2?, *2() *2(* *2,6 :(9( (	 :;<
&'()4*G6 -	 .C *263 *2?5 *2*3 *2*3 *2(, 8(M? (	 A;<
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#$ %$ #$ %$
&'()*+,- .	 /0 1231 12(4 12++ 1214 12+( 5(6+ +	 578
&'()*(,- .	 /0 1239 123+ 12() 12(( 121* :+6+ +	 578
&'()*3,- .	 0 12-3 1234 12(3 12(( 12+( 5(6+ 3	 ;78
&'()*-<- .	 /0 129= 123( 1231 12(- 12++ 5(6+ (	 :78
&'()*9<- .	 0 129+ 12-+ 12(+ 12+= 12+3 5(6+ +	 578

&'()**<- .	 
>?
#/0

12-1 1231 12(9 12+3 12+9 5(6+ (	 :78

&'()*)<- .	 /0 12-1 1239 12(1 12+9 12++ 5(6+ (	 :78
&'()*=<- .	 0 123) 1239 12+) 12+9 121) 5+6+ +	 578
&'()*4<- .	 /0 12(4 12(- 12++ 1214 12(- 536( (	 @78

&'())1<- .	 
>?
#/0

129) 12-( 12-3 12(- 12+1 :+6+ (	 :78

&'())+<- .	 
>?
/0

1239 123- 12+* 12(1 12+( 5(6+ (	 :78

&'())(<- .	 
>?
/0

12-9 1233 12+4 12+3 121* 5+6+ (	 :78

&'())3<- .	 
>?
#/0

1239 12(- 121= 1219 12+9 5(6+ 3	 ,78

&'())-,9 .	 >?0 123) 1233 12(= 12() 12++ :(6( 3	 :78
&'())9,9 .	 /0 123- 123( 12+9 12+( 12+( 5(6+ (	 :78

&'())*,9 .	 
>?
#/0

123+ 12(* 12+* 121= 12++ 5(6+ (	 :78

&'())),9 .	 
>?
#/0

12-1 1233 12(4 12+4 12+1 :(6( 3	 A78

&'())=,9 .	 
>?
/0

123* 123+ 12(+ 12+) 121= 5+6+ (	 :78

&'())4,9 .	 /0 12-+ 123) 12(+ 12+* 12+1 5+6+ (	 :78

&'()=1,9 .	 
>?
#/0

129) 12-- 123= 12(+ 12++ 5+6+ (	 @78

&'()=+,9 .	 >?0 12*( 12-3 121* 121* 12+= 5(6+ 3	 @78 BCD

&'()=(,9 .	 
>?
/0

129( 123) 12() 12(+ 12+3 5(6+ 3	 @78

&'()=3,9 .	 
>?
/0

129* 129( 1234 123( 12+1 5+6+ (	 ,78

&'()=-,9 .	 >?0 123= 123- 12+( 12+( 12+- 5(6+ 3	 ,78

&'()=9,9 .	 
>?
/0

12-* 12-- 12(- 12(1 12+( 5+6+ 3	 :78 E&'()=*

&'()=*,9 .	 
>?
/0

123) �12(9� 12(3 12+) 12+1 5(6+ (	 :78 F&'()=9

&'()=),9 .	 >?0 1291 12-* 1214 12+1 12(( 5(6+ (	 A78
&'()==,9 .	 >?0 12-- 123( 12++ 12+1 12+( 5(6+ (	 A78

&'()=4,9 .	 
>?
/0

129- 12-+ 12(- 12+) 12+9 5(6+ (	 :78 E&'()41

&'()41,9 .	 >?0 �12-1� 12(4 12++ 12+1 12+1 5(6+ (	 :78 F&'()=4

&'()4+<9 .	 
>?
/0

1234 1233 12+3 12+1 123+ :36( 3	 ;78 BCD

&'()43<9 .	 
>?
/0

123* 1239 12+( 12+* 12+( 5(6+ (	 :78

&'()4-<9 .	 
>?
#/0

12)= 12-= 12-= 12(+ 12+) 5(6+ (	 :78

&'()49<9 .	 0 12-1 1239 12+4 12+) 12+= 5(6+ (	 :78

&'()4*<* .	 
>?
#/0

12-1 1233 12+9 1214 12+( 5(6+ 3	 ,78

&'()4)<* .	 
>?
#/0

1234 12(4 12(( 12+( 12+1 5(6+ (	 :78 E&'()4=

&'()4=<* .	 /0 �12-+� 12-) 12+= 12+9 12(1 5(6+ -	 :78 F&'()4)

&'()44<* .	 
>?
#/0

1239 1233 12+* 121= 12+9 5(6+ 3	 A78

&'(=11<* .	 
>?
#/0

12-3 123) 12(9 12+* 12+9 5(6+ +	 578 E&'(=1+

&'(=1+<* .	 >G 12-) �1231� 121) 121= �1233�:-6+ (	 :78 F&'(=11 BCD

&'(=1(<* .	 
>?
/0

12-9 123- 12+4 12+- 12(( 5(6+ +	 578 E&'(=13
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図２２４ 遺構全体図割付図（S＝１／１，０００）
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図２２５ 遺構全体図分割図①（S＝１／１００）
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図２２６ 遺構全体図分割図②（S＝１／１００）
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図２２７ 遺構全体図分割図③（S＝１／１００）
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図２２８ 遺構全体図分割図④（S＝１／１００）
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図２２９ 遺構全体図分割図⑤（S＝１／１００）
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図２３０ 遺構全体図分割図⑥（S＝１／１００）
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図２３１ 遺構全体図分割図⑦（S＝１／１００）
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図２３２ 遺構全体図分割図⑧（S＝１／１００）
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図２３３ 遺構全体図分割図⑨（S＝１／１００）
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図２３４ 遺構全体図分割図⑩（S＝１／１００）
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図２３５ 遺構全体図分割図⑪（S＝１／１００）
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図２３６ 遺構全体図分割図⑫（S＝１／１００）
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図２３７ 遺構全体図分割図⑬（S＝１／１００）
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図２３８ 遺構全体図分割図⑭（S＝１／１００）
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図２３９ 遺構全体図分割図⑮（S＝１／１００）
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図２４０ 遺構全体図分割図⑯（S＝１／１００）
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図２４１ 遺構全体図分割図⑰（S＝１／１００）
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図２４２ 遺構全体図分割図⑱（S＝１／１００）
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図２４３ 遺構全体図分割図⑲（S＝１／１００）

358 第３章 調査の結果



図２４４ 遺構全体図分割図⑳（S＝１／１００）

359



図２４５ 遺構全体図分割図�（S＝１／１００）
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図２４６ 遺構全体図分割図�（S＝１／１００）
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図２４７ 遺構全体図分割図�（S＝１／１００）
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図２４８ 遺構全体図分割図�（S＝１／１００）
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図２４９ 遺構全体図分割図�（S＝１／１００）
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図２５０ 遺構全体図分割図�（S＝１／１００）

365



図２５１ 遺構全体図分割図�（S＝１／１００）

366 第３章 調査の結果



図２５２ 遺構全体図分割図�（S＝１／１００）
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図２５３ 遺構全体図分割図�（S＝１／１００）
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